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例　　言
１．�　本書は、平成 28 年度及び平成 29 年度に実施した高度水利機能確保基盤整備事業（朝見上地区）に伴う朝

見遺跡第７次発掘調査、第８次発掘調査及び第９次発掘調査の報告書である。

２．　調査地は、三重県松阪市立田町及び和屋町に所在する。

３．�　本遺跡の調査は、三重県教育委員会が三重県農林水産部から依頼を受けて実施した。現地調査から報告書

作成に至る経費は、三重県教育委員会が文化庁からの国庫補助金を得て一部を負担し、その他を三重県農林

水産部から執行委任を受けて実施した。

４．　発掘調査は、下記の体制で実施した。

　・第７次調査

　　　　調査主体　　三重県教育委員会

　　　　調査担当　　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課

　　　　　　　　　　　　主幹　谷口一彦　　主査　萩原義彦　　技師　鐸木厚太　　技師　水谷侃司

　　　　　　　　　　　　主事　杉村　聡　　研修員　村田雄紀

　　　　調査期間　　平成 28 年４月 20 日～平成 28 年 10 月 17 日

　　　　調査面積　　5,742㎡

　・第８次調査（工事立会）

　　　　調査担当　　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課

　　　　　　　　　　　　主幹　谷口文隆　　主査　萩原義彦　　主事　杉村　聡　　技師　水谷侃司　　

　　　　調査期間　　平成 28 年９月６日～ 11 月 22 日

　　　　調査面積　　約 600㎡

　・第９次調査（工事立会）

　　　　調査担当　　三重県埋蔵文化財センター　調査研究１課　主査　伊藤文彦　　技師　鐸木厚太

　　　　調査期間　　平成 29 年５月８日、７月 15 日～ 12 月６日

　　　　調査面積　　620㎡

５．�　現地での図面作成及び写真撮影は調査担当者により、遺物写真撮影は当センター�主査�森川常厚及び技師

水谷侃司が行い、樹種同定、塗膜構造調査、年代測定、リン・カルシウム分析、蛍光Ｘ線分析に伴う写真は

各受託業者による。

６．�　本書の執筆は、樹種同定、塗膜構造調査、年代測定、リン・カルシウム分析、蛍光Ｘ線分析については各

受託業者が、他は森川及び水谷に加え当センター主査�萩原義彦、技師�樋口太地が行った。全体編集は森川

による。

７．�　本書の遺跡地形図で使用した図は、三重県市町総合事務組合管理者の承認を得た三重県共有デジタル図を

用いている。（令和４年４月６日三総合地第１号）。遺跡調査区位置図に使用した事業計画図は三重県農林水

産部の提供による。

８．�　本書で用いた座標は世界測地系による座標北である。標高は、東京湾平均海水面を基準とした。

９．�　調査にあたっては、下記の方々の御指導・御協力を得た。

　　　　松阪市教育委員会　三重県農林水産部農業基盤整備課　三重県松阪農林事務所

　　　　山本直人　朝見上地区土地改良区　地元各位　

10．�　土層及び土器の色調表記は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社、2005 年版）

に拠った。

11．　調査図面・写真・出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターにて保管している。
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Ⅰ．前　　言

　１．調査に至る経緯

　平成 21 年度、高生産性農業の実現と経営体育成を

図るとともに、生活環境の一体的な整備を行うこと

により、農業・農村の健全な発展に寄与することを

目的とし、朝見上地区土地改良区（和屋町・立田

町・朝田町）によって農業基盤整備事業が計画され

た。事業の総面積は、３町合わせて 1,590,000㎡であ

る。

　この農業基盤整備事業にかかる埋蔵文化財の保護

については、平成 21 年度に三重県農水商工部（現・

農林水産部）から工区内の埋蔵文化財の有無につい

て照会があった。これを受けて埋蔵文化財センター

では、事業地内に堀町遺跡・四常遺跡・大角遺跡・

中坪遺跡・朝見遺跡が既に周知されていることを通

知した。その結果、2009（平成 21）年 10 月 27 日か

ら松阪農林事務所と埋蔵文化財センターでこれらの

取り扱いについての協議が開始されることになった。

　埋蔵文化財の保護が必要な面積は、799,060㎡に

及ぶ広大なものであるため、埋蔵文化財の状況を把

握するための調査を 2010（平成 22）年から４ヶ年

に渡って実施することになった。その結果、四常遺

跡を除く４遺跡で埋蔵文化財の包蔵が良好な範囲が

明らかとなり、工事の施工にあたっては保護措置が

必要との結論に至った。これを受けて、これらを極

力保存する工法において事業の実施が図られたが、

排水路やポンプ場等のどうしても保存が困難な範囲

に限り、発掘調査を実施し記録による保存を行うこ

ととなった。調査は、工事の展開や耕作の状況を勘

案して実施することになったが、住民の生活に支障

が大きい生活道路部分等では工事立会として実施

し、即日の調査終了に努めた調査区もある。

　調査は、2010（平成 22）年の朝見遺跡第１次調

査から開始し、堀町遺跡で３回、大角遺跡で１回、

中坪遺跡で４回、朝見遺跡で７回の調査が実施され、

中坪遺跡第３次調査が終了した 2018（平成 30）年

１月 29 日をもって、当該事業地域内の現地におけ

る調査を終了した。本書で報告する発掘調査は、朝

見遺跡としては最終に位置する調査である。

　２．調査の経過

　調査の開始は、最も工事が先行する範囲を対象と

した朝見遺跡第１次調査で、2010（平成 22）年９

月 14 日から開始された。４ヶ所の狭小な調査区に

分かれるため、工事立会として実施し、平安時代後

期の溝等を検出した。

　翌年の 2011（平成 23）年には、朝見遺跡第２次

調査が開始され、本格的な発掘調査の開始となっ

た。平安時代から鎌倉時代を中心に井戸や溝が多

数検出され、石帯、墨書土器、馬歯等の官衙関連

遺物が出土している。鎌倉時代では、火付木や牛

馬骨を伴う雨乞い祭祀を思わせる遺構も検出され

ている。

　2012（平成 24）年度の調査は、その中心を堀町

遺跡に移すが、大角遺跡や朝見遺跡でも小規模な調

査が行われた。堀町遺跡第５次調査や大角遺跡では

中世が中心であり、比較的規模の大きい掘立柱建物

や多数の井戸が検出されている。また、「盛法寺」

と墨書された山茶椀が注目される。

　2013（平成 25）年度の調査は、引き続き堀町遺

跡で行われると共に、中坪遺跡でも調査が開始され、

朝見遺跡でも小規模な調査が継続している。堀町遺

跡第６次調査では、縄文時代中期末の遺物が多く出

土し、沖積平野での検出事例として注目された。他

は、前年の調査と同様な内容であるが、平安時代の

墨書土器や斎串等の木製品も多い。中坪遺跡第１次

調査でも中世の井戸を多く検出し、区画溝と思われ

るものも数条検出している。

　2014（平成 26）年度は、調査の中心が再び朝見

遺跡に移り、中坪遺跡の調査も継続されている。堀

町遺跡では小規模な調査が実施され、これをもって

堀町遺跡の現地調査は終了となる。朝見遺跡第５次

調査では、平安時代の大型建物を中心とする建物群

が検出され、他にも大型建物が３棟散在する状況が

確認された。遺物では、青銅鏡３面が出土したこと

が特筆され、農耕祭祀に伴うものと考えられている。
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中坪遺跡第２次調査では、前回の調査と同様な結果

であるが、掘立柱建物や堀状の区画溝を検出してい

る。また、律令期の獣脚付壺や緑釉陶器香炉も出土

している。

　2015（平成 27）年度は、朝見遺跡のみで調査が

実施された。朝見遺跡第６次調査では、中世を中

心に掘立柱建物や井戸を多数検出している。鎌倉

時代の木棺墓からは漆椀や烏帽子等が埋納されて

いた。律令期では、蛇行する小溝からの多量の土

師器杯皿類や集中して出土した製塩土器が注目さ

れる。また、縄文時代後期の土坑等も検出されて

いる。

　2016（平成 28）年度は、本書で報告する朝見遺

跡第７次調査と第８次調査である。第７次調査は

13 の調査区に分かれる。比較的面積の広い６区及

び 13 区から調査を開始した。耕作の状況等に配慮

しつつ、５区、１区、11 区、12 区、10 区、９区、

８区、２区、３区及び４区、７区の順に実施し、３

区及び４区の埋め戻しを最後として調査を終了し

た。第８次調査は、第７次調査に引き続き実施され

た。これまでの調査で実施できなかった生活道路部

分等を対象に工事立会として実施している。このた

め調査区は小規模な 10 ヶ所に分かれ、断続的に実

施された。

　2017（平成 29）年度は、現地調査の最終年度と

なった。中坪遺跡を中心に実施され、朝見遺跡は

本書で報告する小規模な第９次調査である。中坪

遺跡第３次調査と並行して実施され、第８次調査

と同様な対象の15ヶ所で工事立会として実施した。

中坪遺跡第４次調査は朝見遺跡第９次調査に引き

続き、中坪遺跡第３次調査と並行して実施された。

小規模な２ヶ所について、工事立会として実施し

ている。中坪遺跡第３次調査では、杭と丸太で構

成される奈良時代の水利遺構が確認された。中世

では、掘立柱建物や多数の井戸が検出され、堀状

の区画溝が注目される。多量の土師器皿や鍋等に

加え瓦質の磚や風炉、人面が墨書された土師器皿

等が出土している。この調査の埋め戻しをもって

現地での調査を全て終了した。

　３．朝見遺跡第７～９次調査日誌（抄）

[ 平成 28（2016）年 ]

５月12 日　第７次調査開始。６区表土掘削。

　　13 日　６区遺構検出。溝・土坑・柱穴を検出。

　　　　13 区表土掘削。

　　18 日　６区遺構掘削。13 区表土掘削。

　　19 日�　６区遺構掘削。SD706002、SK706014 土

層断面図作成。

　　31 日　６区・13 区遺構掘削。

６月２日�　６区遺構掘削。SD706012 より近世瓦・

瀬戸焼・常滑焼の甕等出土。13区表土掘削・

遺構検出。表土中より緑釉陶器出土。

　　３日　６区遺構掘削。13区表土掘削・遺構掘削。

　　８日　５区表土掘削。13 区全景撮影。

　　10 日　６区全景撮影・遺構実測。13区遺構実測。

　　14日　１区表土掘削。５区遺構掘削・全景撮影。

　　　　６区遺構実測。13 区埋戻し。

　　15 日　５区遺構実測。13 区表土掘削。

　　16 日　５区埋戻し。

　　17 日　６区東半埋戻し。

　　20 日�　１区遺構掘削、SK701003 より縄文土器

出土。６区井戸断ち割り・土層断面図作成。

　　22 日�　６区西半埋戻し。13 区遺構掘削・西壁

土層断面図作成。

　　24 日�　１区遺構掘削・上層全景撮影・遺構実測。

13 区表土掘削・遺構掘削。

　　27 日　13 区遺構掘削・13 区東半表土掘削。

　　29 日�　1 区 SK701003 遺物出土状況図面作成。

13 区遺構掘削。

７月４日　11 区表土掘削。13 区全景撮影。

　　６日　13 区遺構実測。

　　８日　１区全景撮影・遺構実測。

　　11 日　１区埋戻し。

　　12 日�　12 区表土掘削。11 区で縄文時代の竪穴

遺構検出。

　　19日　11区写真撮影・遺構実測。12区遺構掘削。

　　21日　10区表土掘削。12区全景撮影・遺構実測。

　　27 日　12 区 SE712005 断ち割り。

８月１日　９区表土掘削。

　　２日�　８区表土掘削。９区遺構掘削。10 区全

景撮影。
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　　８日　８区遺構掘削。

　　11 日～ 16 日　夏季休暇。

　　17 日　２区表土掘削。

　　18 日　８区全景撮影。

　　19 日�　２区遺構掘削。８区遺構実測。３区・

４区表土掘削。

　　25 日�　２区全景撮影・遺構実測。３区遺構掘削。

７区表土掘削。

　　30 日　４区遺構掘削。

　　31 日　４区全景撮影。７区遺構掘削。

９月１日　４区遺構実測。７区全景撮影。

　　２日　７区埋戻し。

　　３日　現地説明会。

　　５日�　２区・３区北半埋戻し。３区南半・４

区下層掘削。

　　６日　第８次調査開始。

　　12 日　３区・４区下層全景撮影。

　　14 日　３区・４区下層遺構実測・埋戻し。

　　16 日　資材撤収・第７次調査終了。

11月22日　第８次調査終了。

[ 平成 29（2017）年 ]

７月15日　第９次調査開始。

12 月６日　第９次調査終了。

　４．文化財保護法にかかる諸手続

　本発掘調査に伴う埋蔵文化財の文化財保護法等に

関係する法的措置は、以下のとおりである。

　（１）三重県文化財保護条例第 48 条第１項

　平成 22 年９月９日付け、松農第 4236 －１号（県

教育委員会教育長あて三重県知事通知）

　「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の

発掘通知書」

　（２）県文化財保護条例第 48 条第 2 項

　平成 22 年９月 13 日付、教委第 12 － 4075 号（県

知事あて県教育委員会教育長通知）

　「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事につ

いて」（朝見遺跡、堀町遺跡、大角遺跡、中坪遺跡、

四常遺跡）

　（３）文化財保護法第 99 条第 1 項

　平成 28 年４月 20 日付、教埋第 27 号（県教育長

あて県埋蔵文化財センター所長報告）

　「埋蔵文化財発掘調査の報告について」

　（４）文化財保護法第 100 条第２項

・平成 28 年 11 月 11 日付け、教委第 12 － 4416 号（松

阪警察署長あて県教育委員会教育長通知）

　「埋蔵文化財の発見について（通知）」

・平成 28 年 12 月６日付け、教委第 12 － 4418 号（松

阪警察署長あて県教育委員会教育長通知）

　「埋蔵文化財の発見について（通知）」

・平成 30 年７月 11 日付け、教委第 12 － 4411 号（松

阪警察署長あて県教育委員会教育長通知）

　「埋蔵文化財の発見について（通知）」

（水谷・森川）

調査年度 遺跡名 調査次数 調査面積 開始日 終了日 報　告　書 備　考

Ｈ22 朝見遺跡 第１次 205㎡ 10.27 11.19 工事立会

3,325㎡ 5.25 12.22

87㎡ 2.10 2.24 工事立会

堀町遺跡 第５次 4,396㎡ 5.23 2.22

大角遺跡 第１次 64㎡ 工事立会

朝見遺跡 第３次 236㎡ 12.10 12.11 『朝見遺跡（第３・４・６次）発掘調査報告』2020.3 工事立会

堀町遺跡 第６次 5,463㎡ 5.10 2.12 『堀町遺跡（第６・７次）発掘調査報告』2018.3

中坪遺跡 第１次 1,955㎡ 5.10 2.12 『中坪遺跡（第１次）発掘調査報告』2017.3

朝見遺跡 第４次 141㎡ 『朝見遺跡（第３・４・６次）発掘調査報告』2020.3 工事立会

中坪遺跡 第２次 1,100㎡ 4.21 1.16 『中坪遺跡（第２次）発掘調査報告』2018.3

朝見遺跡 第５次 9,996㎡ 4.22 2.18 『朝見遺跡（第５次）発掘調査報告』2022.3

堀町遺跡 第７次 720㎡ 9.17 1.20 『堀町遺跡（第６・７次）発掘調査報告』2018.3 工事立会

Ｈ27 朝見遺跡 第６次 8,545㎡ 5.12 2.23 『朝見遺跡（第３・４・６次）発掘調査報告』2020.3

朝見遺跡 第７次 5,742㎡ 4.20 10.17 『朝見遺跡（第７・８・９次）発掘調査報告』2023.3

朝見遺跡 第８次 約600㎡ 9.6 11.22 『朝見遺跡（第７・８・９次）発掘調査報告』2023.3 工事立会

中坪遺跡 第３次 3,775㎡ 6.29 1.29 『中坪遺跡（第３・４次）発掘調査報告』2022.3

朝見遺跡 第９次 620㎡ 5.8 12.6 『朝見遺跡（第７・８・９次）発掘調査報告』2023.3 工事立会

中坪遺跡 第４次 64㎡ 10.16 10.18 『中坪遺跡（第３・４次）発掘調査報告』2022.3 工事立会

第１表　高度水利機能確保基盤整備事業（朝見上地区）地内埋蔵文化財調査一覧

『朝見遺跡（第１・２次）発掘調査報告』2014.10

Ｈ28

Ｈ24

Ｈ26

Ｈ25

10.24
『堀町遺跡（第５次）発掘調査報告』2016.3

Ｈ29

9.30

Ｈ23 朝見遺跡 第２次
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Ⅱ．位置と環境

　１．地理的環境

　朝見遺跡（１）は松阪市の東部、櫛田川左岸の和

屋町から立田町に広がる遺物散布地である。櫛田川

は、総延長 84㎞、最大幅 200 ｍに及ぶ伊勢平野の

大河川である。紀伊山地の高見山山系に源を発し、

中央構造線に沿って山中を東流するが、伊勢平野に

出ると向きを直角に北へ変え、伊勢湾へ注いでいる。

伊勢平野での櫛田川は、洪水により幾度もその流路

を変えている。分流して国史跡斎宮跡（２）を限る

祓川も、かつては櫛田川の本流であった。この乱流

の結果、下流域には広大な沖積平野が形成され、多

数の自然堤防が散在する。和屋、立田、朝田の３集

落は、弧状縦列に所在し、不明確ではあるものの自

然堤防上に立地するものと思われる。朝見遺跡も自

然堤防を中心に周知されており、周囲の水田より若

干微高地の標高６～７ｍ前後である。

　２．歴史的環境

　当遺跡の所在する南勢地域は、県内でも有数の遺

跡密集地帯である。沖積平野や河岸段丘、その背後

の丘陵地帯には多くの集落跡や古墳群が存在する。

　しかし縄文時代の遺跡に限れば、朝見遺跡周辺の

沖積平野では殆ど知られていない。祓川右岸の低位

段丘上の西出遺跡（３）が知られるのみである。西

出遺跡は 1978（昭和 53）年に発掘調査が行われた。

明確な遺構は検出されなかったものの検出面直上か

ら人面を表現した土版が出土し、包含層出土遺物か

ら晩期後葉に推定されている
①

。

　やや上流に遡り段丘が明確になると、段丘上に粟

垣内遺跡（４）や金剛坂遺跡（５）等が所在し、遺

跡数は増加する。粟垣内遺跡では、中期末～晩期の

土器片や石鏃等が散布し、コドノＡ遺跡（６）では

晩期の土坑が検出されている
②

。1971（昭和 46）年

以降、数回の発掘調査が実施されている金剛坂遺跡

では、直径２ｍ前後の土坑群が検出されており、そ

の内のひとつから後期に推定される環状壺形土器が

完形で出土し
③

、注目されている。また、右岸の玉城

丘陵では、上村池Ｂ遺跡（７）で晩期の土器片が採

集されており
④

、2007（平成 19）年に発掘調査され

た斎宮池遺跡（８）では中期末葉から後期初頭の遺

物が多く出土している
⑤

。さらに上流の新徳寺遺跡

（９）は 1994（平成６）年及び 1996（平成８）年に

発掘調査が行われ、後期の竪穴住居や埋設土器が検

出されている
⑥

。左岸の丘陵裾野に位置する中谷遺跡

（10）では、晩期後半の土器棺墓群が検出される
⑦

等、

調査事例の蓄積も進んでいる。

　早期のものでは、コドノＢ遺跡（11）で集石炉が

検出されている
⑧

。さらに上流に遡ると櫛田川が伊勢

平野に流れ出る直前の中流域左岸、丘陵との間に生

じる細長い平野に射原垣内遺跡（12）、鐘突遺跡（13）、

上寺遺跡（14）が集中する。1979（昭和 54）年に

発掘調査が行われた射原垣内遺跡では、後期の土器

に加え、早期の押型文土器が多数出土している
⑨

。引

き続き 1980（昭和 55）年に調査された鐘突遺跡
⑩

や

上寺遺跡
⑪

でも早期の押型文土器が出土しているが、

３遺跡とも遺構の検出には至っていない。しかし、

さらに 400 ｍ遡った鴻ノ木遺跡（15）では 1990（平

成２）年に発掘調査が開始され、早期の竪穴住居や

煙道付炉穴が多数良好な状態で検出される
⑫

に至っ

た。さらに右岸の坂倉遺跡（16）でも竪穴住居や煙

道付炉穴が検出されており
⑬

、櫛田川中流域は縄文時

代早期の遺跡密集地帯となっている。

　この様に、河岸段丘上や丘陵またはその周辺で多

くの遺跡が周知されていたが、近年、沖積平野での

縄文時代の遺構・遺物が検出されている。2010（平

成 22）年から今回の調査に至るまで断続的に発掘

調査が行われた、朝見遺跡、中坪遺跡（17）、堀町

遺跡（18）からは、縄文時代中期から後期の遺物が

出土し、後期の土坑群や埋設土器が検出されてい

る
⑭

。さらに祓川下流の西浦遺跡（19）でも中期の深

鉢が出土したとされ
⑮

、縄文時代の遺跡分布等の考察

に一石を投じる結果となっている。

　古代の朝見遺跡は伊勢国飯野郡に含まれる。飯野

郡は、伊勢神宮の神領「神三郡」にあたる。また、

当遺跡から約５㎞東には斎宮跡があり、これへ向け

－ 4－ － 5－



第 1図　遺跡位置図（1:50,000）［国土地理院「松阪」1:50,000 より］
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て古代伊勢道（20）が 1.5㎞南を通過する。この伊

勢道に揃えた飯野郡条里型地割（北から約 15°東偏）

が当遺跡周辺に広がる
⑯

。

　中世にはいると北畠氏の神三郡への影響が強くな

り
⑰

、南北朝の争乱時には延元二（1337）年に北畠親

房の御教書を受けて潮田刑部左衛門尉幹景が神山城

（21）に立て籠もったとされる
⑱

。中坪遺跡近辺では、

北朝の軍勢との激しい戦闘も伝えられ
⑲

ている。櫛田

川右岸の丘陵にも北畠氏一族の居住により岩内御所

と称される
⑳

岩内城跡（22）がある。これらをはじめ、

丘陵上には中世城館が散在する状況である。

　一方、沖積平野では明確な城館跡はみられないが、

中の坊遺跡（23）では条里方向に沿う直角に曲がる

堀状の溝を検出しており、有力者の屋敷を想定して

いる
㉑

。また、朝見遺跡や中坪遺跡でも城館を想定さ

せるような堀状の溝を確認しており
㉒

、沖積平野にお

いても城館が埋没している可能性を示唆している。

　なお、朝見遺跡内の水田には、「面塚」と呼ばれ

る塚がある。天から降ってきた翁の面７点を７基の

塚を設けて奉納したと伝えるもの
㉓

で、地元により祀

られた１基が今日まで残存している。　　　（森川）
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第２図　遺跡地形図（1：10,000）
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第４図　調査区位置図①（1：2,000）
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第５図　調査区位置図②（1：2,000）
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第６図　調査区位置図③（1：2,000）
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第７図　調査区位置図④（1：2,000）
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Ⅲ．第７次調査
　第７次調査は、調査原因事業地の北部から北西部

にかけての排水路予定地等を対象に 13 の調査区に

分かれて実施している。このため、調査区の大半は

溝状の細長い形状を呈することになった。

　なお、隣接する既往の調査結果については第１表

に示す発掘調査報告書による。また、出土遺物の分

類、年代等については、土師器杯皿類を中心とする

古代の土師器は斎宮
①②

、山茶椀は藤澤良祐氏
③

、中世土

師器鍋は伊藤裕偉氏
④

、中世土師器皿は新田洋氏
⑤

によ

る。

１．１区

（１）遺構

　調査区は、遺跡の東側外縁部に位置し、東西方向

に延びる溝状を呈する。調査区内の大半が旧河道で

あるが、調査区東端で溝や土坑状の落ち込みを確認

している。なお、第９図には上層と下層の検出面を

示したが、掘削後の検証によるものである。実際の

調査においては、両検出面が錯綜する結果に陥って

しまった。隣接する第５次調査１区と様相が異なる

のは、これが一因するものかもしれない。

　ＳＤ７０１００１　調査区東側で検出した溝であ

る。幅 40㎝、検出面からの深さは 10㎝程度の浅い

ものであるが、土層観察により 20㎝の深さをもつ

ことが分かる。埋土は上下２層に分かれるが、下層

は砂質土で鉄分を含む。ほぼ正方位で南北方向に延

びるが、若干蛇行気味で小規模な流路の可能性が高

い。縄文土器片が多く出土するなかで、土師器の杯・

皿の小片が一定量あり、平安時代中頃を示す。しか

し、器壁の薄い小片１片があり、室町時代まで下る

可能性を残しておく。

　ＳＤ７０１００２　大規模な旧河道跡で、幅 30 ｍ

に及ぶが、岸は非常に緩やかに傾斜する。埋土は粘

土と砂質土の互層であるが、砂質土が主体である。

弥生土器から灰釉陶器まで各時期の遺物が出土して

いるが、最も下るロクロ土師器から平安時代後期以

降に埋没したとみられる。

ＳＫ７０１００３（第 10 図）　調査区東端ちかく

で検出した土坑状の落ち込みである。直径６ｍの不

整円形を呈し、南半が調査区外となる検出結果と

なった。しかし、埋土層の観察では西壁が確認でき

ず、検出結果と齟齬を生じている。このように遺構

とするに疑問のある結果となったが、土坑中央部に

礫と縄文土器片の集中がみられた。

　土器や礫の集中は、土坑底からやや浮いた位置に

２ヶ所に分かれて所在し、調査区壁のものは炭化材

のためか周囲の土壌が黒く変色している。ただし、

土器や礫の集積下に焼土は確認できない。土器は、

口縁部から底部片まであり、少なくとも２個体が確

認できるが、完形のものが潰れた状態には程遠い状

況である。礫も集石と評価できる状態ではなく、石

囲炉が破損した状況にもない。また、礫のなかには

石斧や石錘が含まれる。これらの時期は、出土した

縄文土器から中期末葉とみられ、後述する炭化材の

年代測定値とも合致する。

　なお、土坑北部で直径 30㎝程の焼土を確認して

いるが、土坑底には及んでいない。竪穴住居に相当

する支柱穴や炉跡は確認できなかった。

　ＳＤ７０１００４　調査区西部において検出した

溝である。幅４ｍ、検出面からの深さ 80㎝を測る

堀状の溝である。埋土は３層に分かれるが、最上層

は極細粒砂である。縄文土器の小片が出土し、それ

以降のものは無い。しかし、方向は条里に沿い、時

期が下る可能性もある。

　ＳＤ７０１００５　調査区西側において検出した

溝である。溝は、非常に浅く緩やかに西側に傾斜す

る。西岸は調査区外となるが、隣接する２区のＳＤ

702005 を西岸とすれば、幅 25 ｍを測る。埋土は細

粒砂であり、流路と考えられるが、遺物の出土が無

く、時期不明である。

（２）遺物

　出土遺物の大半はＳＫ 701003 出土の縄文土器で

ある。他に古式土師器や律令期の土師器・須恵器等

が出土している。

　ＳＫ７０１００３出土遺物（第 11 ～ 14 図）　１～

87 は縄文土器で、器形が不明確な小片が多いが、

－ 12－ － 13－
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第８図　第７次調査１区平面図（1：200）
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第９図　第７次調査１区土層断面図（1：100）

１ 耕作土

２ 2.5Y5/3 黄褐色砂質土

３ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土

４ 10YR4/4 褐色粘質土

５ 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘質土

６ 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土

７ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土

８ 10YR6/8 明黄褐色粘質土

９ 10YR3/3 暗褐色粘質土

10 5Y4/2 灰オリーブ色粘土＜上層検出面＞

11 5Y6/2 灰オリーブ色粘質土＜SD701001埋土＞

12 10YR3/3 暗褐色砂質土（鉄分含）＜SD701001埋土＞

13 10YR4/1 褐灰色砂質土（鉄分多含）＜SK701003埋土＞

14 10YR5/3 にぶい黄褐色粘質土（鉄分含）＜SK701003埋土等＞

15 2.5Y4/1 黄灰色粘質土

16 10YR4/2 灰黄褐色砂質土＜下層検出面＞

17 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土＜上層検出面＞

18 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土（鉄分含）＜上層検出面＞

19 10YR3/4 暗褐色粘質土＜SK701003埋土等＞

20 7.5Y4/3 褐色粘質土＜SK701003埋土等＞

21 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土＜上層検出面＞

22 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土

23 7.5YR3/4 暗褐色砂質土＜SD701002埋土＞
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その大半は深鉢と思われる。１～ 12・15 ～ 17 は口

縁部片で波状口縁が確認できるものが多い。深い沈

線で区画し、内部に刺突文を施すが、２は一部に

綾杉文、５は格子文をヘラで描き、16 は太い沈線

を平行に数条施す。体部片 18 も同様と考えられる。

５は口縁部に複数の透孔の配置を加えている。

　19 は摩滅のため不明確であるが、綾杉文が施さ

れる。20 ～ 23 も太い沈線による綾杉文を描くが、

22 は隆帯によってそれを区画している。24 ～ 36 も

綾杉文を施すものであるが、前述したものと比べて

細く繊細に描く綾杉文を太い沈線による縦方向の区

画に施している。

　37 ～ 40・44 は太い沈線により渦文を描くもので、

41 も同様か連弧文を描くものと思われる。口縁部片

は波状口縁を呈する。43 は隆帯を設けており、隆帯

状に刺突文を施す。45 ～ 65 も太い沈線を多条に施

すが、小片のため文様構成は不明である。66 ～ 68

は口縁部片であるが、同様な沈線を横位に３条施す。

　70・69 は太い沈線による区画内を斜線で埋める

もの、73 は刺突文、71・74 ～ 76 は無文である。い

ずれも口縁部片で、70 は高い波状を、69 は緩やか

な波状を呈する。71 も波状口縁と思われるが、口

縁端部を内に折り返している。72 も口縁部片であ

るが、摩滅が激しく不明確ではあるものの口縁端部

ちかくに縄文を施すようにみえる。77 は体部片で

あるが、残存部全面に縄文を施している。

　88・89 は剝片、90 は磨製石斧、91 は打製の石錘

である。90 は刃先を打撃による加工で成形してい

る。本来の刃先が欠損した後の再生であろうか。

ＳＤ７０１００１出土遺物（第 15 図）　92 は土

師器の杯である。口縁部が外反し、底部外面は未調

整、Ⅱ－３期に並行するものと思われ、９世紀後半

の時期が与えられる。93 ～ 96 は混入遺物で、全て

縄文土器である。太い沈線で装飾し、弧状を描くも

のや多条に施すものがある。しかし、小片のため文

様構成は不明である。

ＳＤ７０１００２出土遺物（第 15 図）　図示した

両者とも灰釉陶器で、97 は甕、98 は椀である。98

第10図　SK701003実測図（1：50）
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第11図　SK701003出土遺物①（１：３）
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第12図　SK701003出土遺物②（１：３）
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第13図　SK701003出土遺物③（１：３）

37

41

45

49

53

57

61

65

38

42

46

50

54

58

62

66

39

43

47

51

55

59

63

67

40

44

48

52

56

60

64

68

－ 18－ － 19－



第14図　SK701003出土遺物④（88・89 ＝２：３、90・91 ＝１：２、他は１：３）
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は高い高台を有し、灰釉は刷毛塗のように思えるが、

底部外面に糸切痕が残る。他に図示できなかったが

ロクロ土師器の小片もある。

　ＳＤ７０１００４出土遺物（第 15 図）　図示でき

たものは 99 の縄文土器のみである。体部の小片で

あるが、隆帯が巡ることが確認できる。

　包含層等出土遺物（第 15 図）　100 は縄文土器の

体部片である。太い沈線を３条施し、その両側にヘ

ラによる斜行線がみえる。斜行線はおそらく綾杉文

を形成するものと思われる。101 は弥生土器または

古式土師器の蓋、102・103 は高杯、104 は土師器の皿、

105 は甕である。104 の器壁は厚く、口縁端部は若干

内に肥厚するが、底部外面のヘラケズリは不明確で

ある。105 の頸部には工具痕列が残る。おそらくハ

ケメを施す際の工具の当たりと思われる。106 ～ 110

は須恵器で、106・107 は蓋、108 は壺の底部と迷う

が杯としておく。109 は壺、110 は甕である。108 の

底部外面には焼成前に刻まれた線刻がある。「×」を

○で囲むものか、「♯」を雑に描こうとしたものか迷

う。111 は灰釉陶器、112 は山茶椀、113・114 は土錘、

115 は石錐である。111 の灰釉は漬け掛け、115 はサ

ヌカイトを打製している。　　　　　　（萩原・森川）

第15図　SD701001・SD701002等出土遺物（115 ＝２：３、93 ～ 96・99・100 ＝１：３、他は１：４）
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　２．２区

　１区を西に延長するかたちで、東西方向に延びる

調査区である。遺構密度は薄く、遺物の出土も極め

て少ない。縄文土器の小片のみが出土する遺構につ

いては、小規模なものは、一応、縄文時代としてお

くが、大規模な流路等は混入として時期不明として

おく。この様な状況のため、大半の遺構の時期が不

明確である。

　（１）遺構

　ＳＤ７０２００１（第 17 図）　調査区中央からや

や東において検出した溝である。幅 80㎝、検出面

からの深さ 20㎝程度の小規模なものであるが、概

ね直線的に延びる。埋土はシルトで、良く締まって

いる。縄文土器片や土師器の杯や甕の小片が出土し

ている。時期決定の根拠に乏しいが、中世までは下

らず、平安時代中期頃の可能性がある。７ｍ西側の

ＳＢ 702006 と方向を揃えており、それに関連する

ものかも知れない。

　ＳＤ７０２００２（第 17 図）　調査区の中央部に

おいて検出した溝である。幅は 1.2 ～ 2.4 ｍで均一

を欠く。深さは検出面から 30㎝程度で、幅に対し非

常に浅いものである。したがって壁は非常に緩やか

で、特に東側の岸が不明確である。蛇行することも

あり、流路を想定したいが、埋土はシルトで良く締

まっている。縄文土器の小片が出土したのみで、時

期は不明とせざるを得ないが、ＳＢ 702006 を避け

る様に蛇行しており、それと関連する可能性を残す。

　ＳＦ７０２００３（第 18 図）　調査区のほぼ中央

部において焼土を検出し、この焼土を中心とした溝

状の不整形な土坑を検出した。深さは検出面から

10㎝から 50㎝の不均一なもので、50㎝に達する個

所が２ヶ所ある。複数の土坑の重複にもみえるが、

埋土の様相はそれを示さない。なお、埋土には焼土

が充満し、炭化物も含まれるが、土坑壁は焼けてい

ない。土質的には検出面に酷似する埋土のため、土

坑そのものを誤認した可能性もあるが、被熱が 50

㎝ちかくまで及ぶことは考え難く、底から５㎝程度

は褐色味を増す埋土も存在する。したがって、何ら

かの土坑が存在したものと思われるが、縄文土器の

小片が若干出土するに止まり、土坑の性格は時期と

ともに不明確なものである。

　ＳＫ７０２００４　調査区の東側において検出し

た土坑である。平面形は直径 1.1 ～ 1.6 ｍの楕円形で

あるが、中央部は 1.1 ｍの円形となる。深さは検出面

から40㎝程度で縄文土器の小片が出土したに止まる。

　ＳＤ７０２００５（第 18 図）　調査区東端で検

出した溝である。既述したように、隣接する１区

のＳＤ 701005 と合わせ、幅 25 ｍの流路を形成する。

縄文土器の小片が出土するに止まる。

　ＳＢ７０２００６（第 18 図）　調査区中央部か

らやや東側で検出した掘立柱建物である。棟方向

は不明であるが、一応、東西棟に仮定した。桁行

２間（2.85 ｍ）、梁行は２間であるが寸法は東西で

異なり、2.4 ｍ及び 2.55 ｍで、歪んだ平面形を呈する。

柱穴は、直径20～ 30㎝の円形を呈する小規模なもの

で、中央に束柱を設ける。埋土は粘質土系で、柱痕跡

は確認できない。あるいは柱痕跡のみを検出した可能

性もある。遺物の出土が無く、時期は特定できない。

　ＳＡ７０２００７～７０２０１０（第 19 図）　調

査区西側から中央部にかけて検出した柱列群である。

柱穴は直径 20 ～ 30㎝の円形を呈する小規模なもので

ある。ＳＡ 702008 とＳＡ 702009 は近接した縦列に

配置され、全体として 17 ｍの長い柱列を構成する。

この北側にＳＡ 702007、南側にＳＡ 702010 が並行し、

３乗の柱列を構成している。全ての柱列の柱間は不

等間でやや蛇行する。この形状から柱列とするに疑

問もあるが、遺構密度が極めて低い区域での検出で

あり、簡易な柵列の痕跡とした。全ての柱穴で遺物

の出土が無かったため、時期決定の根拠に欠ける。

　ＳＡ７０２０１１（第 18 図）　ＳＢ 702006 の北

側桁行の延長上にある２基の小穴を柱列とした。厳

密にはＳＢ 702006 の桁行より若干南側に位置する

が、方向は揃えている。ＳＢ 702006 とは 1.2 ｍの

間隔を空け、柱穴や埋土の状況はＳＢ 702006 に酷

似する。出土遺物は無く、時期は不明とせざるを得

ないが、ＳＢ 702006 に付属する施設と考えられる。

　なお、２基の小穴をもって柱列とするに疑問もあ

るが、周囲に小穴が少ない状況で、ＳＢ 702006 に方

向を揃えるため、可能性として提示するものである。

　（２）遺物

　図示できたものはＳＤ702001出土の土師器杯（116）

－ 22－ － 23－



第16図　第７次調査２区平面図（1：200）
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第17図　第７次調査２区土層断面図（1：100）
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２ 7.5YR6/8 橙色粘土
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４ 10YR7/6 明黄褐色砂質土＜検出面＞

５ 2.5YR4/8 赤褐色砂

６ 7.5YR6/1 褐灰色砂質土＜検出面＞

７ 2.5Y6/8 明黄褐色シルト（良く締まる）

８ 2.5Y6/4 にぶい黄色粘質土（良く締まる）＜SD702005埋土＞

９ 2.5Y5/3 黄褐色シルト（良く締まる、鉄分塊含）＜検出面＞

10 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト（良く締まる）
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14 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト（良く締まる、炭化物含）
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１
２

３

４
５

６
Ａ
6.6m

Ｂ

ａ

Ｂ

１

７

８

９10 11 11
９

12
12

13

14

15 16

17

18

19

ｂ ｃ１

６
19

23
24 25

９ａ ｂ１

1920

21

22 23

24
19

6.6m

Ｃ

ｅ

１

２

６
４

５
29

３

ｃ ｄ

１

２

６

６19 19 19

25
26 26

27

30

ｄ
ｅ

１
２

６ ４
27

28

30

16 5YR4/3 にぶい赤褐色粘質土（良く締まる）

17 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（良く締まる）

18 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土（良く締まる）

19 2.5Y6/4 にぶい黄褐色シルト（良く締まる、鉄分塊含）＜検出面＞

20 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（良く締まる、鉄分塊含）

21 2.5Y5/3 黄褐色シルト（良く締まる、鉄分塊多含）

22 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（良く締まる）＜SD702001埋土＞

23 2.5Y5/4 黄褐色シルト（良く締まる、鉄分塊含）＜SD702002埋土＞

24 10YR4/4 褐色シルト（良く締まる）

25 2.5Y5/4 黄褐色粘質土（良く締まる）

26 2.5Y7/8 黄色砂質土

27 7.5YR6/4 にぶい橙色粘砂土

28 7.5YR6/2 灰褐色粘質土

29 2.5YR6/1 赤灰色砂

30 10YR7/6 明黄褐色粘砂土

０ ５ｍ

－ 24－ － 25－



第18図　SA702007～702010実測図（1：100）
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第19図　SB702006・SA702011実測図（1：100）、SF702003実測図（1：50）
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第20図　SD702001出土遺物（116 ＝１：４、117 ＝１：３）
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と縄文土器（117）のみである。116 の口縁端部の内

への肥厚はみられない。117 は混入遺物で、小片のた

め文様構成は不明であるが、沈線による縦方向の区

画内に横方向に沈線を施すようで、縄文はみられな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　（萩原・森川）

　３．３区

　２区から第５次調査６区に至る幅３ｍ、延長 100

ｍ以上に及ぶ細長い調査区である。第５次調査６区

では下層で縄文時代の検出面を確認しているため、

調査終了後、各所にトレンチを設定し、状況を確認

した。その結果、検出面下に縄文土器の包含が確認

され、その範囲の調査区南側において下層調査を実

施している。

　（１）上層検出遺構

　調査区北側では若干の小穴を検出したに止まる。

調査区中央から南側で遺構密度が高く、溝や井戸等

を検出しているが、調査区が狭小なこともあり、溝

の性格や集落の状況は不明確である。

　なお、ＳＫ 703008・703010・703012、ＳＤ 703007・

703009・703015 は、検出面からの深さが５㎝前後

の痕跡程度のものである。特にＳＤ 703009 やＳＤ

703015 は遺構と認定すべきでないものであろう。上

記の状況のため出土遺物は少なく、山茶椀や土師器

鍋の小片がみられるものの、中世以降の可能性の高

いものとするに止める。

　ＳＤ７０３００１・７０３００２（第 23 図）　調

査区南側を同様な規模の２条の溝が、近接して横

断する。両者とも幅 1.6 ｍ、検出面からの深さは 30

～ 40㎝を測る比較的規模の大きいものである。底

部は平坦で箱掘り状を呈する。埋土はシルトで砂層

は殆ど見られない。条里方向とは東で若干南側に

振り、合致しない。出土遺物は縄文土器の混入が多

く、土師器杯皿・鍋類の小片等で時期幅が大きく、

時期決定に決め手を欠く。新相を示すものでみれ

ば、ＳＤ 703001 の土師器皿（123）が平安時代後～

末期、ＳＤ 703002 の土師器鍋が平安時代末頃と思

われ、ＳＤ703002が若干後出の傾向にある。ただし、

この溝の南側４ｍで井戸を検出しており、この井戸

を含めた屋敷地の区画溝とすれば、井戸の時期とす

る鎌倉時代末から室町時代に下る可能性も残る。

　ＳＤ７０３００３　調査区南側を南北方向に延び

る幅 40㎝、検出面からの深さ 10㎝程度の小規模な

溝である。北端はＳＤ 703001 により消滅している

が、その北側では検出できておらず、ＳＤ 703001

に合流する可能性もある。遺物の出土はなく、ＳＤ

703001 以前、または同時期のものとするに止める。

　ＳＤ７０３００４（第 23 図）　調査区南端で検出

した溝である。幅３ｍ、検出面からの深さ１ｍを測

る規模の大きなものであるが、幅、深さともに不整

な形状である。このため流路と考えられるが、埋土

はシルト層で砂層は少ない。溝の南側は砂層や粗砂

層が分布しており、大きな流路北岸付近の淀み部分

を検出した可能性がある。土師器の小片と多くの縄

文土器片が出土している。律令期の可能性があるが、

時期は不明としておく。

　ＳＤ７０３００５（第 23 図）　調査区南側で検出

した幅 30㎝、検出面からの深さ 10㎝程度の小規模

な溝である。条里方向とは東で北側に振り、合致し

ない。土師器杯や灰釉陶器が出土しており、10 世

紀代の平安時代中頃の時期が与えられる。

　ＳＥ７０３００６（第 24 図）　調査区南側で検出

した井戸である。調査区端での検出のため全体の形

状は不明であるが、掘形は一辺約２ｍの不整方形を

呈する。断面観察の結果、掘形は検出面から１ｍで

底に至る。井戸本体は、直径 50 ～ 60㎝の小さいもの

で、掘形の北側に寄せて設けられている。また、掘

形底よりさらに 70㎝で底に至り、この部分について

は掘形と本体が一体化している。この状況から素掘

りまたは、曲物を井戸枠として設置していたのかも

知れない。なお、埋土上層に礫を多く含むが、石組

を想定させるものでは無い。土師器皿や鍋、山茶椀

等が出土しているが、後述するＳＥ 703011 よりやや

後出の様相があり、室町時代に入るものと思われる。

　ＳＥ７０３０１１（第 24 図）　調査区南側の上層

検出面で不整楕円形の土坑を検出した。直径 1.5 ｍ

前後で、検出面からの深さ１ｍまで掘削したが、崩

落の危険が生じたため断ち割りを実施した。その結

果、検出面からの深さが 1.7 ｍを測る井戸と想定さ

れるものとなった。東半は調査区外のため、全体の

形状は不明であるが、調査区断面で石組を検出した。

掘形の東側に接して川原石を積み上げ、直径１ｍの

－ 26－ － 27－
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第21図　第７次調査３区上層平面図（1：200）
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第22図　第７次調査３区下層平面図（1：200）、SZ703017断面図（1：100）
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井戸としている様である。しかし、検出面から 70

㎝ほどで途絶え、その下さらに 90㎝の礫層に至る

までの井戸枠構造は不明である。さらに、調査区内

においては明確な石積みは無い。したがって、６区

のＳＥ 706036 のように下部は桶等が井戸枠であっ

たものと推測される。西側の石組が残存しないこと

や、掘形の西に膨張した形態から、後世に石組の西

側を壊して桶等を抜き取ったものと思われる。これ

らの痕跡等を確認すべきであったが、調査区が狭小

なことに加え崩落が激しく、この井戸の下部構造に

ついては十分な調査が実施できなかった。遺物は埋

土上層から多く出土した。新相の山茶椀や土師器皿

があり、室町期にちかい鎌倉時代末頃には埋没して

いたものと考えられる。

ＳＤ７０３０１３・７０３０１４・７０３０１６

（第 23 図）　調査区中央部で検出した３条の溝であ

る。幅３ｍ～ 40㎝、検出面からの深さ 10 ～ 30㎝を

測る３者３様であるが、方向は３者とも条里方向に

合致する。ＳＤ 703013 からは第Ⅲ期に下る土師器

杯や灰釉陶器が出土しており、10 世紀後半の平安

時代後期となる。ＳＤ 703014 も同様であるが、若

干古相を示す。ＳＤ 703016 は灰釉陶器が出土して

いるものの詳細な根拠を持たないが、前２者と同時

期としておく。

ＳＫ７０３０２２（第 24 図）　ＳＡ 703023 の北方

2.5 ｍの延長上に位置する柱穴状の土坑である。直径

50㎝の円形を呈し、深さは検出面から 20㎝程度であ

る。小穴であるが、出土した遺物の残存が良好であ

る。119 は口縁部片であるが、口縁部が完存し正立、

120 は 1/3 程度の残存であるが底部ちかくまである。
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第23図　第７次調査３区土層断面図（1：100）
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２ 2.5Y5/6 黄褐色シルト
３ 2.5Y5/4 黄褐色シルト＜SD703002・703004埋土・上層検出面等＞
４ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト＜SA703023・SK703008・SD703004埋土等＞
５ 2.5Y5/3 黄褐色シルト＜SD703004・703014埋土等＞
６ 2.5Y4/4 オリーブ褐色極細粒砂 
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14 2.5Y5/3 黄褐色シルト（マンガン含）
15 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（鉄分少量含）＜SD703004埋土等＞
16 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（鉄分含）＜SD703004埋土等＞
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20 2.5Y4/3 オリーブ褐色細粒砂（鉄分含） 
21 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（鉄分・５塊含） 
22 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
23 2.5Y5/4 黄褐色シルト（鉄分・マンガン含）
24 2.5Y4/3 オリーブ褐色中粒砂
25 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト
26 2.5Y5/4 黄褐色細粒砂＜SD703004埋土等＞
27 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト（鉄分含）
28 5Y5/2 灰オリーブ色シルト
29 2.5Y5/4 黄褐色シルト（2.5Y6/3にぶい黄色シルト塊含）＜SK703008埋土＞ 
30 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（マンガン含）
31 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト（マンガン含）＜上層検出面＞
32 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト＜SD703005埋土等＞
33 2.5Y5/4 黄褐色細粒砂（マンガン含）＜SA703023埋土＞
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36 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（鉄分少量含）＜SD703002埋土＞ 
37 2.5Y5/3 黄褐色シルト（2.5Y6/4にぶい黄色シルト塊・鉄分含）＜SD703001埋土＞
38 10YR3/4 暗褐色極細粒砂＜SD703001埋土等＞
39 10YR6/2 灰黄褐色シルト＜SD703001埋土＞
40 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
41 10YR5/2 灰黄褐色シルト
42 10YR4/2 灰黄褐色シルト＜SD703004埋土等＞
43 10YR3/3 暗褐色シルト
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44 2.5Y5/4 黄褐色粘土
45 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土
46 2.5Y6/2 灰黄色中粒砂
47 2.5Y6/1 灰白色シルト
48 10YR4/3 にぶい黄褐色極細粒砂
49 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト＜SE703011埋土等＞
50 7.5YR4/2 灰褐色砂質土＜SE703011埋土＞
51 7.5YR4/1 褐灰色砂質土＜SE703011埋土＞
52 7.5YR4/3 褐色粘質土＜SE703011埋土＞
53 7.5YR3/4 暗褐色砂礫土＜SE703011埋土＞
54 7.5YR4/6 褐色粘質土＜SE703011埋土＞
55 7.5YR4/1 褐灰色砂礫層＜SE703011埋土＞
56 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（鉄分少量含）＜SD703004埋土＞
57 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト＜SD703004埋土＞
58 2.5Y5/3 黄褐色シルト（鉄分・マンガン含）＜SD703004埋土＞
59 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（鉄分少量含）＜SD703004埋土＞
60 10YR4/2 灰黄褐色シルト（鉄分含）＜SD703004埋土＞
61 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルトと５の混成＜SD703004埋土＞
62 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト（マンガン含）＜SD703004埋土＞
63 10YR5/8 黄褐色土＜SD703004埋土＞
64 7.5YR3/4 暗褐色砂質土＜SD703004埋土＞
65 10YR4/6 褐色極細粒砂
66 10YR5/6 黄褐色細粒砂
67 10YR3/4 暗褐色シルト
68 10YR3/4 暗褐色中粒砂
69 10YR4/6 褐色中粒砂
70 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト（鉄分多含）
71 10YR4/2 灰黄褐色中粒砂
72 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト（鉄分少量含）
73 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色極細粒砂
74 10YR5/4 にぶい黄褐色極細粒砂＜下層検出面等＞
75 10YR4/4 褐色極細粒砂
76 10YR4/4 褐色細粒砂
77 10YR5/2 灰黄褐色シルト（鉄分少量含）
78 7.5YR3/3 暗褐色中粒砂
79 2.5Y6/3 にぶい黄色粗粒砂
80 7.5YR4/4 褐色中粒砂
81 10YR3/4 暗褐色砂礫層
82 2.5Y4/4 オリーブ褐色砂質土
83 7.5YR5/1 褐灰色粗砂
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第24図　SA703023（1：100）・SE703006・SE703011・SK703018（1：50）実測図、SK703022遺物出土状況図（1：20）
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第25図　第７次調査３区上層遺構出土遺物（124 ～ 129・135 ～ 140・150 ＝１：３、他は１：４）
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両者とも律令期としては古相を示す土師器甕で、他

に土師器の粗製椀（118）片も出土している。これ

らは、いずれも埋土上半の検出面ちかくから集中し

て出土したが、完形品を埋納したとするには程遠い

状況である。

　ＳＡ７０３０２３（第 24 図）　調査区中央部の上

層検出面で検出した柱列である。調査区内では２間

分の検出に止まり、周辺には小穴も多く柱列とする

に疑問もあるが、南側調査区外へ続くものと考え、

その可能性として提示する。柱掘形は直径 40㎝の

円形を呈する小規模なもので、深さは検出面から

20㎝程度である。出土遺物は無く、時期は不明とせ

ざるを得ない。

　（２）下層検出遺構

　縄文土器を多く包含するものの確認できた遺構は

少なく、不明確なものである。ＳＺ 703017・ＳＺ

703019・ＳＫ 703020・ＳＫ 703021 は調査区南端で検

出しているが、ＳＫ 703021 は検出面で確認するも土

層断面では確認できず、遺構とするに疑問のもので

ある。ＳＺ 703019 は竪穴住居状の形状を呈するが、

決め手を欠く。ＳＺ 703017・ＳＫ 703021 は、浅い

落ち込み状で、人為的なものでは無いかも知れない。

　ＳＫ７０３０１８（第 24 図）　東側が上層遺構に

より消滅しているため、全体の規模は不明であるが、

一辺 80㎝程の隅丸方形を呈する土坑の可能性があ

る。深さは 20㎝程度と浅く、埋土は上下２層に分

かれ、上層は炭を少量含む。縄文土器片が多数出土

している。

　（３）上層遺構出土遺物

　遺物量はさほど多くない。遺構出土遺物としたも

のの、その大半が混入遺物である場合も多く、一

括性に欠ける。そのなかで、ＳＫ 703022 やＳＥ

703011 からは比較的まとまった出土があった。

　ＳＫ７０３０２２出土遺物（第 25 図）　小型の土

坑から一括して出土したものである。118 は土師器

の椀、119・120 は甕である。土師器甕の口縁下部

は肥厚し、やや緩慢であるが外に面をもち概ね古相

を示すものと思われる。対して椀の器高が低いが、

小片からの復元のため正確を欠く可能性がある。こ

れらは律令期としては前半の飛鳥から奈良時代前半

として良いであろう。

　ＳＤ７０３００１出土遺物（第 25 図）　縄文土器

から土師器まで多様な遺物がある。122 は土師器の

杯、123 は皿で、123 が最も新相を呈する。121 は

弥生から古式土師器の高杯、124 ～ 129 は縄文土器

で明らかな混入遺物である。121 は外面をヘラミガ

キで調整するが、横線等の装飾はない。縄文土器は

沈線で装飾するが、124 には隆帯を加え口唇部外面

に強い指押さえを施す。128は条痕とすべきもので、

二枚貝によるものであろうか。

　ＳＤ７０３００５出土遺物（第 25 図）　130 は灰

釉陶器で唯一図示できたものである。高い高台をも

つが、高台は内弯せず、底部外面のロクロケズリは

確認できない。

　ＳＤ７０３０１３出土遺物（第 25 図）　土師器と

灰釉陶器がある。131・132 は土師器で杯としたが、

皿状の形状を呈し、器壁もやや厚い。133 は底部片

のため詳細は不明であるが、低く幅の広い高台を貼

り付ける。これらは、土師器杯が第Ⅲ期に下るが、

灰釉陶器が共伴するため 10 世紀後半から 11 世紀前

半までのものと思われる。

　ＳＤ７０３００２出土遺物（第 25 図）　平安時代

末期の溝出土遺物であるが、土錘（134）が当該時

期の可能性があるものの他は縄文土器で、明らかな

混入遺物である。縄文土器はいずれも小片で、沈線

を中心に施文されるが、135 は沈線間が隆帯状とな

る。135・136 には一部に縄文が施され、文様構成が

類似することから同一個体の可能性がある。137 は

橋状把手をもち、縦長の区画内に綾杉文を配置する。

　ＳＤ７０３０１４出土遺物（第 25 図）　図示でき

たものは灰釉陶器の皿のみであるが、他に土師器杯

も出土している。141 は外に開いた高台を貼り付け

るが、底部の残存が僅かのため外面のロクロケズリ

は確認できない。

　ＳＥ７０３００６出土遺物（第 25 図）　室町時代

に下る土師器鍋等の出土があり、図示したものは全

て混入遺物の可能性がある。142・143 は土師器の

皿で、大型のものと小型のものである。143 は当該

時期に最も近いものであるが、器壁は比較的厚い。

142 の器壁も同様で、口縁部の内弯は非常弱い。

　144 ～ 149 は山茶椀の底部片であるが、大半のも

のの高台は低く雑なものである。150 は縄文土器の
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第26図　第７次調査３区下層遺構出土遺物（171 ＝１：２、172 ＝１：４、他は１：３）
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第27図　第７次調査３区下層包含層出土遺物（１：３）
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第28図　第７次調査３区下層包含層・上層包含層出土遺物（210 ＝１：２、207 ～ 209・222 ～ 229 ＝１：４、他は１：３）
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小片で、沈線で区画した文様を施す。

　ＳＥ７０３０１１出土遺物（第 25 図）　151 は土

師器の皿、152 ～ 154 は山茶椀である。山茶椀の口

縁部は直線的で外反はみられない。Ⅲ段階７型式に

並行し、13 世紀後半にかかる。155・156 も山茶椀

と同質の鉢であるが、155 の体部外面下半にロクロ

ケズリは認められない。157 も鉢であるが、赤褐色

を呈する常滑のもので、外面に縦方向のヘラケズリ

を施す。158 も常滑の甕であるが、外面に菊花文を

スタンプで施している。159は陶質の平瓦であるが、

酸化焼成となる。

　（４）下層遺構出土遺物

　縄文時代中期後半から後期初頭のものが比較的ま

とまって出土している。しかし、不明確な落ち込み

に類するものが多く、遺構出土としたものの包含層

出土にちかいものが大半である。

　ＳＺ７０３０１７出土遺物（第 26 図）　160 ～ 170

は縄文土器、171 はチャートの石核、172 は打欠石錘

で、172 は裏面が剥離状態に欠損している。160 ～

163 は沈線で渦文等を描き、164・165 は円形の刺突

を多数施す。164 の口唇部には縄文も施されている。

166 はやや細い沈線で綾杉文、167 ～ 169 は無文で条

痕を施す。170 は脚台で、幅の広い隆帯を縦方向に

数条施すようで、円形の透孔も設けられている。

　ＳＺ７０３０１９出土遺物（第 26 図）　多数の縄

文土器小片が出土しているが、図示できたものは口

縁部片の 173 と体部片の 174 である。173 は摩滅の

ため不明確であるが、磨消縄文と思われる。

　ＳＫ７０３０２０出土遺物（第 26 図）　175 は図

示できた唯一のものである。内弯する口縁部片で、

縦方向に弧状の沈線を多数施している。

　（５）下層包含層出土遺物（第 27・28 図）

　縄文土器（176 ～ 206）と石錘（207・208）、敲石

（209）、ＲＦ（210）がある。176 ～ 182 は太い沈線

で施文するもので、176 や 177 は刺突文を加える。

177 の沈線間は隆帯となるが、176・178 も同様な傾

向がみえる。182 は太い沈線に綾杉文を加えるもの

で、183 も同様な構成であるが、沈線は細いものと

なる。185・187 は沈線と条線の構成であるが、条

線は綾杉文を意識したもののようである。184 は残

存部分に限れば隆帯のみで、188 は条線状の沈線に

隆帯で渦文を付加している。186 や 191・192 には

縄文が施され、203 ～ 206 は無文でナデやヘラミガ

キで調整される。195は把手、194は脚付の小型鉢で、

円形透孔を４方に穿つ。なお、189 の外面には赤色

顔料の付着が僅かに認められる。

　石錘は両者とも打欠石錘、ＲＦは石鏃を指向した

もののようである。敲石（209）の敲面には赤色顔

料の付着がある。後述する分析の結果、赤色顔料は

水銀朱の可能性が高いことが確認された。

　（６）上層包含層等出土遺物（第 28 図）

　211 ～ 221 は縄文土器である。沈線により文様を

描くものが多いが、215 は隆帯、220 は磨消縄文で

ある。211 は口縁直下に細長い区画、217 は渦文を

描くものと思われる。

　222 は弥生土器または古式土師器の壺の口縁部であ

るが、内外面にハケメを残す。223・224 は土師器の

皿、225 は灰釉陶器、226 は山茶椀であるが、225 の

灰釉は口縁部内面に僅かに確認できる程度、226 は胎

土の精良な山茶椀である。227 は須恵器、228 は磨石、

229 は石錘である。227 は短頸壺の口縁部としたが、

受部をもつ杯の可能性もある。　　　　（萩原・森川）

　４．４区

　３区の南側延長上にある小規模な調査区で、３区

との間には第５次調査６区が位置する。したがって、

調査区北端は第５次調査６区と接続する。第５次調

査６区では上下２層の検出面を確認しているため、

当調査区においても同様に実施した。

　（１）上層検出遺構

　遺構密度は希薄で、３基の土坑と方形周溝墓を構

成する溝１条を検出したに止まる。

　ＳＤ７０４００１（第 30 図）　調査区の中央部を

斜行する溝である。第５次調査のＳＸ 56027 と連結

し、両者で方形周溝墓を構成する。溝の内側で一辺

13 ｍの正方形を呈する。溝の幅は２ｍ、検出面か

らの深さは 70㎝未満を測るが、東方への屈曲部は

狭く、深さも浅くなる。この傾向は第５次調査区内

でも共通しており、四隅とも溝幅を減じていた様で

ある。したがって、溝内岸は整った正方形、外側は

円形にちかい平面形を呈している。両調査区におい

ても南辺は調査区外で、陸橋の有無は確認できない。
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第29図　第７次調査４区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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４ 2.5Y6/4 にぶい黄シルト（マンガン微量含）＜SK704004埋土＞
５ 10YR6/3 にぶい黄橙シルト（マンガン微量含）＜SK704004埋土＞
６ 2.5Y5/3 黄褐色シルトと10YR5/3 にぶい黄褐色シルトの混成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜上層検出面＞
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　　　　　　　　　　（幅1㎜～2㎜程縦筋状に2.5Y7/3淡黄色粘土を無数含）
８ 2.5Y5/6 黄褐色粘土（幅3㎜程縦筋状に2.5Y7/3淡黄色粘土を無数含）
９ 10YR4/4 褐色粘質粘土（2.5Y7/3 淡黄色粘土粒(径3㎜～5㎜)多量含）
10 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘土
　　　　　　（2.5Y7/3 淡黄色粘土粒(径5㎜～1㎝)多量含）＜下層包含層＞
11 2.5Y3/2 黒褐色シルト
　　　　　（2.5Y6/3 にぶい黄色シルト塊・炭化物微量含）＜下層包含層＞
12 2.5Y5/8 黄褐色砂質シルト（2.5Y7/2 灰黄色粘土塊多含）＜下層検出面＞
13 10YR5/2 灰黄褐色シルト
　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒(径2㎜～4㎜)微量含）＜SK704003埋土＞
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　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒(径1㎜～2㎜)微量含）＜SK704003埋土＞
15 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　　（10YR6/4 にぶい黄橙色シルト含、マンガン微量含）＜SD704001埋土＞
16 10YR4/2 灰黄褐色シルト（10YR3/4 暗褐色シルト含）＜SD704001埋土＞
17 10YR4/4 褐色シルト（炭化物微量含）＜SD704001埋土＞
18 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
 　（10YR5/6 黄褐色シルト含・径5㎜程度の小石微量含）＜SD704001埋土＞
19 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土＜SD704001埋土＞
20 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（マンガン微量含）＜上層検出面＞
21 7.5YR4/6 褐色シルト（焼土）
22 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト
　　　　（2.5Y8/2 灰白色粘土塊(径3㎜～1㎝程)少量含）＜SH704011埋土＞
23 10YR5/6 黄褐色シルト（炭化物・マンガン微量含）
24 7.5YR4/3 褐色シルト（炭化物微量含）＜土坑埋土＞
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33 2.5Y4/1 黄灰色砂層
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第30図　SD704001遺物出土状況図（1：40）
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第31図　SK704002・SH704011実測図（1：50）、SX704014・SX704015実測図（1：20）
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埋土はシルトで、炭化物を微量に含む層もある。

　今回の調査においても完形にちかい壺（230・

233）や甕（236）が出土しているが、溝底から相当

浮いた位置から正立や倒立、横倒しの不統一な状態

で出土している。この様な状況から、これらの遺物

は第５次調査の状況と同様に、溝の埋没が相当進ん

だ時期に転落したものと考えられる。これらの遺物

は、弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけてのも

のであるため、方形周溝墓としては、終末にちかい

時期のものとなる。

　ＳＫ７０４００２（第 31 図）　調査区中央部で検

出した直径 60 ～ 85㎝、検出面からの深さ 30㎝程度

の楕円形を呈する小規模な土坑である。埋土は３層

に分かれるが、最上層は焼土を多量に含む。中層と

下層は検出面層との異差が少なく、埋土とするに疑

問もあるが、中層には焼土の混入もある。縄文土器

の小片が出土しているが、上層での検出であるため

縄文時代に遡ることは困難である。

　ＳＫ７０４００３・７０４００４（第 29 図）　

調査区南端で検出した２基の土坑であるが、ＳＫ

704004 は平面検出と土層断面で形状に齟齬が生じ

ており、検出に疑問が残る。両者とも若干の遺物が

出土したのみである。調査区南側には現況の水路が

あり、これに向けての地層の傾斜を土坑と認識した

可能性もある。

　（２）下層検出遺構

　竪穴住居状の土坑１棟、埋設土器２基を検出した

ほか、不明瞭な落ち込みや、焼土を検出している。

　ＳＨ７０４０１１（第 31 図）　直径約５ｍの円形

を呈するものと思われ、東半が調査区外である。調

査区端で石囲炉を検出しており、竪穴住居を想定し

た。しかし、平面形は相当歪んだ不整円形となり検

出に疑問も残る。壁は比較的緩やかに傾斜し、埋土

には炭化物を含む。床面に接して縄文土器小片が集

中する個所があるが、炉の痕跡とするには焼土や炭

が少ない。

　石囲炉は調査区端で２個の石が立てられているこ

とを手掛かりとして、調査区を拡張して検出した。

石は、円形に５個立て並べられているが、北東側は

欠損している。内部は縄文土器の小片があたかも敷

き詰められた様な状態で出土している。これらの直

下に、底部と口縁部を欠いた深鉢（289）が据えら

れている。この 289 と上部の小片とは接合せず、別

個体である。

　深鉢の体部と石で構成されるＳＨ 704011 の石囲

炉に想定されるものであるが、疑問もある。住居の

炉とするには北に偏り過ぎる。また、炭や焼土が殆

ど検出されていない。殆ど未使用の状態で住居が廃

棄されたものか、抜本的に住居や炉ではないことも

視野に残る。

　ＳＺ７０４０１２・７０４０１３　ＳＺ 704012

は縄文土器が出土する層を土坑埋土と想定したが、

遺構として検出できなかった。ＳＺ 704013 はＳＨ

704011 の外側を回り込むように弧状に検出した溝

で、多くの縄文土器が出土している。しかし、南側

岸の検出には疑問が残り、北端部の焼土との関連も

不明である。これらは、南側に向けての層位の傾斜

であるかも知れない。

　ＳＸ７０４０１４（第 31 図）　西半を後世の方形

周溝墓によって削平されているが、底部を欠失した

深鉢を正立に埋設したものである。掘形は判然とし

ない。

　ＳＸ７０４０１５（第 31 図）　深鉢を正立斜位に

埋設している。掘形は土器より一回り大きい楕円形

で、南側壁に沿うかたちで土器を埋設している。口

縁部を欠損するが、本来は完形で埋設されたものと

思われる。後述するリン・カルシウム分析の結果で

は、骨や歯が土器内に存在した可能性があるものの

土器外の基盤層にもリン・カルシウムが多い個所が

あり、土器棺墓と判断するには慎重を要する結果と

なった。

　（３）遺物

　下層からは、ＳＨ 704011 を中心に多くの縄文土

器が出土している。上層においても方形周溝墓出土

遺物を除けば、その大半が縄文土器である。

　ＳＤ７０４００１出土遺物（第 32 図）　方形周溝

墓の出土遺物を中心とするが、238 は飛鳥～奈良時

代の鍋形態の甕、239 ～ 249 は縄文土器片で混入遺

物である。

　230 ～ 235 は古墳時代初頭の土師器の壺である。

大きく外反する口縁部をもつ 230・231、二重口縁

の 232、単純な口縁端部の 234 がある。233 は口縁

－ 40－ － 41－



第32図　SD704001出土遺物（230 ～ 238 ＝１：４、239 ～ 249 ＝１：３）
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第33図　SH704011出土遺物①（１：３）
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第34図　SH704011出土遺物②（１：３）
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第35図　SH704011出土遺物③ （１：３）
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第36図　SH704011出土遺物④（１：３）
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第37図　SX704014・SZ704012出土遺物（１：３）

346

347 348

349 350

SX704014

SZ704012

－ 46－ － 47－



端部を欠損しているが、端部に向かい器壁が薄くな

ることから、このまま単純に終息するものと思われ

る。頸基部に刺突を伴う突帯を巡らせ、横線と波状

文で加飾されている。231も同様な可能性があるが、

230 には文様は無い。236 は台付甕であるが、脚台

端部の折り返しが明瞭である。口縁部のＳ字状の屈

曲は、全体的に外傾しており、刺突は施されない。

しかし、口縁部の器壁は厚く、肩部のヨコハケは頸

部から下がった位置に残る。このような状況からＢ

類
⑥

に止まるものと思われる。したがって、廻間Ⅰ式

後半～Ⅱ式前半とするこれまでの年代観と齟齬はな

い。237 も同様な甕の脚と思われる。

　239 ～ 243 は口縁部片であるが、239 は隆帯を巡ら

せ、240 は沈線に縄文を加える。241 は刺突、242 は

残存部に限れば縄文を施すのみである。243 は口唇部

装飾部分であるが、口唇上部に縄文を施す。244 ～

247 は体部片、248・249 は底部片である。装飾の中

心は沈線であるが、246・247 は縄文を充填している。

　ＳＨ７０４０１１出土遺物（第 33 ～ 36 図）　竪

穴住居から多量の縄文土器が出土した。特に 250・

273・275・287・289 ～ 292・300・312 ～ 317・339

は石囲炉から集中して出土したものである。

　250 ～ 267 は沈線と縄文を施すものであるが、

253 は沈線ではなく残存部に限れば全て突帯であ

る。257 は連弧文を連ねる文様構成で、258 や 260

も同様な文様構成と思われる。あるいは同一個体の

可能性もある。同一個体の可能性の高いものには

261 と 262、263 と 264 もある。

　268 ～ 273 には縄文はみられず、沈線以外の部分

には条痕が残るものが多い。

　275 ～ 293 は太い沈線で渦文を描くものや、長円

形の区画を設定し、その内側に綾杉文を描くもので

ある。ただし、279 は半裁竹管による刺突を充填し、

281 は口唇部に円形刺突を加えている。また、284

は綾杉文の周囲を隆帯で囲む様である。

　294 ～ 296 も沈線を施すものであるが、既述して

きたものと比べ細い沈線である。296 は縄文を加え

ている。

　302 ～ 344 は無文のものであるが、302 ～ 310 には

縄文、311 ～ 317 には条線が施される。318 ～ 329 は

条痕で調整されるが、318 は二枚貝、321 は半裁竹管

のようであり、使用工具は異なる。また、326 の口唇

部には刺突、329 の口縁部外面には１条の沈線が巡る。

330 ～ 344 はナデやヘラミガキで調整されるものであ

るが、330 と 331 には焼成後に穿たれた円孔がある。

　345 は浅鉢で、内面を丁寧なヘラミガキで調整する。

口縁端部外面に縦方向の短い隆帯を並べ、体部下半

は装飾を意識したかのような丁寧な条痕である。

　ＳＸ７０４０１４出土遺物（第 37 図）　346 は埋

設された縄文土器の深鉢である。口縁部が内傾する

いわゆるキャリパー型を呈する。口縁部文様帯は、

円と極細長方形の組み合わせを沈線で描く。体部に

は縦長の方形区画内を沈線で記し、内部を縄文で充

第38図　SX704015出土遺物 （351 ＝１：３、352 ＝１：２）
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第39図　SZ704013出土遺物① （１：３）

353

368

358

373

363

378

354

369

359

374

364

379

355

370

360

375

365

380

356

371

361

376

366

381

357

372

362

377

367

382

－ 48－ － 49－



填する。区画間には倒立のＪを配し、口縁部文様帯

との間には波状文を巡らしている。

　ＳＺ７０４０１２出土遺物（第 37 図）　明確な遺

構として認識できなかったため、出土遺物に一括性

は乏しい。全て縄文土器で、図示したものは体部

片（347 ～ 349）と底部（350）である。体部片には

347・349 に縄文、348 には沈線が施される。沈線は

綾杉文の一部か。

　ＳＸ７０４０１５出土遺物（第 38 図）　351 は埋

設された縄文土器で、352 はその内部から出土した

石匙である。351 の口縁端部が欠損かどうか微妙で

あるが、辛うじて端部まで残存するものと判断した。

その場合、他の破片との照合から波状口縁を呈する

ものと推測せざるを得ない。全体的には細身の体部

から外反する口縁部をもつ形態で、体部との境に突

帯を巡らす。突帯上には竹管による刺突文をやや雑

に施しており、その下に沈線による長方形区画を配

する。この区画もやや雑に刻まれており、区画内を

充填する文様は無い。摩滅のため不明瞭であるが、

外面をヘラミガキで調整するようである。

　ＳＺ７０４０１３出土遺物（第 39 ～ 41 図）　353

～ 421 は縄文土器、422 ～ 425 は石器で、多くの縄

文土器が出土しているが、遺構の認識に不明確な部

分もあり、包含層出土にちかい状態である。

　353 ～ 355 は口縁部の小片であるが、沈線に加え

口唇部に刺突を施すものである。353 と 354 の文様

構成に共通部分が多いが、刺突工具が異なり同一個

体とするのは疑問である。356 も口唇部に刺突を施

すが、刺突は羽状に２列、その間は沈線ではなく突

帯となる。361 も口縁部片であるが、沈線による縦

長の区画に綾杉文を施し、体部片 364 も同様である。

363 は条線により綾杉文を表している。365 ～ 367 は

渦文、367 はさらに刺突と縄文を加える。368 は二

重沈線に加え、下端に連弧文がみえる。体部文様帯

の上端であろうか。369 は沈線による多重連弧文を

連ねる様である。370 ～ 376 は沈線と縄文、378 ～

381・386・387 は細い沈線または条線を施すが、い

ずれも小片のため全体の文様構成等は不明である。

382 は波状口縁の頂部に円孔２個を横に並べ、上下

にも円形の刺突を施す特異なものである。その下に

は太い沈線を縦に数条設け、竹管による刺突を点在

させる。383 は口縁部先端まで縄文が施され、384 も

同様であるが、口唇部のやや下に沈線を加えている。

　385・388 ～ 406 は無文と思われるもので、388 ～

394 に条痕が観察される。388 は貝殻、391 は茎束と

考えられ、工具は異なる。395 ～ 406 はナデの調整が

主体であるが、工具によるものや部分的に未調整の

ままのものもある。385 は浅鉢と思われる希少なもの

であるが、内面はヘラケズリで調整されている。なお、

387・399 は壺型の土器としたが、脚の可能性がある。

第40図　SZ704013出土遺物② （１：３）
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第41図　SZ704013出土遺物③  （422・423 ＝１：２、424・425 ＝１：４、他は１：３）
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第42図　第７次調査４区下層包含層・表土等出土遺物（443・444・456 ＝１：４、他は１：３）
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　407 ～ 421 は底部片で、調整はナデまたは未調整

であるが、419 の底部外面にはヘラケズリが施され

ている。

　下層包含層出土遺物（第 42 図）　443・444 は石器、

他は全て縄文土器で、石器は両者とも打欠石錘であ

る。

　426 ～ 432 は口縁部片で、426 ～ 429 の沈線は渦

文を描くものと思われる。430・431 の口縁部は内

傾し、縦位の沈線または刻目を施す。433 ～ 436 は

体部片で沈線による区画内に綾杉文を充填するもの

が多いが、433 は渦文の一部であろうか。内面にヘ

ラミガキが観察でき、他のものより丁寧な仕上げで

ある。437・438は無文、439は磨消縄文を施している。

　表土等出土遺物（第 42 図）　456 は打欠石錘、他

は縄文土器である。445 ～ 453 は口縁部片であるが、

445 は沈線による区画内に斜行線を充填する。446

には羽状刻目、447 には縦位の沈線、449 は口唇部

のみに縄文を施す。他のものは無文であるが、448

は条痕、453 には低い隆帯が巡る。454 は体部片で

あるが、横位の沈線を多条に巡らしている。

（萩原・樋口・森川）

　５．５区

　４区と６区を繋ぐように設定された幅約３ｍ、延

長 60 ｍに及ぶ細長い調査区で、西側には現集落が

近接する。現況下 40㎝の明黄褐色土上面で遺構検

出を行ったが、若干の小穴や溝を検出したに止まる。

　調査区北端部は、大規模な湿地帯または流路となっ

ており、この部分をＳＤ 705001 とした。埋土は粘質

土が多く、土師器皿、灰釉陶器、山茶椀、製塩土器

等の小片が出土しているが、遺物量は少ない。その

中で 457・458 は図示できたものである。458 は山茶

椀であるが、口縁部は直線的な傾向が強くⅢ段階６

型式前後に並行するものと思われ、12 世紀末から 13

世紀初頭の鎌倉時代に求められる。他に同様な時期

の土師器皿もあるが、埋土観察では、後世の溝も重

複しており、現況でも用水路が所在する。したがって、

最終埋没は近世以降に下る可能性もあり、これを利

用して現代の用水路が設置されたかも知れない。

　以上により、北側の４区とはＳＤ 705001 により

分断され、層序としての連続性は無く、下層の縄文

土器も存在しない。　　　　　　　　（萩原・森川）

　６．６区

　５区の南側延長上に位置し、Ｌ字に屈曲して第９

次調査 16 区に至る調査区である。耕作土及び床土

下の灰黄褐色またはにぶい黄橙色の粘質土上面で遺

構検出を行った。耕作土から検出面までは 20㎝程

度である。その結果、井戸、土坑、溝が複雑に重複

し、今回の調査で最も遺構密度が高い調査区のひと

つとなった。これらの大半は室町時代のもので、一

部近世に下るものもある。

　なお、ＳＫ 706005・706012・706027・706029・

706037 については、遺物の出土が僅少または皆

無で、時期決定の根拠を欠くものである。ＳＫ

706012 は重複するＳＤ 706018 と同一の可能性があ

り、調査区東部のＳＫ 706027・706029・706037 に

ついては、周囲に室町時代の大型土坑が点在する状

況から、同時期の可能性が強いものと推測される。

　（１）室町時代の遺構

　ＳＫ７０６００２　調査区北西端で検出した。土

坑の西側は調査区外であるが、一辺 60㎝の小規模

な方形土坑と思われる。深さは検出面から 60㎝の

非常に深いものであるが、重複するＳＤ 706033 の

ため誤認した可能性がある。出土遺物は少なく土師

器皿等の小片が出土するに止まる。

　ＳＤ７０６００３　調査区北西端を南北に延びる

幅 40㎝未満、検出面からの深さ 30㎝程度の溝であ

る。他遺構との重複のため不明確な部分もあるが、

検出時点では南北端共に調査区内で止まることが確

認できた。延長は 12 ｍとなる。土師器皿・鍋等比

較的多くの遺物が出土している。なかには近世に下

る可能性のあるものも若干みられるが、混入遺物と

判断している。

　ＳＫ７０６００４・７０６００７　両者とも調査

区北部で検出した50㎝×２ｍ程度の溝状の土坑であ

る。深さは検出面から30㎝程度である。しかし、ＳＤ

706033 やＳＤ 706008 と重複しており、特にＳＤ

706008 とは検出時点では離れていたものが掘削途

上でほぼ一体化する結果となり、正確を欠く部分も

ある。ＳＫ 706007 からは多くの遺物が出土してい

るが、ＳＤ 706008 のものが混在する可能性もある。
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ＳＤ７０６００６・７０６００８（第 49 図）　

ＳＤ 706006 は南北に延びる溝で、調査区北端で直

角に曲がる。ＳＤ 706008 はその屈曲部から東へ

延びる同様な溝で、両者でＴ字形を呈する。ＳＤ

706006 の南端や東端は、遺構が複雑に重複すること

もあり不明瞭であるが、本来はそのまま調査区外へ

延びていたものと推測される。幅 1.2 ｍ、検出面か

らの深さ 50㎝を測り幅に比べ深いものである。しか

も断面形はＶ字状を呈する。対してＳＤ 708008 は

深さが 30㎝で浅く、両者が一連のものとするに疑問

もある。検出時点ではＳＤ 706008 が先行する結果

となっており、そのまま西へＳＤ 708006 と重複し

て直線的に延びていた可能性もある。

　ＳＤ 708006 の埋土は粘質のシルトであり、砂は

無い。土師器や陶器の皿や椀等の破片が比較的多く

出土している。

ＳＫ７０６００９・７０６０１３～７０６０１６

　調査区西部に点在する土坑である。直径１～２ｍ

の円形または不整方形を呈するが、深さは検出面か

ら 30㎝未満の浅いものである。土師器等の小片が

出土しているが、特筆すべきものは無い。

　ＳＫ７０６０１０　調査区西部でＳＤ 706033 と

重複して検出され、それより後出のものである。直

径１ｍの不整円形を呈するが、深さは検出面から

30㎝程度しかない。土師器皿・鍋が出土し、特に鍋

は多量に出土したが、完形ちかくまで接合できたも

のはない。

ＳＤ７０６０１８～７０６０２０　調査区北部か

ら西部で検出した小規模な溝である。ＳＤ 706019・

706020 は幅 30㎝、検出面からの深さ 20㎝未満で並

んで南北に延びる。この形状から耕作溝の可能性が

考えられる。ＳＤ 706018 は、ＳＫ 706012 により削

平され不明確な部分も多いが東西に延びる。その西

側延長上にも小規模な溝が延びることもあり、これ

も耕作溝の可能性をもつ。

ＳＫ７０６０２１・７０６０２４　調査区西端で

検出を試みたが、両者とも不定形で、重複するＳＤ

706032との識別が不十分な結果となった。したがって

土坑とするに疑問が多く、ＳＤ 706032 の最終埋没形

態を土坑と認識しようとした可能性もある。したがっ
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第46図　第７次調査６区平面図（1：200）
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第47図　第７次調査６区土層断面図（1：100）
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１ 10YR3/3 茶褐色シルト（小粒砂含）＜耕作土＞

２ 10YR5/1 褐灰色粘質土＜耕作土＞

３ 10YR6/2 灰黄褐色シルト（赤褐色土含）＜耕作土＞

４ 2.5YR6/2 灰黄色シルト（明赤褐色土含）＜床土＞

５ 10YR5/2 灰黄褐色シルト（赤褐色土塊含）＜SD706034埋土＞

６ 10YR4/1 褐灰色シルト（赤褐色土塊含）＜SD706034埋土＞

７ 10YR4/2 灰黄褐色シルト（褐色土塊含）＜SD706034埋土＞

８ 2.5YR4/2 暗灰黄色シルト＜SD706034埋土＞

９ 5Y3/2 オリーブ黒色シルト（水分多含・有機物含）＜SD706034埋土＞

10 5Y5/1 灰色シルト（極大礫含）＜SD706034埋土＞

11 5Y7/1 灰白色粘質土（黄橙色土塊含）

12 N5/ 灰色シルト（黄橙色土塊・極大礫含）

13 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（褐色土塊含）＜SD706032埋土＞

14 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（黄橙色土塊含）＜SD706032埋土＞

15 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土＜SD706032埋土＞
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Ｄ

第48図　SB706038実測図（1：100）
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16 2.5Y7/3 浅黄色シルト（褐色土塊含）＜SD706032埋土＞

17 2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土（黄橙色土塊含）＜SD706032埋土＞

18 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト

19 10YR5/2 灰黄褐色粘質土（赤褐色土含）

20 10YR5/2 灰黄褐色シルト（褐色土塊含）＜SD706032埋土＞

21 2.5Y6/2 灰黄色シルト（赤褐色土塊含）＜SD706032埋土等＞

22 10YR6/1 褐灰色シルト（明黄褐土塊含）＜SD706033埋土＞

23 10YR6/2 灰黄褐色粘質土＜SD706033埋土＞

24 2.5Y6/1 黄灰色粘質土

25 5YR5/2 灰褐色粘質土＜SD706033埋土＞

26 10YR7/4 にぶい黄橙色粘質土（赤褐色土塊含）＜SD706033埋土＞

27 10YR6/2 灰黄褐色シルト（鉄分大塊含）＜SD706033埋土＞

28 2.5Y5/1 黄灰色シルト（黄橙色土塊含）＜SK706001埋土＞

29 10YR5/2 灰黄褐色粘質土（赤褐色・黄橙色土塊含）＜検出面＞

30 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト（褐色土塊含）＜検出面＞
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第49図　SE706036・SK706017・SD706006・SD706033実測図（1：50）

１ 10YR5/6 黄褐色土

２ 10YR5/2 灰黄褐色土（10YR5/6 黄褐色土含）

３ 10YR6/6 明黄褐色粘土

４ 10Y6/1 灰色粘土

５ 5Y7/4 浅黄色粘土

６ 5YR5/4 にぶい赤褐色砂

７ 10YR5/8 黄褐色土(ベース)

１ 10YR8/3 浅黄橙色シルト（締まる・10YR4/4 褐色粘質シルト塊含）

２ 10YR7/1 灰白色シルト（締まる）

３ 10YR6/1 褐灰色シルト（締まる・10YR5/8黄褐色粘質シルト塊含）

４ 10YR5/1 褐灰色極粒砂（締まり弱い）
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て、出土遺物もＳＤ706032に属する可能性もある。

　ＳＫ７０６０２２　調査区北西端ちかくで直径

50㎝の不整円形を検出したが、ＳＤ 706033 との重

複もあり、正確に掘削できなかった。したがって、

深さや出土遺物の帰属に正確を欠く結果となってし

まった。

　ＳＫ７０６０２３　調査区東端で検出した不定形

な大型土坑である。南北４ｍ、東は調査区外へ続く

が、第９次調査 16 区の調査結果により、東西 10 ｍ

に及ぶ。深さは規模に対して浅いもので、底部は不

均一である。複数の底が段状に連なり、最深部でも

検出面から 50㎝に止まる。土取坑のように思える

が、小片ではあるものの比較的多くの遺物が出土し

ている。

　ＳＫ７０６０２５・７０６０３１　調査区東部で

検出した同様な土坑である。ＳＫ 706025 は 1.5 ×

2.5 ｍの不整長方形を呈し、ＳＫ 706031 は一回り大

きい規模となる。しかし深さは両者とも検出面から

30㎝程度である。出土遺物は小片が少量出土するに

止まる。

　ＳＤ７０６０３２（第 47 図）　調査区南端で検出

した。調査区端での検出のため、明確な規模は不明

であるが、幅は４ｍ以上、深さは 1.2 ｍを測る。埋

土は幾層にも分かれるが、シルトや粘質土で流水の

痕跡はない。しかし、北へ向けて徐々に深さを減じ

ており、非常に緩やかな斜面となる。したがって、

溝とするに疑問もあり、南半をＳＤ 706034 によっ

て削平された大型の土坑とすべきかも知れない。

　ＳＤ７０６０３３（第 49 図）　調査区北西端ちか

くを南北に延びる堀状の大溝である。幅 1.4 ｍ、検

出面からの深さ 60㎝程度を測るが、多くの遺構が

重複することもあり、その平面形を正確にとらえら

れなかった部分もある。掘削結果の状況をみれば、

調査区外から緩やかな弧状を描き、そのまま調査区

外へ続く。この溝の機能については不明とせざるを

得ないが、土師器皿・鍋、山茶椀等多くの遺物が出

土し、完形またはそれにちかいものもある。588 は

溝底に接して出土した完形の山茶椀で、この溝が掘

削された時期にちかいものと思われる。他の土師器

類からみても、最終埋没は比較的早く、室町時代前

半を想定している。

　ＳＥ７０６０３５　調査区南側でＳＥ 706036 に

隣接して検出された。直径３ｍちかくの円形を呈し、

深さは検出面から 1.5 ｍを測る。この形状から井戸

と判断した。素掘りの状態であるが、径が大きく、

井戸枠を抜き取られた結果の可能性がある。井戸と

しては出土遺物が少なく、完形にちかいものもない。

　ＳＥ７０６０３６・ＳＫ７０６０２８（第 49 図）

　調査区南部で方形の土坑を検出し、ＳＫ 706028 と

して掘削した。南側を近世の溝ＳＤ 706034 に削平さ

れるが、一辺 2.5 ～３ｍの方形を呈するものである。

ところが、土坑内北東隅ちかくから石組井戸ＳＥ

706036 が検出された。断面観察の結果、ＳＫ 706028

はＳＥ 706036 の掘形であることを確定するに至る。

井戸本体に対して大型で比較的整った形態の掘形で

ある。ＳＥ 706036 は 20㎝程度の川原石を内径 60㎝

の円形に積み上げ井戸枠とするが、検出面下 60㎝以

下では、縦板の桶となる。幅８㎝、長さ１ｍの板を

掘形の底から 20㎝程度突き刺すかたちで立て、それ

を円形に並べて桶状にしている。あるいは大型の桶

を転用したものかも知れない。その上に石を積み上

げるもので、隣接する中坪遺跡のＳＥ 39015
⑦

と同じ

構造である。検出面から井戸の底までは1.7ｍを測る。

　遺物の出土は、井戸としては極めて少なく、土師

器鍋と陶器の小片が出土するに止まる。掘形のＳＫ

706028 も同様で、土師器皿や青磁の小片（502）等

に止まっている。

　ＳＢ７０６０３８（第 48 図）　調査区北部で検出

した。柱掘形は 40 ～ 60㎝の隅丸方形または長方形

を呈するが、北側はＳＫ 706009 との重複により検

出できなかったものもある。ただし、西端のものは

検出時点では柱穴の存在を認識している。梁行は2.1

ｍの等間、南側桁行も同様であるが、北側は 1.5 ｍ

で狭い。これは前述した状況から柱穴を正確に検出

できなかった結果の可能性もある。また、北側にも

ＳＫ 706007 等の柱穴状の遺構が並び、さらに１間

以上北側に広がる可能性や、抜本的に柱取りが異な

る可能性も秘める。棟方向は条里方向にちかく、柱

穴からは土師器皿を中心に比較的多くの遺物が出土

しているが、完形またはそれにちかいものはない。

　なお、建物周囲を巡るＳＤ 706006・706008 とは

同時期で、何らかの関連があるかも知れない。
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　ＳＫ７０６０３９　調査中央部で近世の土坑ＳＫ

706026 と重複して検出され、それに先行するもの

である。直径 90㎝、検出面からの深さ 80㎝を測る

深いものである。ほぼ完形の土師器皿に加え、木製

の下駄３、曲物の底板２が出土し、自然に埋没した

とするには不自然な状況である。

　（２）江戸時代の遺構

　ＳＫ７０６００１（第 47 図）　調査区北西端で検

出した。幅 60㎝で、２ｍ西進し調査区外へ続く溝

状の遺構である。深さは検出面から 20㎝程度、埋

土はシルトである。土師器や陶器の小片が出土する

に止まる。

　ＳＫ７０６０１１　調査区西部で検出した土坑で

ある。一辺１ｍの不整方形を呈し、深さは検出面か

ら 20㎝未満の浅いものである。したがって、土師

器皿等の小片が少量出土するに止まる。

　ＳＫ７０６０１７（第 49 図）　調査区中央部で検

出した 1.2 × 3.4 ｍの隅丸方形を呈する土坑である。

深さは検出面から 30㎝程度で底部は平坦な整った

形態を呈する。埋土は平行に４層となるが、最下層

が細粒砂の他は良く締まったシルトである。土師器・

陶器類が出土し、室町時代の土師器皿・鍋の混入も

ある。しかし、いずれも小片で、他に特筆すべきも

のは無い。

　ＳＫ７０６０２６　調査区中央部において検出し

た。直径 1.6 ～２ｍの楕円形を呈するが、深さは検

出面から１ｍを超える。この様な状況から素掘りの

井戸と考えられる。この井戸は、4.5 × 2.8 ｍの長

方形の土坑内にあり、井戸掘形と本体の様相を呈す

る。しかし、深さ 20㎝で底に達し、掘形ではない。

この様に井戸の周囲を一段下げる類例としては、亀

山市金森遺跡の井戸ＳＫ 123 の西側を掘り窪めたＳ

Ｋ125があり
⑧

、ＳＫ706026も同様な井戸と思われる。

土師器皿や施釉陶器、陶器の甕等が出土しているが、

完形またはそれにちかいものは無い。

　ＳＫ７０６０３０　調査区南部で検出した。当初、

ＳＫ 706028 と同様な形態の土坑としてＳＤ 706034

の埋土上面で検出した。しかし、掘削の結果、ＳＤ

706034 との識別が困難となり、遺構とするに疑問

を生じている。ＳＤ 706034 埋土の一部の可能性も

ある。なお、ＳＫ 706026 出土の捏鉢（554）には、

当遺構出土の破片が接合している。

　ＳＤ７０６０３４（第 47 図）　調査区南端を東西

に延びる溝である。調査区端での検出のため、明確

な規模は不明であるが、幅は４ｍ以上、深さは 1.2

ｍを測る堀状の大溝である。埋土は幾層にも分かれ

るが、シルトや粘質土で流水の痕跡はない。埋土か

らは多量の土師器・陶磁器が出土し、完形の土師器

灯明皿が 10 個、完形の灯明受皿が１個、完形の腰

錆椀が３個等、残存が良好なものが多い。

　なお、北側へ屈曲するかたちで重複するＳＤ

706032 と一体のものとし、全体としてＬ字状に屈

曲する堀としたいところではあるが、既述したよう

にＳＤ 706032 は北へ向けて徐々に深さを減じてお

り、非常に緩やかな斜面となる。したがって、堀と

するに疑問もあり、出土遺物においても近世の陶磁

器類等は出土しておらず、先行する土坑の重複とす

べきであろう。

　（３）遺物

　多くの遺構出土遺物があるものの溝出土が多く、

井戸や土坑からも良好な一括資料は得られていな

い。室町時代以降のものが大半で、室町時代と近世

遺物が混在する遺構も散見される。

　ＳＤ７０６００３出土遺物（第 50 図）　土師器の

皿（459 ～ 462）、鍋（463）、山茶椀（464・465）、陶

器の擂鉢（466）、甕（467）があり、図示できなかっ

たが、天目茶椀の小片もある。土師器皿には口径

11.8㎝の大型のものと８㎝未満の小型のものがある。

460 を除き器壁は薄い。皿Ａ4、皿Ｂ4 に分類されるも

のである。463 は口縁端部を内に折り返すが、皿と

同様に器壁は薄い。第３段階に並行するものと思わ

れ、両者とも 14 世紀のものとされる。464 の口縁部

は若干外反を残し、466 は細かい擂目をもつ。

　ＳＫ７０６０１５出土遺物（第 50 図）　土師器の

皿や鍋があるが、図示できたものは 468 の皿のみで

ある。口径 7.4㎝の小型のもので、器高１㎝未満の

偏平なものであるが、器壁に厚みを残している。皿

Ｂ5 に分類され、14 世紀後半とされる。

　ＳＤ７０６００６出土遺物（第 50 図）　土師器の

皿（469 ～ 471）、鍋（472）、天目茶椀（473）、擂鉢（474）、

青磁椀（475）、山茶椀（476・477）がある。土師器皿は、

口径 11㎝前後、器高 2.2㎝前後のもので内弯する口縁
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第50図　SK706007・SD706003・SD706006等出土遺物（１：４）
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第51図　SK706010・SK706023・SK706024等出土遺物 （１：４）
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部をもつ。皿Ａ4 に分類され、14 世紀前半の時期と

される。土師器鍋は頸部への屈曲がない形態である。

口縁部端部の折り返しは断面三角形状を呈する第４

段階とされ、15 ～ 16 世紀とされるものである。天目

茶椀の底部外面ちかくには錆釉が施され、擂鉢の内

面は使用のための摩耗がみられる。山茶椀は混入と

思われるが、477 の口縁端部外面には弱い沈線が巡る。

　ＳＫ７０６００７出土遺物（第 50 図）　土師器の

皿（478 ～ 484）、鍋（485 ～ 493）、山茶椀（494 ～

499）がある。土師器皿は直径 10㎝以上の大型のも

のと８㎝以下の小型のものがある。大型のものの口

縁部は内弯し、小型のものも内弯が観察できる程度

の器高を保っている。内面をナデ、外面は未調整で

あるが、481・482 は口縁端部に弱いヨコナデを施す。

また、482 の外面には粘土紐接合痕が明瞭に残る。

小型のものは皿Ａ5 に下るものであろう。

　土師器鍋は、口縁部のみの図化に止まるが、口

縁端部を内に折り返し、強いヨコナデを加えるが、

493 は他と異なり、断面三角形状を呈している。前

者の第３段階が多数を占め、後者の第４段階は少数

である。これら土師器の皿・鍋は 14 世紀に収まる

ものを主体とするが、15 世紀以降に下るものが若

干存在する状況である。

　山茶椀は 494 に口縁部の外反傾向を僅かに残す

が、概ね直線的で、鋭利を欠くが端部は外に面をも

つ。496 の底部外面に藁状の圧痕がある。

　ＳＫ７０６００９出土遺物（第 50 図）　土師器皿

（500）と山茶椀（501）を図示した。土師器皿は口

縁部が内弯し、端部にヨコナデを施す。他にこれよ

り新相を示す土師器皿の小片もある。山茶椀は高い

高台をもち胎土も精良の古相を示すもので、混入と

考えられる。

　ＳＫ７０６０２８出土遺物（第 50 図）　土師器皿

も出土しているが、図示できたものは青磁椀（502）

のみである。高台は削り出され、高台内側まで施釉

が及ぶ。

　ＳＫ７０６０１１出土遺物（第 50 図）　土師器皿

や陶器も出土しているが、図示できたものは 503 の

みである。小型の焙烙の可能性も残るが、煤の付着

も無いため蓋とした。調整にハケメを用いず、外面

をヘラケズリ、内面も同様な調整であるが、工具の

当たりが弱く、ナデとしておく。

　ＳＫ７０６０１３出土遺物（第 50 図）　土師器の

皿（504・505）と施釉陶器の椀（506）がある。土

師器皿の口径は両者で異なるが、器高は限界にまで

低下している。他に、これより新相を示す土師器皿

の小片も出土している。

　ＳＫ７０６０２１出土遺物（第 50 図）　土師器鍋

（507・508）、青磁椀（509）、山茶椀（510・511）が

ある。土師器鍋の口縁端部は両者とも折り返した断

面が三角形を呈する第４段階で 15 ～ 16 世紀もので

ある。青磁椀の外面には幅の広い蓮弁文が施される。

山茶椀は両者とも小片であるが、511 は口縁端部の

外反傾向が残る。この様に青磁椀や山茶椀は古相を

示し、混入遺物と考えられる。

　ＳＫ７０６０１０出土遺物（第 51 図）　土師器皿

（512 ～ 517）、鍋（518 ～ 521）、羽釜（522）、茶釜（523）、

施釉陶器の椀（524）がある。土師器皿には口径 11

㎝を超える大型のものと７㎝程度の小型のものがあ

る。大型のものは口縁部が内弯し、小型のものは極

限まで器高が低下している。513 の底部外面には板

状の圧痕がある。鍋の口縁端部は、内に折り返しそ

の上を強くヨコナデするもの（519）と断面三角形

状を示すもの（520・521）が混在する。後者は第４

段階に分類されるもので、15 ～ 16 世紀のものとな

る。

　ＳＫ７０６０２２出土遺物（第 51 図）　525 は小

型の鍋である。小型であるためか、外面にハケメは

無く、粘土紐接合痕を明瞭に残す。526 は土師器の

羽釜であるが、外面のハケメは非常に粗いものであ

る。527・528 は山茶椀、529 は同質の鉢である。山

茶椀の高台は比較的整ったものであり、混入遺物と

すべきであろう。

　ＳＫ７０６０３０出土遺物（第 51 図）　土師器鍋、

陶器甕等が出土しているが、図示できたものは施釉

陶器の椀（530）のみである。焼成不良のためか灰

釉が沸騰気味である。

　なお、陶器の捏鉢はＳＫ 706026 のものと接合し

たため、ＳＫ 706026 出土遺物とした。

　ＳＫ７０６０３１出土遺物（第 51 図）　土師器の

皿や鍋が出土しているが、図示できたものは土師器

皿の 531 のみである。大型の皿に類するが、口径は
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第52図　SK706026・SD706033出土遺物 （559・593・594 ＝１：３、他は１：４）
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８㎝まで縮小が進んでいる。内弯は弱く、皿Ａ6 と

すれば 15 世紀に下る。

　ＳＫ７０６０２３出土遺物（第 51 図）　土師器の

鍋（532 ～ 534）、天目茶椀（536）、陶器の捏鉢（537・

538）、擂鉢（539）がある。土師器鍋には大型のも

の（532・533）と小型のもの（534）があるが、口

縁端部の形態は異なり、大型のものが断面三角形を

呈するのに対し、小型のものは内に折り返した面を

ヨコナデにより押さえている。前者は第４段階に分

類され、15 ～ 16 世紀のものとなる。捏鉢は両者と

も内面に使用の痕跡があるが、537 は赤褐色を呈す

る赤焼のものである。

　ＳＥ７０６０３５出土遺物（第 51 図）　540 は土

師器の鍋で第４段階、541 は陶器の擂鉢、542 は甕で、

他に施釉陶器や青磁片も出土している。541 は擂目

を付ける櫛が底部に非常に強く当たっているが、内

面は使用のためか、平滑である。

　ＳＫ７０６０２４出土遺物（第 51 図）　543・544

は土師器の皿で、大型のものと小型のものがある。

544 は小型のものであるが、口縁部が内弯気味に立

ち上がる程度の器高を保っている。545 ～ 547 は土

師器の鍋、548 は茶釜、549 は陶器の甕、550 は土

錘である。土師器甕の口縁端部の形状は全て断面三

角形を呈するが、546 は頸部の括れがないもので、

体部外面下半のヘラケズリはロクロケズリにちかい

一定方向のケズリである。土師器皿は皿Ａ6、鍋は

第４段階で 15 世紀のものとなる。

　ＳＫ７０６０２６出土遺物（第 52 図）　明らかな

混入遺物の縄文土器（559）を除き、中世と近世が

混在する状況である。土師器皿（551 ～ 553）は大

型のものと小型のものがあり、室町時代に収まるも

のであるが、553 は赤味が強く近世にちかい焼成で

ある。554 は焙烙としたが、比較的器高を保ち、鍋

にちかい形態である。陶器の捏鉢（556）は内面に

工具痕を残すが、擂目には至らない。使用のためか

内面は平滑である。555 は施釉陶器の椀で、灰釉を

施し、白色化粧土による装飾を施す。陶器の甕（558）

の口縁は近世の特徴を示しており、555 と共に近世

に下るものである。

　ＳＤ７０６０３３出土遺物（第 52 図）　土師器の

皿・鍋、山茶椀等が多量に出土し、完形またはそれ

にちかいものが散見される。

　土師器皿には大型のもの（560 ～ 574）と小型の

もの（575 ～ 580）がある。大型のものは口径 11 ～

12㎝、器高２㎝以上を保つ。口縁部は内弯して立ち

上がり、口縁端部をヨコナデするものもある。小型

のものは口径が多様であるものの器高は１㎝前後

で、極限まで低下している。土師器鍋（581 ～ 584）

は口縁部を内に折り返すことにより肥厚させ、583

は強いヨコナデを加える。第４段階に収まるもので

あろう。584 は体部のハケメが一部に限られ、口縁

部から頸部の形状と合わせ古相を示すが、器壁は他

のものと同様に薄くなっている。

　山茶椀は、585 が口縁端部の外反傾向を残すが、

他のものは直線的に立ち上がり低い高台を貼り付

ける。589 では、その高台の過半が剥離している。

591 の口縁端部外面は、細い板状工具によるヨコナ

デを行い、面を形成している。586 や陶器の鉢（592）

の内面は使用のためか平滑になっている。588・

590・591 の底部外面には墨書による記号が記され、

588 は内面にも煤の付着がある。なお、593・594 の

縄文土器は明らかな混入遺物である。

　これらの土師器皿や鍋の特徴は中世Ⅲ a 期
⑨

に相当

するものと思われる。溝出土のため一括性には慎重

とならざるを得ないが、山茶椀がⅡ b 期の要素を含

むものであることを加味してⅡ b 期からⅢ a 期への

過渡期にちかい 14 世紀前半としておく。

　ＳＤ７０６０３４出土遺物（第 53 ～ 57 図）　近

世の土師器や陶磁器等が多量に出土している。

　595 ～ 621 は土師器の皿で、赤味の強い発色を呈

する。完形またはそれにちかい残存の良好なものも

多い。底部から屈曲して直線的に外方へ立ち上がる

口縁部のものが多いが、599 や 600 等の丸味の残る

ものもある。口縁部等に油煙の付着するものが多く、

灯明皿として使用されたものと推測されるが、601

は底部に付着している。口縁端部が外反し、器壁も

やや厚く異質である。蓋とすべきかも知れない。ま

た、619 はロクロで成形・調整がされる異質なもの

で、内外面に墨書で文字が重複して多数書かれてい

る。604 の外面にはヘラで突いたような線刻が巡る

が、その意図は不明である。

　622 も土師器の皿としたが、外面に煤が薄く付着
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第53図　SD706034出土遺物① （１：４）
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第54図　SD706034出土遺物② （１：４）
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第55図　SD706034出土遺物③ （１：４）
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する大型のものである。前代からの混入の可能性が

ある。623 は土師器の椀としたが、外面全面をヘラ

ケズリ状の工具ナデで調整する。外面に煤が厚く付

着し、鍋のように使用されたものかも知れない。

　624 ～ 637 は土師器の焙烙で煤の付着するものが

大半である。外面の調整にハケメを用いず、未調整

のままであるが、底部のヘラケズリが口縁部ちかく

まで及ぶものも多い。634 の口縁部と体部の接合部

内面には棒状工具による沈線状の調整がみられる。

　638・640 は土師器の茶釜で、639 も同様な形態を

呈する。ただし注口が設けられていることから土瓶

とした。

　641 ～ 665 は施釉陶器の椀で、瀬戸・美濃地域のも

のである。641 ～ 654・660 は腰錆椀または腰錆椀と

推測されるもので、641 等の体部が直線的な筒形椀に

類似するものと 652 等の丸味をもつものがある。655

は体部に刺突による列点を多条に施す鎧椀、656 は

鉄釉、657・664・665 は灰釉で、664・665 は小型のも

のである。658 は透明釉または灰釉で、内部は氷割文

となり、659 は灰釉に白色化粧土を施した刷毛目椀、

661 ～ 663 は陶胎染付で、梅花や草花が描かれる。

　666 ～ 668 は仏飯具でいずれも灰釉が施されるが

葉文等は無い。669 ～ 673 は施釉陶器の皿、674 は

灯明皿台としたものである。669 は小型のもので、

内面のみに鉄釉を施す。外面は強いヘラケズリで調

整するが、文様的に工具痕を残す。673 は焼成不良

のためか釉が沸騰気味である。

　676 ～ 685 は施釉陶器の鉢で、682・683 は口縁部

が内傾し、鉄釉が施される。内面に煤が付着するこ

とから火鉢と思われる。684も同様な形態であるが、

第56図　SD706034出土遺物④  （１：６）
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第57図　SD706034出土遺物⑤ （１：４）
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第58図　SB706038・SK706039出土遺物 （１：４）
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無釉で口縁部の一部を指で押し、弱い輪花状を呈す

る。678・679 には注口が設けられ、681 の底部外面

には墨で「○」が記される。686 は小型の壺で、鉄

釉を施し肩部には橋状把手を設ける。

　687・688 は擂鉢、689・690 は捏鉢である。689・

690 の内面には焼成前に記号が記され、689 の体部

下端は指による強いナデで面取り状を呈する。691

～ 700 は常滑焼またはその質感の甕としたいところ

ではあるが、691 は口径が小さく、壺としておく。

692 は口径が小さいが、器壁は厚い。内面に煤が厚

く付着することから火鉢、695 及び 700 も内面に煤

が付着し、火鉢の可能性がある。692 の外面は浅ヘ

ラケズリ、698 は浅いロクロケズリで調整されるが、

両者とも工具ナデとすることも可能である。

　701 ～ 710 は磁器で、708 は青磁、他の大半は染

付である。701 は瀬戸・美濃、他は肥前と思われる

が、不明確なものもある。菊花や草花を絵付けする

が、706 は二重網目文、704 は五弁花文をコンニャ

ク印判で施す。裏銘を記すものも多く、703 は「上」、

704 は「大」、705・706 は何かの省略形であろうか。

707 の内面は蛇ノ目釉剥となり、709 の胎土は磁器

としてはやや白色味を欠く。

　711 ～ 713 は瓦で、711 と 712 は瓦当を欠損する。

714 は土製品の十能、716 は泥面子としておく。715

第59図　第７次調査６区包含層等出土遺物 （１：４）
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は陶製品の水滴で、粘土で文様を造形し、灰釉に赤

絵を加える。

　717・719・720 は曲物の底板で、720 には「大」

と墨書され、719 は一部が黒変している。718 は木

札で、上端からやや下がった片方に切れ目を設けて

いる。721 は小型の材で両端に円形の穿孔がある。

孔には棒状部材が差し込まれる。他の部材と連結し

て何らかの道具となるものか、これ自体で完結した

道具であるのかは不明である。これらの他に図示で

きなかったが、トチノキで製作された漆器椀の小片

（写真図版 64）がある。

　これらの遺物のなかで陶磁器類に広東椀はみられ

ず、五弁花文やコンニャク印判を用いること等に

より、18 世紀に収まるもの
⑩

と考えられる。これは、

陶器甕の口縁部形態等の特徴とも矛盾しない。

　なお、675 は山茶椀で明らかな混入遺物である。

　ＳＢ７０６０３８出土遺物（第 58 図）　掘立柱建

物の柱穴からであるが、比較的多くの遺物が出土し

た。722 ～ 730 は土師器の皿、731 は鍋、732・733

は山茶椀である。722 と 725・732・733 は同一柱穴

からの出土であるが、山茶椀は混入遺物と思われ

る。723・724・728 ～ 730 が同一柱穴、726・727・

731 も同一柱穴からの出土である。土師器皿は大型

のものと扁平な小型のものがあり、大型のものの口

径は小さいものでも８㎝を保つ。しかし口縁部の内

弯が緩慢なものも多い。一方、土師器鍋の口縁端部

は断面三角形を呈する。これにより土師器皿は皿Ａ6、

鍋は第４段階で 15 世紀のものとする。

SK67005

第60図　第７次調査７区平面図（1：200）

第61図　第７次調査７区土層断面図（1：100）
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第62図　第７次調査７区出土遺物  （１：４）
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　ＳＫ７０６０３９出土遺物（第 58 図）　小規模な

土坑であるが、多くの木製品が出土している。土

師器の皿は大型のもの（734）と小型のもの（735・

736）がある。皿Ａ5 と皿Ｂ5 に収まるものと思われ、

14 世紀としたいところではあるが、小型皿の口径

の縮小が進んでおり、それより時期が下る可能性も

ある。737 ～ 739 は下駄、740・741 は曲物の底板で

ある。738 には足指の圧痕が残る。740 には墨書が

あるが、文字か記号かは不明である。

　包含層等出土遺物（第 59 図）　包含層をはじめ表

土・小穴・遺構混入遺物の一部を扱う。

　742 は受け口状の口縁部を呈するもので、刺突等

の装飾はみられない。弥生土器の甕としておく。

　743 ～ 761 は土師器の皿である。この内、756 ～

761 は大半が器高１㎝未満の偏平な小皿である。器

高を保つ大型の 743 ～ 755 は口縁部が内弯し、口径

12㎝程度のものから７㎝のものまで多様である。た

だし、752 は内弯が弱く、器壁も薄い新相を示す。

おそらく近世に下るもので、753 もその可能性があ

る。大型・小型を問わず、内面をナデで調整し、外

面は未調整であるが、748・750 は工具により調整

されている。

　762 ～ 764 は土師器の鍋、765 は茶釜である。い

ずれも外面に煤が付着し、使用されたことを示す。

外面をハケメ、内面をナデで調整することを基本と

するが、763 はハケメを用いず、764・765 のナデは

ハケメ状である。762の頸部内外面は工具痕があり、

口縁部ヨコナデに一部板状工具が使用された可能性

がある。

　766 ～ 774 は山茶椀、775 は山皿であるが、高台

の低いものが多く、773 は高台の貼り付けが不十分

で大半が剥離している。多くのものの高台に籾殻痕

があり、内面には重焼の痕跡を残す。770 の底部外

面には、ひらがなで「あき」と墨書される。

　776 ～ 778 は陶器の鉢、779 は施釉陶器の鉢、780

は小型の灯明皿、781 は陶質の平瓦片である。陶器は

ロクロ成形であるが、777 の体部下端はヘラケズリで

整えられている。778 は内面に櫛状の痕跡を残すが、

その意図は不明である。内外面に煤が付着するが、

破損面にも付着しており、破損後の作用でなければ、

埋蔵環境によるものであろう。　　　（萩原・森川）

　７．７区

　第７次調査区域としては南東端に位置する。６区

の東側で、間に第９次調査 16 区を挟む。東側には

第６次調査７－２区と第８次調査３区が迫る東西方

向に細長いもので狭小な調査区である。遺構検出は、

ほぼ耕作土直下で行ったが、遺構密度は極めて希薄

で出土遺物も少なく、数条の溝を検出したに止まる。

　ＳＤ 707001・707002 は共に調査区東端ちかくで検

出した溝である。両者とも南北方向に延び、その方

向は条里に沿う。埋土は粘質土と砂質土または粘砂

で構成される。深さは、ＳＤ 707001 が 20㎝である

のに対し、ＳＤ707002は 50㎝を測る深いものである。

第 62 図 782 に示すように、ＳＤ 707002 からは室町

時代に下る遺物が出土しているが、ＳＤ 707001 は鎌

倉時代に止まる。しかし両者の時期差は少ない。

　782 は土師器の鍋で、口縁端部上端を強くナデて

おり、外面には煤が付着する。口縁部の特徴から第

３段階に相当するもので、室町時代でも前半の 14

世紀に位置付けられる。

（萩原・樋口・森川）

　８．８区

　調査区は立田集落の南東、第７次調査区域として

は北東端に相当し、逆Ｌ字状を呈する比較的面積の

広い調査区である。厚さ 30㎝ほどの耕作土直下で

の検出になるが、予め耕作土が除去されている部分

が多く、検出面が露呈した状態であった。遺構密度

は希薄で出土遺物も少ない。平安時代の掘立柱建物

や数条の溝等を検出したに止まるが、出土遺物が無

く、時期決定の根拠に欠けるものも多い。

　（１）遺構

　ＳＤ７０８００１・７０８００２　調査区南部

を南西から北東方向へ延びる２条の溝である。両

者とも検出面から 20㎝足らずの浅いもので、ＳＤ

708002 は途中で途切れている。両者はとも埋土は

シルトで、溝芯々で約４ｍの間隔で並行する。ＳＤ

708001 から律令期と思われる土師器の小片が出土

するに止まり、他に関連する遺構もない。柱穴が重

複するＳＢ 708005 が後出であるため、後述の結果

より 10 世紀以前のものの可能性が高い。
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①

②

第63図　第７次調査８区平面図①（1：200）
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ＳＫ７０８００３　調査区南端において検出した

土坑である。しかし平面形は不定形で、深さも 10㎝

未満である。調査区外へ向けての自然傾斜の可能性

が高いが、直径 40㎝ほどの炭を含む焼土の広がりを

検出している。縄文土器の小片が出土しているが、

これまでの調査結果と比べ検出位置が高く、直ちに

この時期の竪穴住居を想定することは困難である。

　隣接する第５次調査のＳＤ 55004 を第９次調査で

ＳＤ 90401 として検出している。その延長上に当調

査区の南端が位置する。ＳＤ 55004 の北岸も想定さ

れるところではあるが、整った南岸に対して不定形

な北岸となり、傾斜も極めて緩やかなものとなるた

め、溝の北岸とすることも困難である。

　ＳＤ７０８００４・７０８００７　調査区北西部

で検出した溝である。ＳＤ 708004 は、調査区外から

13 ｍ北上して突然止まる。幅 40㎝、検出面からの深

さは 10㎝未満の浅いものである。しかしその方向は

条里に沿う。ＳＤ 708007 はＳＤ 708004 から直角に

西方へ６ｍ延びて、同じように突然止まる。しかし

幅は 20㎝、深さもさらに浅く、途切れ気味である。

　ＳＤ 708004 からは平安時代前半の土師器杯や製

塩土器が出土しており、ＳＤ 708007 から出土した

土師器の小片も、その時期を否定するものではない。

ＳＢ７０８００５（第 66 図）　調査区ほぼ中央で

検出した総柱の掘立柱建物である。西側が調査区外

へ続くため全体の形状は不明であるが、東西棟と仮

定した。桁行は２間以上、梁行きは４間となり、一

辺 60㎝の方形の整った柱掘形をもつ。直径 20㎝の

柱痕跡を検出したものも多い。しかし疑問もあり、

北辺の柱掘形は極端に小さく、北東隅のものは柱通

りから大きく外れる。また、それから南へ向かう東

端の柱通りには検出できなかった柱穴が２基ある。

この２基等の検出できなかった柱穴に対しては、異

なる土壌水分での検出を数度試みたが、結局検出す

ることは出来なかった。したがって、北辺は庇や付

属する塀の可能性があり、身舎については、抜本的

に異なる形状の可能性も残る。

　柱穴のひとつから土師器杯（783）が出土した。

柱穴の柱痕跡埋土の検出面付近に正立にちかい状態

で出土した。口縁部の３/ ４を欠損しているが、検

出面ちかくであるため後世に削平されたものと推測

① ②

第64図　第７次調査８区平面図②（1：200）
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でき、本来は完形で埋納された可能性もある。この

杯の形態は、第Ⅱ期第３～４段階に類似し、９世紀

後半から 10 世紀前半の時期が与えられている。し

かし、問題もある。口縁端部を内に巻き込む傾向を

見せる土師器甕口縁部小片も出土している。この様

な形態は第Ⅱ期第４段階には存在するとしても第Ⅲ

期第２段階まで明瞭な変化を見せない。これを重視

すれば、最も新しくみた場合 11 世紀末まで下げる

ことも可能となる。さらに、前述したように検出で

きない柱穴もあり、建物形態にも疑問が残るもので

ある。この様に問題を含むものの、各要素を折衷し、

第Ⅱ期第４段階の下限、10 世紀中頃としておく。

　ＳＫ７０８００６　調査区北西部において検出し

た直径 90㎝の不整円形を呈する土坑である。深さ

は検出面から 20㎝未満の浅いもので土師器の小片

が出土したのみである。遺構であるかどうかを含め、

その性格・時期ともに不明である。

　ＳＤ７０８００８　調査区北西部から北へ延びる

幅 30㎝、検出面からの深さ 10㎝程度の小規模な溝

である。出土遺物はなく、やや蛇行しており自然の

作用による可能性もある。

　ＳＢ７０８００９（第 67 図）　調査区北西部で検

出した南北棟である。妻柱は検出できず、桁行は不

等間で、かつ桁行東西で柱間が異なる。さらに柱通

りも悪く建物とするに疑問も多いが、遺構密度が薄

い地域での検出であり、その可能性を示す。柱掘形

は直径 30㎝程度の小規模な円形である。東側桁行が

南へ１間延長しており、南側に位置するＳＢ 708010

第65図　第７次調査８区土層断面図（1：100）
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との間を遮閉する塀が設けられていた可能性があ

る。出土遺物はなく、時期は不明であるが、後述

するＳＢ 708010 がすぐ南側で棟方向を揃えており、

これと同一の時期と思われる。

ＳＢ７０８０１０（第 67 図）　調査区北西部で検

出した南北棟で、柱掘形は直径 30㎝程度の小規模な

円形である。しかし、北東隅の柱が大きく柱通りか

ら外れ、それを用いると桁行・梁行共に相対する寸

法が異なることになる。しかも西側桁行は極端な不

等間で、建物とするに疑問の多いものである。しかし、

遺構密度の薄い地域で小穴が長方形状に巡る様子が

明確であり、建物の可能性を示すものである。梁行

が短いことから、片流れ屋根の粗末な雑舎であった

ものかも知れない。その場合、北側に隣接するＳＢ

708009 に付属する道具小屋等のものであったもの

と推測できる。比較的薄い器壁の土師器杯の小片が

出土しており、平安時代中頃の可能性がある。

第66図　SB708005実測図（1：100）、柱穴遺物出土状況図（1：50）
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24 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト

25 10YR7/4 にぶい黄橙色極シルト

26 10YR6/3 にぶい黄橙色極粒砂

27 10YR6/2 灰黄褐色シルトと10YR7/2 にぶい黄橙色極細粒砂の混成

28 10YR4/3 にぶい黄褐色シルトと10YR6/4 にぶい黄橙色極細粒砂の混成

29 2.5Y6/4 にぶい黄色極粒砂と2.5Y6/6 明黄褐色シルトの混成

30 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト

31 2.5Y5/3 黄褐色シルトと2.5Y6/2 灰黄色極粒砂の混成

32 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト

33 2.5Y7/3 浅黄色シルトと2.5Y6/6 明黄褐色極粒砂の混成

34 10YR5/3 にぶい黄褐色極粒砂

35 2.5Y5/6 黄褐色粘土

36 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土

37 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト

38 10YR4/4 褐色シルト

39 2.5Y3/2 黒褐色シルト

40 2.5Y4/1 黄灰色シルト（2.5Y6/4 にぶい黄色シルト含）

41 10YR7/6 明黄褐色極粒砂＜検出面＞

42 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土（2.5Y7/3 浅黄色シルト塊含）

43 2.5Y7/4 浅黄色シルト

44 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト
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　（２）遺物

　図示できたものはＳＢ 708005 柱穴出土のもので

ある。783 は土師器の杯、784 は皿で、それぞれ別

の柱穴から出土している。783 の口縁部は外反し、

比較的薄い器壁である。口縁部内面には工具の痕跡

が斜位にみられるが、調整とは思えない。784 は器

高が低く偏平な形態であるが、器壁は比較的厚い。

これらは既述したように平安時代中頃の９世紀後半

～ 10 世紀前半のものである。なお、図示できなかっ

たが、調査区中央北端ちかくの小穴から、唾壺の可

能性のある緑釉陶器の体部小片が出土している。

　（萩原・樋口・森川）

第67図　SB708009・SB708010実測図（1：100）
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１ 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト

２ 2.5Y7/2 灰黄色極粒砂

３ 2.5Y6/6 明黄褐色シルト

４ 2.5Y5/3 明褐色極粒砂

５ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト

６ 2.5Y7/4 浅黄色シルト

７ 2.5Y5/2 暗灰黄色極粒砂

８ 2.5Y6/2 灰黄色シルト

９ 2.5Y7/6 明黄褐色シルト（マンガン微量含）

10 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（2.5Y6/4 にぶい黄色極粒砂少量含）

11 10YR8/4 浅黄橙色シルト

12 10YR8/3 浅黄橙色極粒砂

13 2.5Y7/4 浅黄色シルト（2.5Y7/2 灰黄色シルト少量含）

14 2.5Y6/2 灰黄色粘土

15 2.5Y5/3 黄褐色粘土

16 10YR6/2 灰黄褐色シルト

17 10YR5/2 灰黄褐色シルト

18 10YR6/3 にぶい黄橙色極粒砂

19 2.5Y7/3 浅黄色シルト

20 2.5Y7/3 浅黄色シルト（10YR6/4 にぶい黄橙色極粒砂含）

21 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト

22 5Y6/1 灰色粘質土

23 5Y6/2 灰オリーブ色粘質土

24 5Y6/1 灰色砂質土

25 5Y6/2 灰オリーブ色砂質土
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第68図　SB708005出土遺物 （１：４）
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　９．９区

　第９次調査 11 区を南側へ約 60 ｍ延長するかたち

で設定された調査区である。幅は２ｍで、非常に細

長い調査区である。５ｍの間隔を置いて東側に第５

次調査９区が並走する。

　検出面は比較的浅く、耕作土から 30㎝未満である。

しかし、調査区南半は巨視的に見て流路帯であり、

遺構を十分に捉えられなかった。したがって、平面

図と土層断面図で齟齬を生じ、隣接する第５次調査

結果とも直接連動しない部分が多い結果となった。

　出土遺物は奈良時代から平安時代までのものが大

半で、他の調査区で目立つ鎌倉以降の遺物は出土し

ていない。

　（１）遺構

　検出した遺構の大半は溝である。特に南東から北

西方向のものが多い。これらについては、隣接する

第５次調査結果と直接連動するものは少ないものの

延びる方向は合致している。しかし調査区北側では

南西から北東へ延び、向きが直角ちかく異なる。こ

の傾向も隣接する第５次調査９区と共通である。

　ＳＤ７０９００１　調査区中央部で検出した溝で

北西から南東へ延びる。検出時点では南側に同様な

溝が接するような状態としたが、掘削後の土層断面

観察では１条の溝と考えられ、検出時点は埋没過程

の一端を示すものであろう。幅 2.4 ｍ、検出面から

の深さ 50㎝を測る大規模なものであるが、溝の規

模に対し遺物の残存度は低く、律令期の土師器甕や

甑の小片が出土するに止まる。埋土は砂質土を含む

ものの大半がシルトである。

　東側の延長上が第５次調査ＳＤ 59016 に相当す

る。規模はやや大きいものの時期は古代とされ、両

者は一連のものとして良いであろう。しかし、今回

の調査結果においても詳細な時期を決定することは

出来なかった。

　ＳＤ７０９００２　調査区中央部において検出し

た溝で、南東から北西方向に若干弯曲気味に延びる。

幅２ｍ、検出面からの深さは 40㎝程度で、幅に比

べ浅いものである。埋土はシルトで遺物は土師器の

小片が出土したのみである。東側の延長上には第５

次調査のＳＤ 59011 が位置し、規模も似る。時期は

飛鳥～奈良時代とされ、今回の結果もそれを否定す

るものではない。したがって、両者は一連のものと

することが出来る。

　しかし疑問点も多い。この近辺では第５次調査によ

り古墳時代のＳＤ 59010 と平安時代後期のＳＤ 59012

の２条の溝が今回の当調査区方向へ延びることが確認

されている。しかし今回の調査ではそれに対応する溝

を検出できていない。さらに前代の流路ＳＲ59055が

これらを含むが、今回の調査ではこれに対応する流

路の認識はない。第５次調査の結果に従えば、ＳＤ

709002はＳＲ 59055の埋土上での検出となり、層序的

にも不安定な状況である。したがって、ＳＤ 709002

検出の正確性にも疑問が残り、ＳＤ59011との一連性

にも疑問符が付く。このため、ＳＤ 709002 の時期は、

ＳＤ 59011 の直ぐ北側に並走するＳＤ 59012 の時期で

ある平安時代末期の可能性も残る。

　ＳＤ７０９００３　調査区北部で検出した溝であ

る。平面検出と土層断面では齟齬を生じている部分

もあるが、幅５～７ｍ、最深部は検出面から 80㎝を

測る深いものである。最深部は南端で、北へ向けて

徐々に深さを減じる。この形状から流路と思われる

が、埋土の大半はシルトで、調査区南部のものと異

なり、南西から北東へ延びる。この延長上には第５

次調査のＳＤ 59005・59008 があり、規模や時期が

共通することも加えて一連のものとすべきである。

　比較的多くの遺物が出土した。平安時代中期から

後期の土師器杯・甕、灰釉陶器に加え古相の山茶椀

等が出土し、弥生から古墳時代の高杯等も散見され

る。時期としては鎌倉時代に下るものは無いが、第

５次調査では鎌倉時代に下る遺物も出土しており、

鎌倉時代とせざるを得ない。

　ＳＤ７０９００４・７０９００８　両者ともＳＤ

709003 の南側に沿うように検出され不整形の溝であ

る。幅は３ｍ以上を測るが、深さは 20㎝未満の浅い

もので、ＳＤ 709003 を流路とすれば、この両者は

その流路の溢れにより形成されたものでＳＤ 709003

の一部とすべきものであろう。ＳＤ 709008 の延長

上には第５次調査のＳＤ 59003 があり、不整形で浅

い形状や方向が共通し、これらも一連のものと思わ

れる。出土遺物から、この溢れの時期は平安時代後

期までに収まるものと考えられる。
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第69図　第７次調査９区平面図（1：200）
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　ＳＤ７０９００５　調査区北側において検出し

た。幅 1.4 ｍの東西に延びる溝としたが、調査区外

西から１ｍほど東進して止まる。深さは 30㎝ほど

あり、方向は条里に沿うものの土坑の可能性も大き

い。縄文土器の小片のみが出土している。これをもっ

て縄文時代のものとするには、包含層等からの縄文

土器の出土が殆ど無い状況から困難であろう。

　ＳＺ７０９００９（第 71 図）　調査区中央部で検

出した土坑状の遺構である。大半は、調査区外のた

め全体の形状は不明であるが、一辺４ｍの隅丸方形

を呈する様にもみえる。深さは 80㎝に及ぶ深いも

ので、埋土には焼土や炭化物を含む。焼土の分布か

ら２基の土坑が重複する可能性もあるが、断定でき

ない。土坑壁自体が焼土化する様子はなく、この焼

土は他所に起因するものとなる。炭化材を分析した

結果、アカガシ亜属やクヌギ節で長時間燃焼に有利

な材であることが判明した。他に土師器の粗製椀や

長胴甕片が出土している。平安時代まで下ることは

困難なもので、奈良時代までに収まるものである。

　ＳＤ７０９０１０　調査区南部で検出した東西

第70図　第７次調査９区土層断面図（1：100）

１ 耕作土

２ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト

３ 2.5Y5/4 黄褐色シルト

４ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト＜SD709002・709003埋土等＞

５ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（鉄分少量含）

６ 10YR3/4 暗褐色シルト～砂質土＜検出面＞

７ 10YR3/4 暗褐色シルト＜SD709001～709003埋土等＞

８ 2.5Y5/3 黄褐色シルト＜SD709003・709010埋土等＞

９ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト＜SD709002埋土等＞

10 10YR4/6 褐色砂質土

11 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂質土

12 2.5Y7/3 浅黄色シルト（小石含）　

13 10YR4/4 褐色シルト＜SD709001・709003埋土等＞

14 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト＜SD709001・709003・709010埋土等＞

15 2.5Y5/4 黄褐色砂質土＜SD709003埋土＞　

16 7.5YR4/3 褐色シルト＜SD709003埋土＞　

17 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト＜SD709003埋土＞　

18 10YR4/4 褐色シルト（マンガン含）＜SD709003埋土＞

19 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土

　　　　　（10YR2/3 黒褐色シルト・ マンガン少量含）＜SD709003埋土＞　

20 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト（小石多含）＜SD709004埋土＞

21 10YR6/2 灰黄褐色シルト＜SD709008埋土＞　

22 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト＜SD709010埋土等＞
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23 2.5Y5/6 黄褐色シルト　

24 2.5Y5/3 黄褐色シルトと2.5Y6/2 灰黄色シルトの混成＜SD709002埋土＞　

25 10YR4/2 灰黄褐色シルト＜SD709001・709002埋土＞　

26 7.5YR4/2 灰褐色シルト＜SD709002埋土＞　

27 10YR4/3 にぶい黄褐色シルトと10YR6/3 にぶい黄橙色シルトの混成

28 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト＜SD709001埋土等＞　

29 10YR2/3 黒褐色シルト＜SD709001埋土＞　

30 7.5YR3/3 暗褐色シルト（鉄分含）＜SD709001埋土＞　

31 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト＜SD709001・709010埋土等＞　

32 10YR3/4 暗褐色砂質土＜SD709001埋土＞　

33 2.5Y5/3 黄褐色シルト（橙色塊含）＜SD709010・709012埋土等＞　

34 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（橙色塊含）＜SD709010埋土＞　

35 2.5Y6/2 灰黄色シルト　

36 2.5Y3/3 暗オリーブ褐シルト　

37 2.5Y5/3 黄褐シルト（鉄分少量含）　

38 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト　

39 2.5Y4/2 暗灰黄色極細粒砂＜SD709010埋土＞　

40 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（鉄分含）＜SD709010埋土＞

41 10YR4/2 灰黄褐色粘土＜SD709010埋土＞　

42 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（マンガン含）＜SD709010埋土＞　

43 5Y4/2 灰オリーブ色シルト＜SD709010埋土＞　

44 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘質土＜SD709010埋土＞　
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に延びる溝であるが、土層断面の観察の結果、平

面検出の結果とは全く連動せず、最大幅 16 ｍに

及ぶ流路の埋土であることが判明した。その北岸

はＳＤ 709001 ちかくに及ぶ。深さは１ｍ以上に及

び、埋土はシルトが主体である。第５次調査のＳＤ

59023・59027・59035 の延長上にあり、さらにＳＤ

59016 の北岸とも対応する。しかし埋土の状況は、

この４条の溝を想定する状態ではなく、１条の巨大

な溝を呈している。ＳＤ 59035 はＳＤ 59027 に削平

されたものとすることができ、ＳＤ 709001 はＳＤ

709010 から分流したものとすることができる。奈

良時代の土師器杯・甕類が出土しており、前述の結

果とも矛盾はない。しかし、ＳＤ 59023 に相当する

平安時代後期～末期の遺物は出土しておらず、ＳＤ

59023 の行方は不明とせざるを得ない。

　ＳＤ７０９０１２　調査区南側において検出した

幅 50㎝、深さ 20㎝程度の小規模な溝である。やは

り平面検出とは齟齬を生じている。条里に沿って東

西方向に延びるが、隣接する第５次調査では検出さ

れておらず、条里に伴うとする根拠に欠ける。遺物

は奈良時代の土師器・須恵器の小片が出土している。

　ＳＫ７０９０１３　調査区南端で検出した不整長

方形を呈する小穴である。深さは中央部が深く 20

㎝程度を測る。両端は極端に浅く直径 60㎝の円形

としても違和感はない。石鏃が２個出土しているが、

時期は不明とせざるを得ない。

　（２）遺物

　図示したものは流路出土のものが多く、一括性に

は乏しいものである。

ＳＤ７０９００３出土遺物（第 72 図）　789 ～ 792

は山茶椀、793 は陶器の壺である。山茶椀は高く整っ

た高台をもち、胎土も精良で、特に 789 は均質な胎

土である。792 の内面は使用のためか平滑となる。

これらの山茶椀は、Ⅱ段階４型式までに収まるもの

と思われ、12 世紀の平安時代末期ということになる。

　したがって、以下の遺物は混入として扱う。785

は柱状部の長い弥生土器の高杯で、丁寧なヘラミ

ガキの後、櫛による横線文を３段以上に巡らせる。

786 は壺の脚としたが、高杯の可能性も残る。787

は土師器杯の可能性もあるが、質感から壺と判断し

た。788 は杯で外傾する口縁部をもち、薄い器壁の

外側は未調整のままである。

　ＳＤ７０９００４出土遺物（第 72 図）　794 は土

師器の壺の可能性もあるものの平安時代の甕として

おく。795 は甑の小片である。内外に丁寧なハケメ

を施し、他のものより古相である。796・797 は灰

第71図　SZ709009実測図（1：50）
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３

１ 5Y6/3 オリーブ黄色シルト

２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（小石含）

３ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

４ 7.5YR5/6 明赤褐色シルト（焼土含）

５ 10YR4/4 褐色シルトと

　　 10YR5/6 黄褐色シルトの混成（炭化物含）

６ 5YR4/4 にぶい赤褐色シルト（焼土含）

７ 7.5YR4/2 灰褐色シルト（焼土・炭化物含）

８ 5YR3/6 暗赤褐色シルト（焼土含）
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14 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（橙色塊含）

15 2.5Y5/2 暗灰黄色シルト（橙色塊含）

16 10YR4/4 褐色シルト

17 2.5Y5/3 黄褐色シルト 

18 10YR3/2 黒褐色シルト（焼土含）

19 2.5Y5/4 黄褐色シルト

20 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
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第72図　第７次調査９区出土遺物（816・817 ＝１：２、他は１：４）
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釉陶器としたが、無釉である。他に図示できなかっ

たが、ロクロ土師器の小片も出土している。

　795 を混入として扱えば、これらの遺物は斎宮第

Ⅲ期第１段階から第２段階に相当するものと思わ

れ、平安時代後期の 10 世紀後半から 11 世紀前半の

可能性が高い。

　ＳＺ７０９００９出土遺物（第 72 図）　土師器の

粗製椀、長胴甕等が出土しているが、図示できたも

のは 798 のみである。口縁端部の面は鋭利に欠ける

が、奈良時代に収まるものとみて良いであろう。外

面のハケメは後のナデにより大半が消滅する特異な

調整が施されている。

　ＳＤ７０９０１０出土遺物（第 72 図）　799 は粗

製の土師器椀、800 も土師器椀である。799 は粗製

であるものの内面にヘラミガキを施す。801 は土師

器の杯で、器壁は厚いものの口縁部は直線的に外傾

する。802 は土師器の椀としたが、皿状の形態であ

る。しかし、801 と同様に器壁の厚いものである。

803 は土師器の皿であるが、底部外面にヘラケズ

リを施し、斎宮の第Ⅰ期に収まるものと思われる。

804 も古相を示す土師器甕、805 は比較的高い摘み

をもつが、天井部のロクロケズリは不明確である。

　表土等出土遺物（第 72 図）　806・807 は弥生土

器の高杯で、櫛描横線文で装飾するが、807 は二

枚貝による刺突文を加える。透孔は両者で異なり、

806 が４方、807 が３方である。808 は脚部であるが、

弥生土器の脚付鉢と思われる。

　809 は土師器の杯、810 は椀、811・812 は甕であ

る。809 は直線的に外傾する口縁部で、器壁は厚い。

810 も直線的に外傾する口縁部であるが、器高を

保っている。813・814 は灰釉陶器、815 はミニチュ

アの陶器で、一応鉢としておく。816・817 は石鏃で、

両者ともＳＫ 709013 出土であるが、混入と考えら

れる。石材が異なり、816 はチャート、817 はサヌ

カイトである。　　　　　　　　　　　（萩原・森川）

　10．10 区

　今回の調査区域では、最北部近くの立田集落南側

に設定された調査区である。第６次調査３－５区が

南東部に接続する。遺構密度は比較的希薄であるが、

多数の溝や流路を検出している。溝の多くは南北に

延びるものであるが、その時期は弥生終末から室町

時代まで多様である。

　（１）遺構

　ＳＤ７１０００１　調査区東部を東西に延びる溝

である。幅 1.5 ｍ前後、深さ 70㎝で断面形はⅤ字に

ちかい形状を呈する整ったものである。直線的に延

びるが調査区南端で東へ弯曲する傾向を見せてい

る。しかし、その延長上に位置する第９次調査５区

や第６次調査３－１区では検出されておらず疑問で

ある。埋土はシルトで、交差する溝からの混入遺物

を除けば、律令期の甕・高杯片が目立つ。しかし溝

の規模に比べ出土遺物は少ない。西側に約 30 ｍ離れ

て、やや小規模な同時期の溝ＳＤ 710004 が並走する。

　ＳＤ７１０００２・７１０００８　調査区東部を

約６ｍの間隔で並走する２条の溝である。他の多く

の溝と延びる方向を直角ちかく違える。両者とも幅

１ｍ前後であるが、ＳＤ710002の幅は不安定である。

深さは両者で異なりＳＤ 710002 が 20㎝前後に対し、

ＳＤ 710008 は 50㎝以上を測る深いものである。両

者とも西端はＳＲ 710003 により消滅しているが、

さらに西に延びる様子はない。東端はＳＤ 710002

が調査区外へ続くが、ＳＤ 710008 はＳＤ 710001 に

より消滅し、それを越えて東進する様子はない。し

たがって、ＳＤ 710008 は延長２ｍを確認したに過

ぎない。ＳＤ 710008 の深さから削平により消滅し

たとは考え難く、疑問である。ＳＤ 710002 からは

弥生終末から古墳時代の壺・甕等が出土しており、

この溝の時期を表すものと思われる。ＳＤ 710008

からも同時期の壺片が出土しているため、この時期

としたが、前述した要素により確証が持てない。

　ＳＲ７１１００３　調査区中央部を南北に流れる

自然流路である。幅６ｍ程度、深さ 1.5 ｍ程度を測る。

埋土はシルトと砂層で構成されるが、シルトが多く、

淀む時期が多かったようである。南側は第６次調査

のＳＲ 63008 に繋がる。溝の規模に対し、出土遺物は

極めて少ない。ＳＲ 63008 では遺物の出土が無く時期

不明とされていたが、今回茶釜（825）が出土したこ

とにより最終埋没は室町時代に下ることが判明した。

　ＳＤ７１０００４　調査区西端ちかくで検出した

南北に延びる溝である。幅 1.2 ｍ、深さ 60㎝で、既

述した 30 ｍ離れて並走するＳＤ 710001 よりやや小
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第73図　第７次調査10区平面図①（1：200）
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第74図　第７次調査10区平面図②（1：200）
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第75図　第７次調査10区土層断面図（1：100）

１ 耕作土
２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（鉄分含）
３ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト＜SD710001埋土等＞
４ 2.5Y5/4 黄褐色シルト（鉄分含）
５ 5Y4/4 暗オリーブ色シルト（鉄分含）
６ 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト（鉄分多含）
７ 10YR3/3 暗褐色シルト＜SD710001埋土＞
８ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト
　　　　　　　　　　　　　と10YR8/3 浅黄橙色シルトの混成＜SD710001埋土＞
９ 10YR3/4 暗褐色シルトと10YR5/2 浅黄褐色極粒砂の混成＜SD710001埋土＞
10 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト（10YR4/1 褐灰色極粒砂含）＜SD710001埋土＞
11 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（鉄分含）＜SD710001埋土＞
12 10YR4/4 褐色シルト（10YR7/3 にぶい黄橙色シルト含）＜SD710001埋土＞
13 10YR3/4 暗褐色極粒砂（10YR4/1 褐灰色シルト少量含）＜SD710001埋土＞
14 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（鉄分含） 
15 2.5Y3/2 黒褐色中粒砂＜SD710001・SR710011埋土＞
16 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘土
　　　　　と10YR5/2 灰黄褐色極粒砂の混成（締まり弱い）＜SD710001埋土＞
17 2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト＜SD710001埋土＞
18 5Y5/3 灰オリーブ色シルト（鉄分・マンガン含）
19 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト（鉄分含）
20 2.5Y4/2 灰オリーブ色シルト（10YR6/1 褐灰色シルト含）
21 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（10YR8/2 灰白色極粒砂含）
22 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
23 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト
24 2.5Y5/3 黄褐色シルト＜SR710003埋土等＞
25 2.5Y5/3 黄褐色シルト
　　　　　　　　　（鉄分含、10YR7/1 灰白色粘土塊多含）＜SR710003埋土＞
26 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（2.5Y6/1 黄灰色極粒砂含）＜SR710003埋土＞
27 10YR3/2 黒褐色極粒砂（10YR5/2 灰黄褐色シルト含）＜SR710003埋土＞
28 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト
　　　　　　　　（2.5Y6/3 にぶい黄色極粒砂ラミナ状堆積）＜SR710003埋土＞
29 2.5Y5/4 黄褐色シルト＜SR710003・710011埋土等＞
30 2.5Y4/2 暗灰黄色極粒砂＜SR710003埋土＞
31 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（2.5Y5/2 暗灰黄色極粒砂含）＜SR710003埋土＞
32 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト
　　　　（10YR4/1 褐灰色極粒砂横筋状堆積、締まり弱い）＜SR710003埋土＞
33 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト＜SR710003埋土＞
34 10YR6/2 灰黄褐色シルトと10YR5/6 黄褐色シルトの混成
35 10YR6/6 明黄褐色シルト（マンガン少量含）
36 2.5Y4/1 黄灰色シルト（10YR5/4 にぶい黄褐色シルト粒子少量含）
37 2.5Y4/1 黄灰色シルト（締まる）
38 2.5Y4/1 黄灰色シルト（10YR5/3 にぶい黄褐色シルト多含、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マンガン微量含）＜SD710007埋土＞
39 10YR5/4 黄灰色シルト（10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　　　　・2.5Y5/1 黄灰色粘土少量含）＜SD710007埋土＞
40 2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト
　　　　　　　　　　　（10YR5/6 黄褐色極細粒砂斑状に含）＜SD710007埋土＞
41 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土（少量の湧水）＜SD710007埋土＞
42 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（マンガン少量含）
43 10YR4/6 褐色色シルト（2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・マンガン少量含）＜SD710009埋土＞
44 10YR4/4 褐色シルト（2.5Y5/2 暗灰黄色シルト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・マンガン少量含）＜SD710009埋土＞
45 2.5Y4/1 黄灰色粘土（10YR5/6 黄褐色シルト塊斑状に含、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締まり弱い）＜SD710009埋土＞
46 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト
　　　　　　　　　（2.5Y4/6 オリーブ褐色粘土含、粘性）＜SD710009埋土＞
47 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土（2.5Y5/6 黄褐色土塊少量含、
　　　　　　　　　　　　　　　湧水の痕跡、締まり弱い）＜SD710009埋土＞
48 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（マンガン多量）
49 10YR4/2 灰黄褐色シルト（小石含）＜SD710006埋土＞
50 7.5YR4/4 褐色シルト（7.5YR5/1 褐灰色シルト少量含、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小石微量含）＜SD710006埋土＞

Ａ

5.6m
Ｂ

Ｂ

5.6m
Ｃ

Ｃ
5.6m
Ⅾ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

１

１

１

１

１

２３３

３３３３

３

２

４ ５

６

７

８

９

10

11

12

13

３

15
16 171819 14 20

21

22
23

24

2524

26

27 2728
29

30

31

32

33

34
35 36 37

38

39

40

41

42
43

44 45 46

47

48

48

49

50
51

52

53

54
55

56

57
58

59
60 61

62

6364
65

66

6768

69

70

71

72

74 29
637576

77
78

24
74

79
80

81

82

83
84 85

86

87

73 88

8990 91

29 15
92 93

94

95

96
97

98

99 100

101

14

14 14

14

14
14 14

19

1414
29 2929

14

14

51 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（10YR4/6 褐色砂質塊含）＜SD710006埋土＞
52 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（10YR4/6 褐色砂質塊含）＜SD710006埋土＞
53 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
　　　　　　　　　（10YR4/4 褐色極粒砂含、締まり弱い）＜SD710006埋土＞
54 2.5Y6/2 灰黄色シルト＜SD710005埋土＞　　　　　　　　　　　　　　　
55 2.5Y5/6 黄褐色シルト（小石微量含）＜SD710005埋土＞
56 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　（2.5Y4/4 オリーブ褐色シルト塊少量含）＜SD710005埋土＞
57 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR6/08 明黄褐色シルト含）＜SD710005埋土＞
58 10YR6/2 灰黄褐色極粒砂
　　　　　　　　　　（10YR6/6 明黄褐色シルト塊上部に含）＜SR710011埋土＞
59 2.5Y4/1 黄灰色シルト（2.5Y5/6 黄褐色砂質土塊少量含）＜SD710005埋土＞
60 10YR6/6 明黄褐色シルト（10YR8/8 黄橙色砂質塊少量含）＜SR710011埋土＞
61 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト＜SR710011埋土＞
62 10YR5/4 にぶい黄褐色極粒砂
　　　　　　　　　　　（10YR6/2 灰黄褐色シルト線状に含）＜SR710011埋土＞
63 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト＜SR710011埋土等＞
64 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト（小石少量含）＜SR710011埋土＞
65 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（10YR5/2 灰黄褐色砂質塊含）＜SR710011埋土＞
66 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR4/4 褐色砂質塊・小石含）＜SD710004埋土＞
67 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（10YR4/6 褐色シルト含）＜SD710004埋土＞
68 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（10YR6/8 明黄褐色シルト含）＜SD710004埋土＞　　　　
69 2.5Y4/2 暗灰黄色極粒砂
　　　　　　　　　　（10YR5/6 黄褐色シルト・小石微量含）＜SD710004埋土＞
70 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色極粒砂
　　　　　　　　　（10YR5/8 黄褐色砂質塊含、小石微量含）＜SD710004埋土＞　
71 10YR4/3 にぶい黄褐色極粒砂（小石多含、締まり弱い）＜SD710010埋土＞　
72 10YR5/2 灰黄褐色シルト（小石少量含）＜SD710010埋土＞　
73 10YR4/4 褐色シルト
　　　　　　　　（10YR6/8 明黄褐色砂質塊含、小石少量含）＜SD710010埋土＞　
74 2.5Y5/3 黄褐色シルト（鉄分含）＜SD710001埋土等＞　
75 10YR5/2 灰黄褐色シルト（鉄分少量含）　
76 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト
77 2.5Y6/2 灰黄色シルト（鉄分含）＜SD710002埋土＞　
78 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト
　　　　　　　　　と2.5Y6/2 灰黄色シルトの混成（鉄分含）＜SD710002埋土＞　
79 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト（鉄分少量含）＜SD710001埋土＞　
80 2.5Y5/1 黄灰色シルト（鉄分少量含）＜SD710001埋土＞　
81 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（鉄分・マンガン含）
82 10YR5/2 灰黄褐色極粒砂＜SR710003埋土＞　
83 2.5Y6/4 にぶい黄色中粒砂（10YR5/1 褐灰色シルト含）＜SR710003埋土＞　
84 5B6/1 青灰色粗砂（下層に2.5Y5/6 黄褐色粗砂
　　　　と10YR2/3 黒褐色中粒砂が互層堆積、締まり弱い）＜SR710003埋土＞　
85 2.5Y5/4 黄褐色粘土（2.5Y4/6 オリーブ褐色シルト塊含）＜SR710003埋土＞　
86 2.5Y4/6 オリーブ褐色細粒砂
　　　　　（5B5/1 青灰色粘土塊含、湧水層、締まり弱い）＜SR710003埋土＞　
87 5B5/1 青灰色粘土（5Y6/4 オリーブ黄色粘土塊含、湧水層）＜SR710003埋土＞　
88 10YR4/4 褐色極粒砂＜SD710005埋土＞
89 2.5Y5/6 黄褐色粘土＜SD710005埋土＞　
90 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土＜SD710005埋土＞　
91 10YR3/1 黒褐色粘土（締まり弱い）＜SR710011埋土＞　
92 10YR4/2 灰黄褐色粘土＜SR710011埋土＞　　
93 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土（締まり弱い）　　
94 2.5Y5/1 黄灰色極粒砂（締まり弱い）　
95 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘土（2.5Y6/8 明黄褐色粘土塊含）　　
96 10YR3/3 暗褐色中粒砂（締まり弱い）　
97 10YR2/2 黒褐色中粒砂（締まり弱い）　　
98 10YR5/8 黄褐色粘土（締まり弱い）　
99 2.5Y4/6 オリーブ褐色中粒砂（締まり弱い）　
100 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色中粒砂
　　　　　　　　　　（一部に2.5Y3/1 黒褐色砂質土が筋状堆積、締まり弱い）　　
101 2.5Y4/2 暗灰黄色細粒砂（締まり弱い）
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第76図　SD710001～710006出土遺物（１：４）
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規模である。しかし断面形は類似する整ったもので

ある。律令期の土師器甕・高杯等が出土しているが、

この時期としては古相を示すものである。奈良時代

でも飛鳥時代にちかい時期、または飛鳥時代の時期

がこの溝に与えられる。

　ＳＤ７１０００５～７１０００７　調査区東部を

並走する３条の溝である。幅は１ｍ前後、深さは 50

～ 60㎝を測る類似した規模である。３者とも比較

的多くの遺物が出土している。ＳＤ 710005 とＳＤ

710006 は３ｍの間隔で並走する。時期は、前者が９

世紀中頃～ 10 世紀中頃、後者が 10 世紀後半～ 11 世

紀前半の平安時代、ＳＤ 710006 の５ｍ東側を並走す

るＳＤ710007はやや後出で12世紀に下るものである。

　ＳＤ７１０００９　調査区西側を南北に延びる

溝である。後出のＳＤ 710007 と重複し、それに削

平される部分多く不明確な部分もあるが、幅 80㎝、

深さ 60㎝を測る比較的整ったものである。遺物の

出土は無く、12 世紀以前のものとするに止まる。

この溝が前述したＳＤ 710005・710006 と同時期で

あれば、等間隔に並走する３条の溝となる。

　ＳＤ７１００１０　調査区西端において検出した

溝である。他の溝と同様に南北に延びるものと推測

される。埋土に小石を多量に含み、流路の可能性が

高い。弥生時代終末～古墳時代の壺や甕の小片が出

土している。

　ＳＲ７１００１１　調査区西側において検出し

た。南北に延びるが、他のものより斜行する。幅は

一定を欠き、深さは 60㎝程度、埋土に砂層を含む

ことから自然流路と考えられる。流路の規模に対

して遺物は少なく時期決定の根拠が弱いが、ＳＤ

710010 と同時期の甕片等が出土している。さらに

下層にも砂層が堆積しており、これに先行するさら

に大規模な流路が重複するようである。

　（２）遺物

　ＳＤ７１０００１出土遺物（第 76 図）　818 は土

師器の長胴甕であるが、口縁部下半がやや肥厚し、

端部外面の面は鋭利である。律令期でも前半の奈良

時代前期または飛鳥時代に遡る可能性もある。

　819・820 は混入遺物で、819 は土師器の高杯、

820 は無頸壺である。819 の外面は面取が無く、ハ

ケメが施される。820 の外面は櫛による連条文が前

面に施される。

　ＳＤ７１０００２出土遺物（第 76 図）　821・822

は土師器または弥生土器の壺である。821 は二重口

縁壺としたが、外面がハケメのままで、高杯の可

能性が残る。823・824 はＳ字状口縁台付甕である。

823 の口縁部は外傾し、刺突文は無い。しかし肩部

の張りは弱くハケメ工具で施された横線が２段確

認できる。824 の脚端部はヨコナデのままである。

824 の脚端部は折り返しの痕跡を残す。これらのＳ

字状口縁台付甕はＢ類
⑪

に収まるものと思われる。

　ＳＲ７１０００３出土遺物（第 76 図）　自然流路

であるが出土遺物が少なく、この時期を示すものと

して唯一図化できたものが 825 である。形状から室

町時代の茶釜としたが、指頭圧混を残す雑な仕上げ

で違和感も残る。826 は打製石斧で、明らかな混入

遺物である。

　ＳＤ７１０００４出土遺物（第 76 図）　827 ～

831・834 は律令期の土師器甕である。834 は把手、

他は口縁部片である。小片のため詳細は不明である

が、829・830 は口縁部外面に面をもち、端部を摘

まみ上げる。しかし 828 のそれは緩慢であり、831

はそのまま丸く収めている。830 には口縁部と体部

の境に工具痕が残り、831 の内面はハケメではなく、

ヘラケズリとなる。832 は土師器の高杯であるが、

脚柱部の面取りは弱く不明瞭である。833 は須恵器

の口縁部片であるが、 としておく。

　ＳＤ７１０００５出土遺物（第 76 図）　835・836

は土師器の杯で、835 は器壁が薄く直線的に外方へ

開く口縁部、836 はやや器壁が厚く内弯気味に立ち

上がる口縁部を呈する。837 ～ 839 は土師器の甕で

あるが、839 は明らかな混入である。837 の口縁端

部は内に折り返し気味となるが、838 は外に面をも

ち、古相を示す。840・841 は灰釉陶器で、840 は三

日月状の高台、841 は方形の高台をもつが、841 に

は底部外面のロクロケズリが僅かに確認できる。こ

れらの遺物は、斎宮の第Ⅱ期第４段階前後の特徴を

もち、10世紀の平安時代のものであろう。その場合、

838 も混入として扱う。

　ＳＤ７１０００６出土遺物（第 76 図）　842 は土

師器の皿、843 は台付の椀、844 は甕である。842

の口縁部は外反を残し、844 は外に面をもつ古相を
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示すものである。845 は須恵器の甕、846 は灰釉陶

器の皿である。846は低い三日月状の高台をもつが、

底部外面は未調整で、漬掛けの灰釉を僅かに確認で

きる。847 ～ 849 は平瓦の小片で、848・849 は陶質、

847 は酸化焼成である。847 凹面のヘラケズリは非

常に浅く、ナデ状である。

　これらの遺物には時期幅があるが、842・843・

846 は近接する時期のものと思われる。前述のＳＤ

710005 と同様な時期と考えられ、842 はやや古相を

示す。また、図示できなかったがロクロ土師器の小

片も出土している。ロクロ土師器は第Ⅲ期に出現す

るとされるため、ＳＤ 710005 よりは一時期下がる

可能性がある。

　ＳＤ７１０００７出土遺物（第 77 図）　850 は土

師器の台付椀、851 は皿である。851 は扁平な形態

であるが、器壁は厚い。852 は土師器の甕であるが、

ハケメ調整は無く、外面はナデ、内面を工具による

ナデで調整している。853 ～ 864 は山茶椀で、853

の口縁部は外反し、他のものも比較的高い整った高

台を有するものも多い。858 の内面は使用のためか

平滑になっている。865は平瓦、866は丸瓦の小片で、

865 は陶質である。

　多く出土している山茶椀は、一部に新相を示すも

のがあるもののⅡ段階４型式からⅢ段階６型式まで

に収まるものと思われ、12 世紀末の平安時代末期

から一部鎌倉時代に及ぶ時期が与えられる。

　ＳＲ７１００１１出土遺物（第 77 図）　出土遺物

が少なく 867 が図示できる唯一のもので、弥生土器

または古式土師器の甕である。受口状の口縁部をも

ち、脚台が付く可能性がある。口縁部外面に刻目を

施すが、櫛ではなくヘラの角で刻む。

　表土出土遺物（第 77 図）　868 は弥生土器または

古式土師器の壺である。単純な口縁部で、装飾は無

い。869 は土師器の杯、870 は山茶椀で、870 は高

い整った高台をもつ。　　　　　（萩原・樋口・森川）

　11．11 区

　立田集落の南側に接する位置に設定された屈曲し

た変則的な形状の調査区である。西側は第９次調査

13 区を経由して 12 区に繋がり、南端は第６次調査

１－２区接する。遺構検出は耕作土下約 40㎝のシ

ルトまたは粗砂層で行い、他の調査区と比べ砂質度

第77図　SD710007・SR710011等出土遺物（１：４）
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の高い検出面である。縄文時代、奈良～平安時代、

室町時代の遺構を検出しているが、４区等のように

検出面が上下に分かれず、同一検出面において縄文

時代の遺構を検出している。

　（１）縄文時代の遺構

　この時期のものは調査区西部で集中的に検出して

いる。しかしその大多数が不定形な形状を呈し、深

さも 10㎝未満のものが多い。人為的な掘削とする

に疑問が多く、自然地形の凹凸に縄文土器が滞留

し、それを遺構として検出した可能性が高い。し

たがって、直ちに縄文時代のものとするには慎重

を期す。後述するＳＫ 711002・711010 とは土師器

杯小片の有無が異なるのみであり、平安時代にま

で下る可能性も示しておく。これに相当する遺構は、

ＳＫ 711009・711014・711017・711019・711021、ＳＤ

711018・711020・711022 である。

　ＳＫ７１１０１６　調査区中央部で検出した土坑

である。西半は平安時代の溝ＳＤ 711006 により削

平され全体の形状は不明であるが、長径２ｍ、短径

1.2 ｍの長円形を呈するものと推測される。深さは

検出面から約 30㎝を測る比較的深いものである。埋

土は砂質土で縄文土器の小片が多数出土している。

　ＳＨ７１１０２４（第 82 図）　調査区北西部で検

出した。東半が調査区外に及び、ＳＤ 711008 にも

削平されるため、全体の形状が不明な部分もあるが、

直径約７ｍの円形を呈するものである。この形状か

ら竪穴住居を想定したいところである。周囲には小

穴をいくつか検出しており、垂木穴が巡るものと想

定できる。また、壁は緩やかに傾斜している。しか

し、深さが検出面から 10㎝程度しかなく、浅い地

形上の落ち込みとする可能性も否定できない。南端

ちかくで焼土を検出しているが、炉跡とするには無

理な位置である。埋土はシルトで、周囲から徐々に

埋没した状況が確認できる。埋没の遅れた中央部で

は炭化物を含み、床から浮いた位置ではあるが、炭

化物の集積もみられる。遺物は、縄文時代中期末葉

ものが多数出土している。

　このように、縄文時代の竪穴住居とするに決め手

を欠く状態であるが、いずれにしても埋没過程で炭

化物が廃棄されたものと考えられる。

　（２）奈良時代以降の遺構

　検出したものの多くは溝や溝状の土坑である。こ

第78図　第７次調査11区平面図①（1：200）
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れらの大半が自然流路またはその可能性をしめすも

のである。時期は平安時代中期から末期のものが中

心で、室町時代に下るものが散見される。

　ＳＤ７１１００１（第 80 図）　調査区西側端を南

北に延びる溝である。幅１ｍ前後、検出面からの深

さは 60㎝を測り断面Ｕ字形を呈するしっかりした溝

である。埋土はシルトが中心であるが、最下層は砂

層となり、流水があったようである。重複するＳＤ

711003 等に先行し、埋土からは縄文土器の小片が出

土するのみである。ＳＤ 711003 の時期から平安時代

中頃以前であることは明白であるが、縄文時代まで

遡るとするには躊躇する。縄文土器が出土する不定

形土坑ＳＤ 711008 より後出であり、縄文時代まで遡

るとするのは可能性のひとつに止めて、他の多くの

溝と同様な平安時代の可能性が高いものとしておく。

　ＳＫ７１１００２・７１１０１０　ＳＫ 711002 は、

調査区北西側で検出した土坑である。大半が調査区

外のため全体の形状は不明であるが、一辺 1.6 ｍの

方形を呈するものと推測される。他の遺構が重複し

ており、検出時点での形状は不定形なものであった。

ＳＫ 711010 は、調査区中央部で検出した直径１ｍの

不整円形を呈する。両者とも検出面からの深さは 10

㎝程度の浅いもので埋土は一部に砂粒を含むシルト

である。縄文土器の小片が多数出土する中で土師器

杯の小片があるため平安時代のものとした。ただし、

これが重複遺構からの混入であれば、両者とも前述
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第79図　第７次調査11区平面図②（1：200）
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第80図　第７次調査11区土層断面図①（1：100）

Ａ ａ
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ｂ Ⅾ Ｅ ｃ

１ 10YR4/1 褐灰色シルト（石粒含）＜耕作土＞
２ 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂・細石含）
３ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（10YR4/2 灰黄褐色粗砂含）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜SK711002・SD711005・711020埋土等＞
４ 10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂（10YR4/2 灰黄褐色砂含）＜検出面＞
５ 7.5YR5/2 灰褐色シルト（10YR4/2 灰黄褐色砂多含）＜SD711003埋土等＞
６ 10YR5/2 灰黄褐色粘土質シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/2 灰黄褐色粗砂少量含）＜SD711003埋土＞
７ 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR4/2 灰黄褐色粗砂多含）＜SD711003埋土＞
８ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　　　（10YR4/2 灰黄褐色砂少量含）＜SD711003埋土＞
９ 10YR5/4 にぶい黄褐色粗砂（10YR5/6 黄褐色砂含）＜SD711003埋土＞
10 10YR5/8 黄褐色粗砂（10YR5/6 黄褐色砂少量含）
11 10YR3/3 暗褐色シルト（10YR5/2 灰黄褐色砂含）＜SD711001埋土＞
12 10YR2/3 黒褐色シルト（10YR5/6 黄褐色砂少量含）＜SD711001埋土＞　
13 10YR4/2 灰黄褐色細砂＜SD711001埋土＞
14 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR5/6 黄褐色砂多含）＜SD711001埋土＞
15 10YR5/1 褐灰色シルト（10YR5/6 黄褐色砂少量含）
16 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（10YR5/6 黄褐色砂多含）＜SD711003埋土＞　
17 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR5/6 灰黄褐色砂多含、
　　　　　　　　　　　10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂少量含）＜SD711003埋土＞
18 10YR3/3 暗褐色粘質シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711001埋土＞
19 10YR5/2 灰黄褐色粘質シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粒多含）＜SD711001埋土＞
20 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色大粒砂少量含）
21 7.5YR6/3 にぶい褐色シルト　
22 7.5YR7/4 にぶい橙色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒含）　
23 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒含）＜SD711004埋土＞　
24 10YR6/4 にぶい黄褐色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒含）
25 7.5YR5/4 にぶい褐色シルト（10YR5/3 にぶい黄褐色粘土粒含）
26 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト＜SD711001埋土＞　
27 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト＜SD711001埋土＞　
28 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト
　　　　　　　　　　（10YR5/4 にぶい黄褐色シルト多含）＜SD711001埋土＞　
29 10YR3/3 暗褐色シルト
　　　　　　　　　　（7.5Y4/2 灰オリーブ色シルト多含）＜SD711001埋土＞ 
30 10YR2/3 黒褐色シルト質粘土＜SD711001埋土＞　
31 10YR4/4 褐色シルト（10YR4/2 灰黄褐色砂多含）
32 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（10YR4/2 灰黄褐色砂多含）　
33 10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂（10YR4/2 灰黄褐色砂多含）　
34 10YR5/2 灰黄褐色砂質土（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）　
35 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂含）＜SD711008埋土＞　
36 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色砂含）
37 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂粒含）＜SK711002埋土＞　
38 10YR5/2 灰黄褐色シルト＜SK711002埋土＞　
39 10YR5/1 褐灰色シルト
　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂粒多含）＜SD711008埋土＞　
40 10YR4/1 褐灰色砂状シルト（下層に10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂
　　　　　　　　　　　　　　・7.5YR4/4 褐色粗砂多含）＜SD711008埋土＞　
41 10YR5/2 灰黄褐色砂状シルト
　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂少量含）＜SD711008埋土＞　
42 10YR5/1 褐灰色粗砂状シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711008埋土＞　
43 10YR5/1 褐灰色粗砂状シルト（石粒多含）＜SD711008埋土＞　　
44 10YR5/2 灰黄色粗砂状シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711008埋土＞　
45 10YR4/2 灰黄褐色シルト
　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711008・SH711024埋土＞　
46 10YR5/2 灰黄褐色シルト
　　　　　　　　　（下層に10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711008埋土＞ 
47 10YR5/2 灰黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SD711008埋土等＞　
48 10YR4/1 褐灰色シルト
　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂・10YR4/4 褐色砂含）＜SD711008埋土＞　
49 10YR5/2 灰黄褐色砂状シルト＜SD711008埋土＞　
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50 10YR4/2 灰黄褐色粗砂状シルト（石粒多含）＜SD711008埋土＞
51 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
　　　　　　　　（上層に10YR4/3 にぶい黄褐色砂少量含）＜SD711008埋土＞　
52 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト＜SD711008埋土＞　
53 10YR4/2 灰黄褐色シルト質粘土＜SD711008埋土＞　
54 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト
　　　　　　　　（10YR5/4 にぶい黄褐色砂・10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）　
55 10YR4/1 褐灰色粘土質シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SH711024埋土＞　
56 10YR4/1 褐灰色シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色砂多含）＜SH711024埋土＞　　
57 10YR8/3 浅黄色極粒砂（締まる）
58 10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂（10YR5/2 灰黄褐色極粒砂
　　　　　　　　　　　　　　・小石少量含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞
59 10YR7/4 にぶい黄橙色中粒砂
　　　　　　　　　　　　　　（小石少量含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
60 10YR6/2 灰黄褐色中粒砂（小石微量含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
61 10YR7/3 にぶい黄橙色細粒砂
　　　　　　　　　　　　　　（小石微量含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
62 10YR7/2 にぶい黄橙色中粒砂＜SD711006埋土＞　
63 10YR6/4 にぶい黄橙色極粒砂
　　　　　（10YR7/3 にぶい黄橙色シルト含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
64 10YR6/2 灰黄褐色極粒砂（小石微量含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
65 10YR5/3 にぶい黄褐色極粒砂
　　　（10YR7/4 にぶい黄橙色シルト一部含、締まり弱い）＜SD711006埋土＞　
66 10YR6/2 灰黄褐色極粒砂と7.5YR6/3 にぶい褐色土の混成（締まり弱い）　
67 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト
　　　　　　　　　　　　（10YR8/2 灰白色極粒砂含、小石少量含、締まる）　
68 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　　　　（小石多量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
69 10YR5/2 灰黄褐色シルト（小石多含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
70 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト
　　　　　　　　　　（10YR5/6 黄褐色砂質塊含、締まる）＜SD711007埋土＞　
71 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　（7.5YR6/2 灰褐色粘質シルト塊含、締まる）＜SD711007埋土＞　
72 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト
　　　　　　（7.5YR5/3 にぶい褐色シルト塊含、締まる）＜SD711007埋土＞　
73 10YR5/2 灰黄褐色中粒砂（小石多含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
74 7.5YR6/1 褐灰色極粒砂（小石少量含、所々に7.5YR4/3 褐色砂質
　　　　　　　　　・10YR3/1 黒褐色砂質含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
75 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　（10YR7/3 にぶい黄橙色シルト含、締まる）＜SD711007埋土＞
76 7.5YR6/2 灰褐色中粒砂（小石微量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
77 10YR5/1 褐灰色極粒砂（小石少量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞
78 10YR6/3 にぶい黄橙色極粒砂
　　　　　　　　　　　　　　（小石微量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
79 10YR5/2 灰黄褐色極粒砂（小石微量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
80 7.5YR8/4 浅黄色シルト（小石含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
81 7.5YR7/2 明褐灰色シルト
　　　（10YR6/2 灰黄褐色中粒砂含、小石微量含、締まる）＜SD711007埋土＞
82 10YR6/2 灰黄褐色シルト
　　　　　　　　（10YR7/1 灰白色中粒砂含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
83 10YR6/3 にぶい黄橙色極粒砂（小石含）＜SD711007埋土＞　
84 10YR5/2 灰黄褐色極粒砂（7.5YR7/6 橙色砂含）＜SD711007埋土＞　
85 10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂＜SD711007埋土＞　
86 7.5YR6/2 灰褐色極粒砂（小石多含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
87 7.5YR7/3 にぶい黄橙色シルト（締まる）＜SD711007埋土＞　
88 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
89 10YR6/2 灰黄褐色シルト（小石少量含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
90 10YR7/1 灰白色中粒砂
　　　　　　　　（7.5YR6/6 橙色鉄分砂含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
91 7.5YR6/1 褐灰色細粒砂（小石含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
92 7.5YR6/2 灰褐色中粒砂（小石含）　
93 10YR6/2 灰黄褐色極粒砂（7.5YR4/3 褐色砂質塊・鉄分含、締まり弱い）　
94 10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂（締まり弱い）　
95 7.5YR7/4 にぶい橙色シルト（締まる）＜SD711007埋土＞　　
96 7.5YR6/3 にぶい褐色シルト（締まる）＜SD711007埋土＞
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97 10YR4/4 褐色シルト
　　　　　　　　　（7.5YR5/1 褐灰色極粒砂含、締まる）＜SD711007埋土＞
98 7.5YR6/1 褐灰色シルト
　　　　　　　　　　（7.5YR4/3 褐色極粒砂含、締まる）＜SD711007埋土＞　
99 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（締まる）＜SD711007埋土＞　
100 10YR5/2 灰黄褐色極粒砂（締まる）＜SD711007埋土＞　
101 7.5YR6/2 灰褐色極粒砂
　　　　　　　　　　（2.5Y7/3 灰黄色シルト含、締まる）＜SD711007埋土＞　　
102 2.5Y6/1 黄灰色中粒砂（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
103 10YR7/1 灰白色極粒砂
　　　　　　　　（7.5YR7/3 にぶい橙色土塊含、締まる）＜SD711007埋土＞　　
104 7.5YR6/2 灰褐色細粒砂（小石含、締まる）＜SD711007埋土＞　　
105 10YR6/6 明黄褐色シルト
　　　　　　　（7.5YR5/4 にぶい褐色シルト含、締まる）＜SD711007埋土＞　
106 7.5YR6/1 褐灰色極粒砂
　　　　　　　　　（7.5YR5/6 明褐色シルト含、締まる）＜SD711007埋土＞　
107 7.5YR5/1 褐灰色極粒砂（締まり弱い）　
108 10YR4/2 灰黄褐色シルト（7.5YR4/3 褐色極粒砂含、締まる）　
109 7.5YR6/2 灰褐色粘質シルト（小石含、締まる）＜SD711026埋土＞　
110 7.5YR5/1 褐灰色粘質シルト（小石含、締まる）＜SD711026埋土＞　
111 7.5YR6/1 褐灰色粘土
　（小石・7.5YR5/6 明褐色砂微量含、炭化物含、締まる）＜SD711026埋土＞　
112 7.5YR5/2 灰褐色粘質シルト（小石含、締まる）＜SD711026埋土＞　
113 5YR6/1 褐灰色粘土（締まる）＜SD711026埋土＞　
114 7.5YR7/2 明褐灰色粘質シルト
　　　　　　　　　　（7.5YR6/6 橙色極粒砂含、締まる）＜SD711026埋土＞　
115 7.5YR6/1 褐灰色粘土（締まる）＜SD711026埋土＞　
116 7.5YR6/3 にぶい褐色粘土（締まる）＜SD711026埋土＞
117 10BG6/1 青灰色粘土（締まり弱い）　
118 10YR6/4 にぶい黄橙色中粒砂（小石多含、締まり弱い）　
119 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（小石微量含、締まる）＜SD711012埋土＞　
120 10YR4/4 褐色シルト（締まる）＜SD711012埋土＞　
121 10YR4/2 灰黄褐色シルト（締まる）＜SD711012埋土＞
122 7.5YR5/2 灰褐色シルト土
　　　　　　　　　　　（7.5YR5/6 明褐色シルトが上部に微量堆積、締まる）
123 7.5YR5/1 褐灰色粗砂（小石含、締まり弱い）＜SD711012埋土＞　
124 7.5YR6/1 褐灰色粗砂（小石多量含、締まり弱い）＜SD711026埋土＞　
125 7.5YR7/4 にぶい橙色細粒砂（締まり弱い）　
126 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　（7.5YR5/3 にぶい褐色シルト含、締まる）＜SD711026埋土＞
127 7.5YR6/2 灰褐色シルト
　　　　　　　　　（7.5YR4/3 褐色粗砂含、締まり弱い）＜SD711026埋土＞　
128 10YR5/4 にぶい黄褐色粗砂（小石含、締まり弱い）＜SD711026埋土＞
129 10YR3/3 暗褐色シルト（締まる）
130 5BG6/1 青灰色粘土（7.5YR6/4 にぶい橙色土塊含、締まる）　
131 10BG6/1 青灰色シルト（7.5YR5/4 にぶい褐色砂含、締まる）　
132 7.5YR4/4 褐色シルト土（10YR7/1 灰白色極粒砂・小石含、締まり弱い）
133 10G6/1 緑灰色シルト土　（7.5YR5/6 明褐色砂質線状に含、締まる）　
134 5BG5/1 青灰色極粒砂（締まる）　
135 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト
　　（7.5YR5/4 にぶい褐色極粒砂・小石含、締まり弱い）＜SD711012埋土＞　
136 10BG7/1 明青灰色粘土
　　　　　　　　（5Y6/3 オリーブ黄色シルト含、締まる）＜SD711012埋土＞　　
137 10BG5/1 青灰色粘土
　　　　　　　　　（7.5YR5/6 明褐色砂質土含、締まる）＜SD711012埋土＞　
138 7.5YR6/2 灰褐色シルト
　　　　　　　　　（7.5YR5/4 にぶい褐色砂含、締まる）＜SD711012埋土＞　
139 10YR5/2 灰黄褐色シルト（小石微量含、締まる）＜SD711012埋土＞　
140 10YR6/2 灰黄褐色中粒砂
　　　　　（10YR5/6 黄褐色細粒砂一部に含、締まり弱い）＜SD711012埋土＞

141 10YR6/1 褐灰色シルト（7.5YR5/6 黄褐色極粒砂・小石含、締まる）
142 5BG5/1 青灰色粘土（7.5YR4/6 褐色砂線状に含、締まる）　
143 10YR4/2 灰黄褐色シルト（7.5YR5/3 にぶい褐色砂質粒子微量含、締まる）
144 10YR4/1 褐灰色シルト（締まり弱い）＜耕作土＞
145 7.5YR6/6 橙色シルト（締まる）　
146 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（締まる）　
147 10YR5/2 灰黄褐色シルト（7.5YR3/3 暗褐色砂質土塊含、締まる）
148 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　（7.5YR3/3 暗褐色砂質土塊含、締まる）＜SD711013埋土＞
149 7.5YR6/2 灰褐色シルト（7.5YR4/6 褐色砂質土塊含）＜SD711013埋土＞　
150 10YR6/4 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　　　　　（7.5YR3/4 暗褐色砂質土塊含）＜SD711013埋土＞
151 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（7.5YR4/3 褐色砂質土塊含）　
152 10YR7/2 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色極粒砂含、締まる）＜SD711013埋土＞　　
153 7.5YR6/2 灰褐色シルト
　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色シルト含、締まる）＜SD711013埋土＞　
154 7.5YR5/1 褐灰色極粒砂（7.5YR4/3 褐色中粒砂含、締まり弱い）
155 7.5YR6/2 灰褐色シルト
　　　　　　　　　（10YR5/4 にぶい黄褐色土が上部微量堆積、小石少量含）　
156 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（7.5YR4/3 褐色極粒砂含、締まる）
157 10YR5/2 灰黄褐色粗砂（小石含、締まり弱い）　
158 7.5YR4/2 灰黄色シルト（小石含、締まり弱い）　
159 2.5Y7/2 灰黄色シルトと7.5YR5/6 明褐色極粒砂の混成（締まる）　
160 10YR5/4 にぶい黄褐色極粒砂（締まり弱い）
161 10YR7/3 にぶい黄橙色粘土（締まる）＜SD711007埋土＞　　
162 10YR6/2 灰黄褐色粗砂
　　　　　　　（10BG7/1 明青灰色中粒砂含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
163 5B6/1 青灰色粗砂
　　　　　　　（10YR7/1 灰白色中粒砂多含、締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
164 7.5YR5/6 明褐色粗砂（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　　
165 10YR8/4 浅黄橙色シルト
　　　　　　　（7.5YR6/4 にぶい橙色シルト含、締まる）＜SD711007埋土＞　
166 7.5YR5/1 褐灰色粘質シルト
　　　　　　　　　　　　　　（10YR7/6 明黄褐色粘土含）＜SD711007埋土＞　　
167 2.5Y6/3 にぶい黄色粘土（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
168 2.5Y5/1 黄灰色粘土（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
169 2.5Y4/2 暗灰黄色粘土（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
170 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土（締まる）＜SD711007埋土＞　
171 5PB6/1 青灰粘土（締まり弱い）＜SD711007埋土＞　
172 5B6/1 青灰粘土＜SD711007埋土＞
173 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘土（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土含）　
174 7.5YR3/2 黒褐色粘土（締まる）＜SD711012埋土＞
175 7.5YR4/1 褐灰色粘土
　　　　　　（10YR4/4 褐色シルト質粘土斑状含、締まる）＜SD711012埋土＞　
176 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質粘土（締まる）＜SD711012埋土＞　
177 7.5YR6/2 灰褐色粗砂（下層に7.5YR5/6 明黄褐色中粒砂が横筋状堆積、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締まり弱い）＜SD711026埋土＞
178 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　（10YR6/4 にぶい黄橙色極粒砂含、締まる）＜SD711026埋土＞　
179 7.5YR5/2 灰褐色中粒砂
　　　　　　　　　　（7.5YR4/3 褐色土含、締まり弱い）＜SD711026埋土＞　
180 7.5YR6/8 橙色中粒砂と7.5YR5/1 褐灰色中粒砂の互層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（締まり弱い）＜SD711026埋土＞　
181 7.5YR7/4 にぶい橙色中粒砂と7.5YR5/3 にぶい褐色中粒砂の混成
　　　　　　　　　　　　　　　　（締まり弱い、湧水層）＜SD711026埋土＞　
182 5B5/1 青灰色細粒砂（締まり弱い、湧水層）＜SD711026埋土＞
183 10YR5/8 黄褐色粘土（締まる）
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した縄文時代の自然地形の凹凸の可能性もある。

ＳＤ７１１００３（第 80 図）　調査区西端におい

て検出した溝である。検出面からの深さ 60㎝以上

を測る深いものである。しかし、断面形はＶ字状ま

たはＵ字状で一定を欠き、幅も１ｍ～ 60㎝で、若

干弯曲気味に延びる。埋土には砂粒を含み、最下層

は完全な砂層となる。この様な形状から流路の可能

性を否定できない。ＳＤ 711001 と重複するがＳＤ

711003 が後出である。奈良から平安時代の土師器杯

皿類を中心に比較的多くの遺物が出土しているが、

最も新相を示すものが９世紀末～ 10 世紀前半頃の

ものであるため、平安時代中頃の溝としておく。

ＳＤ７１１００４・７１１００５　調査区西端か

ら東へ延びる２条の溝で、その方向は条里に乗る。

両者は溝芯々で２ｍの間隔で並走し、４～６ｍで途

絶える。その幅は 80㎝前後であるが、検出面から

の深さは 10㎝未満で、幅に比べ非常に浅く、遺構

とするに疑問が残るものである。この様な状況から

出土遺物も少なく、縄文土器片と土師器皿・鍋が若

干出土したのみである。土師器の時期から室町時代

に下るものと考えられる。

ＳＤ７１１００６（第 80 図）　調査区中央部を南

北に延びる溝で、その方向は方位に乗る。幅 1.2 ｍ、

深さ 40㎝で断面はＵ字状を呈する。人為的に掘削

されたものとしたいが、埋土は砂であり、自然流路

の可能性も残る。検出面での観察では、東側に隣

接する大規模な流路ＳＤ 711007 より後出のものと

なったが、出土遺物に時期差はなく、ＳＤ 711007

の分流とするべきものであろう。

　ＳＤ７１１００７（第 81 図）　調査区中央部を南北

に流れる自然流路である。検出時点では西側のＳＤ

711006 と同規模なものとして幅 10 ｍを超える流路と

したが、掘削の結果、幅 12 ｍ、深さ 1.4 ｍ以上を測

る大規模な流路となった。土層断面の観察では数条

の流路が重複しており、砂層とシルト層が混在する

状況である。このため流水と淀みを幾度か繰り返し

ていたものと推測される。

　縄文土器の小片を中心に出土しているが、流路の

規模に比べ遺物は少ない。最も新相を示す土師器皿

から平安時代後期のものとした。

　ＳＤ７１１００８　調査区西部を南北に延びる溝

である。幅約２ｍ、検出面からの深さは 60㎝以上を

測る大規模なものである。直線的に延びるものの壁

は緩やかで、埋土は砂層を主体とするため、自然流

路に想定されるものである。溝の規模に比べ出土遺

物は少なく、サヌカイトの剝片と縄文土器片が若干

出土したに止まる。縄文時代の遺構ＳＨ 711024 と

重複し、検出時の観察ではそれより後出である。土

層断面の観察でもＳＨ 711024 より一つ上の層から

切り込んでおり、縄文時代より下る可能性がある。

　西側には類似した状況のＳＤ 711001 が並走する。

縄文時代まで遡る可能性を残すものの、ＳＤ 711001

と同様な時期の流路であるものと推測できる。

　ＳＫ７１１０１１　調査区中央部のＳＤ 711026

西側で検出した長径 1.2 ｍ、短径 40㎝の溝状の土坑

である。検出面からの深さは 10㎝未満の浅いもの

であるが、他の多くにみられるような縄文土器の出

土は無い。土師器の杯や甕が出土しており、これら

により平安時代のものとなる。

　ＳＤ７１１０１２（第 81 図）　調査区東側を南南

東から北北西に延びる溝である。幅 60㎝、深さ 60㎝

第82図　SH711024実測図（1：100）

１ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土

　　　　　　（10YR5/4 にぶい黄褐色シルト・粘土粒、　炭化物微量含）

２ 10YR8/4 浅黄橙色シルト（炭化物微量含）

３ 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト（10YR5/6 黄褐色粘土塊含）

４ 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト（10YR5/6 黄橙色粘土粒少量含）

５ 10YR8/2 灰白色極粒砂（10YR5/3 にぶい黄褐色粘土粒含）＜検出面＞
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の深いものであるが、壁は比較的緩やかである。埋

土はシルトが主体で砂の含有は少ないが、若干蛇行

する傾向があり、流路の可能性が残る。平安時代の

杯が比較的多く出土し、これらから平安時代中頃の

時期が想定される。しかし、山茶椀片が微量混入す

る状況があり、最終埋没が平安時代末に下る可能性

もある。

　ＳＤ７１１０１３（第 81 図）　調査区南端ちかく

を東西に横断する溝で、条里にほぼ沿う。幅 80㎝、

深さ 30㎝以上を測る。埋土は砂粒を含むシルトで、

比較的多くの遺物が出土している。土層断面の観察

結果、北側に溝が重複しており、本来は幅 1.2 ｍで

あった可能性もある。南側上層にも浅い溝が重複し

ており、埋没の最終過程を示すものかも知れない。

土師器の杯・皿・甕、ロクロ土師器、灰釉陶器等が

あり、奈良～平安時代の遺物が目立つ。しかし、こ

れらは重複するＳＤ 711026 からの混入と考えられ、

山茶椀や新相を示す土師器甕から平安時代末頃の時

期とする。

　ＳＫ７１１０１５　調査区中央部で検出した。長

径２ｍ、短径 60㎝の東西に延びる溝状の土坑であ

る。深さは検出面から 30㎝を測る深いもので、他

の多くのものと異なる。縄文土器や土師器鍋が若干

出土するのみで、土師器鍋の特徴から平安時代後期

の時期が与えられる。

　ＳＤ７１１０２３　調査区南東部のＳＤ 711026 埋

土上で検出した溝である。幅は 60㎝で北方調査区外

へ延びる。深さはＳＤ 711026 との重複もあり不明確

第83図　SH711024等出土遺物（１：３）
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であるが、交差する同時期のＳＤ 711013 と同様な規

模と推測される。検出面での観察ではＳＤ 711013 よ

り後出であるが、出土遺物からの時期差はない。

　ＳＤ７１１０２６（第 81 図）　調査区東側を南北

に延びる溝で、その方向は方位に乗る。幅４～５ｍ、

深さは 80㎝程度で、幅に比べ浅く壁も非常に緩や

かである。若干蛇行し、埋土も砂が多いことから自

然流路と考えられる。

　弥生時代終末期から室町時代の多くの遺物が出土

するが、その多くは奈良から平安時代のものである。

遺構検出時点や、土層観察においては、平安時代の

溝ＳＤ 711023 等に先行する結果が得られ、奈良か

ら平安時代とするに矛盾は無い。その場合、室町時

代の遺物の扱いに苦慮するが、土層断面観察におい

ては、東側に浅い溝が重複する様にも見える。

　以上の状況と出土遺物から、弥生時代終末、奈良

～平安時代、室町時代の３時期に流水があったもの

で、その中心は奈良から平安時代であったものと推

測される。

　ＳＤ７１１０２７　調査区南部をほぼ方位に沿っ

て東西に延びる溝である。幅 1.2 ～ 1.6 ｍ、検出面か

らの深さは 20㎝程度である。重複するＳＤ 711012

に先行し、ＳＤ 711026 より後出である。土師器の杯

や甕等が出土しており、比較的古相を示す。最も新

第84図　SD711012・SD711013・SD711027等出土遺物（１：４）
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相を示すものでも平安時代前期を下らず、このこと

は重複する他の遺構との前後関係とも矛盾しない。

　（３）遺物

　ＳＨ７１１０２４出土遺物（第 83 図）　

　出土したものは全て縄文土器である。871・873

は口縁部片、872・874 ～ 877 は体部片、878 ～ 883

は底部片で 883 を除き全て小片である。このため全

体の形状が明らかなものは無い。口縁部片や体部

片は縦方向の沈線または条線を施すものが多いが、

873 は横方向に条線または条痕を施す。調整の趣が

強く、浅い条痕とすべきかも知れない。871 は横方

向の沈線に渦文と思われる円形の沈線を加える。

　ＳＫ７１１０１６出土遺物（第 83 図）　多数の縄

文土器片が出土しているが、図示できたものは 884

のみである。口縁部の小片で、口縁直下に低い隆帯

を巡らす。その下には僅かに斜方向の条線がみえる。

　ＳＫ７１１０１７出土遺物（第 83 図）　出土遺物

は少なく、図示できたものは 885 のみである。沈線

により渦文を描いている。

　ＳＤ７１１０１８出土遺物（第 83 図）　886 は縄

文土器の口縁部片、887 は体部片で両者とも小片で

ある。他にサヌカイトの剝片も出土している。887

は沈線により横方向と縦方向の細長い区画を設け、

体部下方へ延びる縦方向の区画内を条線で充填する

様である。

　ＳＤ７１１００１出土遺物（第 83 図）　出土した

ものは縄文土器のみであるが、既述した状況から混

入遺物の可能性が高い。888 は比較的残存度の良好

な底部片である。

　ＳＤ７１１０２０出土遺物（第 83 図）　出土した

ものは縄文土器の小片のみである。889 は口縁部片

で、口縁直下に２条の沈線を巡らせる。890 は体部

片で、縦方向に条線が施されている。

　ＳＤ７１１０２２出土遺物（第 83 図）　縄文土器

の小片が多数出土しているが、図示できたものは

891 の口縁部片と 892 の底部片である。891 はヘラ

ミガキで調整され、無文と思われる。

　ＳＤ７１１００３出土遺物（第 84 図）　土師器・

須恵器の杯皿類等の比較的多くの遺物が出土して

いるが、図示できたものは土師器の甕（893・894）

と須恵器の杯（895）に止まる。893 は鉢状の甕で、

外面のハケメは縦方向の粗いものである。内面には

ハケメは無く、工具ナデとなる。一方、894 のハケ

メは細かく、内面にも細かいハケメが見える。895

は底部外面をロクロケズリで調整する様にも見える

が、欠損が大きく不明瞭である。以上により、893

が最も新相を示し、この溝の時期を表すものと考え

られる。斎宮の第Ⅱ期第３～４段階に類似し、９世

紀末～ 10 世紀前半の平安時代のものとなる。

　ＳＤ７１１０２３出土遺物（第 84 図）　図示した

ものは山茶椀（896）のみであるが、他に土師器杯

や甕も出土している。しかし、896 が最も新相を示

すものである。比較的高い整った高台を有し、胎土

も山茶椀としては精良なものである。従って、平安

時代末に収まるものであろう。内面は使用のためか

平滑になっている。

　ＳＫ７１１０１１出土遺物（第 84 図）　図示でき

たものは土師器の皿（897）のみであるが、他に土

師器甕等の小片も出土している。897は皿としたが、

粗製のもので、ヨコナデは口縁端部に限られる。粗

製椀が器高を減じた最終形態のようでもあるが、口

径が椀とするに大きすぎる。いづれにしても杯から

皿へ変容する時期のものとして、平安時代後半のも

のとしておく。

　ＳＫ７１１０１５出土遺物（第 84 図）　図示で

きたものは土師器の甕（898）と打製石斧の未製品

（899）であるが、他に縄文土器の小片も出土してい

る。898 は口縁部の小片であるが、器壁が厚く端部

を内に折り返す。鍋と呼ぶべき時期にちかい。

　ＳＤ７１１０１２出土遺物（第 84 図）　ＳＤ

711026 と大半が重複することもあり、混入遺物が

多い。図示したものについても各機種で形態的特徴

が異なるものが雑居する。

　900 ～ 903 は土師器の杯である。900 は器壁が厚

く古相を示すが、901・902 は器壁が薄く口縁部が

外反する。斎宮の第Ⅱ期第３段階～第４段階に並行

するものと思われ、10 世紀前後の平安時代のもの

となる。903 は外反が弱く、そのまま外方へ開く。

台付皿の可能性も残る。口縁端部に油煙の付着がみ

られ、灯明皿として使用された可能性がある。

　904 ～ 907 は土師器の甕であるが、904・905 は厚

い器壁で口縁端部に面をもつ古相を示すものであ
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る。904 の頸部は工具による強く横方向のナデが施

される。907 は小型の甕であるが、調整にハケメは

用いられない。

　908 は器台または高杯で、他のものと大きく時期

が異なり、明らかな混入遺物である。

　ＳＤ７１１０１３出土遺物（第 84 図）　909・910

は土師器の皿で、909 は大型、910 は小型のもので

ある。911 は土師器の椀、912 ～ 914 は甕である。

913 は口縁端部を内に折り返し、その面にやや強い

ヨコナデを施す。914 は外反の弱い口縁部で器壁が

厚い特異な形態を呈する。調整は内外面共に工具痕

を明瞭に残す工具ナデで、頸部内面は特に強い工具

ナデを施す。頸部外面には浅い沈線を巡らせるが、

全体的に雑な仕上げの特異なものである。甕とした

が、壺の可能性もある。

　915 はロクロ土師器、916 は灰釉陶器、917・918

は山茶椀、919 は陶器の鉢、920 は土錘である。山

茶椀は両者とも比較的整った高台を貼りつける。

919 は大型の鉢で、質感は山茶椀である。底部外面

を雑なヘラケズリで調整する。

　ＳＤ７１１０２７出土遺物（第 84 図）　921・922

は土師器の皿であるが、921 は器壁が厚く、922 の

口縁端部は外反する。しかし両者とも底部外面は

未調整である。922 の外面には焼成後鋭利な工具で

「×」が線刻される。923 は土師器の椀とした。内

面には粗い放射暗文が施される。924・925 は土師

器の甕で、925 はＳ字状口縁台付甕であるが、口

縁部の刺突文は施されていない。これらの遺物は、

925 が大きく時期が遡り、明らかな混入遺物、他は

斎宮の第Ⅱ期第１段階～第２段階に並行するものと

思われ、９世紀前半の平安時代のものと考えられる。

　表土等出土遺物（第 85 図）　表土や排土の他に遺

構混入遺物の一部もここで扱う。但し、既述したよ

うにＳＤ 711026 については、室町時代の他に弥生

第85図　第７次調査11区表土等出土遺物 （946 ＝１：２、他は１：４）
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時代終末から古墳時代初頭と奈良から平安時代に

も流路として機能していた時期がある。929 ～ 934

と 935・939 はそれぞれの時期を示す可能性があり、

ここで扱うべきではなかったことを断っておく。

　926 ～ 928 は縄文土器で、926 は肥厚する口縁部

で残存部に限れば無文である。927 は波状の沈線を

施すが、区画の一部かも知れない。

　929 ～ 931 は弥生時代終末から古墳時代初頭のも

ので、929・930 は壺の脚、934 は甕の脚と思われる。

934 の脚端部の折り返しは、目立つ事無く滑らかに仕

上げられている。932 は受口状の甕、933 はＳ字状口

縁台付甕で、両者とも口縁部の刺突文は省略される。

　935・936・938 ～ 940 は土師器の甕であるが、口

縁部形態等は多様で、最も古相を示す 936 からもっ

とも新相を示す 940 まで時期幅が大きい。940 は

ハケメにならず、内外面とも工具ナデである。941

は甕としたが、鍋状の形態を呈するものと思われ、

942 は鍋または焙烙の口縁部片である。

　943 は灰釉陶器、944 は山茶椀と迷うが、灰釉陶

器としておく。945 は酸化焼成の平瓦、946 はサヌ

カイトの石核である。　　　　　（萩原・樋口・森川）

　12．12 区

　立田集落の南側に設定した調査区で、今回の調査

では北西端に位置する。調査区の形状は、Ｓ字状に

蛇行した変則的な形態である。

　遺構検出は耕作土から 30㎝程度の浅い位置で行っ

たが、検出面はシルト層から砂質土層まで変化する。

遺構の大半は溝で、奈良時代から室町時代までの各

時期の流路と思われるものが多い。したがって、良

好な一括資料としての遺物の出土は無いが、調査区

西端ちかくからは縄文土器が多く出土している。

　（１）遺構

　ＳＤ７１２００１（第 89 図）　調査区中央部を東

西に延びる溝である。幅 1.8 ｍ、深さ 30㎝ほどで、

幅に比べ浅いものである。壁は北側が急峻であるの

に対し、南側は緩やかである。埋土は３層に分かれ

るが、全て砂層である。この様な状況から流路が想

定される。

　多くの遺物が出土しているが、奈良時代から室町

時代までの多様な遺物が出土している。なかでも奈

良時代や平安時代後期の遺物が目立つが、最も新相

を示す土師器鍋や陶器により室町時代としておく。

但し、奈良時代から室町時代までの期間に断続的に

流れていたもので、その回数や期間は奈良時代や平

安時代後期が多かったものであろう。

　ＳＤ７１２００２（第 89 図）　調査区中央部を南

北に延びる溝で、幅 80㎝、深さ 30㎝を測る。幅は

やや不均一で若干蛇行気味に延びるが、埋土は粘土

である。縄文土器の小片が出土するのみであるが、

南へ 24 ｍ延長すると第６次調査のＳＤ 61014 に至

る。ＳＤ 61014 は、その形状がＳＤ 712002 に酷似

しており、両者が一連のものであれば、その時期は

第６次調査の成果から平安時代中期となる。

　ＳＤ７１２００３・７１２００４（第 89 図）　調

査区中央部を芯々で２ｍの間隔を空け並走する２条

の溝である。幅１～ 1.2 ｍ、深さは 20㎝程度で、幅

に比べ浅いものである。方向は方位に沿うが、南

方 24 ｍの第６次調査１－１区では、これらに相当

する溝は検出されていない。既述したようにＳＤ

61014 はＳＤ 712002 に酷似する。奈良から平安時

代の土師器・須恵器の杯皿類も混入しているが、室

町時代の皿鍋類が出土しており、室町時代でも後半

のものと考えられる。

　ＳＥ７１２００５（第 89・90 図）　調査区中央部

北西端で検出した井戸である。西半が調査区外のた

め不明な部分も多いが、直径 1.6 ｍの円形を呈する

掘形と思われる。検出面下 80㎝で還元層に至るが、

井戸本体と掘形の識別は埋土断面には表れない。検

出面下 1.5 ｍで底に至るが、直径 70㎝の円形状にさ

らに一段下がる様相を見せる。この部分に曲物が設

置されていた可能性があるが、井戸枠の有無ととも

に不明である。

　埋土からは、鎌倉時代の土師器鍋や山茶椀が出土

しているが、室町時代に下る土師器皿もある。井戸

底に埋納されたものは検出できなかった。前述した

土師器皿を混入と考え、埋土最上層の山茶椀（969）

が残存良好なこともあり、鎌倉時代の内に埋没した

ものと想定したい。

　ＳＤ７１２００６（第 89 図）　調査区中央部から

やや東側において検出した溝である。検出時点では

南側調査区外へ延びることを確認しているが、掘削
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第86図　第７次調査12区平面図①（1：200）
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第87図　第７次調査12区平面図②（1：200）
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深度が無く、北端部でも深さ 10㎝未満の痕跡程度

のものである。埋土は砂質土で流路痕跡の可能性が

ある。10 世紀頃の土師器甕が出土しており。不確

定ではあるものの平安時代中頃の時期を与える。

　ＳＤ７１２００７（第 89 図）　調査区東部で検出

した。調査区中央部から幅を広げ調査区外に至る。

深さは検出面から 10㎝程度で壁は緩やか、埋土は

砂質土である。以上の状況から流路の痕跡と考えら

れる。器壁の薄い土師器杯片が出土したのみである。

隣接するＳＤ 712006 と連動する流路であれば、平

安時代中頃の 10 世紀となり、出土した杯片と矛盾

はない。

　ＳＤ７１２００８　調査区東側で検出した南北に

延びる溝である。条里方向に延び、5.6 ｍ東側に同

様な溝が並走するが、関連は不明である。幅 40㎝

前後であるが、深さは 10㎝未満の浅いものである。

詳細にみれば溝幅が不均一であり、条里に沿うのは

偶然として、流路を想定しておく。

　なお、検出時点では北側に土坑が重複し、それよ

り後出のものと判断したが、土層断面では逆の結果

となった。16 世紀に下る土師器鍋が出土している

が、重複する土坑出土の可能性が高い。したがって、

ＳＤ 712008 の時期は 16 世紀の室町時代以前とする

に止める。

　ＳＤ７１２００９（第 89 図）　調査区中央部から

やや南西側の調査区が途切れる部分で検出した。幅

は 12 ｍを測り、南東から北西方向に延びるものと

推定される。隣接する第６次調査ＳＤ 61020 と同一

のものと思われるが、流路方向に違和感が生じる。

第６次調査が水没等により十分な検出ができなかっ

たことが報告されているものの、その結果を受け止

めれば、流路とするよりは沼地状の淀みあった可能

性が生じる。また、埋土がシルト系で砂層がないこ

ともそれに肯定的である。

　律令期の土師器皿・甕、灰釉陶器等が出土してお

り、平安時代中頃のものが多い。これは第６次調査

結果とも合致する。しかし、古相を示す山茶椀も出

土しており、最終埋没は平安時代後期の 11 世紀ま

で下る可能性もある。

　ＳＫ７１２０１０　調査区東側で検出した溝状の

土坑である。平面形は不定形で、深さも検出面から

10㎝程度の浅いものである。このため人為的なもの

ではなく、近隣の溝と同様に流路痕跡の可能性が高

い。器壁の極めて薄い土師器皿が出土しており、室

町時代に下るものと思われる。

　ＳＤ７１２０１１（第 89 図）　調査区東部を斜行

SD711001

第88図　第７次調査12区平面図③（1：200）
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第89図　第７次調査12区土層断面図（1：100）
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する溝である。幅 80㎝、深さ 30㎝を測り、断面形

は箱型にちかい。埋土は粘質土で、飛鳥から奈良時

代の土師器の甕や須恵器の蓋が出土している。

　ＳＫ７１２０１２（第 89 図）　調査区東部の北端

で検出した。北半が調査区外であるが、一辺 90㎝

の方形を呈する土坑と推測される。しかし深さは

10㎝程度の浅いものである。埋土の状況や出土遺物

は近隣のＳＤ 712011 に酷似する。

　ＳＤ７１２０１３　調査区西側で検出した溝で

ある。幅は 40㎝程度であるが、均一を欠く。深さ

は検出面から 10㎝前後の浅いものである。東側は

ＳＤ 712009 と重複するが、前後関係は不明である。

このことと溝の形状からＳＤ 712009 から溢れ出た

流路の可能性がある。縄文土器、律令期の土師器・

須恵器、鎌倉時代の土師器等、小片ではあるものの

多様な遺物が出土している。ＳＤ 712009 と関連す

るものとした場合、既述したＳＤ 712009 の最終埋

没がさらに下ることになる。

　ＳＫ７１２０１４（第 90 図）　調査区西端ちかく

で検出した土坑である。長径 1.9 ｍ、短径 80㎝の長

円形の形状に掘削したが、断面観察の結果、長径は

1.4 ｍ程度であることが判明した。埋土は砂質土が

主体であるが、円形状に落ち込む部分は粘質土であ

る。このため、別遺構の重複とすべきかも知れない。

縄文土器が出土しているなかで、平安時代前期の土

師器杯小片がある。また、重複するＳＤ 712019 よ

り後出である。これらから、時期は平安時代前期と

なるが、縄文時代の遺構が重複する可能性も残る。

　ＳＫ７１２０１５　調査区西部で検出した。短辺

80㎝、残存長辺２ｍを測り溝状を呈する。深さは検

出面から 10㎝未満の浅いもので、ＳＤ 712010 と同様

に流路痕跡の可能性がある。出土遺物は奈良から平

安時代の土師器や須恵器の小片が出土するに止まる。

ＳＤ７１２０１６・７１２０１８（第 89 図）　両

者は約２ｍの間隔で並行し、調査区北部で発生し、

調査区外北方に至る。幅は 40 ～ 80㎝の均整を欠く

もので、深さも検出面から 10㎝未満である。流水

の痕跡のように見えるが、埋土は粘質土である。特

にＳＤ 712016 は浅く、自然の凹凸のようでもある。

両者とも縄文土器の小片が出土するのみで、鎌倉時

代の溝ＳＤ 712013 に先行することを確認している。

しかし以上をもって、縄文時代の遺構とするには躊

躇する。縄文時代に遡る可能性を残すものの、人為

的な溝の可能性は低いものとして良いであろう。

　ＳＤ７１２０１７・７１２０１９　調査区西側で

検出した溝である。両者は絡まり合う状態で緩やか

な弧状を描き、ＳＤ 712013 を意識するかのように約

2.2 ｍ南側を並走する。東南端はＳＤ 712009 に接する

ように並走し、調査区外へ至っている。この様な状

況から前述したＳＤ712013と同様にＳＤ712009から

溢れ出た流路と解釈できる。しかし、深さは検出面

から 40㎝を測る深いものとなったが、土層断面の観

察の結果、本来は約 20㎝でＳＤ 712013 よりやや深い

程度のものであったようである。しかし、この土層

断面ではＳＤ 712019 の北側壁が確認できず、調査区

北端まで同様なシルト層が続いている。ＳＤ 712019

が調査区西端間際で途切れていることを誤認した可

能性があり、平面形、深さともに不正確なものとな

Ｂ
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Ａ

ＢＡ

Ｄ
4.6m

Ｃ

ＤＣ

SK712014 SK712020 SE712005

第90図　SK712014・712020実測図、SE712005遺物出土状況図（1：50）
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１ 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂質シルト　

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土

３ 10YR4/2 灰黄褐色砂質土

４ 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質土

５ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

１ 2.5Y5/3 黄褐色シルト（締まり弱い）

２ 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト

３ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト（締まる）
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４
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ることを断っておく。この様な結果に至る背景とし

て、ＳＤ 712013 を含め調査区北半一帯が大きな流路

帯であった可能性があるものと思われる。両溝とも

縄文土器の小片が出土しているが、そこまで遡るこ

とは困難である。１片ではあるがＳＤ 712019 から中

世に下る土師器皿片が出土しており、両溝の時期は

ＳＤ 712009・712013 と同様な時期とすべきである。

　ＳＫ７１２０２０（第 90 図）　調査区中央部で検

出した柱穴状の土坑である。直径 60㎝の不整円形

を呈し、深さは検出面から 20㎝程度の浅いもので

ある。壁は非常に緩やかで、埋土の締まりも弱い。

室町時代後半の土師器皿・鍋の小片が出土したのみ

で、遺物の出土状況に特筆すべきものはない。

　（２）遺物

　ＳＤ７１２００１出土遺物（第 90 図）　奈良時

代から室町時代までの多様な遺物が出土している。

947 ～ 949 は土師器の粗製椀とした。947 は深い半

球状の形態を呈し、古相を示す。948・949 は器高

が低くなり杯状の形態となる。949 は口縁端部内面

に弱い沈線を巡らせる。950 は杯、951 は甑で、950

は外反する口縁部をもち、器壁は薄くなっている。

　952 は黒色土器Ａ類の椀、953 はロクロ土師器、

954・955 は灰釉陶器の椀、956 は壺である。しかし、

954・955 の灰釉は確認できない。957 は比較的整っ

た高台をもつ山茶椀で、内面には炭化物が付着する。

958 は陶器の皿である。山茶椀とは異なる質感で、い

わゆる山皿ではない。959 は陶器の甕で、外面にタタ

キ板の痕跡を残す。960 は縄文土器の小片で、明らか

な混入遺物である。磨り消し縄文で装飾する。961 は

陶質の平瓦片であるが、酸化焼成、962 は土錘である。

　ＳＤ７１２００９出土遺物（第 90 図）　963 は土

師器の甕、964 は皿である。964 の底部外面は未調

整、内面には焼成後に鋭利な工具による線刻が施さ

れる。線刻は格子を描くようにも見えるが、方向が

異なる直線も交えている。965 は灰釉陶器の皿で、

三日月状の高台をもつが、灰釉は漬掛けである。底

部には「夲」と墨書される。966 は灰釉陶器と迷う

が、山茶椀とした。山茶椀としては均質のものであ

る。967 は欠損があるものの鉄斧と思われる。

　ＳＥ７１２００５出土遺物（第 90 図）　井戸であ

るが出土遺物は少ない。図示できたものは土師器鍋

（968）と山茶椀（969）である。両者とも埋土最上

層からの出土である。969 は口縁端の外反を残すも

のの体部は直線的になっている。Ⅲ段階５型式から

６型式に並行するもので 13 世紀初頭頃の鎌倉時代

のものとなり、土師器鍋と時期的な矛盾はない。

　ＳＤ７１２０１３出土遺物（第 90 図）　970 は土

師器の皿、971・972 は縄文土器で明らかな混入遺

物である。他に土師器の椀、須恵器の甕等が出土し

ている。972 の底部外面には網代の痕跡がある。

　なお、970 は資料整理時の混乱により、ＳＤ

712019 出土の可能性が残る。

　ＳＫ７１２０１４出土遺物（第 90 図）　図示した

両者とも縄文土器である。遺構の時期によっては混

入遺物となるが、この時代の可能性を残すためここ

で扱う。973 は体部の小片であるが、低い隆帯の上

半に矢羽根状の刻目を刻む。

　ＳＤ７１２０１７出土遺物（第 90 図）　図示でき

たものは 975 のみである。遺構の時期によっては混

入遺物となる。口縁部の小片であるが、口縁直下に

沈線を巡らし、その下を縄文で装飾している。

　ＳＤ７１２０１８出土遺物（第 90 図）　図示でき

たものは縄文土器の底部（976）のみである。遺構

の時期によっては混入遺物となるが、この時代の可

能性を残すためここで扱う。体部に沈線が認められ

るが、区画文の最下端かも知れない。

　ＳＤ７１２０１９出土遺物（第 90 図）　図示でき

たものは縄文土器の体部片（977）のみである。遺

構の時期によっては混入遺物となるが、この時代の

可能性を残すためここで扱う。磨り消し縄文で装飾

する。

　なお、既述したようにＳＤ 712013 出土の 970 は、

当遺構出土の可能性がある遺物である。

　包含層等出土遺物（第 91・92 図）　978 ～ 1027

は縄文土器の小片で、その大半が調査区西端ちかく

から出土している。小片のため器形や文様構成の全

体像は不明であるが、沈線による区画文を描くもの

が多い。978・979・981 は渦文を加え、989 等の弧

状を呈する沈線も渦文の一部の可能性がある。なお、

978・979・983 は同一個体の可能性がある。

　980・982 は棒状工具による円形刺突を施し、981

は口縁端部を肥厚させて円孔を空ける。987 は竹管
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第91図　SD712001・SD712009等出土遺物 （960・971 ～ 977 ＝１：３、他は１：４）
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第92図　第７次調査12区包含層等出土遺物① （１：３）
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第93図　第７次調査12区包含層等出土遺物② （1036 ＝１：２、1028 ～ 1035 ＝１：４、他は１：３）
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による刺突文を口唇部に列点として並べる。985 は

指による強い押圧により刺突文的な状況を作り出

し、区画沈線間には縄文が僅かに確認できる。

　986 は隆帯に矢羽根状刻目を施すが、残存部に限

れば区画沈線は確認できない。1005 も残存部には区

画沈線が無く、口唇部まで縄文を施している。993・

995 は区画内に条線を充填するもので、999 も条線が

沈線により区切られている。これらは、後述の磨り

消し縄文と共通する手法を用いている可能性が高い。

　1008 ～ 1022 は区画沈線内に縄文を充填し、1021

を除き磨り消し縄文の手法をとるものである。1012・

1019・1022 は区画沈線が太く明瞭なもので、同一

個体の可能性が高い。他にも同様な状況を呈するも

のが多いが、1008・1009 は逆に不明瞭である。こ

の両者も同一個体の可能性がある。

　1023 ～ 1027 は底部片であるが、1023 の底部外面

には網代痕が残る。

　1028 は土師器の皿、1029 は高杯、1030 はロクロ土

師器の椀、1031 は灰釉陶器の椀、1032 は須恵器の甕

である。高杯は短脚で、外面にヘラケズリを施すが、

明瞭な面取りには至っていない。1033 は施釉陶器壺

の小片であるが、肩部に沈線による文様が刻まれてい

る。1034 は加工円盤、1035 は打ち欠きの石錘、1036

は石鏃である。1034 は陶器の擂鉢を加工している。

（萩原・森川）

　13．13 区

　今回の調査では希少な方形の調査区である。検出

面は巨視的に見て南から北に流れる大規模な流路埋

土と思われ、多数の同方向の溝を検出している。し

かし、層序に混乱を生じ、溝や土坑として十分検出

できなかったものも多い。したがって、これらの時

期決定には不確定な要素を含む。こうした中で、平

安時代の南面庇付掘立柱建物や柱列が注目される。

　（１）遺構

　ＳＤ７１３００１　調査区西端から６ｍほど東側

までの南北に延びる溝として検出した。しかし、他

の溝との重複もあり北半ではその平面形を十分確認

できていない。深さも北部では検出面から 20㎝程

度としたが、南部では 50㎝以上に及び、層序的に

矛盾も生じている。平面形に加え深さも検出しきれ

なかった状況から、溝とするより包含層として捉え

るべきものであるかも知れない。それを反映したも

のか、出土遺物も縄文土器から室町時代の土師器皿

まで多様なものが出土している。

　ＳＫ７１３００２・７１３００３・７１３０２８

　ＳＤ 713001 の埋土上で方形または不整円形の土

坑として検出したが、掘削の結果、平面形や深さを

確定することができなかった。したがって、ＳＤ

713001 の埋土の一部とすべきものと思われる。ＳＫ

713002 から平安時代後期の土師器杯や甕が出土して

いる。土坑として確定できていれば、この時期の遺

構とすることができるが、ＳＤ 713001 を含め層序

等に混乱があり、その可能性を示すに止める。

　ＳＤ７１３００４（第 99 図）　調査区西部を南北

に延びる溝である。幅 80㎝前後であるが、不均一

である。深さは 50㎝を測り、断面Ｖ字形にちかい

しっかりしたものである。しかし、全体的にみて若

干蛇行気味であり、南端は徐々に幅を減じ調査区内

で消滅する。以上の状況から流水の作用によるもの

と思われ、人為的な溝では無いようである。平安時

代の土師器杯やロクロ土師器、中世の土師器皿、山

茶椀、青磁椀等、各時期の多様な遺物が出土してい

る。平安時代後半から流水が始まり、鎌倉時代末頃

に最終的に埋没したものと思われる。

　ＳＤ７１３００５　調査区南部では、東側調査区

外から７ｍをＳＤ 713005 とし、南北に流れる溝と

したが、ＳＤ 713001 と同様に北部では平面形や深

さを十分把握しきれていない。ＳＤ 713008 やＳＤ

713041 等は埋土上面で検出したことになり、これ

ら全てに先行するものである。出土遺物は、奈良時

代の土師器長胴甕や須恵器を若干含むものの大半は

多数の縄文土器の小片や剝片である。奈良時代の遺

構を見落とした可能性を含め、ＳＤ 713005 は縄文

土器の包含層的なものである。

　ＳＤ７１３００６（第 99 図）　調査区中央部南端

ちかくから、北進するに連れて幅を広げ、調査区北

半では、幅４ｍ以上に拡張した後、他の溝との重複

もあり、その平面形を確定できていない。深さは

30㎝程度で幅に比べ浅く、埋土は極粒砂が多い。多

数の縄文土器に加え、灰釉陶器、緑釉陶器等が出土

している。この様な状況から、流水の作用によるも
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第94図　第７次調査13区平面図（1：200）
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第95図　第７次調査13区土層断面図（1：100）

１ 10YR4/1 褐灰色シルト＜耕作土＞

２ 10YR4/2 灰黄褐色粘土質シルト

                          （10YR3/3 暗褐色粘土塊含）＜SD713001埋土等＞

３ 10YR5/1 褐灰色粘土質シルト＜SD713009埋土等＞

４ 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土

                            （10YR3/3 暗褐色粘土塊含）＜SD713009埋土＞

５ 10YR5/2 灰黄褐色粘土質シルト＜SD713001埋土＞

６ 10YR6/2 灰黄褐色粘土質シルト＜SD713001埋土＞

７ 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト＜SD713001埋土＞

８ 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト＜SD713001埋土＞

９ 10YR6/2 灰黄褐色粘土質シルト

                           （7.5YR3/1 黒褐色粘土塊含）＜SD713005埋土＞

10 10YR5/2 灰黄褐色粘土質シルト

                           （7.5YR5/1 褐灰色細粒砂含）＜SD713005埋土＞

11 10YR4/1 黄灰色粘土質シルト（7.5YR4/2 灰褐色粘土塊含）

12 10YR3/1 黒褐色シルト

13 10YR4/3 オリーブ褐色シルト質粘土 

14 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト

                （10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒・小石含）＜SD713001埋土＞

15 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト

              （10YR5/1 褐灰色シルト塊含・雲母微量含）＜SD713019埋土＞

16 10YR8/3 浅黄橙色シルト（10YR3/2 黒褐色粘土粒含）＜SD713019埋土＞

17 10YR8/4 浅黄橙色シルト（10YR6/1 褐灰色粘質シルト塊

                        ・10YR3/3 暗褐色粘土粒少量含）＜SD713017埋土＞

18 10YR7/6 浅黄褐色シルト（10YR8/2 灰白色シルト含、

                          10YR3/3 暗褐色粘土粒少量含）＜SD713016埋土＞

19 10YR8/4 浅黄橙色シルト

                （10YR3/3 暗褐色粘土粒少量含、締まる）＜SD713001埋土＞

20 10YR8/3 浅黄橙色シルト

                   （10YR8/8 黄橙色シルト・10YR3/3 暗褐色粘土粒微量含）

21 10YR8/2 灰白色シルト

                 （10YR8/6 黄橙色シルト・10YR6/1 褐灰色粘質シルト塊含）

22 10YR8/3 浅黄橙色シルト（10YR5/1 褐灰色粘質シルト塊

                        ・10YR3/3 暗褐色粘土粒微量含）＜SD713018埋土＞

23 10YR7/6 明黄褐色シルト（10YR8/2 灰白色シルト塊含）

24 10YR8/3 浅黄橙色シルト（10YR7/3 にぶい黄橙色シルト

                        ・10YR3/3 暗褐色粘土粒微量含）＜SD713018埋土＞

25 10YR7/1 灰白色シルト（10YR8/3 浅黄橙色シルト含、締まる）

26 10YR7/8 黄橙色極粒砂（締まる）

27 10YR8/3 浅黄橙色粘質シルト（締まる）

28 10YR8/4 浅黄橙色シルト（締まる）

29 10YR8/1 灰白色粘質シルト（10YR7/2 にぶい黄橙色土含、締まる）

30 10YR8/2 灰白色粘質シルト

                    （10YR4/1 褐灰色粘土塊含、締まる）＜SD713001埋土＞

31 10YR8/3 浅黄橙色シルト（7.5YR4/1 褐灰色シルト含）＜SD713025埋土＞

32 7.5YR8/2 灰白色シルト（10YR5/1 褐灰色粘土塊含）

33 10YR6/1 褐灰色シルト（10YR8/2 灰白色極粒砂含、締まり弱い）

34 7.5YR7/6 橙色シルト塊（7.5YR7/1 明褐灰色シルト塊含、締まる）
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35 7.5YR7/1 明褐灰色シルト塊（10YR8/4 浅黄橙色極粒砂塊含、締まる）

36 10YR6/1 褐灰色粘質シルト（締まる）

37 10YR5/6 黄褐色シルト（10YR7/2 にぶい黄褐色極粒砂

                  ・10YR5/2 灰黄褐粘土塊含）＜SD713006・713033埋土等＞

38 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト（10YR4/1 褐灰色シルト

            ・10YR5/2 灰黄褐色粘質シルト塊含、締まる）＜SD713004埋土＞

39 7.5YR7/2 明褐灰色シルト（10YR6/3 にぶい黄橙色シルト

                           ・10YR5/3 にぶい黄褐色粘土塊微量含、締まる）

40 10YR6/1 褐灰色シルト（10YR4/4褐色シルト塊含）＜SD713004埋土＞

41 7.5YR5/1 褐灰色粘質シルト＜SD713004埋土＞

42 10YR8/2 灰白色シルト（10YR8/3 浅黄橙色シルト

                                ・小石微量含、締まる）＜SD713009埋土＞

43 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR7/1 灰白色シルト

                                ・小石微量含、締まる）＜SD713009埋土＞

44 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト（10YR8/2 灰白色極粒砂

                    ・10YR5/8 黄褐色粘土塊含、締まる）＜SD713009埋土＞

45 7.5YR6/1 褐灰色シルト土（10YR7/4 にぶい黄橙色極粒砂

                  ・10YR8/3 浅黄橙色土含、締まり弱い）＜SD713009埋土＞

46 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト（10YR8/4 浅黄橙色シルト

                     ・10YR4/4 褐色粘土塊含、締まる）＜SD713041埋土＞

47 10YR6/2 灰黄褐色シルト（10YR7/3 にぶい黄褐色シルト

              ・10YR5/1 褐灰色シルト土含、締まり弱い）＜SD713041埋土＞

48 10YR4/2 灰黄褐色シルト＜SD713041埋土＞

49 10YR7/1 灰白色シルト＜SD713041埋土＞

50 10YR6/1 褐灰色シルト

          （10YR7/4 にぶい黄橙色シルト含、締まり弱い）＜SD713041埋土＞

51 2.5Y7/6 明黄褐色シルト（7.5YR7/1 明褐灰色シルト

                               ・10YR5/3 にぶい黄褐色粘土塊含、締まる）

52 10YR6/1 褐灰色シルト（10YR6/3 にぶい黄橙色シルト

                            ・小石微量含、締まり弱い）＜SD713008埋土＞

53 10YR4/2 灰黄褐色シルトと10YR6/1 褐灰色極粒砂の混成＜SD713008埋土＞

54 2.5Y4/2 暗灰黄色極粒砂

                      （10YR4/3 にぶい黄褐色粘土塊含）＜SD713008埋土＞

55 2.5Y8/6 黄色粘質シルト（2.5Y7/1 灰白色シルト土

                                 ・2.5Y5/3 黄褐色シルト含、締まり弱い）

56 10YR7/1 灰白色中粒砂（10YR7/2 にぶい黄橙色シルト含、

                            10YR5/4 にぶい黄褐色粘土塊微量含）＜撹乱＞

57 10YR7/2 にぶい黄褐色極粒砂（10YR7/4 にぶい黄橙色シルト

                               ・10YR6/2 灰黄褐色シルト含、締まり弱い）

58 2.5Y4/1 黄灰色中粒砂（小石含、締まり弱い）＜撹乱＞

59 10YR7/1 灰白色シルト（10YR8/4 浅黄橙色シルト含、

                                   10YR4/2 灰黄褐色粘土塊多含、締まる）

60 10YR7/1 灰白色シルト（10Y8/4 浅黄橙色シルト土筋状に含、

                                 10YR4/2 灰黄褐色粘土塊若干含、締まる）

61 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR5/3 にぶい黄褐色粘土塊含、締まる）

62 10YR7/1 灰白色シルト（10YR8/6 黄橙色シルト

                                   ・10YR5/2 灰黄褐色粘土塊含、締まる）
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ので、包含層的なものとして扱うべきものと考えら

れる。

　ＳＫ７１３００７・ＳＤ７１３０２１　両者とも

ＳＤ 713006 の埋土上で検出され、しかも両者は重

複する。ただし、平面形や深さを確定するには及ば

ず、ＳＤ 713006 の埋土の一部とすべきものかも知

れない。ＳＤ 713021 から縄文土器の小片が若干出

土したに止まる。

　ＳＤ７１３００８（第 99 図）　調査区東部を南北

に延びる溝である。幅 60㎝、深さは検出面から 30㎝

程度、断面はＵ字形を呈する。南側調査区外からほ

ぼ直線的に延び、北側も調査区へ続き、その方向は

ほぼ方位に沿う。埋土は粘質土で、多数の縄文土器

片に加え、山茶椀や土師器皿等が出土し、平安時代

末期から鎌倉時代の時期が与えられる。隣接のＳＢ

713038 やＳＡ 713039 と時期や方向が合致し、これら

に関連する施設の可能性が高い。

　ＳＤ７１３００９（第 99 図）　調査区外南側から北

進し、北西方向へ進路を変えた後、再び北進して調

査区外へ至る。幅は 1.2 ｍを測るが、深さは検出面か

ら 30㎝程度で幅に比べ浅く、壁も緩やかである。埋

土はシルトと極粒砂で構成されるが、底部ちかくに砂

が多い。これらから流水路とすべきものである。多

数の縄文土器に加え山茶椀等が出土し、南側で重複

するＳＤ 713008 と時期的には近接する。検出面での

観察ではＳＤ 703008 より後出の結果が得られている

が、ＳＤ 713008 と関連する可能性のあるＳＢ 713038

を避けるように延びることから、流水路としたもの

の、これらと関連する排水設備の可能性も残る。

　ＳＤ７１３０１０　調査区南部で検出した幅 60㎝、

延長４ｍ程の小規模な溝である。深さも検出面から

10㎝未満と浅く、耕作溝状であるが、近隣に連動する

溝はない。室町時代の土師器皿や鍋が出土している。

　ＳＫ７１３０１１　調査区南西部で検出した一辺

約 90㎝の方形を呈する土坑である。深さは検出面

から 30㎝を測り、埋土はシルトである。山茶椀の

小片等が出土するに止まるが、平安時代末期の時期

を与えることができる。

第96図　SB713036実測図（1：100）、柱穴遺物出土状況図（1：50）

１ 10YR5/2 灰黄褐色粘土

２ 10YR7/3 にぶい黄橙色粘土

３ 10YR6/1 褐灰色シルト

４ 10YR5/3 にぶい黄橙色粘土

５ 7.5YR6/2 灰褐色シルト

６ 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト

７ 10YR6/2 灰黄褐色粘土
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９ 10YR5/3 にぶい黄褐色極粒砂

10 10YR8/3 浅黄橙色粘土

11 10YR6/2 灰黄褐色シルト

12 10YR6/1 褐灰色粘土

13 10YR7/1 明褐灰色シルト

14 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

15 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土

16 10YR7/2 にぶい黄橙色粘土

17 10YR6/3 にぶい黄橙色粘土

18 10YR5/2 灰黄褐色シルト
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　ＳＫ７１３０１２　調査区南西部で検出した不

整形な土坑である。深さも検出面から 10㎝程度で、

遺構とするに疑問のものである。縄文土器の小片と

サヌカイトの剥片が出土している。

　ＳＫ７１３０１３（第 100 図）　調査区南西部で

検出した長辺 1.6 ｍ、短辺 1.2 ｍの長方形を呈する

土坑である。深さは検出面から 50 ～ 60㎝で不均一

である。埋土は３層に分かれるが、いずれもシルト

系で、中層には極粒砂と炭化物が含まれる。縄文土

器とロクロ土師器の小片が出土したのみであるが、

これにより土坑の時期を平安時代後期とする。

　ＳＫ７１３０１４　調査区南東部で検出した一辺

80㎝前後の不整円形を呈する土坑である。深さは検

出面から 10㎝程度しか無く、遺物の出土もないた

め遺構とするに疑問のものである。

　ＳＤ７１３０１５　調査区西部を南北に延びる溝と

したが、幅２ｍに対し深さは 20㎝程度しかなく、溝

とするに疑問のものである。検出時点ではＳＤ713004

に先行する判断をしたが、出土遺物は室町時代の土師

器皿を含み、矛盾を生じている。ＳＤ 713001 とも重

複する位置にあり、これと同様に遺構とするよりは包

含層的なものとして取り扱うべきものであろう。

　ＳＤ７１３０１６～７１３０１９　調査区西端で

４条の重複する小規模な溝として検出したが、掘削

の結果、断続する不定形の溝となった。不定形な形

状から複数の重複が想定されるが、層序的にも混乱

を生じ、４条の識別は困難である。深さも 10㎝程

度しかなく、ＳＤ 713001 の埋土上での検出のこと

もあり、埋土の一部の可能性もある。ＳＤ 713016

から山茶椀が出土しており、これらの時期を一応、

平安時代末～鎌倉時代としておく。

　ＳＤ７１３０２２～７１３０２４　調査区西端で

３条の重複する小規模な溝として検出したが、掘削

の結果、ＳＤ 713023 のみが１条の溝として認識さ

れた。形状や状況は前述したＳＤ 713016 ～ 713019

と類似し、同様にＳＤ 713001 の埋土の一部とすべ

きものと思われる。ＳＤ 713023 から土師器の小片

が出土するに止まっている。

　ＳＤ７１３０２５　調査区外西側から東へ２ｍほ

ど延びる溝としたが、幅 60㎝に対し深さが 10㎝に

及ばず、溝とするに疑問のものである。ＳＤ 713001

の埋土上での検出のため、この埋土の一部とすべき

かも知れない。出土遺物はなく、ＳＤ 713001 の時

期も不安定なため時期決定の決め手がない。

　ＳＫ７１３０２９　調査区北部で検出した直径 1.5

ｍの円形を呈する土坑である。深さは検出面から 10

㎝程度の浅いもので土坑とするに疑問も残る。検出

時点では重複するＳＤ 713015 より後出のもの判断し

た。しかし、鎌倉時代に下る山茶椀が出土し、室町

時代のＳＤ713015との前後関係に矛盾が生じている。

　ＳＫ７１３０３０　調査区北部で検出した土坑で

ある。直径 1.6 ｍの円形を呈するものと思われるが、

東半はＳＤ 713033 によって消滅している。深さは

検出面から 30㎝程度であるが、遺物の出土はない。

後出のＳＤ 713033 の時期も確定せず、土坑の時期

については手掛かりが無い。

　ＳＫ７１３０３１　調査区中央部やや西側で直径

１ｍの円形土坑を検出した。しかし掘削した結果、

深さは 10㎝未満で平面形も不整形なものとなり遺

構とするに疑問のものである。出土遺物は無く、重

複する室町時代のＳＤ 713015 より後出であること

が検出時点で確認している。

　ＳＤ７１３０３３　調査区北部で溝として検出し

た。北へ進むに連れて幅を広げ、４ｍ程にまで拡張

する。この形状はＳＤ 713006 と類似し、同様に流水

の作用によるもので遺構とするよりは包含層的なも

のとすべきであろう。ＳＤ 713009 に先行するため平

安時代後期以前となるが、縄文土器の小片が若干出

土するに止まるものの、出土遺物との矛盾はない。

　ＳＤ７１３０３４（第 101 図）　調査区北部を断

続的に東西に延びる溝である。幅は西側が 1.8 ｍ、

東側は 30㎝程度で、深さは西側が 60㎝、東側では

20㎝から 10㎝未満、断続的となり南方へ弯曲する

傾向を見せ消滅する。深い西側も調査区内で途切れ

ており、太く深い西半は別の土坑が重複している可

能性がある。但し、埋土に極端な異差は確認できず、

底部もさらに深くなる可能性も残す。いづれにして

も、人為的に掘削された溝とは思えず、埋土がシル

ト系であるものの流水の作用によるものと推定して

おきたい。

　西端でＳＢ 713036 の柱穴と重複する。検出時点

ではそれより先行するものとしたが、埋土観察の結
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第97図　SB713037・SA713042実測図（1：100）

１ 10YR8/4 浅黄色シルト（10YR6/1 褐灰色粘土含、締まる）

２ 10YR8/2 灰白色中粒砂（10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂・粘土塊含、締まる）

３ 10YR7/2 にぶい黄橙色極粒砂（10YR8/2 灰白色極粒砂含、締まる）

４ 10YR8/4 浅黄橙色シルト（10YR7/1 灰白色粘土含、締まる）

５ 10YR8/3 浅黄橙色中粒砂（10YR7/2 にぶい黄橙色シルト含、締まる）

６ 10YR7/3 にぶい黄褐色シルト（10YR8/4 浅黄橙色極粒砂含、締まり弱い） 

７ 10YR8/2 灰白色シルトと10YR8/4 浅黄橙色シルトの混成（締まる）

８ 10YR7/3 にぶい黄橙色シルトと10YR6/2 灰黄色極粒砂の混成（締まる）

９ 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR6/2 灰黄褐色シルト含、締まる）

10 10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂（締まり弱い）

11 10YR8/4 浅黄橙色シルト（10YR7/6 明黄褐色極粒砂含、締まる）

12 10YR7/3 にぶい黄褐色シルト（10YR6/1 褐灰色粘土含、締まる）

13 10YR7/3 にぶい黄褐色粘土（中粒砂含、締まる）

14 10YR7/2 にぶい黄褐色シルト（10YR6/1 褐灰色粘土含、締まる）

15 10YR7/4 にぶい黄褐色シルト（10YR6/4 にぶい黄橙色粘土含、締まる）

16 10YR6/3 にぶい黄褐色粘土（10YR8/4 浅黄橙色シルト含、締まり弱い）

17 10YR6/2 灰黄褐色粘土（10YR8/6 黄橙色極粒砂含、締まり弱い）

18 10YR6/1 褐灰色粘土（10YR7/3 にぶい黄褐色粘土含、締まる）

19 10YR6/2 灰黄褐色粘土（10YR6/4 にぶい黄褐色粘土含、締まる）

20 10YR8/3 浅黄橙色シルト（10YR7/4 にぶい黄褐色シルト含、締まる）

21 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト

　　　　　　　　　　　　　（10YR7/4 にぶい黄橙色極粒砂含、締まり弱い）

22 10YR7/3 にぶい黄橙色シルト（10YR6/4 にぶい黄橙色極粒砂含、締まる）

23 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト（10YR7/1 灰白色粘土含、締まる）

１

２３

４

５

６
４

５
６

１ ２
３

４

５
６

４

５
６

８
７10 ９

11
12

13

14
15

16

17
18
1919

20

21
22

23 24
2525

26
27

28 29
30

31

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
0

3
1

33
34

35
36

37

38

3940

41
4142

34

4
5

4
7

4
3

4
6

4
4

24 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR6/2 灰黄褐色粘土含、締まる）

25 10YR5/1 褐灰色粘土（10YR7/2 にぶい黄橙色シルト含、締まる）

26 10YR8/3 浅黄橙色シルト（10YR6/1 褐灰色粘土含、締まる）

27 10YR8/4 浅黄褐色シルト（10YR5/2 灰黄褐色シルト含、締まる）

28 10YR6/1 褐灰色極粒砂（10YR7/4 にぶい黄橙色シルト含、締まる）

29 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR5/1 褐灰色粘土塊含、締まる）

30 10YR8/4 浅黄橙色シルト（10YR5/1 褐灰色粘土塊含、締まる）

31 10YR7/1 灰白色粘土（10YR8/6 黄橙色シルト微量含、締まり弱い）

32 10YR5/1 褐灰色粘土

33 10YR8/4 浅黄橙色シルト（10YR7/2 にぶい黄橙色粘土塊含、締まる）

34 10YR7/4 にぶい黄橙色シルト（10YR6/2 灰黄褐色粘土含、締まる）

35 10YR6/1 褐灰色粘土（10YR7/4 にぶい黄褐色粘土含、締まる）

36 10YR6/2 灰黄褐色粘土（10YR5/1 褐灰色粘土含、締まる）

37 10YR7/2 にぶい黄橙色粘土（締まる）

38 10YR6/3 にぶい黄橙色粘土（10YR8/3 浅黄橙色シルト含、締まる）

39 10YR6/2 灰黄褐色粘土（締まる）

40 10YR7/3 にぶい黄褐色シルト（10YR8/4 浅黄橙色粘土塊含、締まる）

41 10YR6/3 にぶい黄橙色粘土（10YR6/6 明黄褐色シルト含、締まる）

42 10YR5/2 灰黄褐色粘土（10YR6/3 にぶい黄橙色シルト含、締まる）

43 10YR6/1 褐灰色粘土（10YR8/3 浅黄橙色シルト含、締まる）

44 10YR5/2 灰黄褐色粘土（10YR7/4 にぶい黄橙色シルト含、締まる）

45 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト（10YR5/4 にぶい黄褐色粘土粒含、締まる）

46 10YR5/2 灰黄褐色シルト（10YR6/2 灰黄褐色粘土含、締まる）

47 10YR6/2 灰黄褐色粘土（10YR7/4 にぶい黄橙シルト含、締まる）
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第98図　SB713038・SA713039実測図（1：100）
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１ 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト

２ 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト

３ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

４ 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト 

５ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

　　　　（10YR4/2 灰黄褐シルト含）

６ 10YR4/4 褐色シルト

７ 10YR5/2 灰黄褐色シルト

８ 10YR4/2 灰黄褐色シルト

９ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

10 10YR4/1 褐灰シルト

11 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルト

12 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト

13 10YR6/2 灰黄褐色砂質シルト

14 10YR5/2 灰黄褐色粘土

15 10YR6/2 灰黄褐色粘土

16 10YR5/3 にぶい黄褐色粘土

17 10YR4/2 灰黄褐色粘土

18 10YR4/4 褐色極粒砂

19 10YR5/6 黄褐色極粒砂

20 10YR4/3 にぶい黄褐色極粒砂

21 10YR6/1 褐灰色粘土

22 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト

23 10YR5/4 にぶい黄褐色極粒砂

24 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土

25 7.5YR8/3 浅黄橙色粘土

26 10YR7/3 にぶい黄橙色粘土

27 10YR5/2 灰黄褐色極粒砂

28 10YR7/4 にぶい黄橙色粘土

29 10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂

30 10YR7/2 にぶい黄橙色粘土

31 10YR6/2 灰黄褐色シルト

32 10YR7/3 にぶい黄橙色極粒砂

33 10YR6/3 にぶい黄橙色粘土

34 10YR7/4 にぶい黄橙色極粒砂

35 10YR8/3 浅黄橙色シルト

36 10YR7/2 にぶい黄橙色極粒砂

37 10YR8/2 灰白色シルト

38 7.5YR8/2 灰白色粘土

39 7.5YR6/6 橙色シルト

40 10YR6/6 明黄褐色極粒砂

41 10YR7/3 にぶい橙色シルト

42 10YR4/2 灰黄色極粒砂
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第99図　SD713004・SD713006・SD713008・SD713009実測図（1：50）

SD713004 SD713006

SD713008
SD713009

SD713008

SD713009

１ 10YR6/1 褐灰色シルト（10YR4/4 褐色シルト塊含）

２ 10YR5/2 灰黄褐色シルト

３ 10YR4/1 褐灰色粘質シルト

４ 7.5YR5/1 褐灰色粘質シルト

５ 7.5YR5/2 灰褐色粘土

６ 10YR8/2 灰白色粘質シルト

　　　　（10YR4/1 褐灰色粘土塊含、締まる）＜SD713001埋土＞

７ 10YR6/1 褐灰色シルト（10YR8/2灰白色極粒砂含、締まり弱い）

８ 10YR8/6 黄橙色粘質シルト（7.5YR6/1 褐灰色粘土塊含）

１

２

３４

５

６

７

８

６

７

１ 10YR7/1 灰白粘質シルト（10YR7/3 にぶい黄橙色塊含）

２ 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト（10YR8/4 浅黄橙色極粒砂含）

３ 10YR8/4 浅黄橙色極粒砂（10YR6/8 明黄褐色極粒砂含）

４ 10YR3/1 黒褐色粘質シルト

５ 10YR8/6 黄橙色細粒砂（7.5YR6/1 褐灰色粘土塊含）

１

２３
４

５

１ 10YR3/1 黒褐色粘質土（マンガン粒含）

２ 10YR3/1 黒褐色粘質土

　　　　　（粘性強い、マンガン粒若干含）

３ 2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土

　　　　　（粘性強い、マンガン粒若干含）

４ 2.5Y3/2 黒褐色粘質土

　　　　　（粘性強い、マンガン粒若干含）

５ 2.5Y3/1 黒褐色粘質土

　　　　　（粘性強い、マンガン粒若干含）

１

２

３

４
５

１ 10YR6/2 灰黄褐色シルト（締まる）

２ 10YR4/2 灰黄褐色シルト（締まる）

３ 10YR5/3 にぶい黄褐色極粒砂（締まる）

４ 10YR7/4 にぶい黄褐色粘土

　　　（7.5YR6/2 灰褐シルト含、締まる）

５ 10YR4/4 褐色シルト（締まる）

６ 10YR5/1 褐灰色細粒砂（締まる）

７ 10YR6/3 にぶい黄褐色中粒砂（締まる）

１

２
３

４
５

２

６

７

１ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

２ 10YR7/2 にぶい黄橙色シルト

　　　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘土塊含）

３ 10YR4/2 灰黄褐色シルト

                        （10YR6/1 褐灰色極粒砂含）

４ 10YR5/2 灰黄褐色シルト

　　　            （10YR4/3 にぶい黄褐色粘土塊含）

５ 10YR4/1 褐灰色極粒砂

６ 2.5Y4/2 暗灰黄色極粒砂

　　　　          （10YR4/3 にぶい黄褐色粘土塊含）

７ 10YR6/3 にぶい黄褐色シルト

　　　　　　　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルト含）

８ 2.5Y5/1 黄灰色シルト

９ 10YR8/4 浅黄色極粒砂

　　      　（10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルト塊含）

10 10YR8/6 黄橙色細粒砂（7.5YR6/1 褐灰色粘土塊含）
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第100図　SK713013・SE713035・SD713041実測図（1：50）

SK713013 SD713041

SE713035

１ 10YR5/2 灰黄褐色シルト

２ 10YR3/3 暗褐色シルト（10YR5/1 褐灰色シルト）

３ 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質シルト（10YR4/3 にぶい黄褐色極粒砂・炭化物含）

４ 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルト

５ 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質シルト

１ ２
３

４

５

１ 10YR3/1 黒褐色粘質土（マンガン粒若干含、粘性弱い）　

２ 10YR3/1 黒褐色砂質土（マンガン粒若干含）

３ 10YR3/2 黒褐色粘質土（マンガン粒若干含、粘性強い）　

４ 10YR3/1 黒褐色粘質土（粘性強い）

１
２
３

４

１ 5Y4/1 灰色粘質土（黄色土塊・マンガン粒含、黒色土塊若干含）

２ 2.5Y3/2 黒褐色粘質土（黄色土塊・マンガン粒含、黒色土塊若干含）

３ 10YR3/1 黒褐色粘質土（やや砂質土・マンガン粒含）

４ 5Y4/1 灰色砂質土（黄色土塊多含、マンガン粒含）

５ 2.5Y3/2 黒褐色砂質土（黄色土塊・マンガン粒含、黒色土塊若干含）

６ 2.5Y4/1 灰色砂質土（黄色土塊多含、マンガン粒含、黒色土塊若干含）

７ 10YR3/1 黒渇色粘質土（マンガン粒含）

８ 10YR4/1 褐灰色粘質土（マンガン粒含）
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果、後出のものであることが分かった。中世の遺物

が多く出土しており、土師器の皿・鍋、山茶椀や瓦

器もみられる。最も新相を示す土師器皿・鍋から室

町時代後半に下る時期が与えられる。

　ＳＥ７１３０３５（第 100 図）　調査区中央東端

で検出した。長径４ｍ、短径 3.2 ｍの楕円形を呈す

るが、完掘できなかったため深さは不明である。30

㎝足らずの掘削であったが、埋土は中央部３ｍが粘

質土、両端は砂質土で異なる。これにより直径３ｍ

の井戸と推定しておく。僅かな掘削であったが、比

較的多くの遺物が出土している。なかでも鎌倉時代

の陶器鉢や山茶椀が目立つ。山茶椀の中には残存度

の比較的良好なものもある。但し、量は少ないもの

の室町時代に下る土師器皿も複数片認められる。未

完掘のため詳細は不明で不正確な部分も多いが、井

戸の時期を鎌倉時代とし、最終埋没が室町時代に下

るものとしておく。

　ＳＢ７１３０３６（第 96 図）　桁行４間、梁行２

間の中央に間仕切りをもつ掘立柱建物で、棟方向は

Ｅ６°Ｎである。柱掘形は、形の乱れたものもある

が、一辺 60㎝の方形を呈する。深さが検出面から

20㎝程度の浅いものが多い。したがって、上部はか

なり削平されているものと考えられ、柱痕跡も不明

確である。柱間は広いものが多く、著しく不等間で

ある。調査区北端での検出のため、北側調査区外に

及ぶ可能性も残り、平面形については再考の余地を

残す。ＳＢ 713037 と重複し、それより先行するも

のであるが、時期が近接するため建替えの関係にあ

るかも知れない。出土遺物の中心は律令期の土師器

小片であるが、南西角の柱穴から比較的残存が良好

な土師器杯（1059・写真図版 25）が出土している。

これにより、第Ⅱ期第３～４段階、平安時代中頃の

時期が想定でき、他の小片もこれを否定するもので

はない。

　さて、東側梁行の柱筋に小穴がある。梁行の柱間

は 1.8 ｍ＋ 2.25 ｍであるが、この小穴を含めると 1.8

ｍ＋ 1.2 ｍ＋ 1.05 ｍとなる。東側の出入口等の施設

に関連する柱穴を想定したいところである。しかし、

第101図　SD713034実測図（1：50）

１ 7.5YR6/4 にぶい橙色極粒砂（7.5YR4/3 橙色粘土粒含、締まる）

２ 10YR8/4 浅黄色シルト（7.5YR4/2 灰褐色粘土粒含、締まる）

３ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（7.5YR8/4 浅黄橙色極粒砂塊含、締まる）

４ 10YR5/2 灰黄褐色シルト（締まる）

５ 7.5YR4/2 灰褐色極粒砂（10YR7/1 灰白色シルト含、締まる）

６ 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土（7.5YR4/6 褐色シルト一部筋状堆積、締まる）

７ 7.5YR5/2 灰褐色粘土（締まる）

８ 7.5YR4/1 褐灰色シルト（締まる）

９ 7.5YR5/1 褐灰色粘土（7.5YR4/2 灰褐色極粒砂塊含、締まる）

10 7.5YR4/2 灰褐色粘土（10YR4/4 褐色極粒砂塊含、締まり弱い）
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この小穴からはロクロ土師器（1060）が完形で出土

している。前述の時期からやや下るもののため、ＳＢ

713036 とは無関係の小穴とすべきところではあるが、

柱筋に位置するため一応報告しておく。

　ＳＢ７１３０３７（第 97 図）　桁行５間、梁行２

間で南面庇をもつ掘立柱建物で、棟方向はＥ 13°Ｎ

である。柱掘形は、一部に検出できなかったものも

あるが、一辺 80㎝の方形を基本とする比較的大型の

ものである。庇柱の掘形は一辺 40㎝程度の方形で、

身舎のものと比べ著しく小型である。しかし、形の

乱れたものや検出できなかったものもあり、庇柱の

掘形については不明確な部分が多い。掘形埋土はシ

ルトまたは粘土で、直径 10㎝ほどの柱痕跡が確認で

きるものもある。柱間は南側桁行、梁行、庇ともに2.1

ｍの等間であるが、北側桁行のみが不等間となる。

したがって、桁行の相対する柱間は一致しない。

　前述したようにＳＢ 713036 と重複し、それより

後出のものである。平安時代の土師器杯片や黒色土

器片等が出土し、図示した 1062 は口縁端部を内に

巻き込む土師器甕の小片である。これらからＳＢ

713036 より若干新相を示すものと思われ、遺構検

出時での前後関係の判断と矛盾はない。

　ＳＢ７１３０３８（第 98 図）　２間×２間の総柱

建物である。棟方向は不明であるが、東西棟と仮定

する。その場合、棟方向はＥ 1°Ｎとなり、ほぼ方位

に沿う。柱掘形は直径 30㎝程度の円形を呈する小型

のもので、埋土はシルトである。埋土断面の観察に

より、直径 15㎝程度の柱であった可能性がある。柱

間は 1.95 ｍであるが、西側梁行の２間目のみは 2.25

ｍとなり、全体的にも若干歪んだ平面形を呈する。

　東側に 1.2 ｍの間隔でＳＡ 713039 が延び、南側 7.8

ｍで直角に東西に曲がり、ＳＢ 713038 を囲う。両

者とも山茶椀や土師器鍋片の出土があり、平安時代

末～鎌倉時代の同時期で、両者は一連の施設とする

ことができる。

　ＳＡ７１３０３９（第 98 図）　前述したように

ＳＢ 713038 を囲むように延びる柱列である。ＳＢ

713038 の 1.2 ｍ東側を南北に９間延び、直角に折れ

て３間西進する。さらにそこから２間分北へ延びる。

この角には１間×１間の閉鎖空間も設けられている。

柱掘形は直径 20 ～ 30㎝の円形を呈する小型のもの

で、埋土断面の観察により直径 10 ～ 15㎝の柱であっ

たようで、ＳＢ 713038 と類似した規模である。柱間

は不等間で、北から４間分で柱穴が２基連なり、こ

の地点で柱列が北半と南半に分かれる様相もみせる。

また、調査区外北方へ連続する可能性も大きい。こ

の連なる２基の柱穴の南側のものの柱痕跡からは、

土師器皿（1053）が完形で出土している。他に体部

下半が良好に残存した山茶椀（1056）も出土している。

　柱列としては特異な形態であることから、総柱の

掘立柱建物を検出しきれなかった可能性も考慮せざ

るを得ない。しかし、時期的にもＳＢ 713038 と合

致することから、これと合わせて何らかの施設の一

部を示しているものとしておきたい。

　ＳＤ７１３０４０　調査区北西端で検出した幅 30

㎝、検出面からの深さ 10㎝程度の小規模な溝である。

調査区外から北北西へ２ｍほど直進して途切れる耕

作溝状のものであるが、他に連動する溝は無い。溝

の規模に比べ多くの遺物が出土している。土師器の

皿・山茶椀等があり、時期は鎌倉時代と考えられる。

　ＳＤ７１３０４１（第 100 図）　調査区中央部を

南北に延びる溝である。幅 70㎝、検出面からの深

さ 40㎝程度で、断面はＵ字形である。調査区外南

側から調査区外北側へ概ね直線的に延び、その方向

は方位に沿う。多数の縄文土器片や室町時代の土師

器皿等が出土しており、これにより室町時代の溝と

することができる。しかし検出時点では、平安時

代のＳＢ 713037 等より先行する結果となっており、

矛盾を生じている。ＳＤ 713041 の時期決定に不安

定要素を含む状況では、5.4 ｍ東側を並走する平安

時代末～鎌倉時代の溝ＳＤ 713008 との関係も気に

なるところではある。

　ＳＡ７１３０４２（第 97 図）　ＳＢ 713037 の南

面庇から約１ｍの間隔で東西に延びる柱列である。

４間で、方向はＥ 15°Ｎ、柱掘形は直径 40㎝以下の

小型の円形である。柱間は不等間であるが、西側２

間は 2.4 ｍ、東側１間は 1.95 ｍであるのに対し、中

央は３ｍを測り、極めて広い。したがって、この部

分が通路として開口していた可能性もある。

　位置関係からＳＢ 71037 に付属する塀と考えら

れ、律令期の土師器杯の小片が出土している。しか

し、西端から２基目の柱穴から山茶椀が出土してお
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り、ＳＢ 71037 の付属塀とするに疑問を提示してい

る。当該の柱穴が２基重複する様相があるため、こ

れを混入遺物として、ここでは一応ＳＢ 713037 と

同時期としておくが、平安末～鎌倉時代に下る可能

性を残すものである。

　（２）遺物

　ＳＥ７１３０３５出土遺物（第 102 図）　1037 は

土師器の皿で、器壁は薄くなっているが、器高は１

㎝以上を保っている。1038 は口縁端部を内に巻き

込む土師器甕の口縁部、1039 は同様に巻き込んだ

上面に強いヨコナデを施すもので、鍋と称すべき時

期に下るものである。

　1040 ～ 1044 は山茶椀で、口縁端部は僅かに外反

傾向を残すものの、高台は低く扁平なものである。

これらはⅢ段階６型式前後に並行するもので、13

世紀前後のものとなる。1045・1046 も山茶椀であ

るが、高く整った高台をもつものである。1045 は

底径から小椀と思われ、1046 は山茶椀としては均

質のものである。この様に両者は他の山茶椀より古

相を呈している。1044・1046 は使用のためか、内

面が平滑となり、1044 はやや黒く変色している。

硯に転用されたものであろう。

第102図　第７次調査13区遺構出土遺物① （1061 ＝１：３、他は１：４）

SE713035

SK713011

SA713039

SB713036
SK713029 SB713037

1037

1042

1047

1052

1057

1062

1038

1043

1048

1053

1058

1063

1039 1044

1049

1054

1059

1040

1045

1050

1055

1060

1041

1046

1051

1056

1061

－ 122－ － 123－



　1047・1048 は陶器の甕、1049 は高台を有する大

型の鉢、1050 は打欠石錘である。1047・1048 は常

滑産と思われ、1046 の質感は山茶椀である。外面

の底部ちかくをロクロケズリで調整する。

　ＳＫ７１３０１１出土遺物（第 102 図）　出土し

たものは灰釉陶器と迷う小片を含め、山茶椀のみ

である。1051 は口縁部片、1052 は底部片である。

1051 の口縁端部に外反傾向はみられないが、1052

の高台は比較的高い整ったものである。1052 の底

部内面は使用のためか平滑になっている。

　ＳＡ７１３０３９出土遺物（第 102 図）　柱列

の柱穴から出土したものである。1053 と 1056、

1055・1057・1058 がそれぞれ同一の柱穴から出土

している。1053 は土師器の皿、1054 は甕である。

1053 は完形で出土し、口径は８㎝以上を測る。「て」

字口縁皿が退化したものかも知れない。1054 の口

縁端部は内に折り返され、煤が厚く付着している。

1055 ～ 1058 は陶器で、1055・1056 は山茶椀である。

1055 の口縁端は若干外反傾向を残す。Ⅲ段階でも

前半の 13 世紀前後の時期を与えることができる。

1058 は底部に小さな高台を貼り付け、体部外面下

端にロクロケズリを施す。

第103図　第７次調査13区遺構出土遺物②（1073 ～ 1076・1079 ～ 1084 ＝１：３、他は１：４）
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　ＳＢ７１３０３６出土遺物（第 102 図）　1059 は

土師器の杯である。口縁部は強いヨコナデを伴い大

きく外反し、底部は未調整である。第Ⅱ期第３段階

の後半、10 世紀前後のものとなる。1060 はロクロ

土師器で、1059 とは時期差のあるものである。こ

れは既述したようにＳＢ 713036 出土とするには疑

問の多い状況のためと思われる。1061 は縄文土器

の底部で、明らかな混入遺物である。

　ＳＫ７１３０２９出土遺物（第 102 図）　図示で

きたものは 1062 のみで、他に縄文土器の小片が出

土している。1062 は山茶椀で、低く扁平な高台を

貼り付けている。

　ＳＢ７１３０３７出土遺物（第 102 図）　各柱穴

から土師器の杯や甕、黒色土器、灰釉陶器等が出土

しているが、図示できたものは 1063 の土師器甕の

みである。口縁端部を内に巻き込み、外面に煤が付

着する。この形態は第Ⅱ期第４段階から出現するよ

うであるが、第Ⅲ期第２段階の 11 世紀中頃まで下

る可能性もある。

　ＳＤ７１３００１出土遺物（第 103 図）　遺構の

平面形や深度に不確定要素が多いため、包含層出土

的な扱いにならざるを得ない。そのためか、縄文土

器、土師器、須恵器等出土遺物は多様で、時期幅も

大きい。大きく時期を隔てる縄文土器を除くと、平

安時代中頃から末期のものが多い。

　1064 は土師器の杯、1065 は土師器の皿で、両者

とも強いヨコナデにより口縁部を大きく外反させ

る。1066 も土師器の皿であるが、口径が 13㎝に縮

小し底部と口縁部の境が不明瞭な半円形の形態を

呈する。器の規模に比べ器壁が異常に厚い。1067・

1068 は土師器甕の口縁部片である。両者とも口縁端

部を内に折り返し気味で、結果として若干肥厚した

端部となる。1068 は体部にハケメが認められず、外

面はヘラケズリ、内面は工具ナデの特異なものであ

る。1069 は瓦器の皿、1070 は須恵器の甕、1071・

1072 は山茶椀である。瓦器は当地域では出土例が希

少なもので、皿としては高い器高を有し古相を示す。

山茶椀は外反する口縁端部や高く整った高台を呈

し、瓦器と同様に山茶椀としては古相を示す。1073

～ 1076 は縄文土器であるが、小片のため全体の形

第104図　SD713004出土遺物（1128 ～ 1130 ＝１：３、他は１：４）
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第105図　第７次調査13区包含層等出土遺物①（１：３）
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状が不明のため残存部に限った観察となる。1073

は波状口縁を呈し、1074 と共に沈線で装飾するが、

1073 は円形の刺突を加える。一方、1075 には沈線

は無く、全面に縄文を充填する。

　ＳＤ７１３００８出土遺物（第 103 図）　1077 は

土師器の皿である。完形であるものの歪みが非常に

大きく器高を捉え難いが、少なくとも 1.5㎝以上を

保っているものである。1078の山茶椀も比較的整っ

た高台を呈しており、両者とも平安時代末期に収ま

るものと思われる。1078 の底部内面は使用のため

か平滑となり、漆状のものが付着している。

　1079 ～ 1084 は縄文土器の小片、1085 は打欠石錘

で溝の時期とは大きく隔たる混入遺物である。縄文

土器は全て口縁部片であるが、多様である。1079 は

外反する口縁部で、端部は外に面をもつ。その面に

は刻目を施す。1080 は波状口縁を呈し、おそらく渦

文と思われる沈線を環状に巡らしている。1081 は内

弯する口縁部で外面は条線を充填する。1082 も口縁

端部に刻目を施すが、外面は弱い条線状の工具痕が

残る。1083 は口縁端部を外に折り返し、弱い隆帯を

形成している。円形の刺突を巡らせ、隆帯から下方

へ縦方向の沈線を配置する。

　ＳＤ７１３００２出土遺物（第 103 図）　図示し

たものは土師器の甕（1086）のみであるが、他に杯

も出土している。口縁端部を明瞭に内に折り返す平

安時代後期のものである。

　ＳＤ７１３０１６出土遺物（第 103 図）　図示し

たものは山茶椀（1087）で、他には縄文土器の小片

のみである。1087 の内面は使用のため平滑になり、

黒変している。硯として利用されたものかも知れな

い。

　ＳＤ７１３０３４出土遺物（第 103 図）　遺構の

平面形や深度に不確定な要素があるため、包含層的

なものとして扱わざるを得ない。1088 は弥生土器の

甕と思われる。外面の調整は工具ナデで、ハケメに

至らない。1089 は土師器の杯で、外反する口縁部

の端部を内へ傾ける当地方で平安時代前半に普遍的

にみられる形態であるが、器壁は薄くなっている。

第106図　第７次調査13区包含層等出土遺物②（１：３）
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1090 は土師器の皿、1091 は土師器の鍋としたが、

甕と称すべきかも知れない。1092 ～ 1094 は山茶椀

である。高台はいずれも低く潰れた傾向にある。

　大きく時期を隔てる 1088 を除けば、1089・1091

の平安時代中頃のものと、1090・1092 ～ 1094 の鎌

倉時代のものに分かれる。他に図示できなかったが

室町時代に下る土師器皿や鍋片もあり、多様である。

これは前述した遺構の状況による結果と思われる。

　ＳＤ７１３０４０出土遺物（第 103 図）　土師器

の皿は、大型のもの（1095）と小型のもの（1096）

がある。大型の 1095 は、口径が 13.5㎝に縮小して

いるが、比較的厚い器壁を保つ。口縁部にも粘土紐

接合痕が明瞭な雑な仕上げである。1097 ～ 1099 は

山茶椀である。口縁端部の外反はみられず、高台も

低下している。これらの遺物の時期差は小さく、い

ずれも鎌倉時代に収まるものと思われる。

　ＳＤ７１３００４出土遺物（第 104 図）　平安時

代後半から鎌倉時代を中心に多様な遺物が出土して

いる。

　1100 ～ 1111 は土師器である。1100・1101 は椀で、

1100 が半球状の体部を呈するのに対し、1101 は高

台を有するものである。1102 ～ 1104 は杯で、口縁

部は強いヨコナデにより外反する。底部外面は未調

整であるが、1104 のみはナデが施される。1105 ～

1107 は皿であるが、形態は多様である。1105 は前

述の杯と同様な形態であるが、口径が縮小し器壁が

厚くなっている。1106 は非常に厚い器壁で、ヨコ

ナデは口唇部に限られる。1107 は薄い器壁で内弯

する口縁部を呈し、鎌倉時代末頃に下る当該土器群

のなかで最も新相を示すものである。1108 は鍋の

小片であるが、口縁端部を内に折り返し、その上面

にヨコナデを加える。1111 は口縁部を欠損してい

るが、甕とした。しかし、ハケメはみられず、外面

をヘラケズリ、内面を工具ナデで調整する。1109・

1110 は鉢としたが、1109 は質感としては粗製の椀

である。口径が大きいため鉢としたが、皿とすべき

かも知れない。底部外面を工具によるナデで調整す

るが、一部ヘラケズリ状を呈する。

　1112 は施釉が確認できなかったが灰釉陶器、

1113 ～ 1126 は山茶椀、1127 は青磁椀である。口縁

端部は外反傾向を残すものが多いが、1121 は直線

的である。高台は概ね低いもので、変形の激しい

ものもある。1123・1124 は使用のためか内面が平

滑になり、1121 には煤が付着する。1122 の底部外

面は糸切ではなく、ヘラ切りのようである。また、

1126 には棒状工具による沈線が焼成前に施される

が、乾燥時に意図に反して刻まれた可能性もある。

　1128 ～ 1131 は縄文土器の小片である。他のもの

と大きく時期が異なり、明らかな混入遺物である。

1128・1130 は内弯する口縁部で、1128 には渦文、

1130 には２条の沈線が確認できる。1129 は体部片

であるが、沈線と縄文で装飾される。

　包含層等出土遺物（第 105 ～ 107 図）　包含層や

表土等に加え、遺構混入遺物の一部もここで扱う。

　1132 ～ 1199 は縄文土器であるが、全て小片で全体

の形状が分かるものは無く、残存部分のみの様相で

ある。1132 ～ 1135 は突起の一部である。沈線や円

形刺突、円孔により複雑な形状を呈している。特に

1134 は、口縁と並行方向の円孔が貫通するのに対し、

それと直交するように設けられた円孔は内側が貫通

して前述の円孔と直角に連結するのに対し、外側の

円孔は貫通せず、深い円形刺突の様相を呈する。1136

～ 1138 は口縁部の小片であるが、端部に刻目を施し、

1136 は沈線が加わる。1139 ～ 1148 も口縁部片である

が、並行沈線や区画を描く様子がみえる。1140・1141

には円形刺突が加わる。体部片 1154・1156・1157・

1162 も同様に並行沈線を施すが、1154 は刺突文も多

用している。1149 ～ 1153・1155 は口縁部の内側に沈

線を巡らせるものである。1151 は口唇部に縄文の押

圧が加わる。体部片 1158・1159 も沈線を巡らせるが、

1158 は条線を充填し、1159 は円孔を空け、一部に縄

文が施される。1163・1165 も沈線が施されるが、斜

行するものが加わる。1160・1161・1164・1166・1167

は条線のみが確認できるものである。1164 のように

茎束による浅い条線もある。1168 ～ 1176 は縄文と沈

線により装飾される。小片のため不明確な部分も多

いが、1168・1169 には磨り消し縄文の手法が用いられ、

1173 や 1174 のように沈線によく区画に関係なしに縄

文が施されるものもある。また、1175 は極端に縄文

の範囲が狭い。1177 は摩滅のため不明瞭であるが、

口縁部に刻目があるようにみえる。1178 ～ 1191 は無

文の口縁部片であるが、1188 には内側に窪みが巡る。
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第107図　第７次調査13区包含層等出土遺物③（1228 ～ 1232・1238 ＝１：２、他は１：４）
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1149 等と同様に沈線を巡らせる意図があるものかも

知れない。1190 は口唇部内側に突帯を設け、複雑な

口縁端部形態を呈している。1192 ～ 1195 は底部片で

ある。1193 は底部外面に工具痕がみられ、1195 は網

代痕と思われる様相を呈する。1199 は円筒状の破片

で、注口土器としたが、出土例の少ない器種であり、

これらの一群に伴うかどうか、注意を要する。

　1200 は弥生土器または古式土師器の高杯である。

ヘラミガキ調整の後、櫛による横線文を施す。1201

は土師器の杯である。内外面をヘラミガキで調整

する今回の調査で最も古相を示す杯である。1202・

1203 は口径 12㎝以上を測る大型の土師器皿、1204

～ 1209 は口径７～８㎝の小型の皿である。大型の

ものは内弯する口縁部であるが、1203 は内弯傾向

が弱く、器壁も厚い。1210 ～ 1217 は土師器の甕ま

たは鍋である。古墳時代の 1210 から中世の 1217 ま

で多様な時期のものがあるが、口縁部片が多く、全

体の形状が不明なものが多い。1214 の口縁端部が

内に折り返される様子があり、1214 ではそれが顕

著となる。1217 に至ると折り返した上面を強いヨ

コナデにより窪ませている。これらには、使用のた

めか煤が付着するものが多い。体部片を伴う 1215

では、体部はハケメで調整されるが、内面のものは

浅く、工具ナデ状となっている。

　1218 ～ 1224 は山茶椀、1225 は壺の底部片と思わ

れる。山茶椀の高台は比較的整った形態のものが多

いが、口縁部の外反はない。全体形が明確な 1218

においても体部から口縁端部にかけて直線的であ

る。1226 も陶器で、1227 は白磁である。1226 は底

部内面にロクロケズリを行うのに対し、外面はロク

ロを使用せず、工具による斜方向のナデである。

　1228・1229 は石鏃、1230 は石核、1231 はＲＦ、

1232 は石錐で、石材は全てサヌカイトである。1233

～ 1236 は打欠石錘、1237 は切目石錘である。1237

は平安時代末～鎌倉時代の掘立柱建物柱穴から出土

したもので、唯一図示できたものであるが、当該時

代以前からの混入遺物とするのが妥当と思われる。

1238 は銭貨である。「開元通宝」と記され、唐銭を

継承したものである。　　　　　　（萩原・樋口・森川）
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法 量 （cm）
口径 器高 その他

1 197-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/4 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突文。

2 197-3 １区
SK701003
No.6･10

チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

波状口縁。沈線＋刺突文＋
綾杉文。

3 197-4 １区
SK701003

No.9
―

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/4 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突文。

4 197-2 １区
SK701003

No.6
―

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突文。

5 196-1 １区
SK701003

No.1
―

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/3 6㎜以下の砂粒含 口縁部小片
波状口縁。沈線＋透孔＋斜
格子文。

6 209-4 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

7 209-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

8 204-7 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR4/1 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

9 204-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y5/1 4㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線＋条線。

10 205-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 4㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋条線。

11 209-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

12 198-2 １区
SK701003

No.3
チＪ5

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR6/3 7㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋ヘラ書文。

13 232-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3

4㎜以下の砂粒多
含

体部小片 隆帯＋沈線＋縄文。

14 232-7 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片 沈線。

15 203-6 １区
SK701003
No.31

チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突文。

16 203-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突文。

17 204-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

18 205-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

19 233-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
綾杉文。摩滅のため調整不
明。

20 232-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黒褐7.5YR3/1

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片
綾杉文。摩滅のため調整不
明。

21 196-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ オリーブ黒5Y3/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

22 196-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯＋綾杉文。

23 198-1 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

24 200-1 １区
SK701003

No.2･11･16
―

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ナデ 灰褐7.5YR4/2 3㎜以下の砂粒含 体部4/12 沈線＋綾杉文。

25 199-1 １区
SK701003

No.6
―

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋綾杉文。

26 210-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 橙5YR6/8 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋綾杉文。

27 210-7 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋綾杉文。

28 210-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯＋刺突＋綾杉文。

29 210-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

30 199-2 １区
SK701003
No.31

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

31 199-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

32 199-7 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

33 199-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

34 210-1 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 5㎜以下の小石含 体部小片 綾杉文？。

35 199-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 褐灰10YR4/1 2㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

36 199-3 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

37 204-3 １区 SK701003 チＪ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 灰黄褐10YR5/2 4㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。渦文。

38 204-1 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 橙7.5YR6/6 4㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。渦文。

39 204-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 褐灰10YR5/1 4㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。渦文。

40 209-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/4 4㎜以下の小石含 体部小片 渦文。

41 205-3 １区
SK701003
No.28

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 4㎜以下の小石含 体部小片 渦文。

42 203-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

43 196-3 １区
SK701003
No.16

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯＋刺突＋沈線。

44 204-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の小石含 体部小片 渦文。

45 206-3 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

46 202-8 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

47 200-2 １区
SK701003
No.20

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 暗褐10YR3/4 粗 体部小片 沈線。

出土
位置

番号
実測
番号

遺構 残存度調査区 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土
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法 量 （cm）
口径 器高 その他

出土
位置

番号
実測
番号

遺構 残存度調査区 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

48 203-1 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

49 201-1 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

50 203-3 １区
SK701003
No.31

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

51 202-2 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

52 203-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

53 202-7 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

54 202-3 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

55 201-7 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

56 202-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

57 201-2 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

58 201-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

59 201-8 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

60 201-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

61 201-3 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

62 205-7 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 灰黄褐10YR4/2 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

63 202-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

64 201-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

65 202-6 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

66 205-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

67 205-6 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 5㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線。

68 205-4 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

69 142-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄2.5Y7/3 5㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刻目。

70 209-3 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刻目。

71 233-4 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 7㎜以下の小石含 口縁部小片

72 233-3 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
縄文。摩滅のため調整不
明。

73 209-5 １区 SK701003 チＫ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突文。

74 206-6 １区
SK701003
No.24

―
縄文土器

浅鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 8㎜以下の小石含 口縁部小片

75 206-1 １区
SK701003
No.24

―
縄文土器

鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 7㎜以下の小石含 口縁部小片

76 232-1 １区
SK701003
No.20

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3

8㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

77 210-2 １区
SK701003
No.20下

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 橙5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

78 232-5 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4

4㎜以下の砂粒多
含

橋状把手片

79 232-2 １区
SK701003
No.26

―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.0

ナデ にぶい黄橙10YR6/3
5㎜以下の砂粒多
含

底部7/12

80 232-3 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.4

― 明褐7.5YR5/6
3㎜以下の砂粒多
含

底部3/12 摩滅のため調整不明。

81 233-1 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ―

底径
5.4

― 橙7.5YR8/3
3㎜以下の砂粒多
含

底部3/12残 摩滅のため調整不明。

82 211-4 １区
SK701003

No.6
―

縄文土器
深鉢

― ―
底径
12.2

ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 底部2/12残

83 211-3 １区 SK701003 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.4

ナデ 橙5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部2/12残

84 211-2 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.6

ナデ にぶい橙7.5YR6/4 1㎜以下の砂粒含 底部2/12残

85 198-3 １区
SK701003
No.20下

―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.3

外面ナデ、内面未調
整

にぶい黄橙10YR7/4 4㎜以下の砂粒含 底部10/12残

86 211-5 １区
SK701003
No.24

―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.2

ナデ 橙5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部2/12残

87 211-1 １区 SK701003 チＫ5
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.2

ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 底部4/12残

88 221-1 １区 SK701003 チＫ5 ＲＦ
長

2.85
厚

0.65
重

7.05g
― 灰7.5Y5/1 チャート ―

89 221-2 １区 SK701003 チＪ5 ＵＦ
長

3.35
厚
0.7

重
2.74g

― 灰白N5/ チャート 完形

90 212-1 １区 SK701003 チＫ5 磨製石斧
長

6.14
厚
1.6

重
48.6g

― 明オリーブ灰2.5GY7/1 緑色岩 ほぼ完形

91 214-6 １区
SK701003
No.14

― 打製石錘
長

6.43
厚

3.18
重

148.3g
― 灰白5Y8/1 花崗斑岩 完形

92 207-1 １区 SD701001 チＪ5
土師器

杯
14.2 2.4 ― 底部外面未調整 橙7.5YR7/6 精良 口縁部1/12

93 206-4 １区 SD701001 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

94 206-5 １区 SD701001 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。
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口径 器高 その他

出土
位置

番号
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番号

遺構 残存度調査区 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

95 206-2 １区 SD701001 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 7㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

96 202-5 １区 SD701001 チＪ5
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

97 207-3 １区 SD701002 ―
灰釉陶器

甕
29.7 ― ― ロクロナデ 灰白N7/ 精良 口縁部1/12

98 207-2 １区 SD701002 ―
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
7.8

底部外面未調整 灰白5Y7/1 精良 高台3/12 灰釉刷毛塗。

99 210-3 １区 SD701004 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙7.5YR8/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯。

100 209-7 １区 表土 チＪ4
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋斜行線。

101 208-1 １区 表土 チＪ4
土師器

蓋
10.5 ― ― 外面ヘラミガキ にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部5/12

102 208-4 １区 表土 チＩ5
土師器
高杯

― ―
脚径
13.0

ナデ 橙5YR7/8 精良 脚部1/12 摩滅が激しく調整不明確。

103 198-5 １区 表土 チＪ5
土師器
高杯

― ―
脚基部径

4.6
内面ハケメ 浅黄橙10YR8/4 3㎜以下の砂粒含 脚基部完存 摩滅が激しく調整不明確。

104 208-3 １区 表土 チＩ3
土師器

皿
19.4 2.5 ― 底部外面ナデ 灰黄褐10YR5/2 精良 1/12

105 208-2 １区 表土 チＩ3
土師器

甕
24.0 ― ― 内面ハケメ 灰白2.5Y8/2 精良 口縁部1/12

106 207-4 １区 表土 チＩ4
須恵器

蓋
10.4 ― ―

天井部外面ロクロケ
ズリ

灰N6/ 精良 口縁部2/12

107 208-8 １区 排土 ―
須恵器

蓋
11.0 ― ― ロクロナデ 灰N5/ 1㎜以下の長石含 口縁部1/12

108 207-6 １区 表土 チＪ2
須恵器

杯
― ― ―

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N7/ 精良 底部完存 底部外面に線刻。

109 207-7 １区 表土 チＪ2
須恵器

壺
― ―

頸基部
4.8

ロクロナデ 灰N4/ 精良 頸部完存

110 207-8 １区 表土 チＩ5
須恵器

甕
― ― ― 外面疑格子タタキ 灰N4/ 1㎜以下の長石含 口縁部小片

111 207-5 １区 表土 ―
灰釉陶器

皿
13.0 ― ― ロクロナデ 灰N6/ 精良 口縁部3/12 灰釉漬け掛け。

112 208-7 １区 排土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 高台5/12

113 208-5 １区 表土 チＪ2 土錘 1.2
残長
4.0

残重
4.1g

ナデ 灰白2.5Y8/2 精良 7/12

114 208-6 １区 表土 チＩ3 土錘 1.2
残長
3.2

残重
3.5g

ナデ 浅黄橙10YR8/3 精良 5/12

115 219-2 １区 P1 チＩ5 石錐
長
1.8

厚
0.25

重
0.53g

― 灰N5/ サヌカイト 完形

116 189-4 ２区 SD702001 タＩ7
土師器

杯
13.0 ― ― ― 橙2.5Y6/8 精良 口縁部1/12以下

117 189-11 ２区 SD702001 タＩ7 縄文土器 ― ― ― 内面ナデ にぶい赤褐5YR5/4 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

118 194-04 ３区 SK703022
テＣ17
Ｐ１

土師器
椀

15.8 ― ― ナデ 灰黄褐10YR6/2 精良 口縁部１/12

119 194-3 ３区 SK703022
テＣ17
Ｐ１

土師器
甕

17.1 ― ― ハケメ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部完存

120 194-2 ３区 SK703022
テＣ17
Ｐ１

土師器
甕

14.3 15.8 ―
内面下半ヘラケズ
リ、他はハケメ

にぶい橙7.5YR7/3 精良 4/12

121 189-7 ３区 SD703001 テＧ17
土師器
高杯

― ― ― 外面ヘラミガキ 橙5YR7/6 精良 脚部完存 透孔３方。

122 189-5 ３区 SD703001 テＧ17
土師器

杯
16.4 3.4 ― ― 明赤褐5YR5/8 精良 底部3/12 剥離が激しく調整不明。

123 189-6 ３区 SD703001 テＧ17
土師器

皿
10.2 1.4 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 3/12

124 190-2 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 隆帯＋沈線。

125 233-5 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 波状口縁。沈線。

126 233-6 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

127 190-1 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ― ― 未調整 にぶい赤褐5YR4/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

128 190-3 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 条痕文。

129 233-7 ３区 SD703001 テＧ17
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.4

― 橙5YR6/6
2㎜以下の砂粒多
含

底部小片 摩滅が激しく調整不明。

130 189-1 ３区 SD703005 テＤ17
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
7.0

底部外面ナデ 灰白2.5Y8/1 精良 高台2/12

131 189-9 ３区 SD703013 ソＵ18
土師器

杯
13.4 2.7 ― 底部外面未調整 橙7.5YR7/6 精良 6/12 表面剥離多い。

132 189-10 ３区 SD703013 ソＵ18
土師器

杯
11.6 2.2 ― 底部外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 3/12 表面剥離多い。

133 189-3 ３区 SD703013 ソＵ18
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
5.8

底部外面ナデ 灰白5Y7/1 精良 高台3/12

134 189-8 ３区 SD703002 テＧ18 土錘 2.4
長
5.8

残重
14.3g

ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 1㎜以下の砂粒含 5/12

135 190-6 ３区 SD703002 テＦ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

波状口縁。隆帯＋沈線＋竹
管文＋縄文。

136 190-8 ３区 SD703002 テＧ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

137 190-7 ３区 SD703002 テＦ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2

2㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片 沈線＋綾杉文。

138 190-4 ３区 SD703002 テＧ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明赤褐2.5YR5/6 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

139 190-5 ３区 SD703002 テＦ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR7/6 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

140 190-9 ３区 SD703002 テＧ18
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.0

ナデ 明赤褐5YR5/6 3㎜以下の砂粒含 底3/12

141 189-2 ３区 SD703014 ソＵ18
灰釉陶器

皿
― ―

高台径
5.8

― 灰白5Y7/1 精良 高台2/12
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142 192-7 ３区 SE703006 テＨ17
土師器

皿
12.0 ― ― 底部外面ナデ 灰白2.5Y8/2 精良 口縁部1/12

143 193-4 ３区 SE703006 テＨ17
土師器

皿
8.0 1.0 ― 底部外面ナデ 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

144 191-6 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ― ― 底部外面糸切未調整 灰白5Y7/1 精良 底部5/12 高台欠損。

145 191-5 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

底部外面糸切後ナデ 灰白5Y7/1 3㎜以下の小石含 底部3/12 高台欠損・変形多い。

146 192-3 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ―
高台径
5.8

底部外面糸切未調整 灰黄2.5Y7/2 2㎜以下の砂粒含 底部3/12 高台に籾殻痕。

147 191-4 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ―
高台径
5.4

底部外面糸切後ナデ 灰黄2.5Y7/2 精良 底部4/12 高台に籾殻痕。

148 192-4 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

― 灰白5Y7/1 精良 底部3/12

149 192-5 ３区 SE703011 テＩ17 山茶椀 15.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 6㎜以下の小石含 口縁部2/12

150 192-8 ３区 SE703006 テＨ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y5/1 7㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

151 193-5 ３区 SE703011 テＩ17
土師器

皿
8.4 ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部2/12

152 192-6 ３区 SE703011 テＩ17 山茶椀 14.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部2/12

153 191-3 ３区 SE703006 テＨ17 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

底部外面糸切後ナデ 灰黄2.5Y7/2 精良 底部6/12

154 192-2 ３区 SE703011 テＩ17 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

底部外面糸切未調整 灰白5Y7/1 2㎜以下の小石含 底部5/12 高台に籾殻痕。

155 193-1 ３区 SE703011 テＩ17
陶器
鉢

― ―
底径
13.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 2㎜以下の砂粒含 底部2/12 山茶椀質。

156 193-2 ３区 SE703011 テＩ17
陶器
鉢

― ―
底径
13.6

体部外面下半ロクロ
ケズリ

灰白5Y7/1 6㎜以下の小石含 底部1/12 山茶椀質。

157 191-2 ３区 SE703011 テＩ17
陶器
鉢

― ―
底径
12.0

体部外面下半ヘラケ
ズリ

にぶい赤褐2.5YR5/4 3㎜以下の小石含 底部3/12 常滑。

158 192-1 ３区 SE703011 テＩ17
陶器
甕

― ― ― 体部内面工具ナデ 灰白5Y7/1 精良 体部小片 常滑。菊花状スタンプ文。

159 191-1 ３区 SE703011 テＩ17 平瓦 ― ― ―
凹面ヘラケズリ、凸
面縄タタキ

にぶい赤褐2.5YR5/3 精良 1/12以下 陶質。酸化焼成。

160 188-2 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。渦文。

161 188-1 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。渦文。

162 188-7 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

163 188-6 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

164 188-4 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突＋縄文。

165 188-5 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR5/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 刺突。

166 190-10 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐10YR3/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

167 187-1 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
29.2 ― ―

外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

にぶい褐7.5YR5/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

168 194-1 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

灰黄褐10YR4/2 5㎜以下の砂粒含 体部小片

169 187-2 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

にぶい黄橙10YR6/3 5㎜以下の砂粒含 体部小片

170 188-3 ３区 SZ703017 テＩ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/6 5㎜以下の砂粒含 脚台部小片 透孔。隆帯。

171 221-4 ３区 SZ703017 テＩ17 石核
幅
1.7

長
3.8

重
6.74g

― 灰白N4/ チャート 完形

172 213-3 ３区 SZ703017 テＩ17 打欠石錘
幅

5.54
長
6.1

残重
61.6g

― 灰白7.5Y7/1 砂岩 1/2

173 234-1 ３区 SZ703019 テＨ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 明黄褐10YR6/6

5㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
沈線＋縄文。摩滅が激し
い。

174 193-3 ３区 SZ703019 テＨ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄2.5Y7/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

175 193-6 ３区 SK703020 テＨ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

176 235-5 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明赤褐2.5YR5/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突。

177 185-2 ３区 下層包含層 チＪ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突。

178 184-8 ３区 下層包含層 チＪ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

179 185-3 ３区 下層包含層 テＡ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線。

180 185-5 ３区 下層包含層 テＡ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

181 185-6 ３区 下層包含層 テＪ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR6/2 精良 体部小片 沈線。

182 186-3 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 精良 体部小片 綾杉文。

183 186-4 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 4㎜以下の小石含 体部小片 綾杉文。

184 235-6 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面ヘラミガキ、内
面ナデ

にぶい赤褐5YR5/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯。

185 186-5 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋条線。

186 182-2 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面未調整 暗灰黄2.5Y4/2 7㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文＋沈線。

187 183-1 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 6㎜以下の砂粒含 体部1/12以下 沈線＋条線。

188 181-3 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面未調整 にぶい黄橙7.5YR6/4 4㎜以下の砂粒含 体部1/12以下 隆帯＋沈線。
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189 185-7 ３区 下層包含層 テＧ18
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 橙5YR6/6 精良 体部小片 沈線。外面に赤色顔料。

190 235-4 ３区 下層包含層 テＣ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐5YR4/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

191 182-1 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

192 186-1 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

193 186-6 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒10YR2/1 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。残存部全面黒斑。

194 182-3 ３区 下層包含層 テＨ17
縄文土器
脚付鉢

― ―
脚径
7.5

内面工具ナデ 橙7.5YR6/2 4㎜以下の砂粒含 脚台4/12 透孔４方。縄文。

195 235-2 ３区 下層包含層 テＣ18
縄文土器
深鉢把手

― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3 3㎜以下の砂粒含 把手完存

196 184-1 ３区 下層包含層 テＡ18
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.8

ナデ 浅黄橙10YR8/4 3㎜以下の砂粒含 底部1/12

197 181-2 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.6

ナデ 橙5YR6/6 5㎜以下の砂粒含 底部完存

198 184-4 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.8

ナデ 橙7.5YR7/6 5㎜以下の小石含 底部2/12

199 184-3 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.2

ナデ にぶい褐7.5YR6/3 2㎜以下の砂粒含 底部2/12

200 235-1 ３区 下層包含層 テＢ18
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.4

ナデ にぶい橙7.5YR7/4 4㎜以下の砂粒含 底部3/12

201 184-2 ３区 下層包含層 テＡ18
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.0

ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 底部1/12

202 184-5 ３区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.0

ナデ 橙5YR6/6 4㎜以下の小石含 底部2/12

203 185-1 ３区 下層包含層 テＥ18
縄文土器

深鉢
26.2 ― ―

外面ナデ、内面ヘラ
ミガキ

橙7.5YR7/6 4㎜以下の小石含 口縁部2/12

204 184-6 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

205 235-3 ３区 下層包含層 テＡ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい橙5YR6/4 4㎜以下の砂粒含 体部小片 刺突文。

206 181-1 ３区 下層包含層 テＥ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 5㎜以下の砂粒含 体部片

207 212-8 ３区 下層包含層 テＣ18 打欠石錘
幅

3.72
長

5.08
残重
27.4g

― 明オリーブ灰5GY7/1 砂岩 8/12

208 212-5 ３区 下層包含層 ― 打欠石錘
幅
6.9

長
8.43

重
197.7g

― 灰白7.5Y7/1 砂岩 完形

209 216-3 ３区 下層包含層 テＣ18 敲石
幅
7.6

長
9.8

重
500.7g

― 灰白7.5Y7/1 砂岩 完形 敲面に赤色顔料付着。

210 220-3 ３区 下層包含層 テＡ18 ＲＦ
幅
3.3

長
8.1

重
5.62g

― 灰N5/ サヌカイト ―

211 195-8 ３区 表土 テＥ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

212 184-7 ３区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ 灰黄褐10YR6/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

213 195-7 ３区 表土 テＥ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

214 185-4 ３区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR6/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

215 195-9 ３区 表土 テＥ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯。

216 186-2 ３区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

217 194-5 ３区 ―
テＣ17
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 渦文。

218 195-10 ３区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐10YR3/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

219 194-6 ３区 ―
テＣ17
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ヘラミガキ 灰黄褐10YR5/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

220 182-4 ３区 排土 ―
縄文土器
注口土器

― ― ― ヘラミガキ・ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 注口部完存 磨消縄文。

221 195-6 ３区 表土 テＥ18
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.6

ナデ 橙5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部2/12

222 195-3 ３区 ―
テⅮ17
Ｐ８

弥生土器
壺

13.0 ― ― ハケメ 赤褐5YR4/6 やや精良 口縁部2/12

223 195-4 ３区 ―
テＥ17
Ｐ１

土師器
皿

15.6 ― ― 底部外面未調整 橙2.5YR6/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

224 195-5 ３区 ―
ソＶ18
Ｐ１

土師器
皿

11.8 2.0 ― ― 灰黄褐10YR6/2 精良 口縁部2/12 摩滅が激しく調整不明。

225 195-2 ３区 ―
テⅮ17
Ｐ８

灰釉陶器
椀

15.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部1/12

226 194-7 ３区 ―
テⅮ17
Ｐ３

山茶椀 14.3 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部2/12

227 195-1 ３区 ―
テⅮ17
Ｐ４

須恵器
壺

11.0 ― ― ロクロナデ 灰白N6/ 精良 口縁部2/12

228 216-1 ３区 表土 テＥ18 磨石
残幅
5.1

残長
5.7

残重
136g

― 灰7.5Y6/1 砂岩 2/12

229 213-4 ３区 表土 テＥ18 打欠石錘
幅

5.25
長

7.66
重

97.2g
― 灰白10Y7/1 砂岩 完形

230 160-1 ４区
SD704001

No.6
テＯ16

土師器
壺

15.7 25.7
底径
7.0

外面ハケメ にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

231 158-2 ４区 SD704001 テＰ16
土師器

壺
15.0 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部6/12 刺突文。

232 162-1 ４区
SD704001
No.5・6

テＯ16
土師器

壺
21.0 ― ― ヘラミガキ 灰白2.5Y8/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部8/12 二重口縁。

233 161-1 ４区
SD704001

No.2
―

土師器
壺

16.0 28.4
底径
6.0

外面ヘラミガキ、内
面ハケメ

橙7.5YR7/6
3㎜以下の砂粒多
含

口縁端部欠損 刺突文＋横線文＋波状文。

234 158-1 ４区 SD704001 ―
土師器

壺
15.8 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部1/12

235 162-2 ４区
SD704001

No.4
―

土師器
壺

― ―
底径
3.2

外面ヘラミガキ にぶい黄橙10YR7/4 4㎜以下の砂粒含 体部下半完存

第２表　第７次調査出土遺物観察表⑤

－ 134－ － 135－



法 量 （cm）
口径 器高 その他

出土
位置

番号
実測
番号

遺構 残存度調査区 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

236 159-1 ４区
SD704001

No.3
―

土師器
甕

14.2 22.7
脚径
9.4

外面ハケメ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 11/12 Ｓ字口縁。肩部に横線。

237 162-3 ４区
SD704001

No.3
―

土師器
甕

― ― ― 外面ハケメ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 台基部完存

238 158-3 ４区
SD704001

No.1
―

土師器
甑

― ― ― ハケメ にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 1/12以下

239 226-6 ４区 SD704001 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/4

3.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片
隆帯。摩滅が激しく調整不
明。

240 226-3 ４区 SD704001 テＮ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2

2.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片 沈線＋縄文。

241 226-8 ４区 SD704001 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4

2.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片
刺突文。摩滅が激しく調整
不明。

242 226-1 ４区 SD704001 テＮ15
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR5/1

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 縄文。

243 226-7 ４区 SD704001 テⅮ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい赤褐5YR5/4

3㎜以下の砂粒多
含

口縁端部小片 縄文。

244 226-5 ４区 SD704001 テＮ15
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰7.5YR4/1

3.5㎜以下の砂粒
多含

体部小片 沈線。

245 226-2 ４区 SD704001 テＮ15
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい褐7.5YR6/3

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片
沈線＋縄文。摩滅が激しく
調整不明。

246 157-3 ４区 SD704001 テＰ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片 充填縄文。

247 157-4 ４区 SD704001 テＰ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 充填縄文。

248 226-4 ４区 SD704001 テＮ15
縄文土器

深鉢
― ―

底径
7.2

― 橙5YR7/6
2.5㎜以下の砂粒
多含

底部4/12 摩滅が激しく調整不明。

249 157-7 ４区 SD704001 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.8

ナデ 橙7.5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 底部2/12

250 153-8 ４区
SH704011
土器溜り

テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい赤褐5YR5/4 4㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線＋縄文。

251 230-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 工具ナデ 浅黄橙7.5YR8/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

252 150-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

253 153-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 明赤褐5YR5/6 2㎜以下の砂粒含 体部小片 突帯＋縄文。

254 151-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

255 157-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 磨消縄文。

256 157-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 磨消縄文。

257 150-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR5/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

258 151-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 黄灰2.5Y5/1 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

259 150-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

260 150-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

261 227-1 ４区 SH704011 テＰ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/4

3.5㎜以下の砂粒
多含

体部小片
沈線＋縄文。摩滅が激しく
調整不明。

262 155-4 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 4㎜以下の小石含 体部小片

沈線＋縄文。261と同一個体
か。

263 230-7 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR6/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

264 155-6 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 4㎜以下の小石含 体部小片

沈線＋縄文。263と同一個体
か。

265 228-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

266 228-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい赤褐5YR4/3
2㎜以下の微砂粒
含

体部小片 沈線＋縄文。

267 151-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

268 156-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい橙5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁端部小片 沈線。

269 153-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条線、内面ナデ 黄灰2.5Y4/1 5㎜以下の小石含 口縁端部小片 沈線。

270 230-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁端部小片 沈線+刺突。

271 153-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条線、内面ナデ にぶい黄2.5Y6/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

272 154-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条線、内面ナデ にぶい黄2.5Y6/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

273 228-1 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条線、内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 精良 体部小片 沈線。

274 230-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 浅黄橙7.5YR8/4 3㎜以下の砂粒含 口縁端部小片

275 144-6 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄2.5Y6/3 5㎜以下の小石含 口縁端部小片 波状口縁。渦文。

276 154-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁端部小片 波状口縁。沈線。

277 144-1 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄2.5Y6/3 4㎜以下の小石含 口縁端部小片 波状口縁。沈線。

278 154-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 3㎜以下の小石含 口縁端部小片 波状口縁。沈線。

279 155-1 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明黄褐10YR6/6 2㎜以下の砂粒含 口縁端部小片 沈線＋刺突。

280 153-6 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 7㎜以下の小石含 口縁端部小片 沈線。

281 230-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 口縁端部小片 沈線＋刺突。

282 153-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯＋沈線。
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283 154-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

284 153-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 精良 体部小片 隆帯＋沈線。

285 154-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

286 156-8 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

287 144-3 ４区
SH704011

石囲炉下層
―

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

288 155-2 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

289 147-1 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/4 2㎜以下の砂粒含 体上部完存 沈線。

290 143-2 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

291 143-1 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

292 142-7 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3

5㎜以下の小石・
雲母含

体部小片 沈線。

293 154-8 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

294 154-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

295 155-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 褐7.5YR4/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

296 155-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線＋縄文。

297 227-3 ４区 SH704011 テＰ17
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.6

外面ヘラミガキ、内
面ナデ

にぶい褐7.5YR5/4
4㎜以下の砂粒多
含

底部2/12

298 157-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ―
底径
7.0

ナデ にぶい黄橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 底部1/12

299 157-8 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ―
底径
9.6

ナデ 橙2.5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 底部3/12

300 142-6 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
13.0

ナデ にぶい黄2.5Y6/3 4㎜以下の小石含 底部3/12

301 157-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面ヘラケズリ、内
面ナデ

にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 底部小片

302 229-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ― 灰N5/ 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片
波状口縁。摩滅が激しく文
様・調整不明。

303 229-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰褐5YR4/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

304 230-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

305 228-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい赤褐5YR5/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

306 155-8 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/4 3㎜以下の小石含 体部小片 縄文。

307 148-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の小石含 体部小片 縄文。

308 150-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 3㎜以下の小石含 体部小片 縄文。

309 152-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 内面ヘラミガキ にぶい褐7.5YR6/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

310 148-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の小石含 体部小片 縄文。

311 155-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

312 143-4 ４区
SH704011
石囲炉

テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黄灰2.5Y5/1 3㎜の砂粒含 体部小片

条線。摩滅が激しく調整不
明。

313 143-3 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y5/1 6㎜以下の小石含 体部小片 条線。

314 144-2 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 3㎜以下の小石含 体部小片 条線。

315 143-6 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 4㎜以下の小石含 体部小片 条線。

316 143-5 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄2.5Y6/3 4㎜以下の小石含 体部小片 条線。

317 144-4 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄2.5Y6/3 4㎜以下の小石含 体部小片 条線。

318 147-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面条痕・ヘラミガ
キ、内面ナデ

にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁内面に沈線2条。

319 156-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 灰黄褐10YR6/2 4㎜以下の小石含 口縁部小片

320 156-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい黄橙10YR7/2 6㎜以下の小石含 口縁部小片

321 156-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

322 229-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 褐灰7.5YR4/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

323 230-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい橙5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

324 228-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 褐灰7.5YR4/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

325 228-8 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 褐灰10YR4/1 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

326 228-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

にぶい橙5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口唇部に刺突文。

327 153-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 浅黄2.5Y7/3 7㎜以下の小石含 口縁部小片

328 229-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

明褐灰7.5YR7/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

329 229-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 外面条痕、内面ナデ 灰黄褐10YR5/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁部外面に沈線1条。
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330 152-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

29.8 ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 焼成後穿孔。

331 152-2 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片
焼成後穿孔。330と同一個体
か。

332 228-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 明赤褐2.5YR5/6 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

333 144-5 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 3㎜以下の小石含 口縁部小片

334 156-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

335 151-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― 工具ナデ 灰褐7.5Y4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

336 229-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面工具ナデ、内面
条痕

黒褐7.5YR3/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 摩滅が激しく調整不明確。

337 227-2 ４区 SH704011 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部小片 摩滅が激しく調整不明。

338 156-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

339 225-1 ４区
SH704011
石囲炉

―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ にぶい黄橙10YR5/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

340 152-4 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ―
外面ヘラケズリ、内
面ナデ

灰黄2.5Y7/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。

341 154-2 ４区 SH704011 テＰ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 6㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。

342 229-6 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ― 灰N5/ 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片
波状口縁。摩滅が激しく調
整不明。

343 156-7 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片

344 149-1 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
深鉢

29.6 ― ―
内面ヘラミガキ・ヘ
ラケズリ

橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 剥離により外面調整不明。

345 147-3 ４区 SH704011
テＯ17
テＰ17

縄文土器
浅鉢

15.6 ― ―
外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

浅黄橙7.5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 刺突文＋沈線。

346 139-1 ４区 SX704014 テＯ17
縄文土器

浅鉢
38.8 ― ― 内面ナデ 灰黄褐10YR4/2 2㎜以下の砂粒含 3/12 沈線＋波状文＋縄文。

347 225-3 ４区 SZ704012 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 明赤褐5YR5/6

5㎜以下の砂粒多
含

体部小片 縄文。

348 136-3 ４区 SZ704012 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

349 225-2 ４区 SZ704012 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 褐7.5YR4/3

5㎜以下の砂粒多
含

体部小片
縄文。摩滅が激しく調整不
明。

350 128-1 ４区 SZ704012 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 5㎜以下の砂粒含 底部完存

351 140-1 ４区 SX704015 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.9

外面ヘラミガキ 灰黄褐10YR5/2
5㎜の砂粒・雲母
多含

5/12
波状口縁。突帯＋沈線＋刺
突。

352 220-1 ４区 SX704015 テＯ16 石匙
残幅
2.3

残長
2.5

残重
2.25g

― 灰N5/ サヌカイト 6/12

353 135-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/4 7㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突。

354 135-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋刺突。

355 132-1 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

浅鉢
― ― ―

外面ナデ、内面ヘラ
ミガキ

灰黄褐10YR4/2 1㎜以下の長石含 口縁部小片 沈線＋刺突。

356 130-7 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/6 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 突帯＋羽状刻目。

357 134-7 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

358 136-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 精良 口縁部小片 沈線＋条線。

359 138-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明黄褐10YR6/6 4㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線。

360 128-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

361 129-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR8/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋綾杉文。

362 136-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

363 134-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面未調整 浅黄橙10YR8/4 4㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

364 129-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR8/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋綾杉文。

365 131-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 渦文。

366 138-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐7.5YR4/6 4㎜以下の小石含 体部小片 渦文。

367 130-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR6/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 渦文＋刺突＋縄文。

368 132-2 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 2㎜以下の長石含 体部小片 渦文＋沈線。

369 136-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3 5㎜以下の小石含 体部小片 渦文。

370 128-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

371 130-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

372 131-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

373 131-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

374 138-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 赤褐5YR4/6 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線＋縄文。

375 231-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3 やや粗 体部小片 沈線＋縄文。

376 130-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。
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377 231-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

378 137-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

沈線。摩滅が激しく調整不
明。

379 132-4 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR4/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 条線。

380 132-5 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片 条線。

381 128-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄2.5Y7/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

382 137-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の小石含 口縁部小片

波状口縁。口縁部に穿孔＋
刺突＋沈線。

383 231-9 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐7.5YR3/1 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

384 131-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

385 138-7 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

浅鉢
21.0 ― ―

外面ナデ、内面ヘラ
ケズリ

にぶい黄橙10YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

386 231-8 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 刺突＋条線。

387 138-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

壺
11.0 ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 4㎜以下の小石含 口縁部2/12 条線。脚の可能性あり。

388 131-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

389 231-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ 浅黄橙7.5YR8/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片

390 231-7 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

褐灰10YR4/1 4㎜以下の砂粒含 体部小片

391 138-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい黄褐10YR5/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

392 231-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面条痕、内面ヘラ
ミガキ

灰褐7.5YR5/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

393 231-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ 浅黄橙7.5YR8/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片

394 132-3 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ 灰黄褐10YR5/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片

395 137-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 4㎜以下の小石含 口縁部小片 全片刻黒斑。

396 133-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面ナデ、内面未調
整

浅黄橙10YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

397 231-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

398 137-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

399 138-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

壺
13.6 ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 脚の可能性あり。

400 137-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 摩滅が激しく調整不明。

401 133-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

402 135-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
37.6 ― ― ナデ 黒褐10YR3/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

403 138-8 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
20.0 ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12以下

404 131-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片

405 136-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ 灰黄褐10YR5/2 3㎜以下の小石含 体部小片

406 134-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 4㎜以下の砂粒含 体部小片

407 128-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
12.8

ナデ 浅黄橙10YR8/3 4㎜以下の小石含 底部6/12

408 133-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.7

外面ナデ、内面未調
整

にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 底部4/12

409 132-7 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.6

ナデ 褐灰10YR5/1 3㎜以下の砂粒含 底部2/12

410 130-2 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 底部小片

411 134-5 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.1

ナデ 橙2.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 底部2/12 摩滅が激しく調整不明確。

412 132-6 ４区 SZ704013 テＱ16
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.5

ナデ 明赤褐2.5YR5/6 1㎜以下の砂粒含 底部2/12

413 134-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.3

未調整 灰黄2.5Y7/2 5㎜以下の砂粒含 底部4/12

414 130-1 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.7

ナデ 灰黄2.5Y6/2 4㎜以下の砂粒含 底部3/12 内面に工具痕。

415 136-6 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.8

外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙7.5YR6/4 4㎜以下の小石含 底部4/12

416 136-7 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.6

ナデ 橙7.5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部3/12

417 136-8 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.6

ナデ にぶい黄褐10YR5/4 5㎜以下の小石含 底部3/12

418 134-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.8

ナデ にぶい橙7.5YR7/3 9㎜以下の砂粒含 底部2/12

419 133-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.0

底部外面ヘラケズ
リ、他は未調整

にぶい黄橙10YR7/4 5㎜以下の砂粒含 底部5/12

420 134-4 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.0

ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 底部2/12

421 130-3 ４区 SZ704013 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.0

ナデ にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 底部3/12

422 221-3 ４区 SZ704013 ― 楔形石器
幅
3.4

長
3.6

重
15.09g

― 灰6/ サヌカイト 完形

423 220-4 ４区 SZ704013 ― ＲＦ
幅
4.8

長
3.3

重
12.62g

― 灰5/ サヌカイト ―
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424 219-1 ４区 SZ704013 ― 敲石
幅
3.0

残長
6.0

残重
51.07g

― 灰白5Y7/1 砂岩 9/12

425 213-7 ４区 SZ704013 テＱ16 打欠石錘
幅
5.5

長
6.86

重
123.2g

― 明褐灰7.5YR7/1 砂岩 完形

426 227-7 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐7.5YR4/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 沈線。

427 142-4 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明赤褐5YR5/6 5㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

428 145-3 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

429 227-6 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR5/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部小片 波状口縁。沈線。

430 146-1 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐7.5YR5/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

431 145-2 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR4/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

432 145-1 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐7.5YR4/3 やや精良 口縁部小片 刻目。

433 145-4 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ヘラミガキ 黒褐10YR3/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

434 146-2 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面未調整 灰黄褐10YR4/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

435 146-3 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面未調整 灰黄褐10YR4/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

436 146-4 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片 綾杉文。

437 145-6 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

438 145-5 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR4/1 9㎜以下の砂粒含 口縁部小片

439 145-7 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ― ―

外面ナデ、内面ヘラ
ミガキ

灰黄褐10YR6/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 磨消縄文。

440 146-5 ４区 下層包含層 テＯ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明赤褐5YR5/6 2㎜以下の砂粒含 底部小片 摩滅が激しく調整不明確。

441 146-7 ４区 下層包含層 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.5

内面ナデ にぶい黄橙10YR6/4 4㎜以下の砂粒含 底部10/12 摩滅が激しく調整不明確。

442 146-6 ４区 下層包含層 テＯ17
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.8

内面ナデ にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 底部3/12 摩滅が激しく調整不明確。

443 213-1 ４区 下層包含層 ― 打欠石錘
幅
5.2

長
6.53

重
80.0g

― 灰白10Y7/1 砂岩 完形

444 213-2 ４区 下層包含層 ― 打欠石錘
幅

5.86
長

6.41
重

102.4g
― 明オリーブ灰2.5GY7/1 緑泥片岩 完形

445 142-5 ４区 SK704002
テＯ16
テＰ16

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 浅黄2.5Y7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

446 141-6 ４区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 灰黄褐10YR6/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 羽状刻目。

447 227-5 ４区 ―
テＰ17
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ― 灰黄褐10YR5/2
3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
沈線。摩滅が激しく調整不
明。

448 141-4 ４区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面条痕、内面ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

449 141-1 ４区 表土 テＰ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

450 141-2 ４区 表土 テＰ16
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR6/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

451 227-4 ４区 ―
テＰ17
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ― 灰黄褐10YR4/2
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部小片

452 142-2 ４区 ―
テＰ17
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 精良 口縁部小片

453 141-5 ４区 排土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 隆帯。

454 142-3 ４区 ―
テＱ17
Ｐ２

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

455 141-3 ４区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 底部小片

456 213-5 ４区 排土 ― 打欠石錘
幅

5.92
長

8.72
重

150.7g
― オリーブ灰5GY6/1 緑泥片岩 完形

457 84-3 ５区 SD705001 テＷ17
土師器
台付甕

― ―
脚径
7.4

ナデ 橙5YR6/6 精良 脚部10/12

458 84-2 ５区 SD705001 テＶ17 山茶椀 15.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部1/12

459 17-7 ６区 SD706003 ニＬ18
土師器

皿
11.8 2.8 ― 底部外面未調整 灰白2.5Y8/1

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

460 17-8 ６区 SD706003 ニＭ18
土師器

皿
7.9 1.1 ― 内面ナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

461 17-5 ６区 SD706003 ニＬ18
土師器

皿
7.8 1.2 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

9/12

462 17-6 ６区 SD706003 ニＬ18
土師器

皿
7.4 1.0 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

7/12 歪みが激しい。

463 18-1 ６区 SD706003 ニＬ18
土師器

鍋
27.6 ― ― 外面ハケメ にぶい黄橙10YR7/3

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部4/12 内外面に炭化物付着。

464 17-2 ６区 SD706003 ニＭ18 山茶椀 14.6 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12

465 17-3 ６区 SD706003 ニＭ18 山茶椀 ― ―
高台径
5.2

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 2㎜以下の砂粒含 底部2/12

466 17-4 ６区 SD706003 ニＬ18
陶器
擂鉢

24.6 ― ― ロクロナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12 瀬戸。

467 17-1 ６区 SD706003 ニＬ18
陶器
甕

22.5 ― ― ロクロナデ 灰白10Y7/1
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部１/12 常滑。

468 30-3 ６区 SK706015 ニＮ19
土師器

皿
7.4 0.9 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 精良 3/12

469 18-4 ６区 SD706006 ニＫ19
土師器

皿
10.8 2.25 ― ― 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12

470 18-5 ６区 SD706006 ニＫ19
土師器

皿
10.8 2.15 ― ― 浅黄橙7.5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12
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471 18-3 ６区 SD706006 ニＭ19
土師器

皿
11.2 2.20 ― ― 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12

472 18-2 ６区 SD706006 ニＭ19
土師器

鍋
21.8 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

にぶい黄橙10YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

473 19-2 ６区 SD706006 ニＫ18 天目茶椀 12.4 ― ―
体部外面下半ロクロ
ケズリ

淡黄2.5Ｙ8/3 微砂粒含 口縁部1/12
体部外面下半に錆釉。瀬
戸。

474 19-1 ６区 SD706006 ニＭ19
陶器
擂鉢

― ―
底径
11.8

ロクロナデ 灰白2.5Y8/2 2㎜以下の砂粒含 底部1/12 瀬戸。

475 19-3 ６区 SD706006 ニＭ19
青磁
椀

― ―
高台径
4.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N7/ 1㎜以下の砂粒含 底部完存

476 19-4 ６区 SD706006 ニＭ19 山茶椀 17.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

477 19-5 ６区 SD706006 ニＭ19 山茶椀 16.6 ― ― ロクロナデ 灰白5Y8/1
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12 口縁端部外面に弱い沈線。

478 39-3 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
11.6 ― ― 外面未調整 灰白7.5YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

479 39-2 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
13.0 2.1 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

480 39-5 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
10.2 2.2 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

481 39-4 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
11.2 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

482 39-6 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
10.6 1.7 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

483 39-7 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
8.4 1.5 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部4/12

484 39-8 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

皿
6.0 1.4 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

485 38-2 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
31.8 ― ― ― 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

486 38-4 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
31.4 ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

487 38-3 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
32.6 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

488 37-1 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
27.6 ― ― ― にぶい黄橙10YR6/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

489 39-1 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
33.8 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤若干付着。

490 37-3 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
27.8 ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

491 37-2 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
27.6 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

492 38-1 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
34.8 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

外面に煤付着、内面に炭化
物付着。

493 41-1 ６区 SK706007 ニＫ19
土師器

鍋
34.6 ― ― ハケメ にぶい橙10YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

494 41-3 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 14.0 5.1
高台径
5.3

ロクロナデ 灰白N8/ 7㎜以下の小石含 完形 口縁端部内面に自然釉。

495 40-1 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 14.2 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12
口縁端部内面に煤薄く付
着。

496 40-3 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 ― ―
高台径
7.2

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 3㎜以下の砂粒含 高台8/12 底部外面に藁状圧痕。

497 40-2 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 14.6 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 口縁端部に自然釉。

498 41-2 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 14.2 5.3
高台径
5.5

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 6/12
口縁端部内面に自然釉。高
台に籾殻痕。

499 40-4 ６区 SK706007 ニＫ19 山茶椀 14.4 4.9
高台径
6.4

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 6㎜以下の小石含 完形 内面に自然釉。

500 29-3 ６区 SK706009 ニＫ19
土師器

皿
12.0 2.5 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 精良 口縁部4/12

501 29-8 ６区 SK706009 ニＫ19 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

― 灰白2.5Y7/1 精良 高台3/12

502 29-7 ６区 SK706028 ニＮ21
青磁
椀

― ―
高台径
12.0

― 灰白5Y8/1 精良 高台1/12

503 30-6 ６区 SK706011 ニＬ18
土師器

蓋
15.0 ― ―

底部外面ヘラケズ
リ、内面工具ナデ

にぶい褐7.5YR6/3 精良 口縁部1/12

504 31-4 ６区 SK706013 ニＬ19
土師器

皿
7.0 0.8 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

505 31-3 ６区 SK706013 ニＬ19
土師器

皿
8.9 0.9 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

506 31-5 ６区 SK706013 ニＬ19
施釉陶器

椀
9.8 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 灰釉。

507 32-1 ６区 SK706021 ニＯ19
土師器

鍋
29.4 ― ― 外面ハケメ 浅黄橙7.5YR8/3

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

508 31-8 ６区 SK706021 ニＮ19
土師器

鍋
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

509 31-9 ６区 SK706021 ニＮ19
青磁
椀

16.0 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 精良 口縁部1/12 蓮弁文。

510 31-7 ６区 SK706021 ニＮ19 山茶椀 ― ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁部に自然釉。

511 31-6 ６区 SK706021 ニＮ19 山茶椀 ― ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁部に自然釉。

512 34-6 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器

皿
11.2 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

513 34-5 ６区 SK706010 ニＬ18
土師器

皿
11.0 2.8 ― 外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部5/12 底部外面に板状圧痕。

514 34-2 ６区 SK706010 ニＬ18
土師器

皿
11.0 ― ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部3/12 歪みが激しい。

515 34-1 ６区 SK706010 ニＬ18
土師器

皿
11.6 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/1

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12 歪みが激しい。

516 34-4 ６区 SK706010 ニＬ18
土師器

皿
7.2 1.0 ― 外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部3/12

517 34-3 ６区 SK706010 ニＬ18
土師器

皿
7.8 1.0 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 歪みが激しい。
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518 35-3 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器

鍋
19.0 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

519 35-1 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器

鍋
31.8 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

520 35-2 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器

鍋
24.7 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

521 34-8 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器

鍋
30.8 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤若干付着。

522 35-4 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器
羽釜

― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4
2.5㎜以下の砂粒
含

口縁部小片

523 34-7 ６区 SK706010 ニＯ19
土師器
茶釜

13.4 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

524 35-5 ６区 SK706010 ニＯ19
施釉陶器

椀
17.9 ― ― ― 灰白2.5Y8/1 微砂粒含 口縁部1/12 瀬戸。灰釉。

525 32-3 ６区 SK706022 ニＬ18
土師器

鍋
19.8 ― ―

外面未調整、内面ハ
ケメ

浅黄橙7.5YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

526 32-2 ６区 SK706022 ニＬ18
土師器
羽釜

22.3 ― ―
外面ハケメ、内面工
具ナデ

淡橙5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

527 32-5 ６区 SK706022 ニＬ18 山茶椀 ― ―
高台径
6.5

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 高台3/12
高台に砂痕。内面に自然
釉。

528 32-4 ６区 SK706022 ニＫ18 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 高台2/12 内面に自然釉。

529 32-6 ６区 SK706022 ニＬ18
陶器
鉢

― ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 4㎜以下の小石含 高台2/12

530 42-2 ６区 SK706030 ニＯ21
施釉陶器

椀
7.8 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 灰釉。焼成やや不良。

531 29-5 ６区 SK706031 ニＮ22
土師器

皿
8.0 ― ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部3/12

532 28-4 ６区 SK706023 ヌＭ１
土師器

鍋
27.0 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部1/12 外面に煤付着。

533 28-3 ６区 SK706023 ヌＭ１
土師器

鍋
28.0 ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3 精良 口縁部1/12 外面に煤付着。

534 30-5 ６区 SK706023 ヌＯ１
土師器

鍋
16.0 ― ―

底部外面ヘラケズ
リ、内面ハケメ

橙2.5YR6/6 精良 口縁部1/12

535 30-4 ６区 SK706023 ニＮ25
土師器
茶釜

13.0 ― ― 外面ハケメ 浅黄橙10YR8/4 精良 口縁部2/12

536 29-4 ６区 SK706023 ニＮ25 天目茶椀 11.0 ― ― ロクロナデ 淡黄2.5Y8/3 精良 口縁部2/12

537 28-1 ６区 SK706023 ヌＭ１
陶器
捏鉢

27.0 ― ― 外面未調整 にぶい橙2.5YR6/4 精良 口縁部1/12 常滑。赤焼。

538 27-1 ６区 SK706023 ヌＮ１
陶器
捏鉢

32.0 8.0 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/6 8㎜以下の小石含 3/12 常滑。

539 27-2 ６区 SK706023 ヌＮ１
陶器
擂鉢

30.0 ― ― ― 橙5YR7/6 精良 口縁部1/12 常滑。

540 33-1 ６区 SE706035 ニＯ22
土師器

鍋
41.7 ― ― ― 灰褐7.5YR5/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

541 33-4 ６区 SE706035 ニＯ22
陶器
擂鉢

― ―
底径
8.8

― 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 底部4/12 外面に煤付着。

542 33-2 ６区 SE706035 ニＯ22
陶器
甕

21.2 ― ― ロクロナデ 灰白N7/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 常滑。

543 36-5 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器

皿
11.4 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

544 36-6 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器

皿
8.0 1.3 ― 外面未調整 橙5YR6/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部5/12

545 36-1 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器

鍋
41.1 ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

546 36-3 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器

鍋
25.6 ― ―

外面ハケメ＋ヘラケ
ズリ、内面工具ナデ

にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12
外面に煤厚く付着。内面に
炭化物付着。

547 36-2 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器

鍋
35.0 ― ― 外面ハケメ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤若干付着。

548 36-4 ６区 SK706024 ニＯ19
土師器
茶釜

14.8 ― ― 外面ハケメ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 外面の一部に煤若干付着。

549 35-6 ６区 SK706024 ニＯ19
陶器
甕

31.6 ― ― ロクロナデ にぶい黄褐2.5YR5/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 常滑。

550 36-7 ６区 SK706024 ニＮ19 土錘 1.2
残長
2.9

残重
1.58g

ロクロナデ にぶい橙5YR6/4 微砂粒含 5/12

551 29-1 ６区 SK706026 ニＮ20
土師器

皿
12.0 2.3 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

552 30-2 ６区 SK706026 ニＮ20
土師器

皿
7.0 1.2 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部3/12

553 29-2 ６区 SK706026 ニＮ20
土師器

皿
10.0 1.9 ― ナデ 橙5YR7/6 精良 口縁部2/12

554 28-2 ６区 SK706026 ニＮ20
土師器
焙烙

30.0 ― ― 底部外面ヘラケズリ にぶい橙5YR6/4 精良 口縁部1/12

555 29-6 ６区 SK706026 ニＮ20
施釉陶器

椀
13.0 ― ― ロクロナデ にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部2/12

瀬戸美濃。灰釉。刷毛目
椀。

556 43-1 ６区 SK706026 ニＮ20
陶器
捏鉢

32.9 11.5
底径
16.5

ロクロナデ 橙2.5YR6/6 精良 8/12 常滑。SK706030と接合。

557 33-3 ６区 SK706026 ニＮ20
陶器
擂鉢

― ―
底径
12.4

体部下半外面ロクロ
ケズリ

灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 底部3/12

558 42-1 ６区 SK706026 ニＮ20
陶器
甕

49.4 ― ― ロクロナデ にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 常滑。

559 30-1 ６区 SK706026 ニＮ20
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/4 7㎜以下の小石含 体部小片

560 23-6 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.4 2.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

561 22-4 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.8 1.9 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

562 23-5 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.0 2.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

563 22-5 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.4 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

564 22-7 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
12.8 2.3 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

第２表　第７次調査出土遺物観察表⑫

－ 140－ － 141－



法 量 （cm）
口径 器高 その他

出土
位置

番号
実測
番号

遺構 残存度調査区 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

565 23-4 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.0 2.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

566 22-2 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.8 2.0 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

567 23-7 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.4 2.1 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

568 23-3 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.8 2.0 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

569 23-1 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
12.8 2.2 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

570 23-2 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.4 2.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

571 22-3 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.8 ― ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

572 22-1 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
11.4 2.5 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 完形

573 22-6 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
12.4 2.2 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

574 22-8 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
12.8 1.7 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

575 23-8 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
10.4 1.2 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

576 24-3 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
7.8 1.2 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 5/12

577 24-5 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
7.7 0.9 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 2㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

578 24-2 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
7.8 1.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 4㎜以下の小石含 5/12

579 24-1 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
7.0 1.3 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 完形

580 24-4 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

皿
6.7 0.6 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 7/12 一部黒斑。

581 26-1 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

鍋
22.6 ― ― 外面ハケメ 灰褐7.5YR6/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 口縁部外面に煤付着。

582 26-2 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

鍋
20.8 ― ―

外面ハケメ、下半内
外面ヘラケズリ

にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 外面下半に煤付着。

583 25-1 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

鍋
29.7 ― ―

外面ハケメ、下半内
外面ヘラケズリ

にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部5/12
外面から口縁部内面に煤付
着。

584 25-2 ６区 SD706033 ニＬ18
土師器

鍋
24.7 ― ―

外面一部ハケメ、下
半内外面ヘラケズリ

灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 体部外面に煤付着。

585 21-1 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 16.8 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

586 20-3 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 16.8 ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 高台4/12 高台に籾殻痕。内面摩耗。

587 20-4 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 14.5 5.4
高台径
5.7

ロクロナデ 灰白N8/ 3㎜以下の砂粒含 5/12 直接重焼痕。

588 21-4 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 ― ―
高台径
5.0

ロクロナデ 灰白N7/ 2㎜以下の砂粒含 高台3/12
高台に籾殻痕。底部外面に
墨書記号。

589 20-2 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 13.7 5.2
高台径
5.3

ロクロナデ 灰白N8/ 4㎜以下の小石含 口縁部完存 高台に籾殻痕。

590 21-2 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 14.2 5.6
高台径
6.2

ロクロナデ 灰白N8/ 4㎜以下の小石含 完形
高台に籾殻痕。底部外面に
墨書記号。

591 21-3 ６区 SD706033 ニＬ18 山茶椀 15.0 5.4
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白5Y8/1 3㎜以下の砂粒含 9/12
高台に籾殻痕。底部外面に
墨書記号。

592 20-1 ６区 SD706033 ニＬ18
陶器
鉢

26.6 10.6
底径
12.8

体部下端ヘラケズリ 灰白N7/ 3㎜以下の砂粒含 2/12

593 26-4 ６区 SD706033 ニＬ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片 沈線＋条線。

594 26-3 ６区 SD706033 ニＬ18
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 赤褐5YR4/6 3㎜以下の砂粒含 体部小片 隆帯＋刺突。

595 52-5 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
9.4 1.4 ― ナデ 橙5YR6/6 精良 口縁部3/12 内外面に煤薄く付着。

596 55-5 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
9.0 3.1 ― 外面未調整 橙7.5YR6/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

597 50-8 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.6 1.2 ― 外面未調整 橙5YR6/6 精良 ほぼ完形 口縁部に煤付着。

598 50-7 ６区 SD706034 ―
土師器

皿
9.0 1.2 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/3 精良 口縁部3/12 口縁部に煤付着。

599 50-2 ６区 SD706034 ニＯ22
土師器

皿
7.4 1.1 ― 外面未調整 橙5YR6/6 精良 完形 粘土紐接合痕明瞭。

600 50-1 ６区 SD706034 ニＯ25
土師器

皿
5.6 1.0 ― 外面未調整 にぶい橙5YR6/4

1.1㎜以下の小石
含

完形

601 55-6 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
9.0 1.5 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 5/12

底部に煤付着。蓋の可能性
あり。

602 51-8 ６区 SD706034 ニＯ23
土師器

皿
9.6 1.5 ― ナデ 橙5YR6/8 精良 2/12

603 50-5 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.6 1.4 ― 外面未調整 橙5YR6/6 精良 完形

604 52-7 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.4 1.3 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR6/4 精良 ほぼ完形

口縁部に煤付着。外面にヘ
ラ状工具痕。

605 51-7 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
7.2 1.0 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 8/12

606 51-5 ６区 SD706034 ニＯ25
土師器

皿
7.0 1.2 ― 外面未調整 にぶい橙5YR6/4 精良 7/12

607 52-3 ６区 SD706034 ニＯ23
土師器

皿
9.0 1.2 ― ナデ 橙5YR6/8 精良 4/12

608 52-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
9.0 1.4 ― 外面未調整 橙5YR6/8 精良 2/12 口縁部に煤付着。

609 52-1 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.4 1.2 ― ナデ 橙5YR6/6 精良 5/12 口縁部に煤付着。

610 52-8 ６区 SD706034 ニＰ21
土師器

皿
7.6 1.1 ― 外面未調整 橙5YR6/6 精良 ほぼ完形 口縁部に煤若干付着。

611 51-6 ６区 SD706034 ―
土師器

皿
7.4 1.2 ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 精良 完形 口縁部に煤付着。
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612 52-6 ６区 SD706034 ―
土師器

皿
9.2 1.1 ― ナデ 橙5YR6/6 精良 6/12 内外面に煤付着。

613 50-6 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.0 1.4 ― 外面未調整 橙7.5YR6/6 精良 完形

口縁部に煤付着。粘土紐接
合痕明瞭。

614 51-1 ６区 SD706034 ―
土師器

皿
9.0 1.1 ― 外面未調整 橙5YR7/6 精良 9/12

615 50-4 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.2 1.4 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR6/4 精良 完形 口縁部に煤付着。

616 52-4 ６区 SD706034 ニＯ23
土師器

皿
8.8 1.2 ― 外面未調整 橙5YR7/6 精良 4/12

617 50-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.4 1.2 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR6/4 精良 完形

口縁部に煤付着。粘土紐接
合痕明瞭。

618 51-4 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

皿
8.6 1.3 ― 外面未調整 橙5YR6/6 精良 5/12 口縁部に煤付着。

619 56-4 ６区 SD706034 ニＯ19
ロクロ土師器

皿
7.6 1.3 ― ロクロナデ にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 3/12 内外面に墨書。

620 51-2 ６区 SD706034 ニＯ25
土師器

皿
8.4 1.2 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR6/4 精良 5/12

621 51-3 ６区 SD706034 ―
土師器

皿
8.4 1.4 ― 外面未調整 橙7.5YR6/6 精良 6/12

622 55-4 ６区 SD706034 ニＯ22
土師器

皿
12.8 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

外面に煤薄く付着。摩滅が
激しい。

623 45-4 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器

椀
12.8 ― ―

外面工具ナデ、内面
ハケメ

にぶい褐7.5YR5/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 外面に煤厚く付着。

624 47-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

43.0 ― ―
底部内外面ヘラケズ
リ

にぶい褐7.5YR6/3
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12 外面に煤付着。

625 48-1 ６区 SD706034 ニＯ22
土師器
焙烙

42.5 ― ―
外面未調整、底部内
外面ヘラケズリ

にぶい褐7.5YR7/3
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12 内外面に炭化物付着。

626 44-1 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

42.8 ― ―
外面ヘラケズリ、内
面ナデ

黒褐7.5YR3/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

627 49-2 ６区 SD706034 ニＯ22
土師器
焙烙

41.6 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい褐7.5YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

628 47-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

41.4 ― ― 内外面ヘラケズリ にぶい橙7.5YR7/4
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12 内外面に煤付着。

629 49-1 ６区 SD706034 ニＯ25
土師器
焙烙

39.0 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙7.5YR6/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

630 47-1 ６区 SD706034 ニＯ25
土師器
焙烙

39.8 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部5/12 内外面に炭化物付着。

631 44-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

37.8 ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

632 44-4 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

36.8 ― ― 工具ナデ 灰褐7.5YR4/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

633 44-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

36.8 ― ―
外面未調整、内面工
具ナデ

にぶい橙7.5YR6/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

634 49-3 ６区 SD706034 ニＯ19
土師器
焙烙

35.2 ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12 外面に煤付着。

635 48-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

35.2 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙7.5YR6/4
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12 外面に煤付着。

636 48-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

34.2 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 内外面に炭化物付着。

637 45-1 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
焙烙

32.0 ― ―
外面未調整、内面ナ
デ

にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

638 45-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
茶釜

11.4 ― ― ハケメ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

639 45-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
土瓶

10.6 ― ―
外面上半ハケメ、下
半ヘラケズリ

浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 2/12
茶釜形態。底部外面に煤付
着。

640 46-1 ６区 SD706034 ニＯ24
土師器
茶釜

12.8 ― ―
外面上半ハケメ、下
半ヘラケズリ

橙5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 2/12 鍔以下に煤付着。

641 53-5 ６区 SD706034 ニＯ19
施釉陶器

椀
9.2 3.4

高台径
3.4

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部完存
瀬戸・美濃。鉄釉。腰錆
椀。

642 53-6 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.5 5.3

高台径
4.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 6/12
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

643 54-1 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.2 ― ― ― 灰白7.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

644 54-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.2 ― ― ― 灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

645 54-6 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.0 ― ― ― 灰黄2.5Y7/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

646 54-5 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
― ―

高台径
4.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白10YR7/1 2㎜以下の砂粒含 底部完存
瀬戸・美濃。鉄釉。腰錆
椀。

647 60-4 ６区 SD706034 ニＯ23
施釉陶器

椀
― ―

高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部3/12 瀬戸・美濃。鉄釉。

648 60-5 ６区 SD706034 ニＯ20
施釉陶器

椀
― ―

高台径
4.1

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部5/12 瀬戸・美濃。鉄釉。

649 53-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
8.7 5.4

高台径
3.6

底部外面ロクロケズ
リ

にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 完形
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

650 53-4 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.3 5.3

高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 ほぼ完形
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

651 53-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.6 5.5

高台径
4.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白10YR8/1 3㎜以下の砂粒含 底部完存
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

652 53-1 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.2 5.5

高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白10YR8/1 1㎜以下の砂粒含 完形
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

653 58-4 ６区 SD706034 ニＯ22
施釉陶器

椀
9.9 ― ― ― 灰白10YR8/1 精良 口縁部3/12

瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

654 54-4 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
8.8 4.9

高台径
3.5

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y7/2 2㎜以下の砂粒含 底部11/12
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
腰錆椀。

655 58-2 ６区 SD706034 ニＯ22
施釉陶器

椀
8.0 6.1

高台径
4.4

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N7/ 精良 口縁部5/12
瀬戸・美濃。灰釉・鉄釉。
鎧椀。

656 60-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
9.6 5.7

高台径
3.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部完存 瀬戸・美濃。鉄釉。

657 59-4 ６区 SD706034 ニＯ23
施釉陶器

椀
10.9 ― ― ロクロナデ 灰白5Y8/2 精良 口縁部2/12 瀬戸・美濃。灰釉。

658 59-5 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
10.8 ― ― ― 灰白5Y8/2 精良 口縁部2/12

内外面弱い氷割文。透明
釉。
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659 58-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
12.5 ― ―

体部下半外面ロクロ
ケズリ

灰白5Y8/1 精良 口縁部3/12
瀬戸・美濃。灰釉＋白色化
粧土。刷毛目椀。

660 54-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
― ―

高台径
4.8

― 灰白10YR7/1 3㎜以下の砂粒含 底部完存
瀬戸・美濃。灰釉＋鉄釉。
腰錆椀。内面氷割文。

661 57-2 ６区 SD706034 ニＯ20
施釉陶器

椀
9.5 5.2

高台径
3.1

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 8/12
瀬戸・美濃。陶体染付。草
花文。

662 57-4 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
11.8 4.8

高台径
3.9

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/1 精良 8/12 陶体染付。梅花文。

663 57-1 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
11.4 4.2

高台径
3.5

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/2 精良 9/12
瀬戸美濃。陶体染付。草
文。

664 59-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

椀
7.6 ― ― ― 白9/ 精良 口縁部2/12 灰釉。

665 58-5 ６区 SD706034 ニＯ23
施釉陶器

椀
6.6 4.3

高台径
2.5

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/1 精良 底部完存 灰釉。

666 59-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器
仏飯具

7.0 ― ― ― 明オリーブ灰2.5GY7/1 精良 口縁部2/12 灰釉。

667 58-6 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器
仏飯具

7.0 ― ―
底部外面ロクロケズ
リ

灰白10Y8/1 精良 口縁部2/12 灰釉。

668 57-5 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器
仏飯具

6.7 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部9/12 灰釉。

669 64-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

皿
7.8 1.2 ― 底部外面ヘラケズリ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 4/12 内面鉄釉。

670 55-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

皿
― ―

高台径
8.6

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 底部6/12 灰釉。

671 55-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

皿
― ―

高台径
7.4

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 底部5/12 灰釉。内面氷割文。

672 57-3 ６区 SD706034 ニＯ20
施釉陶器

皿
― ―

高台径
6.1

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y7/1 精良 底部9/12 灰釉。草花文。

673 64-4 ６区 SD706034 ニＯ25
施釉陶器

皿
― ―

高台径
8.0

底部外面ロクロケズ
リ

赤褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 底部4/12
唐津。灰釉。焼成やや不
良。

674 72-3 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器
灯明皿台

6.0 6.0
底径
5.6

底部外面ロクロケズ
リ

灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 完形 瀬戸・美濃。鉄釉。

675 62-3 ６区 SD706034 ニＯ23 山茶椀 18.2 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 4㎜以下の小石含 口縁部1/12

676 55-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
鉢

15.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 灰釉。

677 60-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
鉢

19.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 灰釉。

678 73-1 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

鉢
17.6 10.5

高台径
8.5

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 8/12
瀬戸・美濃。鉄釉。焼成や
や不良。

679 60-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

鉢
9.3 4.9

高台径
3.9

底部外面ロクロケズ
リ

灰白10YR8/1 1㎜以下の砂粒含 底部完存 瀬戸・美濃。鉄釉。

680 72-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

火鉢
― ―

底径
11.9

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 底部完存
瀬戸・美濃。鉄釉。短脚３
方。

681 73-2 ６区 SD706034 ニＯ20
施釉陶器

鉢
― ―

高台径
9.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y8/2 2㎜以下の砂粒含 底部10/12
瀬戸・美濃。黄瀬戸釉。底
部外面に墨書「○」。

682 72-1 ６区 SD706034 ―
施釉陶器

火鉢
19.0 ― ― ロクロナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部5/12 瀬戸・美濃。鉄釉。

683 56-1 ６区 SD706034 ニＯ23
施釉陶器

火鉢
20.0 ― ― ロクロナデ 灰黄2.5Y7/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

瀬戸・美濃。鉄釉。内面に
煤付着。

684 70-2 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
鉢

16.0 ― ― 内外面未調整 にぶい赤褐5YR5/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 常滑。輪花。

685 65-1 ６区 SD706034 ニＯ22
施釉陶器

鉢
― ―

高台径
11.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白2.5Y7/1 精良 底部3/12 鉄釉。

686 56-2 ６区 SD706034 ニＯ24
施釉陶器

壺
3.6 6.9

高台径
4.0

底部外面ロクロケズ
リ

灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 5/12 鉄釉。

687 71-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
擂鉢

36.0 ― ―
底部外面下半ロクロ
ケズリ

灰白2.5Y8/2
0.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

688 64-2 ６区 SD706034 ニＯ25
陶器
擂鉢

― ―
底径
14.6

底部外面下半ロクロ
ケズリ

灰白2.5Y8/1 2㎜以下の砂粒含 底部1/12

689 70-1 ６区 SD706034 ニＯ25
陶器
擂鉢

26.6 7.1
底径
19.2

底部外面下端強い指
ナデ

灰褐5YR4/2
0.5㎜以下の砂粒
含

9/12
常滑。内面にヘラ記号
「×」。

690 62-1 ６区 SD706034 ニＮ20
陶器
捏鉢

35.2 ― ― ロクロナデ 橙5YR7/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部1/12残 常滑。内面にヘラ記号。

691 63-3 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
壺

19.0 ― ― ロクロナデ にぶい褐7.5YR5/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12残 常滑。

692 66-2 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
火鉢

24.0 ― ― ヘラケズリ 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部3/12 常滑。煤厚く付着。

693 62-2 ６区 SD706034 ヌＯ1
陶器
甕

35.2 ― ― ロクロナデ にぶい橙5YR6/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12残 常滑。

694 74-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
甕

45.8 45.0 13.2
外面工具ナデ、内面
未調整

にぶい橙5YR7/4 赤色砂粒含 10/12 常滑。外面に煤付着。

695 64-1 ６区 SD706034 ニＯ25
陶器
火鉢

― ―
底径
24.5

外面工具ナデ、内面
ナデ

浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 底部1/12 内面に煤付着。

696 76-1 ６区 SD706034 ニＮ20
陶器
甕

64.0 ― ― ナデ にぶい褐7.5YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12 常滑。内面に煤付着。

697 75-1 ６区 SD706034 ニＯ23
陶器
甕

63.2 ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 6㎜以下の小石含 口縁部5/12 常滑。

698 66-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
甕

66.0 ― ―
外面ロクロケズリ、
内面未調整

にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部2/12 常滑。

699 63-2 ６区 SD706034 ヌＯ1
陶器
甕

32.0 ― ― ロクロナデ 灰赤2.5YR4/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 常滑。

700 63-1 ６区 SD706034 ニＯ24
陶器
甕

28.6 ― ―
外面工具ナデ、内面
未調整

にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 常滑。煤厚く付着。

701 61-6 ６区 SD706034 ニＯ20
磁器
椀

8.2 5.9
高台径
3.8

― 灰白N8/ 精良 5/12
瀬戸・美濃。染付。筒形
椀。菊花文、四方襷文。

702 60-7 ６区 SD706034 ニＯ24
磁器
椀

10.2 ― ― ― 灰白N8/ 精良 口縁部3/12 肥前。染付。草花文。

703 61-2 ６区 SD706034 ニＯ20
磁器
椀

9.8 5.2
高台径
3.8

― 灰白N8/ 精良 8/12
肥前。染付。草花文。裏銘
「上」。

704 61-3 ６区 SD706034 ニＯ24
磁器
椀

― ―
高台径
5.4

― 灰白N8/ 精良 底部3/12
肥前。染付。五弁花文。裏
銘「大」。

705 61-1 ６区 SD706034 ニＯ23
磁器
椀

9.4 5.5
高台径
3.7

― 灰白N8/ 精良
底部完存、口縁
部小片

肥前。染付。草文。裏銘。
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706 61-5 ６区 SD706034 ニＯ24
磁器
椀

10.0 5.1
高台径
3.8

― 灰白N8/ 精良 11/12
肥前。染付。二重網目文。
裏銘。

707 61-4 ６区 SD706034 ニＯ20
磁器
皿

12.3 3.9
高台径
4.1

― 灰白N8/ 精良 完形
染付。蔓草文。蛇ノ目釉
剥。

708 60-6 ６区 SD706034 ニＯ24
青磁
椀

― ―
高台径
5.6

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N8/ 微粒子含 底部4/12

709 59-1 ６区 SD706034 ニＯ24
磁器

仏飯具
7.0 ― ― ― 明オリーブ灰2.5GY7/1 精良 口縁部3/12

710 60-8 ６区 SD706034 ニＯ24
磁器

仏飯具
5.3 5.3

脚径
3.5

― 灰白N8/ 精良 ほぼ完形 肥前。葉文。

711 68-1 ６区 SD706034 ニＯ24 軒丸瓦 ― 5.2 ― 凸面ヘラケズリ 灰N5/ 精良 瓦当欠損

712 67-1 ６区 SD706034 ニＯ24 軒平瓦 ―
谷深
4.8

― ヘラケズリ 暗灰N3/1 精良 瓦当欠損

713 69-1 ６区 SD706034 ニＯ20 丸瓦 ― 4.8 ―
凸面工具ナデ、凹面
タタキ

灰N5/1 精良 7/12

714 46-2 ６区 SD706034 ニＯ24
土製品
十能

― 3.0 ―
ヘラケズリ＋工具ナ
デ

暗灰N3/ 2㎜以下の砂粒含 5/12

715 58-1 ６区 SD706034 ニＯ20
陶製品
水滴

長幅
10.05

4.7
短幅
6.3

― 灰白 10YR8/2 精良 ほぼ完形 灰釉＋赤絵。

716 56-3 ６区 SD706034 ニＯ24
土製品
泥面子

幅
3.2

長
8.4

― ― 灰白 10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

717 4-2 ６区 SD706034 ニＯ24
曲物
底板

8.4～
11.2

厚
0.4

― ― ― スギ 8/12 柾目。腐食が進む。

718 6-2 ６区 SD706034 ヌＯ１ 木札
幅
5.6

残長
8.0

― ― ― スギ 8/12以下 柾目。墨書「御谷□」

719 4-1 ６区 SD706034 ニＯ24
曲物
底板

11.8
厚
1.2

― ― ― サワラ 完形 柾目。片面一部黒変。

720 5-1 ６区 SD706034 ニＯ24
曲物
底板

12.6～
11.4

厚
0.7

― ― ― スギ 完形 板目。墨書「大」。

721 6-3 ６区 SD706034 ニＯ20
木製品
道具材

幅
12.4

厚
3.5

― ― ― ヒノキ 完形 柾目。双孔。

722 8-2 ６区 SB706038
ニＫ19
Ｐ８

土師器
皿

9.8 1.7 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

723 8-3 ６区 SB706038
ニＬ19
Ｐ11

土師器
皿

10.8 ― ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

724 8-4 ６区 SB706038
ニＬ19
Ｐ11

土師器
皿

9.4 1.8 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

725 8-6 ６区 SB706038
ニＫ19
Ｐ８

土師器
皿

10.4 1.9 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

726 12-7 ６区 SB706038
ニＬ20
Ｐ13

土師器
皿

6.4 1.8 ― ナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

727 12-3 ６区 SB706038
ニＬ20
Ｐ13

土師器
皿

8.0 1.1 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/3 精良 口縁部2/12

728 9-1 ６区 SB706038
ニＬ19
Ｐ11

土師器
皿

8.0 0.9 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

729 8-5 ６区 SB706038
ニＬ19
Ｐ11

土師器
皿

8.8 0.6 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

730 8-7 ６区 SB706038
ニＬ19
Ｐ11

土師器
皿

6.4 1.8 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

731 11-1 ６区 SB706038
ニＬ20
Ｐ13

土師器
鍋

36.6 ― ―
外面ハケメ、内面ナ
デ

にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部1/12

732 9-4 ６区 SB706038
ニＫ19
Ｐ８

山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部2/12 高台に籾殻痕。

733 9-3 ６区 SB706038
ニＫ19
Ｐ８

山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白5Y8/1 2㎜以下の砂粒含 底部3/12
高台に籾殻痕。内面に煤付
着。

734 11-7 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

土師器
皿

12.0 2.3 ― ナデ 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

735 11-3 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

土師器
皿

7.3 1.5 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

736 12-6 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

土師器
皿

7.0 1.1 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 精良 口縁部2/12

737 3-1 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

木製品
下駄

幅
9.1

長
23.4

厚
3.8

― ― キハダ属 8/12 歯部欠損。柾目。

738 2-1 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

木製品
下駄

幅
9.9

長
24.0

厚
4.8

― ― クリ 10/12 板目。右足用。

739 1-1 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

木製品
下駄

幅
10.1

長
22.2

厚
5.0

― ― クリ ほぼ完形 板目。腐食が進む。

740 6-1 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

曲物
底板

10.9～
9.5

厚
0.45

― ― ― スギ 10/12 板目。墨書。

741 5-2 ６区 SK706039
ニＮ20
Ｐ４

曲物
底板

12.0～
10.9

厚
0.8

― ― ― サワラ 10/12 板目。腐食が進む。

742 31-1 ６区 SK706002 ニＫ17
弥生土器

甕
26.0 ― ― ― 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

743 13-5 ６区 包含層 ニＫ18
土師器

皿
11.6 2.2 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

744 13-4 ６区 包含層 ニＫ18
土師器

皿
11.6 2.4 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

745 12-4 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ11

土師器
皿

14.0 1.7 ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

746 10-7 ６区 ―
ニＮ19
Ｐ２

土師器
皿

12.0 1.9 ― ナデ 浅黄橙10YR8/4 精良 口縁部1/12

747 12-1 ６区 ―
ニＮ19
Ｐ２

土師器
皿

11.0 2.1 ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 精良 口縁部2/12

748 13-3 ６区 包含層 ニＫ18
土師器

皿
12.0 2.7 ―

外面未調整、内面工
具ナデ

灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 11/12

749 11-2 ６区 ―
ニＮ20
Ｐ１

土師器
皿

8.0 1.9 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 6/12

750 8-8 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ６

土師器
皿

8.0 1.7 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 3/12

751 9-2 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ６

土師器
皿

8.0 1.6 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/4 1㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

752 14-3 ６区 包含層 ニＫ17
土師器

皿
8.6 1.3 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 6/12
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753 14-2 ６区 包含層 ニＫ18
土師器

皿
8.5 1.5 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

754 10-8 ６区 ―
ニＮ19
Ｐ２

土師器
皿

7.0 1.5 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 5/12

755 11-4 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ11

土師器
皿

7.0 1.2 ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 3/12

756 11-5 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ19

土師器
皿

7.0 1.4 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 3/12

757 12-2 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ10

土師器
皿

7.0 0.6 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 精良 3/12

758 11-6 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ11

土師器
皿

7.6 0.7 ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 3/12

759 12-5 ６区 ―
ニＬ19
Ｐ12

土師器
皿

8.0 0.8 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 2/12

760 14-4 ６区 排土 ―
土師器

皿
8.4 0.9 ― ナデ 橙5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 2/12

761 12-8 ６区 ―
ニＮ19
Ｐ２

土師器
皿

9.0 0.9 ― ナデ 浅黄橙7.5YR8/3 精良 2/12

762 13-1 ６区 包含層 ニＫ18
土師器

鍋
29.8 ― ―

外面ハケメ、内面ナ
デ

灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤付着。

763 16-2 ６区 包含層 ニＫ17
土師器

鍋
22.8 ― ―

外面未調整、内面ナ
デ

橙7.5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 6/12 外面に煤付着。

764 8-1 ６区 ―
ニＫ18
Ｐ10

土師器
鍋

26.2 ― ―
外面ハケメ、内面工
具ナデ

灰黄褐10YR5/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 外面に煤付着。

765 16-1 ６区 包含層 ニＫ18
土師器
茶釜

14.2 ― ―
外面ハケメ、内面工
具ナデ

橙7.5YR7/6 微砂粒含 口縁部11/12 外面に煤付着。

766 10-3 ６区 ―
ニＫ20
Ｐ１

山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部3/12 重焼痕。

767 15-4 ６区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.6

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部1/12 高台に籾殻痕。

768 10-2 ６区 ―
ニＮ22
Ｐ２

山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部6/12
高台に籾殻痕。別個体片釉
着。

769 10-1 ６区 ―
ニＫ20
Ｐ１

山茶椀 15.2 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 6㎜の小石含 口縁部4/12

770 14-1 ６区 包含層 ニＫ18 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 底部ほぼ完存
高台に籾殻痕。墨書「あ
き」。

771 10-4 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ13

山茶椀 ― ―
高台径
6.6

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 底部4/12 高台に籾殻痕。重焼痕。

772 31-2 ６区 SK706002 ニＫ17 山茶椀 ― ― ― ― 灰白N8/ 3㎜以下の砂粒含 底部4/12 摩滅が激しく調整不明。

773 10-5 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ18

山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 2㎜以下の砂粒含 底部3/12 高台に籾殻痕。

774 9-5 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ13

山茶椀 ― ―
高台径
7.4

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部2/12 高台に籾殻痕。

775 10-6 ６区 ―
ニＬ20
Ｐ３

山皿 7.0 1.4 ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 2/12

776 9-6 ６区 ―
ニＭ20
Ｐ３

陶器
鉢

23.0 ― ― ロクロナデ 灰白10YR7/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

777 14-6 ６区 表土 ニＫ19
陶器
鉢

― ―
底径
13.7

体部外面下端ヘラケ
ズリ

灰白N8/ 5㎜の小石含 底部2/12

778 13-2 ６区 包含層 ニＫ18
陶器
鉢

― ―
底径
7.6

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 2㎜以下の砂粒含 底部完存 見込に櫛描文。

779 15-1 ６区 排土 ―
施釉陶器

鉢
29.3 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/2 精良 口縁部1/12 瀬戸。灰釉。葉文。

780 15-3 ６区 表土 ―
施釉陶器
灯明皿

4.6 1.9 ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 2/12 灰釉。

781 15-2 ６区 包含層 ニＫ18 平瓦 ―
谷深
1.0

―
凹面ヘラケズリ、凸
面縄タタキ

灰白N5/ 3㎜以下の砂粒含 1/12以下 陶質。

782 84-1 ７区 SD707002 ヌＮ７
土師器

鍋
34.0 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

783 87-1 ８区 SB708005
カＴ13
Ｐ１

土師器
杯

13.0 2.6 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部9/12欠損 内面に工具痕。

784 87-2 ８区 SB708005
カＵ13
Ｐ１

土師器
皿

12.8 1.4 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 1㎜以下の砂粒含 1/12

785 178-2 ９区 SD709003 クＲ３
弥生土器

高杯
― ―

脚基部径
4.0

外面ヘラミガキ にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 脚基部完存 櫛描横線文3段以上。

786 178-4 ９区 SD709003 クＲ３
弥生土器

壺
― ―

脚径
12.0

外面ヘラミガキ にぶい黄橙10YR7/4 2㎜以下の砂粒含 脚部2/12

787 178-3 ９区 SD709003 クＲ３
土師器

壺
15.0 ― ― ― 橙7.5YR7/6 精良 口縁部2/12

788 179-4 ９区 SD709003 クＲ３
土師器

杯
13.6 2.4 ― 外面未調整 橙7.5YR7/6 精良 口縁部3/12

789 179-5 ９区 SD709003 クＲ３ 山茶椀 ― ―
高台径
7.4

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部6/12 均質。

790 180-3 ９区 SD709003 クＲ３ 山茶椀 ― ―
高台径
7.6

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部5/12

791 179-2 ９区 SD709003 クＲ３ 山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白5Y8/1 精良 底部5/12

792 180-2 ９区 SD709003 クＲ３ 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部5/12 内面平滑。

793 180-1 ９区 SD709003 クＲ３
陶器
壺

― ―
肩部径
13.6

体部下半ロクロケズ
リ

灰白5Y7/1 精良 体部3/12 肩部に釉。

794 179-3 ９区 SD709004 クＳ３
土師器

甕
20.4 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/4 4㎜以下の小石含 口縁部1/12

795 179-1 ９区 SD709004 クＳ３
土師器

甑
― ― ― ハケメ にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部小片

796 180-4 ９区 SD709004 クＳ３
灰釉陶器

椀
14.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部1/12 無釉。

797 180-5 ９区 SD709004 クＳ３
灰釉陶器

椀
14.0 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部1/12 無釉。

798 178-1 ９区 SZ709009 クＶ３
土師器

甕
25.8 ― ― 外面ハケメ後ナデ 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部3/12

799 176-4 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

椀
11.8 ― ― 内面ヘラミガキ 浅黄橙10YR8/3 やや精良 口縁部2/12
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800 176-2 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

椀
13.6 ― ― ― 橙5YR7/6 精良 口縁部2/12 摩滅が激しく調整不明。

801 176-3 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

杯
13.8 ― ― ― 橙5YR6/6 精良 口縁部1/12 摩滅が激しく調整不明。

802 176-1 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

椀
11.4 ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

803 176-5 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

皿
19.4 2.4 ― 底部外面ヘラケズリ 浅黄橙7.5YR8/4 精良 口縁部1/12

804 176-6 ９区 SD709010 クＹ３
土師器

甕
23.0 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部2/12

805 176-7 ９区 SD709010 ＤＡ３
須恵器

蓋
― ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 天井部完存

806 176-8 ９区 表土 ＤＡ３
弥生土器

高杯
― ―

脚基部
3.2

― にぶい橙5YR6/3 1㎜以下の砂粒含 脚基部完存 透孔４方。櫛描横線文。

807 176-9 ９区 表土 クＸ３
弥生土器

高杯
― ―

脚基部
3.0

― 橙7.5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 脚基部完存
透孔３方。櫛描横線文＋二
枚貝刺突文。

808 177-1 ９区 表土 クＷ３
弥生土器

鉢
― ―

脚径
5.2

ナデ 黄灰2.5Y5/1 2㎜以下の砂粒含 脚部3/12

809 177-2 ９区 表土 クＸ３
土師器

杯
12.2 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部1/12

810 177-3 ９区 表土 クＸ３
土師器

椀
10.2 3.6 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

811 177-4 ９区 表土 ＤＤ３
土師器

甕
25.4 ― ― ハケメ にぶい橙7.5YR6/4 やや精良 口縁部2/12

812 177-5 ９区 表土 ＤＡ３
土師器

甕
18.2 ― ― ハケメ にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部1/12

813 177-8 ９区 表土 ＤＤ３
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
6.8

ロクロナデ 灰白5Y8/1 精良 底部8/12

814 177-7 ９区 表土 クＷ３
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
8.0

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 底部4/12

815 177-6 ９区 表土 ＤＡ３
陶器
鉢

5.6 4.3
底径
4.0

ロクロナデ 灰白5Y8/1 精良 底部完存

816 217-2 ９区 SK709013 ＤＤ３ 石鏃
幅

1.45
長
2.0

残重
0.67g

― 灰N4/ チャート 左脚端欠損

817 217-3 ９区 SK709013 ＤＤ３ 石鏃
幅
1.8

長
2.2

重
1.13g

― 灰N5/ サヌカイト 完形

818 224-1 10区 SD710001 オＢ１
土師器

甕
16.2 ― ― ハケメ 浅黄橙7.5YR8/4 やや精良 口縁部1/12

819 77-2 10区 SD710001 オＢ１
土師器
高杯

― ―
脚径
11.2

外面ハケメ 浅黄橙7.5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 脚部5/12

820 77-1 10区 SD710001 オＢ１
土師器

壺
12.8 ― ― 外面全面連条文 浅黄橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 無頸壺。

821 77-3 10区 SD710002 オＣ４
土師器

壺
― ― ―

外面ハケメ、内面ヘ
ラミガキ

にぶい橙5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 二重口縁壺。

822 77-4 10区 SD710002 オＣ３
土師器

壺
― ―

底径
5.5

外面工具ナデ、内面
ハケメ

浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 底部完存

823 78-1 10区 SD710002 オＣ４
土師器

甕
11.5 ― ―

外面ハケメ、内面ナ
デ

灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 Ｓ字甕。肩部に横線。

824 77-5 10区 SD710002 オＣ３
土師器

甕
― ―

脚径
7.6

外面ハケメ＋ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 脚部1/12

825 78-2 10区 SR710003 エＢ24
土師器
茶釜

12.0 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

826 212-2 10区 SR710003 エＢ24 打製石斧
幅

5.37
長

1.22
重

85.2g
― 明オリーブ灰2.5GY7/1 緑泥片岩 ほぼ完形

827 79-1 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
29.8 ― ― ― 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

828 83-2 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
14.4 ― ― ― にぶい橙5YR6/4

0.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部3/12

829 78-4 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
15.0 ― ― ― にぶい橙5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

830 83-4 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
21.2 ― ― ― にぶい橙5YR7/3

0.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

831 78-5 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
― ― ―

外面ハケメ、内面ヘ
ラケズリ

にぶい橙5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

832 78-3 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
― ―

脚径
9.0

外面工具ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 脚部7/12

833 79-4 10区 SD710004 エＥ18
須恵器

𤭯𤭯
11.0 ― ― ロクロナデ 灰白 N7/ 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

834 78-6 10区 SD710004 エＥ18
土師器

甕
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 把手完存

835 224-2 10区 SD710005 エＣ18
土師器

杯
11.0 2.2 ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 摩滅が激しく調整不明。

836 224-3 10区 SD710005 エＣ18
土師器

杯
11.8 ― ― 外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 やや精良 口縁部1/12

837 79-2 10区 SD710005 エＣ18
土師器

甕
― ― ― ハケメ にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

838 79-3 10区 SD710005 エＤ18
土師器

甕
― ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

839 83-3 10区 SD710005 エＣ18
土師器

甕
10.0 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

にぶい褐7.5YR5/3 精良 口縁部3/12

840 79-5 10区 SD710005 エＣ18
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
8.3

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部5/12

841 79-6 10区 SD710005 エＣ18
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
7.9

底部外面ロクロケズ
リ

灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部3/12

842 82-4 10区 SD710006 エＤ19
土師器

杯
13.0 ― ― 外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部2/12

843 82-3 10区 SD710006 エＥ20
土師器

椀
― ―

高台径
9.0

外面未調整 灰白2.5Y8/1 精良 底部2/12

844 83-1 10区 SD710006 エＥ19
土師器

甕
23.4 ― ― ― 浅黄橙7.5YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

845 82-1 10区 SD710006 エＣ19
須恵器

甕
― ―

頸部
15.0

外面タタキ、内面同
芯円文

灰白5Y8/1 精良 頸部3/12

846 82-2 10区 SD710006 エＤ19
灰釉陶器

皿
11.0 2.85

高台径
5.6

底部外面未調整 灰白5Y7/1 精良 底部6/12 灰釉漬掛け。
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847 80-2 10区 SD710006 エＥ20 平瓦 ―
谷深
0.7

―
凹面ヘラケズリ、凸
面縄タタキ

灰褐7.5YR4/2 やや精良 1/12以下 酸化焼成。

848 80-3 10区 SD710006 エＣ19 平瓦 ― ― ―
凹面ナデ、凸面縄タ
タキ

褐灰7.5YR4/1 1㎜以下の砂粒含 1/12以下 陶質。

849 80-4 10区 SD710006 エＥ19 平瓦 ―
谷深
0.5

―
凹面コビキ、凸面縄
タタキ

灰白5Y5/1 精良 1/12以下 陶質。

850 86-1 10区 SD710007 エＥ21
土師器

椀
― ―

高台径
6.6

ナデ 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 底部完存

851 85-7 10区 SD710007 エＣ20
土師器

皿
10.0 1.0 ― ナデ にぶい橙7.5YR7/3 精良 2/12

852 85-6 10区 SD710007 エＣ20
土師器

甕
18.0 ― ―

外面ナデ、内面工具
ナデ

にぶい黄橙10YR6/4 精良 口縁部2/12 内外面に煤付着。

853 86-7 10区 SD710007 エＤ20 山茶椀 19.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部1/12

854 86-2 10区 SD710007 エＥ21 山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部2/12

855 86-4 10区 SD710007 エＣ20 山茶椀 ― ―
高台径
10.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部3/12

856 81-3 10区 SD710007 エＤ21 山茶椀 ― ―
高台径
8.4

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部7/12

857 86-8 10区 SD710007 エＣ20 山茶椀 ― ―
高台径
6.6

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 底部3/12

858 81-4 10区 SD710007 エＣ20 山茶椀 ― ―
高台径
7.8

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部6/12 内面平滑。

859 81-2 10区 SD710007 エＤ21 山茶椀 ― ―
高台径
7.4

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部9/12 高台に籾殻痕多数。

860 85-3 10区 SD710007 エＣ20 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部3/12 高台に籾殻痕。

861 86-6 10区 SD710007 エＥ21 山茶椀 ― ―
高台径
7.8

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 底部3/12 内面平滑。

862 85-5 10区 SD710007 エＥ21 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 底部3/12

863 86-3 10区 SD710007 エＥ21 山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部2/12

864 86-5 10区 SD710007 エＣ20 山茶椀 ― ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良
底部2/12
高台欠損

内面変色。

865 80-1 10区 SD710007 エＣ20 平瓦 ―
谷深
0.7

―
凹面ヘラケズリ、凸
面縄タタキ

灰白N5/ 2㎜以下の砂粒含 1/12以下 陶質。

866 81-1 10区 SD710007 エＥ21 丸瓦 ― ― ― 工具ナデ 浅黄橙7.5YR8/4 精良 1/12以下 摩滅が激しい。

867 84-4 10区 SR710011 エＥ21
弥生土器

甕
13.8 ― ―

外面ハケメ、内面ヘ
ラケズリ

にぶい黄橙10YR6/3 精良 口縁部2/12
口縁部に刻目。外面に煤付
着。

868 85-2 10区 表土 ―
弥生土器

壺
13.6 ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3 精良 口縁部2/12

869 85-1 10区 ―
エＣ23

P1
土師器

杯
13.6 2.4 ― 底部外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 4/12

870 85-4 10区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部5/12

871 94-2 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

872 94-3 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片 沈線。

873 94-1 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐7.5YR3/1 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 条線。

874 94-5 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

875 95-8 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR6/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

876 93-4 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR5/1 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

877 94-4 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

878 93-6 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.0

ナデ 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 底部2/12

879 94-8 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/8 3㎜以下の砂粒含 底部小片

880 94-7 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.4

ナデ 橙5YR6/8 3㎜以下の砂粒含 底部1/12

881 93-8 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.2

ナデ 橙5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部1/12

882 93-7 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.2

ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 底部2/12

883 93-5 11区 SH711024 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.8

ナデ 橙5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 底部3/12

884 94-6 11区 SK711016 イＴ５
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR7/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 隆帯＋条線。

885 89-3 11区 SK711017 イＳ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2

3㎜以下の砂粒・
雲母含

体部小片 沈線。

886 89-2 11区 SD711018 イＳ１
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR5/3

2.5㎜以下の砂
粒・雲母含

口縁部小片

887 89-1 11区 SD711018 イＴ１
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3

2㎜以下の砂粒・
雲母含

体部小片 沈線＋条線。

888 87-3 11区 SD711001 イＱ１
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.7

ナデ にぶい黄橙7.5YR6/4
3㎜以下の砂粒多
含

底部4/12

889 93-2 11区 SD711020 イＵ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰白10YR8/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

890 93-3 11区 SD711020 イＵ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 条線。

891 93-1 11区 SD711022 イＴ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい黄橙10YR7/3

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

892 92-8 11区 SD711022 イＴ３
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.2

ナデ 橙7.5YR7/6
2㎜以下の砂粒多
含

底部2/12 摩滅のため調整不明確。

893 87-4 11区 SD711003 イＵ２
土師器

甕
17.4 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

橙5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12
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894 224-4 11区 SD711003 イＪ１
土師器

甕
― ― ― 内外面ハケメ 浅黄橙7.5YR8/3 やや精良 口縁部小片

895 87-5 11区 SD711003 イＴ１
須恵器

杯
15.0 ― ― ロクロナデ 灰N6/

2㎜以下の砂粒・
小石含

口縁部1/12

896 92-7 11区 SD711023 イＸ11 山茶椀 ― ―
高台径
8.4

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部1/12 内面平滑。

897 88-1 11区 SK711011 イＴ10
土師器

皿
14.7 3.2 ― 外面未調整 にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 5/12 粗製。

898 89-4 11区 SK711015 イＴ４
土師器

甕
― ― ― ― 灰黄褐10YR4/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部小片 口縁部に煤付着。

899 212-3 11区 SK711015 イＴ４ 打製石斧
幅

6.92
長
9.4

重
51.3g

― 明オリーブ灰2.5GY7/1 緑泥片岩 ― 未製品。

900 88-3 11区 SD711012 イＷ13
土師器

杯
11.8 ― ― ― 橙5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

901 88-2 11区 SD711012 イＷ13
土師器

杯
15.2 2.4 ― 底部外面未調整 浅黄橙10YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部4/12

902 88-6 11区 SD711012 イＴ11
土師器

杯
13.7 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

903 88-5 11区 SD711012 イＴ11
土師器

杯
13.0 ― ― ― 橙5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 口縁端部に油煙２ヶ所。

904 89-6 11区 SD711012 イＷ13
土師器

甕
21.8 ― ―

外面ハケメ、内面未
調整

にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

905 88-8 11区 SD711012 イＵ12
土師器

甕
― ― ― ― にぶい橙10YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

906 89-5 11区 SD711012 イＷ13
土師器

甕
16.0 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

907 88-7 11区 SD711012 イＴ11
土師器

甕
9.0 ― ―

外面ナデ、内面工具
ナデ

にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

908 88-4 11区 SD711012 イＴ11
土師器
器台

― ―
脚基部
3.1

ナデ 橙5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 脚基部完存 透孔３方。

909 90-5 11区 SD711013 イＹ14
土師器

皿
― ― ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

910 90-6 11区 SD711013 イＹ14
土師器

皿
10.0 ― ― 底部外面ナデ にぶい黄橙10YR7/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

911 90-4 11区 SD711013 イＹ14
土師器

椀
― ―

高台径
8.2

― 浅黄橙2.5YR8/3
1.5㎜以下の砂粒
含

底部3/12

912 90-3 11区 SD711013 イＹ14
土師器

甕
23.5 ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

913 90-2 11区 SD711013 イＹ14
土師器

甕
19.4 ― ― ― 浅黄橙10YR8/3

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

914 90-1 11区 SD711013 イＹ14
土師器

甕
14.0 ― ― 内外面工具ナデ 浅黄橙10YR8/3

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12 頸部に沈線。

915 90-7 11区 SD711013 イＹ14
ロクロ土師器

皿
― ―

底径
3.8

ロクロナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 底部11/12

916 91-4 11区 SD711013 イＹ14
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
6.4

ロクロナデ 灰白5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 底部2/12

917 91-2 11区 SD711013 イＹ14 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 1㎜以下の砂粒含 底部4/12 内面に炭化物付着。

918 91-3 11区 SD711013 イＹ14 山茶椀 ― ―
高台径
9.3

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1
1.5㎜以下の砂粒
含

底部3/12 内面に炭化物付着。

919 91-1 11区 SD711013 イＹ14
陶器
鉢

― ―
高台径
15.2

底部外面ヘラケズリ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部3/12 内面平滑。

920 90-8 11区 SD711013 イＹ14 土錘
径
1.8

残長
3.8

残重
8.15g

ナデ 褐灰10YR6/1 1㎜以下の砂粒含 6/12

921 95-2 11区 SD711027 イＷ12
土師器

皿
15.6 1.8 ― 底部外面未調整 浅黄橙10YR8/4 精良 口縁部1/12

922 95-1 11区 SD711027 イＷ12
土師器

皿
15.0 1.8 ― 底部外面未調整 橙7.5YR7/6 精良 口縁部1/12 底部外面に線刻「×」。

923 97-2 11区 SD711027 イＷ12
土師器

椀
12.0 ― ― 底部外面未調整 橙5YR6/6 精良 口縁部1/12 内面に放射暗文。

924 96-2 11区 SD711027 イＷ12
土師器

甕
― ― ― ハケメ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

925 95-3 11区 SD711027 イＷ12
土師器

甕
12.4 ― ―

外面ハケメ、内面ナ
デ

にぶい黄橙10YR7/2
0.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

926 87-8 11区 SD711007 イＴ６
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/6

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

927 87-7 11区 SD711006 イＴ５
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

928 87-6 11区 SD711004 イＲ１
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.6

ナデ 橙5YR6/6
3㎜以下の砂粒多
含

底部3/12

929 92-5 11区 SD711026 イＴ10
土師器

壺
― ―

脚径
7.5

ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 脚部3/12

930 92-6 11区 SD711026
調査区
壁174層

土師器
壺

― ―
脚径
7.1

ナデ 明赤褐5YR5/6 1㎜以下の砂粒含 脚部8/12

931 95-4 11区 SD711026 イＴ10
土師器
高杯

― ―
脚基部径

2.8
外面工具ナデ 灰白2.5Y8/2

0.5㎜以下の砂粒
含

脚基部完存

932 92-3 11区 SD711026 イＷ12
弥生土器

甕
15.8 ― ― ― 浅黄橙7.5YR8/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

933 92-2 11区 SD711026 イＴ10
土師器

甕
15.6 ― ― 外面ハケメ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

934 95-6 11区 表土 ―
土師器

甕
― ―

脚径
7.8

ナデ にぶい黄橙10YR4/3
0.5㎜以下の砂粒
含

脚部5/12

935 92-4 11区 SD711026 イＷ12
土師器

甕
― ― ― ハケメ 浅黄橙7.5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

936 95-5 11区 表土 イＹ13
土師器

甕
16.0 ― ― ハケメ にぶい橙5YR7/3 0.5㎜の砂粒含 口縁部1/12

937 97-3 11区 表土 イＴ６
陶器
甕

22.0 ― ―
外面ナデ、内面工具
ナデ

灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

938 96-4 11区 表土 ―
土師器

甕
20.8 ― ― ― にぶい黄橙7.5YR5/3 精良 口縁部2/12

939 92-1 11区 SD711026 イＴ10
土師器

甕
16.0 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

にぶい橙5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

940 96-3 11区 ―
イＱ１
Ｐ1

土師器
甕

27.8 ― ― 内外面工具ナデ にぶい黄橙10YR7/2 精良 口縁部1/12
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941 96-1 11区 表土 イＹ13
土師器

甕
― ― ― ハケメ 灰白2.5Y8/2 精良 把手完存

942 96-6 11区 排土 ―
土師器

鍋
― ― ― ― 褐灰10YR4/1 精良 口縁部小片

943 95-7 11区 表土 ―
灰釉陶器

壺
7.2 ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部3/12

944 96-5 11区 表土 ―
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
7.0

ロクロナデ 灰白5Y8/1 精良 底部2/12

945 97-1 11区 表土 ― 平瓦 ―
谷深
1.6

―
凸面縄タタキ、凹面
コビキ

橙5YR7/6 精良 1/12以下 酸化焼成。

946 222-1 11区 表土 ― 石核
幅
3.6

長
5.6

重
27.01g

― 灰白N8/ サヌカイト 完形

947 174-3 12区 SD712001 ―
土師器

椀
13.8 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

948 174-4 12区 SD712001 ―
土師器

椀
12.6 3.1 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/4 精良 ほぼ完形

949 174-1 12区 SD712001 アＹ13
土師器

椀
15.2 ― ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部1/12

950 174-2 12区 SD712001 ウＢ13
土師器

杯
13.8 ― ― 外面ナデ 浅黄橙7.5YR8/4 精良 口縁部2/12

951 174-6 12区 SD712001 ―
土師器

甑
― ― ― ハケメ 灰白2.5Y8/2 精良 口縁部小片

952 174-5 12区 SD712001 アＴ14
黒色土器

椀
― ―

高台径
8.4

内面ヘラミガキ にぶい褐7.5YR6/3 精良 底部6/12 Ａ類。

953 173-5 12区 SD712001 アＴ14
ロクロ土師器

椀
15.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

954 173-1 12区 SD712001 ―
灰釉陶器

椀
18.2 ― ― ロクロナデ 灰白5Y8/1 精良 口縁部1/12

955 173-2 12区 SD712001 ―
灰釉陶器

椀
15.8 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

956 173-4 12区 SD712001 ―
灰釉陶器

壺
19.2 ― ― ロクロナデ 灰白7.5Y7/1 精良 口縁部1/12

957 173-3 12区 SD712001 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.4

ロクロナデ 灰白5Y8/1 2㎜以下の砂粒含 底部8/12 内面に炭化物付着。

958 173-6 12区 SD712001 ―
陶器
皿

9.2 ― ― ロクロナデ 黄灰2.5Y6/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

959 175-1 12区 SD712001 ―
陶器
甕

― ―
底径
20.0

外面タタキ 灰白N7/ 2㎜以下の砂粒含 底部2/12 常滑。

960 173-7 12区 SD712001 アＹ13
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

961 175-2 12区 SD712001 ウＢ13 平瓦 ―
谷深
0.9

―
凸面ヘラケズリ、凹
面布目

浅黄橙7.5YR8/4 6㎜以下の小石含 1/12以下 酸化焼成。

962 173-8 12区 SD712001 アＴ14 土錘
径

1.75
残長
5.45

残重
13.7g

ナデ 黄灰2.5Y5/1 精良 11/12以下

963 163-5 12区 SD712009 アＶ13
土師器

甕
18.0 ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 精良 口縁部2/12

964 236-1 12区 SD712009 アＶ13
土師器

皿
― ― ― 底部外面未調整 橙5YR6/6 精良 底部2/12 底部外面に焼成後線刻。

965 163-2 12区 SD712009 アＶ13
灰釉陶器

皿
14.4 4.5

高台径
6.5

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部2/12欠損
灰釉漬掛け。底部外面に墨
書「本」。

966 163-3 12区 SD712009 アＶ13 山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部3/12

967 7-1 12区 SD712009 ― 鉄斧
幅
3.6

残長
8.0

厚
1.4

― ― ― 10/12以下

968 164-1 12区 SE712005 アＵ13
土師器

鍋
26.0 ― ― 外面未調整 浅黄2.5Y7/3 精良 口縁部2/12

969 163-1 12区 SE712005 アＵ13 山茶椀 15.0 5.1
高台径
6.4

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 口縁部9/12欠損

970 163-4 12区 SD712013 アＸ８
土師器

皿
14.0 2.0 ― ナデ 灰黄2.5Y7/2 精良 口縁部2/12 SD712019の注記あり。

971 164-4 12区 SD712013 アＸ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 暗灰黄2.5Y5/2 4㎜以下の小石含 口縁部小片

波状口縁。沈線。摩滅のた
め調整不明。

972 164-3 12区 SD712013 アＸ８
縄文土器

深鉢
― ―

底径
5.0

ナデ 暗灰黄2.5Y4/2 6㎜以下の小石含 底部4/12 条線。底部外面に網代痕。

973 164-2 12区 SK712014 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/4 4㎜以下の小石含 体部小片 隆帯＋矢羽根状刻目。

974 163-6 12区 SK712014 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.2

― にぶい黄橙10YR7/3 精良 底部2/12

975 164-5 12区 SD712017 アＹ10
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 5㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線＋縄文。

976 198-4 12区 SD712018 アＸ９
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.2

ナデ にぶい褐7.5YR5/4 3㎜以下の砂粒含 底部9/12 沈線。

977 163-7 12区 SD712019 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄褐2.5Y5/3 7㎜以下の小石含 体部小片 沈線＋縄文。

978 171-2 12区 ―
アＸ８
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 明褐7.5YR5/6 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片
沈線。979・983と同一個
体？

979 171-3 12区 ―
アＸ８
Ｐ６

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片
沈線。978・983と同一個
体？

980 166-4 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2 2㎜以下の長石含 口縁部小片 沈線。

981 166-3 12区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線。

982 169-5 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。刺突。

983 171-4 12区 ―
アＸ８
Ｐ６

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片
沈線。978・979と同一個
体？

984 165-3 12区 耕作溝 アＵ14
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR6/3 1㎜以下の長石含 口縁部小片 沈線。

985 165-2 12区 包含層 アＴ14
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 押圧＋縄文。

986 172-2 12区 ―
アＸ８
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 体部小片
隆帯＋刺突文＋矢羽根状刻
目。

987 168-4 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄2.5Y6/3 4㎜以下の小石含 口縁部小片 波状口縁。竹管文＋沈線。
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988 165-1 12区 表土 ウＡ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄2.5Y6/2 1㎜以下の長石含 体部小片 竹管文。

989 169-1 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 7㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線。

990 169-3 12区 表土 アＸ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄褐2.5Y5/3 5㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

991 235-7 12区 ―
アＸ７
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/4 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片
沈線。摩滅のため調整不明
確。

992 166-1 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR4/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

993 168-2 12区 ―
アＹ９
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄2.5Y6/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋条線。

994 234-3 12区 ―
アＹ９
Ｐ５

縄文土器
深鉢

― ― ― ― にぶい褐7.5YR5/4
4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
沈線。摩滅のため調整不
明。

995 167-3 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄2.5Y7/2 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線＋条線。

996 172-1 12区 ―
アＸ８
Ｐ４

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

997 169-6 12区 ―
アＹ８
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

998 169-2 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄2.5Y7/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

999 166-5 12区 表土 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋条線。

1000 165-7 12区 表土 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1001 166-6 12区 表土 アＸ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐7.5YR4/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1002 169-7 12区 表土 アＸ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/4 3㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線。

1003 167-5 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 暗灰黄2.5Y5/2 4㎜以下の小石含 体部小片 沈線。

1004 166-7 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

1005 171-1 12区 ―
アＹ８
Ｐ１

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 縄文。

1006 172-6 12区 ―
アＹ９
Ｐ２

縄文土器
浅鉢

― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の長石含 口縁部小片

1007 234-6 12区 ―
アＹ８
Ｐ９

縄文土器
深鉢

― ― ― ― にぶい黄褐10YR7/3
4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

1008 165-5 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

磨消縄文。1009と同一個体
か。

1009 165-6 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄2.5Y7/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

磨消縄文。1008と同一個体
か。

1010 166-2 12区 表土 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の長石含 口縁部小片 波状口縁。磨消縄文。

1011 172-4 12区 ―
アＹ８
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 磨消縄文。

1012 170-2 12区 ―
アＸ８
Ｐ４

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 5㎜以下の砂粒含 口縁部小片
波状口縁。磨消縄文。
1019・1022と同一個体か。

1013 167-6 12区 表土 アＹ９
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 磨消縄文。

1014 234-4 12区 ―
アＹ９
Ｐ５

縄文土器
深鉢

― ― ― ― にぶい橙7.5YR6/4
5㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
摩滅のため調整・文様不
明。

1015 168-6 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 磨消縄文。

1016 234-5 12区 ―
アＹ９
Ｐ５

縄文土器
深鉢

― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3
3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
磨消縄文。摩滅のため調整
不明。

1017 169-4 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄2.5Y6/2 4㎜以下の小石含 体部小片 磨消縄文。

1018 170-4 12区 ―
アＹ８
Ｐ６

縄文土器
深鉢

32.5 ― ― ― 浅黄2.5Y7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 磨消縄文。

1019 170-1 12区 表土 アＹ７
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄褐10YR5/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片

磨消縄文。1012・1022と同
一個体か。

1020 167-4 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ヘラミガキ 灰黄2.5Y6/2 2㎜以下の砂粒含 体部小片 磨消縄文。

1021 166-8 12区 表土 アＹ11
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR4/1 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

1022 170-3 12区 ―
アＹ８
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 黒褐10YR3/2 1㎜以下の砂粒含 体部小片 磨消縄文。

1023 172-5 12区 ―
アＹ８
Ｐ６

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ 橙2.5YR6/6 2㎜以下の砂粒含 底部小片 底部外面に網代痕。

1024 172-3 12区 ―
アＸ８
Ｐ６

縄文土器
深鉢

― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 底部小片

1025 168-5 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 4㎜以下の小石含 底部小片

1026 168-1 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ―

底径
14.0

ナデ にぶい黄橙10YR7/4 2㎜以下の砂粒含 底部2/12

1027 168-3 12区 表土 アＹ８
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR6/6 4㎜以下の小石含 底部小片

1028 172-8 12区 ―
アＴ14
Ｐ１

土師器
皿

14.3 ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部1/12

1029 167-2 12区 表土 ―
土師器
高杯

― ―
脚基部
4.3

脚柱部外面ヘラケズ
リ

橙5YR6/6 精良 脚基部完存

1030 165-4 12区 包含層 アＷ12
ロクロ土師器

椀
― ―

高台径
7.4

ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 底部1/12 焼成不良。

1031 172-7 12区 ―
アＲ14
Ｐ１

灰釉陶器
椀

― ―
高台径
7.3

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部10/12

1032 167-1 12区 表土 ―
須恵器

甕
22.0 ― ― ロクロナデ 灰10Y6/1 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

1033 168-7 12区 包含層 アＶ13
施釉陶器

壺
― ― ― ロクロナデ 灰白7.5Y7/1 精良 体部小片

体部外面に線刻文。古瀬
戸。

1034 169-8 12区 包含層 アＱ16 加工円盤
径
2.6

厚
0.8

重
7.82g

― 灰黄2.5Y7/2 精良 完形 陶器擂鉢を加工。瀬戸。
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1035 213-6 12区 表土 アＹ９ 打欠石錘
幅
6.1

長
6.51

重
96.1g

― 褐灰10YR5/1 チャート 完形 被熱のため石材不明確。

1036 217-1 12区 ―
アＹ９
Ｐ２

石鏃
幅
1.7

長
3.4

重
2.1g

― 灰白N5/ サヌカイト 完形

1037 116-9 13区 SE713035
東側半
裁

土師器
皿

8.6 1.1 ― 底部外面未調整 にぶい橙7.5YR6/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

1038 116-8 13区 SE713035
東側半
裁

土師器
甕

― ― ― 外面一部工具ナデ 浅黄橙7.5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1039 116-7 13区 SE713035
東側半
裁

土師器
鍋

― ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 外面に煤付着。

1040 116-1 13区 SE713035 上層 山茶椀 14.8 5.3
高台径
6.6

ロクロナデ 灰白N8/
1.5㎜以下の砂粒
含

底部4/12 高台に籾殻痕。

1041 116-5 13区 SE713035
東側半
裁

山茶椀 15.6 5.4
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 底部3/12
高台に籾殻痕。内面に煤付
着。

1042 115-4 13区 SE713035 ― 山茶椀 15.4 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 内面に煤付着。

1043 116-4 13区 SE713035 上層 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白N7/
1.5㎜以下の砂粒
含

底部3/12

1044 116-2 13区 SE713035 上層 山茶椀 ― ―
高台径
6.6

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部5/12 内面平滑。内面若干黒変。

1045 116-3 13区 SE713035 上層
山茶椀
小椀

― ―
高台径
3.6

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部10/12

1046 116-6 13区 SE713035
東側半
裁

山茶椀 ― ―
高台径
7.4

ロクロナデ 灰白N7/ 微砂粒含 底部4/12 内面平滑。均質。

1047 115-1 13区 SE713035 エＩ３
陶器
甕

35.6 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 常滑。

1048 115-3 13区 SE713035 エＩ３
陶器
鉢

― ―
底径
14.6

ロクロナデ 灰白N7/ 3㎜以下の砂粒含 底部2/12 常滑。

1049 115-2 13区 SE713035 エＩ３
陶器
鉢

― ― ―
体部下部外面ロクロ
ケズリ

灰白N8/ 3㎜以下の砂粒含 高台基部1/12 山茶椀質。

1050 214-3 13区 SE713035
東側半
裁

打欠石錘
幅

3.34
長

5.24
重

32.0g
― 灰10Y5/1 砂岩 完形

1051 113-4 13区 SK713011 ― 山茶椀 19.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部1/12以下

1052 113-3 13区 SK713011 ― 山茶椀 ― ―
底径
8.8

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部2/12 内面平滑。

1053 117-1 13区 SA713039 №5柱痕
土師器

皿
8.2 1.5 ― 底部外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 完形

1054 120-2 13区 SA713039 エＪ２
土師器

甕
21.6 ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 口縁部外面に厚く煤付着。

1055 119-1 13区 SA713039
エＨ２
Ｐ２

山茶椀 15.4 5.5
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部7/12欠損 高台に籾殻痕。

1056 117-2 13区 SA713039 №5柱痕 山茶椀 ― ―
高台径
7.6

ロクロナデ 灰白5Y7/1 4㎜以下の砂粒含 底部7/12
内面平滑。内面に炭化物煤
付着。

1057 118-1 13区 SA713039
エＨ２
Ｐ２

陶器
鉢

35.4 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1058 118-2 13区 SA713039
エＨ２
Ｐ２

陶器
鉢

― ―
高台径
20.0

体部外面下端ロクロ
ケズリ

灰白2.5Y7/1 4㎜以下の石粒含 底部1/12 常滑。底部に煤付着。

1059 113-1 13区 SB713036
SK

713026
土師器

杯
14.0 2.6 ― 底部外面未調整 橙7.5YR7/6 精良 口縁部5/12

1060 119-5 13区 SB713036
エＦ１
Ｐ２

ロクロ土師器
皿

8.2 1.7
底径
4.0

ロクロナデ 灰白2.5Y8/2 5㎜以下の小石含 完形

1061 119-6 13区 SB713036
エＦ１
Ｐ３

縄文土器
深鉢

― ―
底径
8.0

― 橙7.5YR6/6 2㎜以下の石粒含 底部2/12 底部外面に薄く煤付着。

1062 114-1 13区 SK713029 ウＩ24 山茶椀 ― ―
高台径
7.3

ロクロナデ 灰白N7/ 1㎜以下の砂粒含 底部2/12

1063 120-5 13区 SB713037 №3掘形
土師器

甕
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 外面に煤付着。

1064 98-4 13区 SD713001 ―
土師器

杯
11.0 ― ― 底部外面未調整 浅黄橙10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1065 100-7 13区 SD713001 ―
土師器

皿
16.0 ― ― 底部外面未調整 橙5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1066 98-6 13区 SD713001 ―
土師器

皿
13.0 1.3 ― 底部外面未調整 にぶい黄橙10YR7/2 精良 口縁部2/12

1067 98-5 13区 SD713001 ―
土師器

甕
― ― ― ― にぶい橙5YR6/4 精良 口縁部小片

1068 98-1 13区 SD713001 ―
土師器

甕
16.0 ― ―

体部外面ヘラケズ
リ、内面工具ナデ

灰白10YR8/2 精良 口縁部2/12

1069 98-2 13区 SD713001 ―
瓦器
皿

― ― ― 内面ヘラミガキ 灰N4/1 精良 口縁部小片 口縁端部内面に沈線。

1070 98-3 13区 SD713001 ―
須恵器

甕
― ― ― ロクロナデ 灰N5/1 精良 口縁部小片

1071 100-3 13区 SD713001 ― 山茶椀 ― ― ― ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 口縁部小片

1072 98-7 13区 SD713001 ― 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 底部2/12

1073 99-5 13区 SD713001 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 波状口縁。沈線＋刺突。

1074 99-1 13区 SD713001 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 精良 体部小片 沈線。

1075 99-4 13区 SD713001 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 明褐7.5YR5/6 4㎜以下の砂粒含 体部小片 縄文。

1076 98-8 13区 SD713001 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
5.2

ナデ にぶい黄橙10YR6/3 3㎜以下の砂粒含 底部完存

1077 110-2 13区 SD713008 エＦ２
土師器

皿
8.9

1.5～
2.0

― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 完形

1078 110-1 13区 SD713008 エＦ２ 山茶椀 ― ―
高台径
6.5

ロクロナデ 灰白N7/
1.5㎜以下の砂粒
含

底部完存 内面平滑。漆状の付着物。

1079 108-6 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/4 6㎜以下の小石含 口縁部小片 沈線＋刺突。

1080 110-5 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黒褐10YR3/1

2㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片 波状口縁。渦文＋刻目。

1081 110-4 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰褐7.5YR5/2

3.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

口縁部小片 条線。
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1082 109-2 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ にぶい褐7.5YR6/3 4㎜以下の小石含 口縁部小片 刺突。

1083 110-6 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐10YR3/1

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片 隆帯＋刺突＋沈線。

1084 110-3 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 摩滅のため調整不明。

1085 214-1 13区 SD713008 エＦ２ 打欠石錘
幅

4.71
長

5.81
残重
51.0g

― 灰白10Y8/2 泥岩 6/12

1086 100-6 13区 SD713002 ―
土師器

甕
― ― ― ― にぶい橙7.5YR6/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1087 113-5 13区 SD713016 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 黄灰2.5Y6/1 精良 底部4/12 内面平滑、黒変。

1088 114-8 13区 SD713034
北半上
層

弥生土器
甕

― ―
底径
4.0

外面工具ナデ 橙2.5YR6/6 3㎜以下の砂粒含 底部9/12

1089 114-6 13区 SD713034 ウＦ25
土師器

杯
14.8 ― ― ナデ 橙5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1090 114-7 13区 SD713034 エＦ１
土師器

皿
13.5 ― ― ナデ 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1091 114-5 13区 SD713034 ―
土師器

鍋
― ― ― ナデ 灰褐7.5YR4/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁部に煤？付着。

1092 114-3 13区 SD713034 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.2

ロクロナデ 灰白N7/ 1㎜以下の砂粒含 底部3/12

1093 114-2 13区 SD713034 ― 山茶椀 ― ―
高台径
8.4

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部2/12 内面平滑。墨痕。

1094 114-4 13区 SD713034 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 底部2/12 高台摩耗。

1095 117-7 13区 SD713040 エＦ３
土師器

皿
13.5 ― ― 外面未調整 灰白10YR8/2

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12

1096 117-6 13区 SD713040 エＦ３
土師器

皿
7.2 1.4 ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

1097 117-3 13区 SD713040 エＦ３ 山茶椀 15.2 ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 4㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1098 117-4 13区 SD713040 エＦ３ 山茶椀 15.2 ― ― ロクロナデ 灰白10YR7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1099 117-5 13区 SD713040 エＦ３ 山茶椀 ― ―
高台径
6.2

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1100 104-3 13区 SD713004 ウＬ25
土師器

椀
12.3 ― ― 外面未調整 にぶい橙5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12

1101 101-7 13区 SD713004 ―
土師器

椀
― ―

高台径
6.0

― 浅黄橙10YR8/3 4㎜以下の小石含 底部7/12

1102 224-5 13区 SD713004 ウＬ25
土師器

杯
14.8 ― ― 外面未調整 灰N6/ やや精良 口縁部1/12

1103 100-2 13区 SD713004 ―
土師器

杯
13.0 ― ― 外面未調整 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部2/12

1104 100-1 13区 SD713004 ―
土師器

杯
14.0 ― ― 外面ナデ 橙5YR7/6 精良 口縁部1/12

1105 104-2 13区 SD713004 ウＬ25
土師器

皿
11.4 ― ― 外面未調整 灰白7.5YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

1106 101-2 13区 SD713004 ―
土師器

皿
14.0 2.0 ― 外面未調整 灰白2.5Y8/2 精良 口縁部1/12

1107 101-6 13区 SD713004 ―
土師器

皿
12.0 2.4 ― 外面未調整 灰白10YR8/2 精良 完形

1108 101-3 13区 SD713004 ―
土師器

鍋
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1109 101-4 13区 SD713004 ―
土師器

椀
18.0 3.5 ― 外面ナデ にぶい橙7.5YR7/4 4㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

1110 104-1 13区 SD713004 ウＬ25
土師器

鉢
20.0 ― ―

外面上半ハケメ、下
半未調整

にぶい黄橙10YR7/3
1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部1/12

1111 101-1 13区 SD713004 ―
土師器

甕
― ―

頸部径
20.0

外面ヘラケズリ、内
面工具ナデ

にぶい橙2.5YR6/4 3㎜以下の小石含 頸部2/12

1112 102-5 13区 SD713004 ―
灰釉陶器

椀
― ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 口縁部小片

1113 104-6 13区 SD713004 ― 山茶椀 17.0 ― ― ロクロナデ 灰白N7/ 微砂粒含 口縁部1/12

1114 102-4 13区 SD713004 ― 山茶椀 17.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部2/12

1115 103-4 13区 SD713004 ― 山茶椀 15.0 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y8/1 精良 口縁部1/12

1116 103-3 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.2

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部4/12

1117 102-3 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.4

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部完存

1118 102-6 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 底部5/12

1119 103-1 13区 SD713004 ― 山茶椀 15.0 5.7
高台径
6.7

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 6/12

1120 99-6 13区 SD713004 ― 山茶椀 16.0 ― ― ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 口縁部1/12

1121 100-4 13区 SD713004 ― 山茶椀 15.0 ― ― ロクロナデ 褐灰10YR6/1 精良 口縁部1/12 内面から外面へ煤付着。

1122 100-5 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部3/12 底部外面ヘラ切り。

1123 104-5 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.1

ロクロナデ 灰白N7/ 1㎜以下の砂粒含 底部2/12 内面平滑。

1124 103-6 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.2

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 3㎜以下の小石含 底部4/12 内面平滑。

1125 103-5 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白10YR7/1 精良 底部4/12

1126 103-2 13区 SD713004 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.4

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 底部5/12 底部外面に沈線。

1127 101-5 13区 SD713004 ―
青磁
椀

― ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 精良 口縁部小片 龍泉。蓮弁文。

1128 99-3 13区 SD713004 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 渦文。
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1129 102-2 13区 SD713004 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋縄文。

1130 104-4 13区 SD713004 ウＬ25
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR4/2

1.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片 沈線。

1131 102-1 13区 SD713004 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.0

ナデ 明赤褐5YR5/6 5㎜以下の小石含 底部3/12

1132 108-3 13区 SD713006 エＬ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR5/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 突起。沈線＋円形刺突。

1133 109-7 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙7.5YR6/4

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 突起。刺突＋円孔。

1134 109-6 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 橙5YR7/6

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 突起。円孔。

1135 113-8 13区 SD713021 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰10YR5/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 突起。円孔。

1136 111-4 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 褐黄褐10YR4/2

2.5㎜以下の砂
粒・雲母含

口縁部小片 沈線＋刻目。

1137 109-1 13区 SD713008 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙7.5YR8/4

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 刻目。

1138 106-1 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ？ 灰黄橙10YR5/2

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 沈線＋刻目。

1139 111-5 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3

3㎜以下の砂粒多
含・雲母含

口縁部小片 沈線。

1140 117-8 13区 SD713041 エＨ１
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
波状口縁。沈線＋円形刺
突。

1141 108-4 13区 SD713006 エＬ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/3

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 沈線。

1142 111-6 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい褐7.5YR5/3

2㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片 波状口縁。沈線。

1143 110-9 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ？ にぶい黄橙10YR7/2

2.5㎜以下の砂粒
多含・雲母含

口縁部小片 沈線。

1144 110-10 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 褐7.5YR4/3

2.5㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片 沈線＋縄文。

1145 109-3 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ 黒褐7.5YR3/2

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 沈線＋条線。

1146 109-4 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 浅黄橙7.5YR8/4

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 沈線。

1147 126-4 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄褐2.5Y5/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1148 111-3 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい褐7.5YR5/4 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1149 105-4 13区 SD713005 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい褐7.5YR5/4

4㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片
沈線。摩滅のため調整不
明。

1150 105-3 13区 SD713005 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR4/2

3㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片
沈線。摩滅のため調整不
明。

1151 107-8 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

1152 121-4 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1153 110-7 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 褐灰7.5YR4/1

2㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片 沈線。

1154 108-2 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ？ にぶい黄褐10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線＋刺突。

1155 108-1 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 黒褐10YR3/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線。

1156 109-5 13区 SD713006 エＬ２
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐7.5YR4/3

2㎜以下の砂粒多
含

体部小片 沈線。

1157 106-2 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2

2㎜以下の砂粒多
含

体部小片
沈線。摩滅のため調整不
明。

1158 105-2 13区 SD713005 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい褐7.5YR5/3

3㎜以下の砂粒多
含、雲母含

体部小片
沈線＋条線。摩滅のため調
整不明。

1159 110-8 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 黒褐10YR3/2

3㎜以下の砂粒多
含、雲母含

体部小片 沈線＋縄文＋円孔。

1160 105-8 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい褐7.5YR5/4

4㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片
条線。摩滅のため調整不
明。

1161 111-2 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい褐7.5YR6/3

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

体部小片
条線。摩滅のため調整不
明。

1162 99-2 13区 SK713003 エＮ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR5/2 3㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

1163 106-3 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黒褐10YR3/2

2.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

体部小片
沈線。摩滅のため調整不
明。

1164 112-3 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/4 7㎜以下の小石含 体部小片 条線。

1165 113-7 13区 SD713015 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 体部小片 沈線。

1166 111-1 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ にぶい黄橙10YR6/3

3.5㎜以下の砂
粒・雲母含

体部小片 条線。

1167 110-11 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黒褐10YR3/1

2㎜以下の砂粒多
含・雲母含

体部小片
条線。摩滅のため調整不
明。全片黒斑。

1168 105-1 13区 SD713005 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR4/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
沈線＋縄文。摩滅のため調
整不明。

1169 106-5 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 褐灰7.5YR4/1

2㎜以下の砂粒多
含・雲母含

口縁部小片 沈線＋縄文。

1170 105-7 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 黒褐10YR3/3

4㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片
沈線＋縄文。摩滅のため調
整不明。

1171 121-5 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐2.5Y3/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 沈線＋縄文。

1172 111-7 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2

1.5㎜以下の砂
粒・雲母含

体部小片 条線＋縄文。

1173 105-6 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 灰黄褐10YR4/2

2.5㎜以下の砂粒
多含・雲母含

体部小片 沈線＋縄文。

1174 105-5 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/4

2.5㎜以下の砂粒
多含・雲母含

体部小片
沈線＋縄文。摩滅のため調
整不明。

1175 106-4 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 灰黄褐10YR4/2

2.5㎜以下の砂粒
多含・雲母含

体部小片 沈線＋縄文。
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1176 108-5 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3

3㎜以下の砂粒多
含

体部小片 沈線＋縄文。外面黒変。

1177 122-8 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黒褐7.5YR3/1

1㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 刻目。

1178 121-2 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ？ にぶい黄橙10YR7/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 摩滅のため調整不明確。

1179 121-3 13区 表土 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ？ 褐灰10YR4/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片 摩滅のため調整不明確。

1180 107-4 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 5㎜以下の小石含 口縁部小片

1181 112-4 13区 SD713015 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい橙7.5YR6/4 5㎜以下の小石含 口縁部小片

1182 107-5 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3

2㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 内面一部黒斑。

1183 104-7 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい褐7.5YR5/4

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片 摩滅のため調整不明。

1184 111-8 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい褐2.5YR5/3 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1185 104-8 13区 SD713005 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片 摩滅のため調整不明。

1186 111-9 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ？ 灰黄褐10YR4/2

2.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

口縁部小片 摩滅のため調整不明確。

1187 107-6 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ 灰黄褐10YR5/2

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片

1188 113-2 13区 SD713015 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ 黄灰2.5Y4/1 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 口縁部内面に弱い沈線。

1189 107-7 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ヘラミガキ にぶい橙7.5YR7/3 4㎜以下の小石含 口縁部小片

1190 113-6 13区 SD713015 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― ナデ にぶい黄橙10YR7/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1191 112-2 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ― ― 工具ナデ 褐灰10YR4/1 4㎜以下の砂粒含 口縁部小片 全片黒斑。

1192 117-9 13区 SD713041 エＩ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.8

― にぶい赤褐5YR5/4
3㎜以下の砂粒多
含

底部2/12 摩滅のため調整不明。

1193 107-1 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.5

ナデ 橙5YR6/6
3㎜以下の砂粒多
含

底部9/12

1194 107-3 13区 SD713006 エＬ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
6.6

ナデ 橙5YR6/6
2㎜以下の砂粒多
含

底部3/12

1195 112-1 13区 SD713009 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.0

工具ナデ にぶい黄橙10YR6/3 4㎜以下の砂粒含 底部7/12 底部外面に網代痕。

1196 107-2 13区 SD713006 ―
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.0

ヘラミガキ？ にぶい橙7.5YR6/4
2㎜以下の砂粒多
含

底部3/12 摩滅のため調整不明確。

1197 106-6 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器

深鉢
― ―

底径
8.2

― にぶい橙7.5YR7/4
3㎜以下の砂粒多
含

底部4/12 摩滅のため調整不明。

1198 106-7 13区 SD713006 エＬ２
縄文土器

深鉢
― ―

底径
7.4

― 橙7.5YR6/6
3㎜以下の砂粒多
含

底部3/12 摩滅のため調整不明。

1199 108-7 13区 SD713006 エＭ３
縄文土器
注口土器

― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2
2㎜以下の砂粒多
含

注口7/12以下

1200 126-3 13区 表土 ―
弥生土器

高杯
― ― ― ヘラミガキ 橙5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 脚柱部4/12 横線文。

1201 224-6 13区
北サブトレ
ンチ

―
土師器

杯
13.8 3.8 ―

底部外面ヘラケズ
リ、他はヘラミガキ

浅黄橙7.5YR8/4 やや精良 口縁部1/12

1202 123-1 13区 表土 ―
土師器

皿
12.6 2.7 ― ナデ 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 5/12

1203 124-3 13区 表土 ―
土師器

皿
15.0 2.5 ― 底部外面未調整 灰白2.5Y8/1

1.5㎜以下の砂粒
含

口縁部2/12

1204 119-4 13区 ―
ウＧ25
Ｐ２

土師器
皿

8.2 1.3 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

1205 123-2 13区 表土 ―
土師器

皿
7.4 1.4 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 精良 5/12

1206 123-3 13区 表土 ―
土師器

皿
7.6 1.3 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 精良 5/12

1207 126-1 13区 表土 ―
土師器

皿
7.6 1.2 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 完形

1208 126-2 13区 表土 ―
土師器

皿
7.4 1.0 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/3 3㎜以下の砂粒含 ほぼ完形

1209 119-3 13区 ―
エＩ１
Ｐ８

土師器
皿

8.8 0.9 ― 底部外面未調整 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 3/12

1210 122-1 13区 表土 ―
土師器

甕
16.0 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

灰黄褐10YR5/2
0.5㎜以下の砂粒
含

口縁部3/12

1211 120-1 13区 ―
エＦ３
Ｐ１

土師器
甕

26.0 ― ― ハケメ 橙7.5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 内面に煤付着。

1212 120-3 13区 ―
エＩ１
Ｐ５

土師器
甕

― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片 外面に煤付着。

1213 120-4 13区 ―
エＦ３
Ｐ１

土師器
甕

― ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

1214 112-5 13区 SD713009 ―
土師器

甕
13.0 ― ―

外面ハケメ、内面工
具ナデ

にぶい黄橙10YR7/3 精良 口縁部1/12

1215 127-1 13区 表土 ―
土師器

鍋
28.6 ― ― ハケメ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 内面煤付着。

1216 125-2 13区 表土 ―
土師器

鍋
35.4 ― ― ― 灰白10YR8/2 2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 内面煤付着。

1217 125-1 13区 表土 ―
土師器

鍋
34.6 ― ― ― 灰白10YR8/2 4㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 外面に煤若干付着。

1218 124-1 13区 表土 ― 山茶椀 15.6 4.7
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白2.5Y8/2
5.5㎜以下の砂粒
含

口縁部3/12欠損 底部外面に煤付着。

1219 124-2 13区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
8.6

ロクロナデ 灰白10YR7/1 2㎜以下の砂粒含 底部4/12

1220 122-3 13区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.9

ロクロナデ 灰黄2.5Y6/2 精良 底部1/12

1221 119-2 13区 ―
エＨ１
Ｐ３

山茶椀 15.6 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 口縁部に自然釉。

1222 122-7 13区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.3

ロクロナデ 灰白N8/ 精良 底部4/12
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1223 122-6 13区 包含層 ― 山茶椀 ― ―
高台径
6.0

ロクロナデ 灰白5Y7/1 精良 底部3/12

1224 122-2 13区 表土 ― 山茶椀 ― ―
高台径
7.8

ロクロナデ 灰白N8/ 精良 底部5/12 高台に籾殻痕。

1225 122-5 13区 表土 ―
陶器
壺

― ―
高台径
12.2

外面ロクロケズリ 灰白5Y7/1 精良 底部1/12

1226 121-1 13区 包含層 エＧ２
陶器
鉢

29.4 11.5
底径
13.8

外面工具ナデ、内面
下半ロクロケズリ

にぶい褐7.5YR6/3
3㎜以下の砂粒若
干含

2/12

1227 122-4 13区 排土 ―
白磁
椀

― ―
高台径
5.8

底部外面ロクロケズ
リ

灰白7.5Y7/1 精良 底部完存

1228 218-2 13区 SD713015 ― 石鏃
幅
1.6

長
2.2

残重
0.77g

― 灰N5/ サヌカイト 左脚部欠損

1229 218-1 13区 SD713009 ― 石鏃
幅

1.95
長

2.55
残重
1.49g

― 灰N6/ サヌカイト 左脚部欠損

1230 223-1 13区 SD713041 エＩ２ 石核
幅
5.3

長
4.1

重
32.14g

― 灰N6/ サヌカイト 完形

1231 220-2 13区 SD713005 ― ＲＦ
幅
5.5

長
3.2

重
6.66g

― 灰N6/ サヌカイト 完形

1232 219-3 13区 表土 ― 石錐
幅
2.6

長
2.9

重
4.31g

― 灰白N7/ サヌカイト 完形

1233 214-7 13区 SD713005 ― 打欠石錘
幅

6.63
長

7.01
重

145.3g
― 灰白2.5Y8/1 砂岩 完形

1234 214-4 13区 包含層 エＨ２ 打欠石錘
幅

5.55
長

7.16
重

91.6g
― 灰白7.5Y7/1 砂岩 完形

1235 214-5 13区 SD713009 ― 打欠石錘
幅

4.96
長

6.24
重

91.3g
― 灰白7.5Y7/1 砂岩 完形

1236 213-8 13区 SD713006 エＭ３ 打欠石錘
幅

4.46
長
5.0

重
45.6g

― 灰白7.5Y7/1 砂岩 完形

1237 214-2 13区 SB713038
エＧ１
№２

切目石錘
幅

3.81
長

5.81
重

48.4g
― 灰N5/ 砂岩 完形

1238 7-2 13区 包含層 エＧ２
金属製品

銭貨
径
2.3

― ― ― ― ― 完形 「開元通宝」。

第２表　第７次調査出土遺物観察表

桁×梁 桁行（m）梁行（m） 桁行（m） 梁行（m）

SB702006 ２×２ 2.85
2.4
2.55

E30°S 1.35＋1.5
1.35＋1.05
1.5＋1.05

不明 棟方向は仮定。

SA702007 ３ 6.35 ― E25°S 2.0＋2.1＋2.25 ― 不明

SA702008 ５ 10.8 ― E20°S
2.1＋1.95＋2.25＋1.8＋
1.35＋1.35

― 不明

SA702009 ６ 12.6 ― E20°S
2.25＋2.1＋2.1＋1.8＋1.95
＋1.2＋1.2

― 不明

SA702010 ３ 7.2 ― E20°S 2.25＋2.55＋2.4 ― 不明

SA702011 （２） （3.75） ― N4°E 1.95＋1.8＋α ― 不明

SA703023 （２） （3.75） ― N4°E 1.95＋1.8＋α ― 不明

SB706038 （３）×２ （4.2） 4.2 E15°S
2.1＋2.1＋α

1.5＋α
2.1 室町後

SB708005 （２）×４ （3.75） 8.85 E8°S α＋1.95＋1.8 2.4＋2.1＋2.1＋2.25 平安中
東西棟に仮定。総柱型。時
期決定に疑問を残す。

SB708009 ３×（２） 5.1 2.8 N28°E 1.35＋1.65＋2.1 ― 平安中
妻柱検出できず。SB708010
と同時期に仮定。

SB708010 ３×２
4.5
4.35

2.0 N33°E
0.9＋2.1＋1.5
1.5＋1.35＋1.5

1.1＋0.9 平安中

SB713036 ４×２ 9.3 4.05 E6°N 2.25＋2.7＋2.4＋1.95 1.8＋2.25 平安中 中央に間仕切り。

SB713037 ５×２ 10.5 4.2 E13°N
2.4＋1.8＋2.1＋1.8＋2.1

2.1
2.1

平安中
～後

南面庇。

SB713038 ２×２ 3.9
3.9
4.2

E1°N 1.95
1.95

1.95＋2.25
平安末
～鎌倉

総柱。東西棟に仮定。

SA713039
南北９
東西３

南北
17.55

東西
6.9

N1°W
平安末
～鎌倉

SB713038と方向を揃える。

SA713042 ４ 9.75 ― E15°N 2.4＋2.4＋3.0＋1.95 ―
平安中
～後

SB713037と方向を揃える。
鎌倉に下る可能性を残す。

第３表　第７次調査掘立柱建物・柱列一覧

南北1.95＋1.65＋1.95＋1.8＋1.95＋2.4＋2.25＋
1.8＋1.8、東西2.1＋2.4＋2.4

遺構名
規模 柱間寸法

備　 　　考時期棟方向

第２表　第７次調査出土遺物観察表㉗

第３表　第７次調査掘立柱建物・柱列一覧
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Ⅳ．第８次調査
　第８次調査は、第５次調査及び第６次調査で発掘

調査を保留した農道部分等を対象に実施した工事立

会による発掘調査である。このため調査区は 10 ヶ

所に分かれ、しかも狭小である。

　１．１－１区

　第５次調査７－３区と８区の間に位置する狭小な

調査区である。東西に延びる２条の溝、ＳＤ 815・

816 を検出した。

ＳＤ８１５　幅は、80㎝から 1.5 ｍで一定を欠く。

深さは検出面から 30㎝程度で、幅に比べ浅いもの

である。北へ弯曲気味に延びる形状もあり、自然流

路の可能性がある。室町時代の土師器鍋の小片が出

土している。

ＳＤ８１６　幅は３～４ｍ、検出面からの深さは

80㎝程度を測る比較的大規模なものである。現代の

水路が重複するため、埋土の上半が撹乱されている

が、弥生末～古墳時代の土師器小片が出土している。

溝幅は一定を欠き、北岸は第５次調査８区に含まれ

る。これにより、ＳＤ 58019 やＳＤ 58020 と同一遺

構としたいところである。しかし、両者からは中世

の遺物が出土し、室町時代に下る結果がでている。

ここでは、これまでの朝見遺跡の調査で検出されて

いる弥生末～古墳時代初頭の自然流路のひとつとし

ておくが、流路や溝が複雑に重複する場所であるこ

とに加え、調査区が狭小なことも一因し、遺構検出

に確実性を欠く可能性があることを断っておく。

　２．１－２区

　第５次調査７－１区と７－２区、第６次調査５－

１区と５－２区の間に位置する。幅５ｍ、南北 14

ｍの細長い調査区であるが、工事により本来の地表

は消滅している。その調査区を縦断するＳＤ 817 を

検出した。水道管により東岸を撹乱されているが、

幅 1.5 ～２ｍ、検出面からの深さは１ｍを測る。埋

土は礫を含む層をはじめ細流砂の上層と粘土やシル

トの下層に大別される。遺物の出土は無く、時期の

決定は困難である。隣接する第５次調査や第６次調

査でも同様な方向の溝を多数検出しているが、古墳

時代や鎌倉時代から室町時代と多様な状況である。

　３．２－１区

　第５次調査６区の東端に接する調査区である。細

長い調査区を縦断する農業用水路により、調査区中

央部が撹乱を受けている。調査区南西部で１基の井

戸と１条の溝を検出した。

ＳＥ８１０　調査区端の検出で、第５次調査で検

出したＳＫ 56013 の南側の一部である。第５次調査

では深さ１ｍで底に達し、井戸を示すものは無く、

水溜的な機能を想定している。今回の調査結果は、

それを否定も肯定もできないものであった。

ＳＤ８０９　調査区南西端で検出した不定形な溝

である。第５次調査で検出されたＳＤ 56016 の南東

岸と考えられる。遺物の出土は無いが、ＳＥ 810 よ

り先行するものである。

SD58017

SD58020

SD58019

SD57072

第108図　第８次調査１-１区平面図（1：200）

第５次調査７-３区

第５次調査８区

１-１区

X=－159,580m

X=－159,590m

SD816

SD815

Y
=
5
2
,
9
3
0
m

０ 10ｍ
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　４．２－２区

　第５次調査５区と６区の間に位置する狭小な調査

区で、中央を農業用水路により撹乱されているもの

の、井戸１基、土坑１基、溝３条等の多くの遺構を

検出している。

　ＳＥ８０８　調査区北端での検出のため、全体の

形状は不明である。土層の状況から掘形と井戸本体

を識別できるが、本来の規模を現すものでは無い。

現況から約１ｍ、標高約６ｍ以下は還元層となって

いる。しかし、調査区内では井戸枠を確認できない。

井戸本体の埋土も上部が開く形状のため、抜き取ら

れた可能性もある。灰釉陶器の壺や甕片が出土して

おり、平安時代のものと考えられる。

　ＳＫ８０６　調査区東端で検出した不定形な土坑

である。東半は第５次調査で検出したＳＫ 56031 と

なる。したがって、長辺 3.6 ｍ、短辺２ｍの不整長円

形を呈することになり、埋土は砂質土である。ＳＤ

804 より後出で、室町時代の土師器鍋や陶器片が出土

している。第５次調査では、ＳＫ 56031 は近世の土

坑としており、同一遺構のＳＫ 806 も近世に下るこ

とになる。ただし、直径 1.8 ｍとした第５次調査結

果と相違する不定形な形状となったため、室町時代

の土坑が重複する可能性も残る。その場合ＳＫ 806

はＳＫ 56031 とは別遺構となる。

ＳＤ８０４　調査区中央を東西に延びる幅約 2.5 ｍ

SD57058

SD57062
SD57053

SD57069

SD57057
SD57056 SD57061

SD57055

SD57052

SD57051

SD65021

SK65022

SK65020

SR65032

SD57050 SD57038

SD65001

SD65002
SD65007

SD65003

SK65025

SZ65004

SD65006

第109図　第８次調査１-２区平面図（1：200）、SD817断面図（1：100）

３

１

５

２

１ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

２ 10YR4/2 灰黄褐色極細粒砂（マンガン塊を含む）

３ 10YR4/2 灰黄褐色細流砂（礫含）

４ 10YR5/3 にぶい黄褐色細流砂

５ 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト（マンガン塊含）

６ 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土

７ 2.5Y5/3 黄褐色粘土（マンガン塊含）

８ 2.5Y4/2 灰黄褐色シルト

４
６

７

第６次調査５-２区

第６次調査５-１区

１-２区
第５次調査７-１区

第５次調査７-２区

８

SD817

Ｂ
6.2m

Ａ

Ｂ
Ａ

X=－159,6
20m

X=－159,6
30m

Y=53,000m

Y=53,020m

簡
易
水
道
管

０ ５ｍ

０ 10ｍ
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SB56034

SB56066

SD56016

SE56013

SK56031

SK56032

SB56065

SD56033 SK56029

SD56027

SK57013

SE57006

SD57015

SD57002

Ｅ
Ｆ

第110図　第８次調査２区平面図（1：200）、SE808断面図（1：50）

３

１

５

２

１ 10YR6/2 灰黄褐色粘質シルト

２ 10YR6/3 にぶい黄褐色粘質シルト

３ 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト

４ 10YR6/1 褐灰シルト

５ 10YR5/3 にぶい黄褐砂質シルト

６ 10YR5/4 にぶい黄褐シルト

４
６

７

第５次調査６区

第５次調査６区

２-１区

第５次調査７区

SE808

SD805

SD804

２-２区

８

９

10

11

12

７ 5BG5/1 青灰粘質シルト

８ 10YR7/6 明黄褐色シルト

９ 10BG5/1 青灰粘質シルト

10 10YR5/6 黄褐シルト

11 10YR6/3 にぶい黄橙シルト

12 撹乱

SE810 SD809

Ｂ
7.4m

Ａ

ＢＡ

Y=53,240m

Y=53,160m

X=－159,6
90m

X=－159,6
80m

X=－159,6
60m

X=－159,6
80m Y=53,180m

SD807
SK806

P2

P1

０ 10ｍ

０ ２ｍ

０ 10ｍ
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SK67005

SD67004

SE612003

SE612026

SD612020

SD612024

SD612023

SD707001
SD707002

第111図　第８次調査３区・４区平面図（1：200）、３区土層断面図（1：100）

１

２
３

４

１ 褐色砂（礫含）＜客土＞

２ 2.5Y6/2 灰黄色シルト

　　　　　　（にぶい黄色土塊含）＜SD811埋土＞

３ 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト＜SD811埋土＞

４ 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト

　　　　　　　　　　　（締まる）＜SD811埋土＞

５ 5Y3/1 オリーブ黒色シルト＜耕作土＞

６ 2.5Y5/4 黄褐色細砂（締まり弱い）

７ 2.5YR6/6 明黄褐色シルト（マンガン含）

８ 2.5Y5/4 黄褐色細砂＜検出面＞

第６次調査７－１区

第６次調査７－２区

３区

第７次調査７区

SD811

５

６

７

８

８
２

１

５

第６次調査12－４区

第６次調査12－３区

第６次調査12－５区

第６次調査12－６区

第６次調査12－５区

４-１区

４-２区

Y=53,230m

Y=53,170m

Y=53,190m

X=－
159,

800m

X=－
160,

040m

X=－
160,

120m

Ｂ
8.8m

Ｂ Ｃ
8.6m

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ ０ ５ｍ

０ 10ｍ０ 10ｍ

０ 10ｍ
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の溝で、東端は第５次調査のＳＤ 56033 に、西端は

同じくＳＤ 57015 に繋がる。埋土はシルト層で、出

土遺物は無い。第５次調査でも時期を決定できず、

飛鳥時代以前とするに止めている。

ＳＤ８０５　第５次調査で検出したＳＤ 57002 の

東岸を検出したものと思われる。その結果、幅が１

～ 1.4 ｍであることが確認できる。今回の調査では

山茶椀が多く出しているが、室町時代に下る土師器

皿や鍋片もある。第５次調査では鎌倉時代としてい

るが、最終埋没が室町時代に下る可能性がある。

ＳＤ８０７　調査区を南北に延びる溝であるが、

その大半が農業用水路と重複するため規模等は不明

である。出土遺物は、縄文土器片が数点である。

　５．３区

　第６次調査７－１区の北端から延長し、７－２区

の西端に至る狭小な調査区である。調査区は客土に

覆われているが、本来の耕作土は残存している。耕

作土下約 50㎝の黄褐色細砂上面で遺構検出を行っ

た。その結果、東西に延びるＳＤ 811 の１条を検出

した。幅２ｍ程度、検出面からの深さは 30㎝程度

であるが、土層観察によれば耕作土直下から掘り込

まれており、60㎝を測る。埋土は３層に分かれるが、

いずれも粘土またはシルトである。

　出土遺物は無いが、第６次調査のＳＫ 67005 に

ＳＤ 811 の北岸が繋がるため同一のものと思われ

る。しかし、ＳＫ 67005 からも土器の小片しか出

土しておらず、時期決定の決め手を欠く。

　６．４－１区

　第６次調査 12 －３区と 12 －４区の接合部と第６

次調査 12 －５区の間に位置する。南北３ｍ、東西

５ｍの狭小な調査区である。現況下 60 ～ 80㎝の暗

灰黄色粘土上面で遺構検出を行ったが、この検出面

は、場所によって多少色調が変化している。

　南北に延びる溝を１条検出した。幅 80㎝、検出

SZ69015

SD69014 SD69016

SD69001

SD69019

SD69018

第112図　第８次調査５区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１

２

３

１ 10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂

２ 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト（マンガン含）

３ 2.5Y5/3 黄褐色シルト＜SD812埋土＞

４ 2.5Y5/2 暗灰黄色粘土＜検出面＞

５ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト

（マンガン含）

６ 2.5Y5/3 黄褐色粘質土

  （2.5Y4/3オリーブ褐色極細粒砂

・マンガン含）

７ 2.5Y5/2 暗灰黄色極細粒砂

８ 10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂

（マンガン含）＜SD813埋土＞

９ 2.5Y4/4 オリーブ褐色細粒砂

＜SD813埋土＞

10 2.5Y4/1 黄灰色細粒砂

（マンガン含）＜SD813埋土＞

11 2.5Y4/3 オリーブ褐色細粒砂

＜SD813埋土＞

第６次調査９－３区

第６次調査９－４区

５区

１

４

５

６

７

８
９

1011

12

13

14

15

1617

18

21

19

20
22

23

12 2.5Y4/3 オリーブ褐色シルト

＜SD813埋土＞

13 10YR4/2 灰黄褐色細粒砂＜SD813埋土＞

14 10YR4/3 にぶい黄褐色細粒砂

＜SD813埋土＞

15 10YR3/2 黒褐色細粒砂＜SD813埋土＞

16 2.5Y5/3 黄褐色粘土＜SD813埋土＞

17 2.5Y4/1 黄灰色細粒砂＜SD813埋土＞

18 2.5Y5/3 黄褐色粘土＜検出面＞

19 2.5Y4/4 オリーブ褐色粘土

＜SD813埋土＞

20 2.5Y4/3 オリーブ褐色極細粒砂

（マンガン含）＜SD813埋土＞

21 10YR4/2 灰黄褐色粘土＜検出面＞

22 2.5Y4/1 黄灰細粒砂＜SD814埋土＞

23 10YR3/2 黒褐色細粒砂＜SD814埋土＞

SD813 SD814

SD812

Ｂ
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ＡＡ ａ
Ｂ

X=－
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SD614007

SR614016

SR614016SR614015

第113図　第８次調査６区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１
２

３ ４

１ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（礫含）＜客土＞

２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

３ 褐色シルト

４ 赤褐色シルト（礫含）＜配管埋土＞

５ 褐色シルト（礫含）

６ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（褐色土塊含）＜SR801埋土＞

７ 10YR5/2 灰黄褐色シルト（黄色土塊含）＜SR801埋土＞

８ 2.5YR4/3 にぶい赤褐色シルト（褐色土塊含）＜SR801埋土＞

９ 10YR4/2 灰黄褐色シルト（褐色土塊含）＜SR801埋土＞

10 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト（礫含）＜SR801埋土＞

11 淡褐色シルト（礫含）＜農業用水路掘形＞

12 10YR2/1 黒色粘土＜検出面＞

13 10YR7/2 にぶい黄橙色礫

第６次調査14－４区

第６次調査14－５区

第６次調査14－４区

第６次調査14－３区

SR801

SD802

SR803

６－１区
６－２区

５ ６

７
８

９ 10

11

12

13

１２ ２ ３

４

４

５

６

７

８

９

１ 表土

２ 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

３ 2.5Y3/2 黒褐色土＜撹乱＞

４ 2.5YR4/3 にぶい赤褐色シルト＜SR803埋土＞

５ 2.5Y5/3 黄褐色シルト＜SR803埋土＞

６ 2.5Y4/4 オリーブ褐色極細砂（褐色土含）＜SR803埋土＞

７ 2.5Y5/3 黄褐色粘土＜SR803埋土＞

８ 2.5Y4/3 オリーブ褐色細砂＜SR803埋土＞

９ 10YR4/4 褐色粘土

10 7.5YR2/1 黒色シルト＜検出面＞
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面からの深さは 30㎝程度で、直線状に南北に延び

る。出土遺物が無く、時期は不明である。南側延長

上で古墳時代後期のＳＤ 612020 とほぼ直角に交わ

ることになるが、関連の有無は不明である。

　７．４－２区

　第６次調査12－５区と12－６区の間に位置する。

南北３ｍ、東西４ｍの狭小な調査区である。遺構は

検出されず、遺物の出土もなかった。隣接する第６

次調査でも遺構密度が希薄であり、妥当な結果と思

われる。

　８．５区

　第６次調査９－３区と９－４区の間に設定された

調査区であるが、一部に第６次調査と重複する結果

となってしまった。

　ＳＤ 813 は、第６次調査のＳＤ 69001 と同一のも

ので、鎌倉時代のものとなる。溝幅は、第６次調

査結果と総合すれば 2.4 ｍを測ることになる。ＳＤ

813 の北方２ｍにも同方向に延びる溝があるが、近

代以降のものである。

ＳＤ８１２　調査区南部で検出した幅１ｍ、検出

面からの深さは 10㎝程度である。調査区外から西

へ延びるが、調査区端で突然止まる。平面形も若干

蛇行気味で、遺構とするに疑問のあるものである。

しかし、土師器の皿や鍋等の遺物が溝の規模に比べ

多く出土しており、これらから室町時代前半の時期

が与えられる。

　９．６区

　６－１区は、第６次調査 14 －３区と 14 －４区

の間隔を埋める様に設定された調査区、６－２区

は、第６次調査 14 －４区と 14 －５区の間に設定さ

れた調査区である。６－１区内は、用水路や配管に

よる撹乱が激しかったが、流路と溝を検出してい

る。第６次調査を含め、この付近一帯は大規模な流

路帯となっている。ＳＲ 801 は、第６次調査のＳＲ

614016 と同一であり、出土遺物も両者が鎌倉時代

で矛盾は無い。ＳＲ 803 は、この流路の南岸を検出

したものと思われ、この流路の幅は 30 ｍに及ぶ。

　また、ＳＲ 801・803 の北側にはＳＲ 614015 の埋

土が広がる。ＳＲ 801・803 は、ＳＲ 614015 が埋没

し縮小した結果とすることもでき、平安時代後期以

降とする第６次調査時の時期決定とも整合する。こ

れにより、本来は幅 50 ｍ以上を測る大規模なもの

となる。ＳＤ 802 はこの流路底ちかくでの検出であ

る。須恵器等が出土するため、この流路の初期の姿

の一部と思われる。

第114図 第８次調査２－１区出土遺物 （１：４）
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第115図　第８次調査２－２区出土遺物（16 ～ 48 ＝１：３、49 ～ 55 ＝１：４）
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　10．遺物

　調査区が狭小 10 ヶ所に分かれることもあり、半

数の調査区からは遺物の出土が無かった。遺物の出

土した調査区においても表土等からのものが多く、

遺構から一括して多くの遺物が出土したものは無

い。そのなかで、下層包含層から出土した縄文土器

やＳＲ 801 出土の中世土師器が注目される。

　なお、文中において表記した時期分類は、律令期

については斎宮
①

の、中世については伊藤氏
②

の編年に

よるものである。

　（１）２－１区出土遺物（第 114 図）

　出土した遺物は全て表土からで、遺構出土のもの

は無い。１～３は土師器の皿である。３は内弯する

口縁部の端部を肥厚させたもので、底部外面をヘラ

ケズリで調整する。斎宮Ⅰ期に並行し、奈良時代に

遡る。他のものは、口縁部が外傾し底部外面は未調

整で、斎宮Ⅲ期に並行し 11 世紀の平安時代のもの

となる。

　４は粗製の椀、６は小片のため不明確であるが、

壺の口縁部と思われる。７・８は土師器甕の口縁部

であるが、７は口縁部が厚く古相を示す。

　８は土錘、９～ 15 は陶器であるが、10 は不明確

であるが、須恵器としておく。13 は灰釉陶器の底

部片であるが、内面の灰釉は自然釉と思われ、直接

重焼の痕跡を示す。14 は施釉陶器で灰釉を施すが、

内面に火襷状の付着が多い。このために不明確であ

るが描かれるものは草文か。15 は常滑焼の質感を

呈し、内面に炭化物が付着する。口径に対して厚い

器壁で、鉢状の形態であるが、底部外面の一部が薄

く剥離している。外面の一部にヘラ状工具痕が雑に

みられるが、ヘラケズリにちかい明瞭なものである。

　（２）２－２区出土遺物（第 115 図）

　小片ではあるものの多くの縄文土器や陶器、山茶

椀等が出土している。しかし、その多くは包含層等

からの出土で遺構出土遺物は少なく、しかも図示し

たものは混入遺物であるものが大半である。ただし、

近隣の第７次調査や第５次調査では下層検出面にお

いて縄文時代の遺構を確認している。今回図示した

下層出土遺物は、この下層包含層に相当する遺物群

である。

　下層（16 ～ 35）　全て下層包含層からの出土で

ある。16 ～ 19 の口縁部片は全て波状口縁を呈し、

16・17 は端部が肥厚する。16 ～ 21 は沈線と縄文で

第116図　第８次調査５区・６－１区出土遺物 （１：４）

５区

６ー１区
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装飾するもので、磨消縄文の手法を用いるものを含

むと思われるが、小片のため全様は不明である。16

は３条１組の沈線を波状に巡らし、20 は渦巻を横

位に連結させたもので、18・19・20 も同様なもの

と思われる。22 は沈線を多用し、残存部には縄文

が認められない。23 は摩滅により不鮮明であるが、

縦方向の沈線が確認できる。Ｊ字文の一部かも知れ

ない。24 ～ 26 には縄文、27 ～ 34 には縦方向の条

線が確認できる。

　上層（36 ～ 55）　36 ～ 48 は縄文土器であるが、

いずれも小片である。36 ～ 41 は口縁部片で、36・

41 は波状口縁、他のものも明確ではないものの波

状を呈する可能性がある。ただし 40 は浅鉢で、口

縁端部外面に隆帯を巡らせ、その上に３条の沈線を

巡らせる。他のものは体部片 42・43 を含め沈線と

縄文で装飾するが、37 は円孔を加える。36 は隆帯

を巡らし、46 には２条の沈線が、45 にも沈線が僅

かに確認できる。これらの縄文土器は、上述した下

層包含層出土のものと特徴がほぼ共通し、これから

の混入と考えられる。

　49 は土師器の鍋、50 ～ 52 は山茶椀、53 は陶器

の甕、54 は壺、55 は灰釉陶器の壺である。49 の外

面には煤が付着し、50・52 の内面は平滑で、これ

らは使用の結果と考えられる。

　（３）５区出土遺物（第 116 図）

　土師器の皿・鍋や山茶椀等が出土しているが、小

片である。図示できたものは表土や排土からのもの

で、図示できた唯一の遺構出土遺物 56 も混入遺物

である。

　57 は須恵器の壺、56 は灰釉陶器の椀、59 ～ 62

は山茶椀、63・64 は陶器の鉢である。63 の口縁部

には、一部を指で強く押圧することによる歪みがあ

り、片口を意識したものと思われる。山茶椀の底部

内面は、使用のためか平滑なものが多い。

　（４）６－１区出土遺物（第 116 図）

　図示できたものは全て自然流水路のＳＲ 801 から

出土したものである。65 は土師器の鍋、66 ～ 72 は

土師器の皿である。土師器皿は内弯気味の口縁部を

呈し、外面は未調整またはナデである。しかし、71

の外面には明瞭な工具痕が残る。ヘラ状工具による

ヘラケズリにちかい調整が行われた特異なものであ

る。また、74の口縁端部外面には１条の沈線が巡る。

口径、器高とも他のものより若干大きく、古相を呈

する。これらの土師器皿の口径は、11.6 ～ 13.8㎝で、

概ね中世Ⅱｂ期とすることができる。14 世紀初頭

の時期が与えられ、共伴する土師器鍋 65 とも矛盾

が無い。　　　　　　　　　　　　　　　　（森川）

[ 註 ]

①　斎宮歴史博物館『斎宮跡発掘調査報告Ⅱ』2019 年 3 月

②�　伊藤裕偉「南伊勢・志摩地域の中世土器」『三重県史�

史料編　考古２』三重県　平成 20 年 3 月 31 日
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法 量 （cm）
口径 器高 その他

1 801-3 表土 2-1区
土師器

皿
7.8 1.3 ― 底部外面ナデ 浅黄橙10YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

2 801-2 表土 2-1区
土師器

皿
14.0 2.4 ― 底部外面未調整 浅橙5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部１/12

3 801-4 表土 2-1区
土師器

皿
19.4 2.9 ― 底部外面ヘラケズリ 浅橙5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部１/12

4 801-5 表土 2-1区
土師器

椀
11.8 ― ― ナデ 浅黄橙10YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 摩滅のため調整不明確。

5 802-1 表土 2-1区
土師器

甕
26.8 ― ― ―

灰白10YR8/2
灰褐7.5YR6/2

1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12以下 口縁部にハケメが残る。

6 802-2 表土 2-1区
土師器

壺
21.0 ― ― ―

灰白10YR8/2
橙5YR7/6

2㎜以下の砂粒含 口縁部1/12以下

7 801-6 表土 2-1区
土師器

甕
― ― ― ― にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部小片

8 801-1 表土 2-1区
土製品
土錘

2.7
長
8.3

重
43.1g

ナデ
浅黄橙7.5YR8/3
褐灰7.5YR5/1

1㎜以下の砂粒含 完形

9 803-1 表土 2-1区
陶器
甕

38.0 ― ― ― 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12以下
口縁部内外面に自然釉が付
着。

10 802-5 表土 2-1区
須恵器

壺
15.0 ― ― ロクロナデ 灰N5/ 1㎜以下の砂粒含 口縁部１/12

11 802-4 表土 2-1区
陶器
壺

― ―
頸部
6.0

ロクロナデ 灰白N7/ 2㎜以下の砂粒含 頸部4/12

12 803-2 表土 2-1区
陶器
壺

― ―
底径
10.8

体部外面下半ロクロ
ケズリ

灰白N7/
灰N6/1

2㎜以下の砂粒含 底部2/12

13 802-6 表土 2-1区
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
6.5

底部外面糸切 灰白N8/ 3㎜以下の砂粒含 底部11/12 底部内面に直接重焼痕

14 803-3 表土 2-1区
施釉陶器

鉢
― ―

高台径
14.8

体部外面下半ロクロ
ケズリ

灰白2.5Y8/2 2㎜以下の砂粒含 底部１/12 灰釉。

15 802-3 表土 2-1区
陶器
鉢

17.6 ― ―
外面下半に強いヘラ
状工具痕

にぶい赤褐5YR5/3
灰褐5YR4/2

2㎜以下の砂粒含 口縁部１/12 常滑。内面に煤付着。

16 807-5 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 褐灰7.5YR5/1

3㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

17 808-5 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR5/2

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

18 809-3 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2

2㎜以下の砂粒多
含・雲母含

口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

19 809-6 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰白10YR8/2

3㎜以下の砂粒多
含

口縁部小片 波状口縁。沈線＋縄文。

20 809-1 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2

2.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

小片 沈線。

21 808-7 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2

2.5㎜以下の砂
粒・雲母含

小片 沈線。

22 808-2 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 外面ヘラミガキ 灰黄褐10YR6/2

2㎜以下の砂粒・
雲母含

小片
沈線。摩滅のため内面調整不
明。

23 808-1 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰白2.5Y8/2

3㎜以下の砂粒・
雲母含

小片 沈線。摩滅のため調整不明。

24 807-1 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ―

内面ヘラミガキ＋未
調整

にぶい黄橙10YR6/3
3㎜以下の砂粒・
雲母含

小片 縄文。

25 809-2 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/3

2.5㎜以下の砂粒
多含

小片 縄文。摩滅のため調整不明。

26 809-5 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ヘラミガキ 灰黄褐7.5YR5/2

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

小片
縄文。摩滅のため外面調整不
明。

27 807-2 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい赤褐5YR5/4

4㎜以下の砂粒・
雲母含

小片 条線。

28 809-4 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい橙7.5YR7/4

2㎜以下の砂粒多
含、雲母含

小片 条線。

29 808-3 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 明赤褐5YR5/6

3㎜以下の砂粒多
含

小片 条線。摩滅のため調整不明。

30 807-3 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR6/3

3㎜以下の砂粒・
雲母含

小片
条線。摩滅のため内面調整不
明。

31 808-6 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 明赤褐5YR5/6

4㎜以下の砂粒多
含、雲母含

小片 条線。摩滅のため調整不明。

32 807-4 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ 灰黄褐10YR5/2

2.5㎜以下の砂
粒・雲母含

小片
条線。摩滅のため調整不明
確。

33 807-7 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ―

底部ヘラミガキ、内
面ナデ

にぶい褐7.5YR5/3
3.5㎜以下の砂粒
多含

小片 条線。

34 807-6 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい赤褐5YR5/4

3.0㎜以下の砂
粒・雲母含

小片 条線。

35 808-4 下層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ―

底径
9.4

内面ナデ 明赤褐5YR5/6
3㎜以下の砂粒多
含

底部3/12 摩滅のため調整不明確。

36 805-6 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい橙7.5YR5/3 3㎜以下の砂粒含 口縁部小片

口縁部外面に隆帯。摩滅によ
り調整不明。

37 806-2 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR5/4

3㎜以下の砂粒・
雲母含

口縁部小片
波状口縁？。沈線+円孔。摩滅
により調整不明。

調査区番号
実測
番号

遺構 残存度 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土
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法 量 （cm）
口径 器高 その他

調査区番号
実測
番号

遺構 残存度 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

38 806-1 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/2

1.5㎜以下の砂
粒・雲母含

口縁部小片
波状口縁。沈線。摩滅により
調整不明。

39 805-2 SD807 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― 灰黄褐10YR6/2

3.0㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片
波状口縁？。沈線。摩滅によ
り調整不明。

40 805-4 P1 2-2区
縄文土器

浅鉢
― ― ― 内面ヘラミガキ 橙5YR6/6

2.0㎜以下の砂粒
多含

口縁部小片
口縁部外面に隆帯＋沈線3条。
摩滅により調整不明確。

41 805-5 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄褐10YR5/4

3.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

口縁部小片
口縁部外面に沈線、内面に隆
帯。摩滅により調整不明。

42 806-4 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ

にぶい黄橙
10YR7/2

2.5㎜以下の砂粒
多含、雲母含

小片
沈線＋縄文。摩滅のため調整
不明確。

43 806-3 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面条痕

にぶい褐
7.5YR6/3

3㎜以下の砂粒含 小片 沈線＋縄文。

44 806-5 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― 内面ナデ にぶい黄褐10YR5/3

3.5㎜以下の砂
粒・雲母含

小片 摩滅のため外面調整不明。

45 805-1 SD807 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ―

にぶい黄橙
10YR8/3

3㎜以下の砂粒含 小片
沈線？。摩滅のため調整不
明。

46 805-3 上層包含層 2-2区
縄文土器

深鉢
― ― ― ― にぶい黄橙10YR5/3 3㎜以下の砂粒含 小片 沈線。摩滅のため調整不明。

47 804-7 SK806 2-2区
縄文土器

深鉢
― ―

底径
10.0

― にぶい黄橙10YR7/2 2㎜以下の砂粒含 底部2/12 摩滅のため調整不明。

48 806-6 表土 2-2区
縄文土器

深鉢
― ―

底径
11.8

外面ナデ 灰黄2.5Y7/2 5㎜以下の砂粒含 底部2/12 摩滅のため調整不明確。

49 804-5 上層包含層 2-2区
土師器

鍋
― ― ― ― にぶい黄橙10YR7/3 微砂粒含 口縁部小片 口縁部外面に煤付着。

50 804-2 SD805 2-2区 山茶椀 ― ―
高台径
5.6

ロクロナデ 灰白N/8 1㎜以下の砂粒含 底部完存 内面平滑。

51 804-3 SD805 2-2区 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白2.5Y7/1 1㎜以下の砂粒含 底部3/12

52 804-1 SD805 2-2区 山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白N/8
1.5㎜以下の砂粒
含

底部完存 内面平滑。高台に籾殻痕。

53 803-4 SK806 2-2区
陶器
甕

33.6 ― ― ― 橙2.5YR7/6 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

54 804-6 上層包含層 2-2区
陶器
壺

― ― ― ロクロナデ 灰白5Y7/1 微砂粒含 口縁部小片

55 804-4 SE808 2-2区
灰釉陶器

壺
― ―

高台径
11.6

ロクロナデ 灰白N/7 微砂粒含 高台1/12

56 810-4 SD812 ５区
灰釉陶器

椀
― ―

高台径
7.4

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部1/12

57 810-8 排土 ５区
須恵器

壺
― ― ― ロクロナデ 灰N5/ 2㎜以下の砂粒含 口縁部小片

58 810-6 排土 ５区 山茶椀 ― ―
高台径
5.8

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部1/12

59 810-1 排土 ５区 山茶椀 ― ―
高台径
6.8

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部3/12 内面平滑。

60 810-5 排土 ５区 山茶椀 ― ―
高台径
7.5

ロクロナデ 灰白N8/ 2㎜以下の砂粒含 底部3/12 内面一部平滑。

61 810-3 排土 ５区 山茶椀 ― ― ― ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部2/12 内面平滑。

62 810-2 表土 ５区 山茶椀 ― ―
高台径
8.6

ロクロナデ 灰白N8/ 1㎜以下の砂粒含 底部1/12 内面一部平滑。

63 810-7 排土 ５区
陶器
鉢

26.6 ― ― ロクロナデ 橙5YR7/6 1㎜以下の砂粒含 口縁部1/12 常滑。口縁部に片口。

64 811-1 排土 ５区
陶器
鉢

― ―
高台径
13.8

ロクロナデ 灰白N7/ 3㎜以下の砂粒含 底部2/12

65 812-1 SR801 6-1区
土師器

鍋
29.0 ― ―

外面ハケメ、内面ナ
デ

浅黄橙7.5YR8/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

66 811-5 SR801 6-1区
土師器

皿
11.6 2.0 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

67 811-4 SR801 6-1区
土師器

皿
11.6 2.4 ― 底部外面未調整 にぶい橙7.5YR7/4 2㎜以下の砂粒含 口縁部5/12

68 812-4 SR801 6-1区
土師器

皿
11.8 2.8 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

69 812-5 SR801 6-1区
土師器

皿
11.8 1.9 ― 底部外面ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12

70 811-6 SR801 6-1区
土師器

皿
11.8 2.3 ―

底部外面ナデか未調
整

にぶい橙7.5YR7/4 1㎜以下の砂粒含 口縁部3/12

71 811-3 SR801 6-1区
土師器

皿
12.6 2.6 ― 外面工具ナデ 浅黄橙10YR8/3 1㎜以下の砂粒含 口縁部5/12 外面に工具痕が明瞭に残る。

72 812-2 SR801 6-1区
土師器

皿
13.0 ― ― 底部外面ナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 摩滅のため調整不明確。

73 812-3 SR801 6-1区
土師器

皿
13.6 2.2 ― 底部外面ナデ 灰白10YR8/2 1㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 摩滅のため調整不明確。

74 811-2 SR801 6-1区
土師器

皿
13.8 2.8 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/3 2㎜以下の砂粒含 口縁部2/12 口縁部外面に沈線。
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Ⅴ．第９次調査
　第９次調査は、第５次調査、第６次調査及び第７

次調査で発掘調査を保留した農道部分等を対象に実

施した工事立会による発掘調査である。このため調

査区は 16 ヶ所に分かれ、しかも狭小である。

　１．１区

　第６次調査 12 －１区と 12 －２区の間に位置す

る。表土は客土で構成され、調査区東部では基本層

序が確認できる。表土下には灰色系の粘質土が堆積

し、1.2 ｍで明黄褐色粘質土に至る。しかしこの層

は、調査区東端で検出されるに止まり、青灰色の粘

質土が広がる沼地状を呈している。第６次調査では

耕作土直下で遺構検出を行っているが、調査区西部

は撹乱が多く、この検出面が存在しない。したがっ

て、第６次調査で検出したＳＤ 612016 を今回の調

査では検出することができなった。第６次調査では

ＳＤ 612018 とＳＤ 612016 が同一の大きな流路であ

る可能性を指摘している。第 117 図に示す撹乱層２

の東端が、ＳＤ 612016 の東岸を示す可能性があり、

昭和期の客土によってＳＤ 612016 が最終的に埋め

られたものかも知れない。これ以外においても、遺

構・遺物ともに検出されなかった。

　２．２区

　第６次調査12－２区と12－３区の間に位置する。

比較的安定した層序を呈し、表土下に旧耕作土が残

存し、その下に締まりが強い灰黄褐色の粘質土があ

る。第６次調査ではこの層の上面で遺構検出を行っ

ている。その下は、これもよく締まった灰黄色砂質

土が厚さ 50㎝ほど堆積し、灰黄色の砂質土に至る。

さらに、表土下約 1.5 ｍの明黄褐色の粘質土まで確

認したが、遺構・遺物ともに検出されなかった。

　３．３区

　第６次調査11－２区と11－３区の間に位置する。

両調査区ともに多くの遺構が検出された調査区であ

り、下層に縄文時代の検出面も確認されている。表

土直下の明黄褐色粘質土上面で遺構検出を行った結

果、南北に延びるＳＤ 90301 を検出した。幅 80㎝、

検出面からの深さ 20㎝ほどの小規模な溝で、埋土

は灰褐色の粘質土のみである。古相を示す土師器杯

や甕の小片が出土しているため、奈良時代に収まる

ものと思われる。しかし、第６次調査で検出された

近隣の遺構は平安時代前期とされるものが散見され

るため、これも同時期まで下る可能性も残る。また、

第６次調査 11 －２区では、ＳＤ 39031 に繋がる遺

構が検出されておらず、疑問が残る。検出面と遺構

埋土は差異が大きく見落とす可能性は低いものと思

われ、座標測量の誤りのため、調査区の位置が微妙

に異なる可能性も否定できない。

　ＳＤ 90301 以外に検出された遺構は無いが、土師器

壺や灰釉陶器の小片が出土している。なお、第６次

調査の下層遺構が調査区の近隣では検出されておら

ず、今回の調査では下層遺構の確認は行っていない。

　４．４区

　今回の調査では、最も西に位置する。幅１ｍ未満、

延長 110 ｍに及ぶ南北に細長い調査区である。表土

下には、にぶい黄褐色粘質土、黒色粘質土があり暗

褐色粘土に至る。この面を検出面として遺構検出を

行った。表土から検出面までは約１ｍを測るが、南

へ向かうと徐々に深さを減じる傾向にある。

　調査区の北側では小穴が散在し、土坑を１基検出

しているが、遺物の出土は無い。調査区南側では、

遺構の検出も皆無であった。土坑は、直径２ｍの不

整円形を呈する井戸状のものである。1.3 ｍ程掘削

したが、遺物の出土は無く、湧水が激しく調査区も

狭小なことから完掘を断念した。

　なお、この検出面とした層は厚さ 40㎝程で黄橙

色粘質土に至る。部分的にこの層の上面まで掘削し

たが、遺構や遺物の検出は無かった。

　５．５区

　第６次調査３－１区と３－２区の間隔を埋める様

に設定された調査区である。層序は表土下に、にぶ

い黄橙色粘質土、黄橙色粘質土と続き、この黄橙色
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SD612011
SD612012

SD612013

SD612018
SD612019

SD612027SD612028

SD612015

SD612014

SE612017

SD612016

SE612032

第117図　第９次調査１区・２区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１ 暗褐色土＜表土＞

２ 撹乱＜昭和44～45年頃の客土＞

３ 灰黄色粘質土（締まり強い）

４ 褐灰色粘質土

５ 褐灰色土

３

６

４
５

２

１

７
７

８
９

10

11

12

13

14

６ 灰黄色粘土

７ 灰黄色粘質土

８ 青灰色粘土

９ 明黄褐色粘質土

10 青灰色砂質土

11 灰黄色混礫土

12 灰黄褐色粘質土

13 灰黄褐色土（プラスチック含）

14 灰色砂質土

１

２ ３

４

５

６

１ 表土

２ 褐色粘質土＜旧耕作土＞

３ 灰黄褐色粘質土（締まり強い）

４ 灰黄色砂礫土（締まり強い）

５ 灰黄色砂質土（粘性が弱い）

６ 明黄褐色粘質土

第６次調査12-３区
第６次調査12-２区

第６次調査12-１区
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粘質土上面で遺構検出を行った。表土から検出面ま

での深さは、50㎝程度である。比較的大規模な溝を

２条検出しているが、出土遺物は無い。調査区全体

でも出土遺物が無く、時期決定は困難である。

　北側のＳＤ 90501 は幅２ｍ、検出面からの深さ

60㎝を測り、壁は緩やかである。埋土は粘質土で砂

粒は含まない。第６次調査で検出したＳＤ 63009 の

延長上に位置し、規模や緩やかな壁が共通するため、

両者は同一遺構とみて相違ないものと考えられる。

ただし、ＳＤ 63009 は最下層に細粒砂の層が堆積し

ている。ＳＤ 63009 も出土遺物は少なく、時期を古

代以前とするに止めている。また、反対側の延長上

にある第６次調査３－１区では、それに相当する溝

が無く疑問である。測量の誤りにより、どちらかの

調査区が本来の位置より南北方向へ 1.5 ｍ程異なっ

ているとすれば、疑問は解消される。

　南側の溝もＳＤ 90501 と同様な規模であるが、方

向を大きく違えている。工事による破壊を免れる位

置であったため完掘しなかったこともあり、詳細は

不明である。

　６．６区

　第５次調査４－１区の内、調査が出来なかった部

分を対象とした調査区である。第５次調査で検出さ

れたＳＢ 54043 の北側柱筋と東側梁行が位置する調

査区でもある。表土下に薄い灰褐色粘土、鉄分を多

く含む褐灰色シルトが堆積し、その直下の浅黄褐色

粘質土上面で遺構検出を行った。検出面までの深さ

は、60㎝ほどである。

　２基の小穴を検出したが、その内の１基は第５次

調査で検出したＳＢ 54043 の北側の柱筋東端のもの

を再確認したものである。残る１基は北側柱筋の想

定位置で検出している。水道管による撹乱のため過

半を消失しているが、一辺 50㎝の不整方形を呈す

るものと思われる。深さは検出面から５㎝程度しか

残存していない。土師器の小片が出土するのみであ
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第118図　第９次調査３区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１ 灰白色砂質土

２ 10YR5/2 灰黄褐色土

３ 10YR4/2 灰黄褐色土

４ 10YR7/6 明黄褐色土（締まり強い）＜検出面＞
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第119図　第９次調査４区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１ 10YR6/2 灰黄褐色土＜表土＞

２ 10YR7/6 明黄褐色粘質土

３ 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土

４ 10YR2/1 黒色粘質土

５ 10YR3/3 暗褐色粘土＜検出面＞

６ 10YR7/6 黄橙色粘土
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第120図　第９次調査５区・７区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

第６次調査３-６区

第６次調査３-５区

第６次調査３-３区

第６次調査３-２区

第６次調査３-１区

１ にぶい黄褐色土＜表土＞

２ にぶい黄橙色粘質土

３ 10YR6/1 褐灰色シルト（鉄分多含）

４ 10YR8/4 黄橙色粘質土（礫含）＜検出面＞

５ 10YR5/2 灰黄褐色粘質土（鉄分多含）＜SD90501埋土＞

６ 10YR5/2 灰黄褐色粘質土＜SD90501埋土＞

７ 褐灰色シルト＜SD90501埋土等＞

８ 10YR3/1 黒褐色土＜畦畔＞

９ 10YR4/2 灰黄褐色土

10 10YR5/2 灰黄褐色シルト＜検出面＞
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第121図　第９次調査６区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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１ 10YR5/3 にぶい黄褐色土＜表土＞

２ 10YR7/1 灰白色粘質土

３ 10YR6/1 褐灰色シルト（鉄分多含）

４ 10YR8/4 浅黄褐色粘質土＜検出面＞
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第122図　第９次調査８区・９区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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るが、中世より古いものと思われ、平安時代後期と

する５次の調査結果と矛盾しない。

　７．７区

　第６次調査３－５区と３－６区の間隔を埋める様に

設定された調査区である。両調査区に跨る様に検出さ

れたＳＢ63004の柱穴が位置する調査区でもある。表

土直下の灰黄褐色シルト上面で遺構検出を行った。表

土から検出面までの深さは、僅か20㎝未満である。

　２基の小穴を検出した。それぞれＳＢ 63004 の東

側桁行を構成するものとなる。北側のものは桁行

北端の柱穴で、直径 30㎝の円形を呈し、深さは検

出面から 15㎝程度である。柱穴の南側に寄せて 10

㎝程の石が据えられており、根石と思われる。その

南側に 1.35 ｍの間隔で位置する小穴はやや大きく、

一辺 40㎝の隅丸方形にちかい形態で、深さは検出

面から 10㎝足らずである。底部には柱痕跡と思わ

れる窪みが２ヶ所あり、２基の柱穴が重複している

可能性もある。第６次調査では時期不明とされてい

たが、今回、律令期の土師器杯や甕の小片が出土し

た。柱痕跡より出土した土師器杯により平安時代前

半とすることができる。

　８．８区

　第６次調査１－３区と１－４区の間隔を埋める様に

設定された調査区である。表土下の黒褐色土上面で遺

構検出を行った。表土から検出面までの深さは、僅か

20㎝未満である。４条の溝を検出したが、その規模や
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第123図　第９次調査10区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）

１ 10YR3/2 黒褐色土＜表土＞

２ 10YR6/2 灰黄褐色土
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４ 10YR6/1 褐灰色砂質土

第５次調査４-１区

第７次調査８区

SK708006

SB708009

SD708004

SB708010
SD708008

SD708007

X=-15
9,330

m

Y=
53
,0
20
m

Ａ

Ｂ

Ｂ
6.0m

Ａ

０ ５ｍ

０ 10ｍ

－ 174－ － 175－



延びる方向は類似する。この方向は、第６次調査１－

３区で検出されている数条の溝とも共通する。

　ＳＤ 90801 は、第６次調査で検出された溝の延長

である。第６次調査では遺物の出土が無かったが、

今回の調査で土師器や須恵器の小片を確認している。

奈良時代に遡るものも多いが、平安時代に下る土師

器甕小片があり、平安時代中頃としておく。幅 1.2 ｍ、

検出面からの深さは 20㎝、埋土は溝としては締まり

の強いものである。これを北へ延長すると第６次調

査１－１区のＳＤ 61001 がある。時期も第６次調査

結果と合致するため、一連の溝とするに相違ない。

　ＳＤ 90802 は幅 30㎝、検出面からの深さ 10㎝程

度の小規模なものである。埋土は砂で、自然流路の

痕跡可能性がある。山茶椀が出土しており、時期と

しては、鎌倉時代とすることができる。１ｍ東側に

並走する幅 80㎝の溝があるが、関連は不明である。

　９．９区

　第６次調査１－１区と１－２区の間隔を埋める様

に設定された調査区である。検出面は８区と同様に

耕作土直下である。土坑１基と複雑に交差する多数

の溝を検出している。

ＳＫ９０９０１　長頸 1.4 ｍ、短径 60㎝の不整長

円形を呈する。深さは検出面から 20㎝程度の平面

形に対して浅いものである。時期は、出土した山茶

椀口縁部片により鎌倉時代とすることができる。他

に律令期の土師器小片も出土している。

ＳＤ９０９０２　調査区北部を東西に延びる幅

60㎝、検出面からの深さ 20㎝の溝である。西側

は第６次調査のＳＤ 61002 に繋がり、東側はＳＤ

61022 に繋がることが明白である。結果的に延長 60

ｍ以上を確認したことになり、両端は第６次調査区

外へ続いていくが東端はやや北へ向きを変える。完

形の土錘や山茶椀片等が出土しており、平安時代末

の時期が与えられる。第６次調査の成果により流水

が認められ、最終埋没は鎌倉時代に下るようである。

ＳＤ９０９０３　調査区南部を東西に延びる幅

70 ～ 50㎝、検出面からの深さ 10㎝程度の浅い溝で

ある。西端は第６次調査のＳＤ 61006 に、東端はＳ

Ｄ 61026 にそれぞれ繋がり、全体として緩やかに蛇

行する溝となる。土師器片や須恵器または灰釉陶器

の甕片等が出土しており、中世に下るものは無い。

しかし、ＳＤ 61026 の時期が鎌倉時代に下るものと

されるが、土壌観察ではＳＤ 61002 より先行する結

果が出ており若干の矛盾を呈している。ここでは、

平安時代末から鎌倉時代のものとしておく。

ＳＲ９０９０４・９０９０５　ＳＲ 90904 は幅３

ｍ以上の自然流路である。深さは検出面から 30㎝程

度の規模に対して浅いものである。東西に延びるが、

西端は向きを北西へ、そのまま第６次調査のＳＲ

61021 へ繋がる。東側は隣接する第６次調査１－２

区では検出されなかったが、調査区断面の土層観察

により確認している。ＳＲ 90905 は調査区南方から

北上し、ＳＲ 90904 に合流する。幅は２ｍ程度でや

や小規模である。若干の出土遺物しか無いが、ＳＲ

90904 からは弥生土器から古式土師器の小片が、ＳＲ

90905 からは古墳時代後半から奈良時代の土師器甕

の小片が出土している。第６次調査でも古墳時代前

期としており、ＳＲ 90904 の結果と合致する。ＳＲ

90905 はそれより後出のものとなる。

　10．10 区

　第５次調査４－１区と第７次調査８区の間隔を埋

める様に設定された調査区である。表土下の灰黄褐

色土を除き、にぶい黄橙色砂質土上面で遺構検出を

行った。表土から検出面までは 60 ～ 30㎝で、全体

的に北へ向けて緩やかに傾斜している。小穴を１基

検出したに止まるが、土層断面では溝状遺構も確認

できる。しかし、調査区全体として遺物の出土は無

かった。

　11．11 区

　第６次調査３－４区の西側に並行する調査区であ

る。検出面は耕作土直下で、検出面までは 10 ～ 20

㎝である。自然流路ＳＲ 91101 と小穴を検出してい

る。ＳＲ 91101 は幅 1.2 ｍ、検出面からの深さ 60㎝

を測るが、さらに４ｍ外側にも北岸があり、さらに

大規模な流路に含まれる様である。埋土は、流路と

するには砂粒の少ないものである。土師器、須恵器、

陶器等比較的多くの遺物が出土しているが、山茶椀

により鎌倉時代に下るものと考えられる。

　しかし、隣接する第６次調査３－４区で検出され
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第124図　第９次調査11区・12区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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５ 10YR6/1 褐灰色粘土
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第126図　第９次調査14区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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第125図　第９次調査13区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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１ 10YR2/2 黒褐色土（礫含）＜表土＞

２ 10YR3/1 黒褐色土（粘土塊含）
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たＳＲ 63012 とは位置も方向も異なり矛盾を露呈し

ている。おそらくこの調査区一帯が、多数の流路痕

跡が複雑に交差する大きな流路帯であったために生

じた結果と思われる。

　12．12 区

　第６次調査３－４区の北東側に隣接し、11 区の

東側７ｍに位置する。11 区と同様に耕作土直下で

遺構検出を試みた。遺構・遺物ともに検出できなかっ

たが、調査区の南側半分では鉄分が多くなり、南端

付近では細砂層もみられる。おそらく、第６次調査

のＳＲ 63012 と一体のものと思われ、11 区の流路

北岸に相当する可能性も高い。

　13．13 区

　第７次調査 11 区と 12 区の間隔を埋める様に設定

された調査区である。層序は小道や工事により乱れ

た状態であるが、巨視的には表土直下で遺構検出を

実施したことになる。検出面までの深さは小道の盛

土を除き、30㎝程である。小溝を検出したに止まり、

遺物の出土は無かった。

　14．14 区

　幅２ｍ、延長 30 ｍの細長い調査区で、東端は第５

次調査５区と第７次調査８区の間に入る位置となる。

遺構検出は、耕作土直下の良く締まった褐色土上面

第128図　第９次調査16区平面図（1：200）、SD91601断面図（1：50）
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２ 2.5Y5/1 黄灰色シルト

（10YR4/2 灰黄褐色粘土含）
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第127図　第９次調査15区平面図（1：200）、土層断面図（1：100）
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で行った。検出面までの深さは僅か 20㎝程度である。

　調査区に並行する重複したＳＤ 91401 とＳＤ 91402

を検出し、調査区の大半がこれらの溝の埋土とな

る。ＳＤ 91401 とＳＤ 91402 は同方向に延び、ＳＤ

91402 がＳＤ 91401 より後出である。ＳＤ 91402 は

ＳＤ 91401 の埋土とみることもでき、砂質土である

ためＳＤ 91401 が埋没する最終形態を現すものと思

われる。南岸は調査区外である。第５次調査のＳＤ

55004 がＳＤ 91401 の南岸とした場合、ＳＤ 55004 が

室町時代であることに対し、ＳＤ 91401 からは平安

時代前半の土師器杯の小片が出土しており、室町時

代に下るものは無い。形状も直線的なＳＤ 55004 に

対し、ＳＤ91401はやや蛇行気味である。以上により、

両者を別遺構とし、両調査区間の１ｍ未満の間に両

者の北岸と南岸があるものと想定しておく。このこ

とは、ＳＤ 55004 を条里坪境溝とした第５次調査結

果と矛盾しない。

　なお、ＳＤ 91402 からの遺物の出土は無く、埋没

時期は不明である。

　15．15 区

　第６次調査 11 －１区と 11 －２区の間に位置し、東

端は 11 －２区に一部重複する。耕作土下に薄いにぶ

い黄褐色土があり、その下の暗赤褐色土上面で遺構

検出を行った。検出面までの深さは僅か 20㎝である。

　調査区の大半は、溝状の落ち込みで、その東岸を

確認した。遺物の出土は無く、時期は不明とせざる

を得ない。東岸は、第６次調査で検出したものを

再確認したもので、西岸は不明である。約 15 ｍ西

方の第６次調査 11 －１区東端で西岸のみを確認し

たＳＲ 611049 がある。これと同一遺構とした場合、

幅 20 ｍの大規模な自然流路となり、時期は第６次

調査の成果から古墳時代以前ということになる。な

お、深さは完掘しておらず不明である。

第129図　第９次調査出土遺物（１：４）
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　16．16 区

　第７次調査６区と７区の間に位置する。耕作土は

残存しておらず、水田の床土が露呈していた。遺構

検出はその直下で行い、検出面までは現況からわず

か 10㎝未満である。調査区東半では複数の土坑や

溝が重複しており遺構密度は高い。ただし、隣接す

る第７次調査７区では遺構密度が低く違和感があ

る。一方、調査区西半は、第７次調査で検出した室

町時代の大型土坑ＳＫ 706023 で占められ、その東

辺を確認している。

ＳＤ９１６０１　調査区外から１ｍほど南下し、

突然止まる溝である。幅 50㎝、検出面からの深さ

は 25㎝を測る。埋土は上下２層に分かれるが、２

層ともシルト質である。出土遺物は無く、時期は不

明である。

ＳＫ９１６０２　長辺１ｍ、短辺 80㎝の正方形

にちかい長方形を呈し、検出面からの深さは 50㎝

を測る平面形に比べ深いものである。土師器の皿や

鍋、陶器片が比較的多くの遺物が出土しているが、

埋納と思われるものは無い。これらから室町時代の

時期が与えられるが、山茶椀等の混入遺物も多く、

数的には鎌倉時代の方が多い。

　17．遺物

　調査区が狭小なこともあり、出土遺物は少ない。

同一遺構出土遺物においても混入が多く、一括資料

とすべきものは無い。古墳時代前期以前の１、奈良

時代の９や平安時代の４・５等の律令期のもの、17

等の山茶椀をはじめとする平安末～鎌倉時代のもの

から 14 の室町時代の鍋まで、各時期のものが少数

ではあるものの出土している。

　１は頸部片で詳細は不明であるが、弥生土器また

は古式土師器の壺と思われるものである。外面のヘ

ラミガキは確認できず、口縁部内面にはハケメが微

かに残る。

　２は粗製の椀である。残存部からの復元では、口

径に対する器高が低下した形態となる。

　３・４は土師器の杯であるが、４は外反する口縁

端部外面に沈線を巡らす。３は口縁部外面に板状の

圧痕があり、工具によるヨコナデを施しているよう

である。

　５～８は土師器の皿である。５は器壁が厚く大型

のもの、６は器壁が薄くなり指頭圧痕が目立つ。７・

８は小型で偏平なものである。５の内面は焼成不良

のためか黒斑状となる。

　９～ 13 は土師器の甕、14 は鍋、15 は羽釜である。

９は口縁部が肥厚し、端部の面が明瞭で、古相を示

す。13 は口縁端部を内に折り返すことにより端部

を肥厚させる。14 も同様であるが、断面三角形状

を呈する。13・14 は使用のためか、口縁部外面に

炭化物が付着する。

　17 ～ 26 は山茶椀で、27 も同質のものであるが大

型のため鉢とした。19 は小型で小椀とすべきもの

である。大半が底部片で、18 や 20 のように整った

高台をもつものと 24 ～ 26 の様に形骸化した高台を

もつものがある。特に 25 は、その多くが剥離して

いる。21・22・27 は底部内面が使用のためか平滑

になり、21・26 には炭化物が付着する。口縁部片

は 17 と 23 であるが、17 の口縁端部は外反気味で

あるが、23 は直線的で外に面をもつ。27 にはヘラ

による沈線が巡るが、一周しない。

　28 は青磁椀、29 は土錘、30 は平瓦である。29 は

外面をヘラケズリで整える特異な調整である。30 に

は縄タタキ痕が明瞭に残り、内面は不明確であるが

布目痕と思われる。　　　　　　　　　　　（森川）
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法 量 （cm）
口径 器高 その他

1 902-3 SR90904 ９区
弥生土器

壺
― ―

頸部
8.5

― 浅黄橙10YR8/3
1㎜の白色砂
粒含

頸部3/12 口縁部内面にハケメが残る。

2 901-5 SR91101 11区
土師器

椀
11.8 ― ― ナデ 淡黄2.5Y8/3

0.2㎜以下の
砂粒含

口縁部2/12

3 904-2 SD90301 ３区
土師器

杯
11.0 ― ― 工具ナデ にぶい橙5YR7/4 精良 口縁部1/12 口縁部外面に板状工具痕。

4 903-2 SR91101 11区
土師器

杯
13.3 2.7 ― 底部外面未調整 橙5YR7/6 精良 口縁部1/12 口縁端部外面に沈線。

5 902-4 SD90902 ９区
土師器

皿
21.4 2.0 ― 底部外面未調整 橙5YR7/6

1㎜の白色砂
粒若干

口縁部1/12以下 焼成やや不良。

6 904-3 SD90902 ９区
土師器

皿
13.8 2.3 ― 底部外面未調整 浅黄橙7.5YR8/4 精良 口縁部1/12以下

7 903-3 表土 11区
土師器

皿
7.8 1.0 ― 底部外面未調整 灰白7.5YR8/2 精良 口縁部3/12

8 904-7 SK91602 16区
土師器

皿
6.1 0.8 ― ― 灰白7.5YR8/2 精良 口縁部2/12 摩滅により調整不明。

9 903-4 SD90301 ３区
土師器

甕
― ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部小片

10 903-1 SD90301 ３区
土師器

甕
13.8 ― ― ― 淡橙5Y8/4 精良 口縁部2/12

11 903-5 SD90301 ３区
土師器

甕
26.8 ― ― 体部外面ハケメ 淡橙5Y8/4 精良 口縁部1/12以下

12 902-2 SD90801 ８区
土師器

甕
13.2 ― ― ― 浅黄橙10YR8/3 精良 口縁部1/12以下

13 902-5 SD90902 ９区
土師器

甕
21.6 ― ― ― 灰白10YR8/2 精良 口縁部2/12 口縁部外面に炭化物付着。

14 904-1 表土 16区
土師器

鍋
― ― ― ― 灰白10YR8/2 精良 口縁部小片 口縁部外面に炭化物弱く付着。

15 904-4 SK91602 16区
土師器
羽釜

― ―
鍔径
35.5

― 灰白10YR8/1 2㎜の石英含 鍔部小片

16 902-1 P2 11区
ロクロ土師器

椀
― ―

底径
5.8

ロクロナデ 浅黄橙7.5YR8/6 精良 底部3/12

17 902-6 SD90902 ９区 山茶椀 18.2 ― ― ロクロナデ 灰白2.5Y/8/1 精良 口縁部1/12 口縁端部外面に沈線。

18 902-8 表土 16区 山茶椀 ― ―
高台径
7.0

ロクロナデ 灰白N/8
3㎜の砂粒若
干含

底部3/12 高台に砂痕。

19 901-3 SD90902 ９区
山茶椀
小椀

― ―
高台径
4.2

ロクロナデ 灰白5Y/7/1 精良 底部7/12 内面に重ね焼痕。

20 903-8 SR91101 11区 山茶椀 ― ―
高台径
6.7

ロクロナデ 灰白N/8 精良 底部3/12

21 903-7 SR90902 ９区 山茶椀 ― ―
高台径
9.1

ロクロナデ 灰白N/8 精良 高台2/12 内面に炭化物付着。

22 902-7 SR91101 11区 山茶椀 ― ―
高台径
8.6

ロクロナデ 灰白N/8
1㎜の砂粒若
干含

底部2/12

23 903-6 SK90901 ９区 山茶椀 16.8 ― ― ロクロナデ 灰白N/8
1㎜の白色砂
粒含

口縁部2/12

24 903-9 SD90802 ８区 山茶椀 ― ―
高台径
8.2

ロクロナデ 灰白N/8
1㎜の白色砂
粒若干含

高台2/12

25 904-5 SK91602 16区 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白N/8 4㎜の小石含 高台2/12 高台の剥離多い。

26 904-6 SK91602 16区 山茶椀 ― ―
高台径
8.0

ロクロナデ 灰白N/8
１㎜の白色砂
粒若干含

高台2/12 内面に炭化物付着。

27 901-4 包含層 10区
陶器
鉢

― ―
高台径
10.1

ロクロナデ 灰白5Y/7/1
0.5㎜の小石
含

底部5/12

28 903-10 表土 16区
青磁
椀

― ― ― ― 灰白7/ 精良 口縁部小片 外面に蓮弁文。龍泉窯。

29 901-2 SD90902 ９区
土製品
土錘

1.3
長
4.7

重
7.7g

ヘラケズリ 暗灰黄2.5Y5/2 精良 完形

30 901-1 SR91101 11区 平瓦 ―
谷深
0.7

―
外面 縄タタキ
内面 布目?

橙7.5YR6/6
0.4㎜の小石
含

1/12以下

第５表　第９次調査出土遺物観察表

調査区番号
実測
番号

遺構 残存度 備   考
器　種
器　形

調整技法の特徴 色　調 胎土

第５表　第９次調査出土遺物観察表
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Ⅵ．樹種同定

　１．ＳＤ７０６０３４出土遺物

（１）試料

　試料は漆器（試料№１）１点である。

（２）観察方法

　剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接

線断面）の各切片を採取し、永久プレパラートを作

製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定

した。

（３）結果

　樹種同定結果（広葉樹１種）の表と顕微鏡写真を

示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

トチノキ科トチノキ属トチノキ（Aesculus�turbinata�

Blume）

　（試料№１）

　（写真図版 62）

　散孔材である。木口ではやや小さい道管（～ 80

μ m）が単独かあるいは２～４個放射方向に接す

る複合管孔を構成する。道管の大きさ、分布数とも

に年輪中央部で大きく年輪界近辺ではやや小さくな

る傾向がある。軸方向柔細胞は１～３細胞の幅で年

輪の一番外側（ターミナル状）に配列する。柾目で

は道管は単穿孔と側壁に交互壁孔、螺旋肥厚を有す

る。放射組織はすべて平伏細胞からなり同性である。

道管放射組織間壁孔は六角形をした比較的大きな壁

孔が密に詰まって篩状になっている（上下縁辺の１

～２列の柔細胞に限られる）。板目では放射組織は

単列で大半が高さ～ 300 μｍとなっている。それら

は比較的大きさが揃って階層状に規則正しく配列し

ており、肉眼では微細な縞模様（リップルマーク）

として見られる。トチノキは北海道、本州、四国、

九州に分布する。

（４）まとめ

　今回の試料１点は広葉樹材１点であった。江戸時

代の木製品で、落葉樹材のトチノキ科のトチノキ１

点であった。

　漆器は生産地からの流通も考えられるので、本遺

跡付近の周辺の植生を反映しているかは不明である。

（汐見�真（株）吉田生物研究所）

［参考文献］

・ 林�昭三�「日本産木材顕微鏡写真集」�京都大学木質科学

研究所（1991）

・ 伊東隆夫��「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」�

京都大学木質科学研究所（1999）

・ 島地�謙 ･ 伊東隆夫�「日本の遺跡出土木製品総覧」�雄山

閣出版（1988）

・� 北村四郎 ･ 村田�源�「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ ･ Ⅱ」��

保育社（1979）

・ 奈良国立文化財研究所�「奈良国立文化財研究所�史料

第 27 冊�木器集成図録�近畿古代篇」（1985）

・ 奈良国立文化財研究所�「奈良国立文化財研究所�史料

第 36 冊�木器集成図録�近畿原始篇」（1993）

［使用顕微鏡］

Nikon�DS-Fi1

　２．ＳＺ７０９００９出土遺物

（１）試料と方法

　試料は、SZ709009から出土した炭化材４点である。

　まず試料を乾燥させ、材の横断面（木口）、接線

断面（板目）、放射断面（柾目）について、カミソ

リと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボ

ンテープで固定した。その後、イオンスパッタにて

金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社

製　VE-9800）にて検鏡および写真撮影を行なった。

（２）結果

　同定の結果、広葉樹のコナラ属アカガシ亜属（以

試料番号 調査次数 分析番号 製品名 調査区 遺構　層位 時代 樹種

1 第７次 181 木椀 6 SD706034 江戸 トチノキ科トチノキ属トチノキ

第６表　木製品樹種同定表第６表　木製品樹種同定表
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下、アカガシ亜属）とコナラ属クヌギ節（以下、ク

ヌギ節）、広葉樹樹皮の３分類群がみられた。クヌ

ギ節が２点、アカガシ亜属と広葉樹樹皮が各１点で

ある。同定結果を第６表に示す。

　以下に、同定された材の特徴を記載し、図版に走

査型電子顕微鏡写真を示す。

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属　Quercus �subgen.

Cyclobalanopsis　ブナ科　写真図版 62　1a-1c(No.45)

　厚壁で丸い大型の道管が、放射方向に配列する放

射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列の

ものと広放射組織がみられる。

コナラ属アカガシ亜属は、材組織の観察では道管

の大きなイチイガシ以外は種までの同定ができな

い。したがって、本試料はイチイガシ以外のアカガ

シ亜属である。アカガシ亜属にはアカガシやツクバ

ネガシなどがあり、暖帯に分布する常緑高木の広葉

樹である。材は重硬かつ強靭で、耐水性があり、切

削加工は困難である。

コナラ属クヌギ節　Quercus �sect.�Aegilops　ブナ

科　写真図版 62　2a-2c(No.46)、3a-3b(No.47)

　年輪のはじめに大型の道管が１～３列並び、晩材

部では急に径を減じた、厚壁で丸い道管が放射方向

に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな

線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同

性で、単列のものと広放射組織がみられる。

コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、

温帯から暖帯にかけて分布する落葉高木の広葉樹で

ある。材は重硬で、切削などの加工はやや困難であ

る。

　広葉樹樹皮　Broadleaf-wood�Bark　写真図版 62　

4a(No.48)

　師管要素と放射組織で構成される広葉樹の樹皮で

ある。放射組織は単列である。対象標本が少なく、

同定には至っていない。

（３）考察

　同定の結果、ＳＺ 709009 から出土した炭化材は、

アカガシ亜属とクヌギ節、広葉樹樹皮であった。試

料は焼土とともに出土しており、いずれも燃料材で

あると考えられている。アカガシ亜属とクヌギ節

は、燃料材としてみると火力は高くないが、長時間

燃焼し続けるという材質をもち（樋口，1993）、現

在でも薪炭材として多く利用されている（伊東ほか，

2011）。遺跡周辺に生育するアカガシ亜属やクヌギ

節が、燃料材として伐採利用されたと考えられる。

　　（小林克也　㈱パレオ・ラボ）

［引用・参考文献］

・ 樋口清之（1993）ものと人間の文化史 71　木炭．

286p，法政大学出版局．

・ 伊東隆夫・佐野雄三・安部　久・内海泰弘・山口和穂

（2011）日本有用樹木誌，238p，海青社．

　３．ＳＫ７０６０３９・ＳＤ７０６０３４出土

遺物

（１）はじめに

　本報告では、遺跡より出土した木製品に対して、

木材組織の特徴から樹種同定を行う。木製品の材料

となる木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の

集合体であり、木材構造から概ね属レベルの同定が

可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して

移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の

推定が可能であるが、木製品では樹種による利用状

況や流通を探る手がかりにもなる。

（２）方法

　方法は、試料からカミソリを用いて新鮮な横断面

（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板

目と同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微

鏡（OPTIPHOTO-2：Nikon）によって 40 ～ 1000

倍で観察した。同定は、木材構造の特徴および現生

試料No. 地区名 出土遺構 層位 種類 樹 種

45 ９区 SZ709009 １層 炭化材 コナラ属アカガシ亜属

46 ９区 SZ709009 ２層 炭化材 コナラ属クヌギ節

47 ９区 SZ709009 Ａ層 炭化材 コナラ属クヌギ節

48 ９区 SZ709009 Ｂ層 炭化材  広葉樹樹皮

第７表　樹種同定結果一覧第７表　樹種同定結果一覧
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標本との対比によって行った。

　（３）結果

　表８に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を

示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

１）スギ　Cryptomeria�japonica �D.Don　スギ科　

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成され

る針葉樹材である。早材から晩材への移行はやや急

で、晩材部の幅が比較的広い。放射柔細胞の分野壁

孔は典型的なスギ型で、１分野に２個存在するもの

がほとんどである。放射組織は単列の同性放射組織

型で、１～ 14 細胞高である。

　以上の特徴からスギに同定される。スギは本州、

四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で高さ 40 ｍ、径２ｍに達する。材は軽軟である

が強靭で、広く用いられる。

２）ヒノキ　Chamaecyparis�obtusa �Endl.　ヒノキ

科

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成され

る針葉樹材である。早材から晩材への移行は緩やか

で、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られ

る。放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で１分野に

２個存在する。放射組織は単列の同性放射組織型で、

１～ 15 細胞高である。

　以上の特徴からヒノキに同定される。ヒノキは福

島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ 40 ｍ、径 1.5 ｍ

に達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であり、

耐朽、耐湿性も高い。良材であり、建築などに広く

用いられる。

３）サワラ　Chamaecyparis�pisifera �Endl.　ヒノキ

科

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成され

る針葉樹材である。横断面では、早材から晩材への

移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞がみ

られる。放射断面では、放射柔細胞の分野壁孔がヒ

ノキ型であるがスギ型の傾向を示すものもあり、１

分野に２個存在するものがほとんどである。接線断

面で放射組織は単列の同性放射組織型を呈する。

　以上の特徴からサワラに同定される。サワラは岩

手県以南の本州、四国、九州に分布する。日本特産

の常緑高木で、高さ 30 ｍ、径１ｍに達する。材は

木理通直、肌目緻密であるが、ヒノキより軽軟でも

ろいが、広く用いられる。

４）クリ　Castanea�crenata �Sieb.�et�Zucc.　ブナ科

　年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔

材である。晩材部では小道管が火炎状に配列する。

早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞か

らなる単列の同性放射組織型である。

　以上の特徴からクリに同定される。クリは北海道

の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高

木で、通常高さ 20 ｍ、径 40㎝ぐらいであるが、大

きいものは高さ 30 ｍ、径２ｍに達する。耐朽性が

高く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、

現在では建築、器具、土木、船舶、彫刻、薪炭、ほ

だ木など広く用いられる。

５）キハダ属　Phellodendron　ミカン科　　

　年輪のはじめに大型でやや厚壁の丸い道管が、単

独あるいは２個複合して２～３列配列する環孔材で

ある。晩材部では薄壁で方形の小道管が、多数集合

して斜め方向および接線方向に帯状に配列する。早

材から晩材にかけて、道管の径は徐々に減少する。

道管の穿孔は単穿孔である。小道管の内壁には、ら

せん肥厚が存在する。放射組織は多列の同性放射組

織型で、紡錘形を呈する。幅は１～３細胞幅である。

小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

　以上の特徴からキハダ属に同定される。キハダ属

には、キハダ、ヒロハノキハダなどがあり、北海道、

本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ

25 ｍ、径１ｍに達する。

　（４）所見

　同定の結果、朝見遺跡の木製品はスギ４点、ヒノ

キ１点、サワラ２点、クリ２点、キハダ属１点であっ

た。

　スギは、曲物底板、木札に利用されている。材

は加工工作が容易な上、大きな材がとれる良材で、

建築材はもとより板材や小さな器具類に至るまで

幅広く用いられる。ヒノキは、道具に利用されて

いる。材は木理通直で大きな材が取れる良材であ

り、特に保存性が高く、加工工作が容易な上、建

築材はもとより板材や小さな器具類に至るまで幅

広く用いられる。なお、ヒノキないしヒノキ科の
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木材は、大きな材がとれる良材であり、律令期以降、

瀬戸内から東海地方では、流通し最もよく用いられ

る材である。サワラは、曲物底板に利用されている。

材はヒノキには劣るが木理通直、肌目緻密であり、

水質によく耐える材である。クリは、下駄に利用さ

れている。材は重硬で保存性が良い材であり、柱材

などの建築材として利用されることが多く、また下

駄に比較的よく利用される。キハダ属は、下駄に利

用されている。材はやや軽軟だが、アテの少ない素

直な材質をしており水湿に強い。キハダ属の下駄の

報告例は極めて少なく、山梨県の江戸時代後半の宮

沢中村遺跡や長野県の鎌倉時代から江戸時代初期の

松原遺跡で確認される。また 1800 年代後半には長

野県以外に、宮崎県都城地方などで下駄に見られた

用材である。なお、クリ、キハダ属は本遺跡と同様

に刳り下駄としての加工がほとんどである。

　いずれの樹種も温帯を中心に分布する樹木ばかり

であった。スギは肥沃で湿潤な土壌を好み、ヒノキ

は適潤性であるが乾燥した土壌にも耐え、尾根、急

峻地または岩盤上にもよく生育する。サワラは湿気

の多い肥沃地で、渓流沿いを好む。クリは乾燥した

台地や丘陵地を好み、二次林要素でもある。キハダ

属は山地の林内に生育する落葉高木である。

　本遺跡で同定された樹木は温帯に分布する樹木で

あり、当時遺跡周辺にも生育していた。曲物底板、

木札、道具には加工が容易で木理通直なスギ、ヒノ

キ、サワラを用い、下駄には水湿に強い広葉樹のク

リ、キハダ属を用いている。なお、キハダ属の下駄

はめずらしくまた漆塗りの下駄であり、また本試料

では割れた部分を修復して利用していたことがわか

ることから、クリの下駄と比べてよく手入れされて

いたと考えられる。本遺跡で同定された樹木は当時

遺跡周辺からか、また流通によってもたらされたと

推定される。

（一般社団法人文化財科学研究センター）

［参考文献］
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・ 佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞．木材の構造，

文�永堂出版，p.20-48．

・ 佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞．木材の構造，

文永堂出版，p.49-100．
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雄山閣，p.296．
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番号 実測番号 名称 出土遺構

739 001-01 下駄 SK706039 Castanea crenata  Sieb. et Zucc. クリ

738 002-01 下駄 SK706039 Castanea crenata  Sieb. et Zucc. クリ

737 003-01 下駄 SK706039 Phellodendron  キハダ属

719 004-01 曲物底板 SD706034 Chamaecyparis pisifera  Endl. サワラ

717 004-02 曲物底板 SD706034 Cryptomeria japonica  D.Don スギ

720 005-01 曲物底板 SD706034 Cryptomeria japonica  D.Don スギ

741 005-02 曲物底板 SK706039 Chamaecyparis pisifera  Endl. サワラ

740 006-01 曲物底板 SK706039 Cryptomeria japonica  D.Don スギ

718 006-02 木札 SD706034 Cryptomeria japonica  D.Don スギ

721 006-03 道具 SD706034 Chamaecyparis obtusa  Endl. ヒノキ

第８表　木材同定結果

結果（学名／和名）

第８表　木材同定結果
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番号 保存処理番号 品名 写真番号 樹種＊ 概　　 　要

1 181 木椀 1,3 トチノキ
内面は全面赤色で、外面には黒色地に白っぽい文様が施され
た椀。

第９表　調査資料

＊  樹種については、別稿の樹種同定報告書を参照のこと。

第９表　調査資料 

Ⅶ．塗膜構造調査

　１．はじめに

　漆製品１点について、その製作技法を明らかにす

る目的で塗膜構造調査を行ったので、以下にその結

果を報告する。

　２．調査資料

　調査した資料は、第９表に示す近世の漆椀１点で

ある。

　３．調査方法

（１）蛍光Ｘ線分析

　赤色漆層に混和された、赤色顔料を蛍光Ｘ線分析

によって同定した。装置は島津製作所製のエネル

ギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 EDX-800 を用いた。第

130 図、第 131 図の分析データ結果と第 10 表を示す。

　以上の通り、内面から Fe（鉄）が検出されたこ

とから赤色顔料として酸化鉄のベンガラが、外面文

様部から As（砒素）と Sn（錫）が検出されたこと

から石黄と錫が混和されたと判断される。

（２） 断面観察

　次に、第９表の資料本体の塗膜付着部分から数㎜

四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜

断面の薄片プレパラートを作製した。これを落射光

ならびに透過光の下で検鏡した。

　塗膜断面の観察結果を、第 11 表と以下の文章に

示す。

塗膜構造　下層から、下地、漆層が観察された。

下地　内外両面ともに、褐色を呈する柿渋に木炭

粉を混和した、炭粉渋下地が見られた。

漆層　内面には、下地の上に赤色漆が１層、外面

には下地の上に透明漆が１層、その上に漆に黄色顔

料や金属粉が混和された層が１層重なっていた。

顔料　内面の赤色漆には明確な粒子形状が見られ

ない、細かな透明度の低いベンガラが見られた。外

面の文様部には、落射光と透過光のもとで黄色い粒

子と光を反射する粒子が見られた。何らかの金属粉

である。

　４．摘要

　三重県に所在する朝見遺跡から出土した、漆椀１

点の塗膜構造調査を行った。蛍光Ｘ線分析と断面の

観察から、内面には赤色顔料としてベンガラが漆に

混和され、外面の文様部には石黄と錫粉が漆に混和

されたと判断される。

トチノキの木胎に、柿渋に木炭粉を混和した炭粉

渋下地を施し、内面にはベンガラ漆を１層塗布して、

外面には透明漆を１層塗布した上に、漆に石黄と錫

粉を混和したもので文様を描いた。

（本吉　恵理子　㈱吉田生物研究所）
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元素 内面(wt%) 外面文様部(wt%)

S 24.71 33.67

Ca 7.79 35.16

Fe 66.95 25.69

Cu 0.53 0.44

As ― 2.9

Sn ― 2.11

第10表　蛍光X線分析結果

膠着剤 混和材

内面 2 柿渋 木炭粉 赤色漆1層 ベンガラ

外面 4 柿渋 木炭粉 透明漆1層／漆+黄色顔料+金属粉 石黄？

1 椀

第11表　漆器の断面観察結果

番号 器種 部位 写真番号

塗　膜　構　造（下層から）

下　地
漆層構造 顔　料

第 130 図　内面の分析データ 第 131 図　外面文様の分析データ

第10表　蛍光Ｘ線分析結果

第11表　漆器の断面観察結果
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Ⅷ．年代測定

　１．試料と方法

　測定試料の情報、調製データは第 12 表のとおり

である。試料写真を写真図版 64 に示す。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、

コンパクト AMS：NEC 製�1.5SDH）を用いて測定

した。得られた 14C 濃度について同位体分別効果の

補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

　２．結果

　第 13 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同

位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代

範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
14C 年代、第 132 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。

暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値

であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年

代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示

した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。

また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％

であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。暦

年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度

の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ±

40 年）を較正して、より実際の年代値に近いもの

を算出することである。

　14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線デー

タ：IntCal13）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差

に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に 2 σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲

である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦

年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲

線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較

正曲線を示す。

　３．考察

　幡中（2012）による縄文土器編年と放射性炭素年

代値の検討結果にもとづくと、今回得られた暦年代

は、試料 No.49 が縄文時代中期後半（船本Ⅳ式と里

木Ⅱ式）から中期末（北白川 C 式）、試料 No.50 が

縄文時代後期前葉（四ツ池式）に対比される。試料

No.51 の年代値については、西本編（2006）の土器

付着炭化物の年代値を参照すると、弥生時代前期に

相当する。

　ただし、木材の場合、最終形成年輪部分を測定す

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-36779
調査区：１区
遺構：SK701003
試料No.49

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪以外 部位不明
状態：dry

混合物除去
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水
酸化ナトリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-36780
調査区：11区
遺構：SH711024
試料No.50

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪以外 部位不明
状態：dry

混合物除去
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水
酸化ナトリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

PLD-36781
調査区：８区_Y_13
遺構：pit1
試料No.51

種類：炭化材
試料の性状：最終形成年輪以外 部位不明
状態：dry

混合物除去
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,水
酸化ナトリウム：1.0N,塩酸：1.2N）

第12表　測定試料および処理第12表　測定試料および処理
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ると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年

輪を測定すると、最終形成年輪から内側であるほど

古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料は、

すべて最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材であ

る。したがって、測定結果は古木効果の影響を受け

ている可能性があり、その場合、木が実際に枯死も

しくは伐採されたのは測定結果よりも新しい年代で

あったと考えられる。

（（株）パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ（伊

藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur�

Lomtatidze・辻　康男）

［引用・参考文献］

・�　Bronk� Ramsey,� C.�（2009）�Bayesian�Analysis� of�

Radiocarbon�dates.�Radiocarbon,�51（1）,�337-360.

・�　幡中光輔（2012）西日本縄文時代における遺跡タイポ

ロジー分析の実践と展開．関西縄文文化研究会編「関西

縄文時代研究の新展開：松尾洋次郎さん追悼論集」・33-

49, 関西縄文文化研究会

・�　中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本

先史時代の 14C 年代編集委員会編「日本先史時代の 14C

年代」：3-20，日本第四紀学会．

・�　西本豊弘（2006）新弥生時代のはじまり�第 1 巻�弥生

時代の新年代．143p，雄山閣．

・�　Reimer,� P.J. ,� Bard,� E. ,� Bayliss,� A. ,� Beck,� J.W.,�

Blackwell,�P.G.,�Bronk�Ramsey,�C.,�Buck,�C.E.,�Cheng,�H.,�

Edwards,�R.L.,�Friedrich,�M.,�Grootes,�P.M.,�Guilderson,�

T.P.,�Haflidason,�H.,�Hajdas,� I.,�Hatte,�C.,�Heaton,�T.J.,�

Hoffmann,�D.L.,�Hogg,�A.G.,�Hughen,�K.A.,�Kaiser,�K.F.,�

Kromer,� B.,�Manning,� S.W.,� Niu,�M.,� Reimer,� R.W.,�

Richards,�D.A.,� Scott,�E.M.,� Southon,� J.R.,� � Staff,�R.A.,�

Turney,�C.S.M.,� and�van�der�Plicht,� J.（2013）�IntCal13�

and�Marine13�Radiocarbon�Age�Calibration�Curves�

0?50,000�Years�cal�BP.�Radiocarbon,�55（4）,�1869-1887.�

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-36779
試料No.49

-26.40±0.19 4052±23 4050±25
2620-2566 cal BC (43.6%)
2523-2497 cal BC (24.6%)

2833-2819 cal BC ( 3.1%)
2659-2651 cal BC ( 1.1%)
2634-2546 cal BC (55.4%)
2541-2488 cal BC (35.8%)

PLD-36780
試料No.50

-25.98±0.24 3798±24 3800±25
2286-2247 cal BC (35.9%)
2235-2200 cal BC (30.6%)
2158-2155 cal BC ( 1.7%)

2298-2190 cal BC (80.2%)
2181-2141 cal BC (15.2%)

PLD-36781
試料No.51

-24.43±0.21 2449±20 2450±20

741-687 cal BC (28.4%)
664-646 cal BC ( 8.7%)
550-483 cal BC (30.2%)
438-435 cal BC ( 0.9%)

751-683 cal BC (31.3%)
669-638 cal BC (11.1%)
622-619 cal BC ( 0.3%)
591-413 cal BC (52.7%)

第13表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号 δ
13
C

(‰)

暦年較正用
年代

(yrBP±1σ)

14
C 年代

(yrBP±1σ)

14
C年代を暦年代に較正した年代範囲

第13表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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95.4% probability
2833-2819 cal BC ( 3.1%)
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PLD-36780:3798±24 BP
68.2% probability
2286-2247 cal BC (35.9%)
2235-2200 cal BC (30.6%)
2158-2155 cal BC ( 1.7%)

95.4% probability
2298-2190 cal BC (80.2%)
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664-646 cal BC ( 8.7%)
550-483 cal BC (30.2%)
438-435 cal BC ( 0.9%)

95.4% probability
751-683 cal BC (31.3%)
669-638 cal BC (11.1%)
622-619 cal BC ( 0.3%)
591-413 cal BC (52.7%)

第 132 図　暦年較正結果

－ 190－ － 191－



Ⅸ．リン・カルシウム分析

1．試料と方法

　分析対象となる試料は、縄文時代の埋設土器ＳＸ

704015 内の底部から採取した埋土１点（試料 No.52）

と、比較試料として第５次調査Ｔ６北壁の西⑪層か

ら採取した基盤層の堆積物１点（試料 No.33）の、

計２点である。

　分析は、藤根ほか（2008）の方法に従って行った。

この方法は、リン、カルシウムを多く含む箇所を元

素マッピングにより面的に検出し、直接測定できる

という利点がある。測定試料には、試料を乾燥後、

極軽く粉砕して塩化ビニル製リングに充填し、油

圧プレス機で 20t・1 分以上プレスしたものを作製、

使用した。

　分析装置は、エネルギー分散型蛍光 X 線分析

装置である（株）堀場製作所製分析顕微鏡 XGT-

5000Type Ⅱを使用した。装置の仕様は、X 線管が

最大 50kV、1.00mA のロジウム（Rh）ターゲット、

X 線ビーム径が 100 μ m または 10 μ m、検出器は

高純度 Si 検出器で、検出可能元素はナトリウム（Na）

～ウラン（U）である。また、試料ステージを走査

させながら測定して元素の二次元的な分布画像を得

る、元素マッピング分析も可能である。

　本分析では、まず元素マッピング分析を行い、元素

の分布図を得た上で、リン（P）のマッピング図にお

いて輝度の高い箇所を選び、ポイント分析を行った。

測定条件は、元素マッピング分析では 50kV、1.00mA、

ビーム径 100 μ m、測定時間 6000s、パルス処理時間

P3 に、ポイント分析では 50kV、0.10 ～ 0.44mA（自

動設定）、ビーム径 100 μ m、測定時間 500s、パルス

処理時間 P4 に設定して行った。定量計算は、装置付

属ソフトによる標準試料を用いないファンダメンタ

ル ･ パラメータ法で行っており、半定量値である。

　２．結果

　試料のリンおよびカルシウムの各マッピング図に

ポイント分析を行った各５ヶ所（a ～ e）の位置を

示した図を図版 64 に、ポイント分析結果より酸化

物の形で表した各元素の半定量値を第 14 表に示す。

なお、元素マッピング図は、元素ごとに輝度を相対

的に比較できるように、各試料のブライトネスとコ

ントラストを調整した。

分析の結果、比較試料である基盤の堆積物（試料

No.33）ではリン（P2O5）が 4.23 ～ 11.41%、カルシウ

ム（CaO）が 1.88 ～ 13.92%、埋設土器②内の底部の

埋土（試料 No.52）はリン（P2O5）が 1.78 ～ 12.49%、

カルシウム（CaO）が 1.58 ～ 8.76% の値を示した。

　３．考察

（１）分析結果の解釈

　骨や歯は、ハイドロキシアパタイト Ca5(PO4)3OH

が主成分であり、すなわち蛍光 X 線分析ではリン

（P）とカルシウム（Ca）がともに高く検出される。

ただし、土壌中のリンとカルシウムは鉱物由来の可

能性も考慮する必要があり、特にカルシウムは一般

的にもともと土砂中に多く含まれている元素で、注

意を要する。さらに、貝殻はもちろん、炭化材など

も蛍光Ｘ線分析では高いカルシウム含有量を示す。

　このように、カルシウムのみの検出では骨由来で

あるか骨以外のもの由来であるかを判断しにくいた

め、分析ではリンを中心に検討した。また、埋没し

た時には骨が存在していても、埋没中に分解拡散が

進行し、現状ではほとんどリンが検出されない場合

や、骨からビビアナイト Fe3(PO4)2･8H2O が析出し

ているケースのように骨由来のリンが多く検出され

る箇所でもカルシウムが少ないという場合もある。

　今回分析した埋設土器ＳＸ 704015 内の底部の埋

土（試料 No.52）では、ポイント分析においてリン、

カルシウムともに明らかに多い箇所が検出された。

この箇所で検出されたリンとカルシウムは、骨や歯

に由来する可能性がある。ただし、比較試料である

基盤層の堆積物（試料 No.33）においても、埋設土

器ＳＸ 704015 内の底部の埋土（試料 No.52）と同

様に、ポイント分析においてリン、カルシウムとも

に明らかに多く含まれる箇所が検出されており、ま

た、マッピング図全体の輝度に明確な差はみられな
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いため、その解釈には注意が必要である。

（２）小結

　朝見遺跡（第７次）で検出された縄文時代の埋設

土器ＳＸ 704015 内の底部の埋土１点について分析

を行った結果、リン、カルシウムともに明らかに多

く含まれる箇所が検出され、骨や歯が存在した可能

性が示された。ただし、基盤層の堆積物からも同様

にリン、カルシウムともに明らかに多い箇所が検出

されており、その解釈には注意が必要である。遺構

の性格については、他の自然科学分析の結果および

遺物の出土状況や類例など、考古学的所見も併せた

総合的な判断が望まれる。

（竹原弘展　㈱パレオ・ラボ）

［引用・参考文献］

・�　藤根　久・佐々木由香・中村賢太郎（2008）蛍光 X

線装置を用いた元素マッピングによるリン・カルシウ

ム分析．日本文化財科学会第 25 回大会研究発表要旨集，

108-109．

No. ﾎﾟｲﾝﾄ MgO Al2O3 SiO2 PP22OO55 SO3 K2O CCaaOO TiO2 MnO2 Fe2O3 Rb2O SrO Y2O3 ZrO2

a 1.44 14.06 72.75 44..2233 0.07 1.63 11..8888 0.21 0.10 3.62 0.01 0.01 0.00 0.01

b 1.05 17.29 45.90 1111..4411 0.12 2.15 1133..9922 1.71 0.16 6.23 0.02 0.01 0.01 0.01

c 1.48 18.12 61.78 44..4411 0.05 2.26 33..8822 0.50 0.25 7.27 0.01 0.01 0.01 0.01

d 1.48 17.90 59.89 55..9900 0.06 1.23 77..5544 0.47 0.15 5.35 0.01 0.01 0.01 0.01

e 2.11 19.89 62.67 44..2299 0.04 2.85 22..9999 0.63 0.10 4.39 0.01 0.01 0.00 0.02

a 0.79 18.28 68.71 11..7788 0.11 2.58 11..5588 0.85 0.19 5.09 0.01 0.01 0.01 0.02

b 0.33 12.33 60.20 1122..4499 0.01 1.82 88..2222 0.65 0.13 3.77 0.01 0.01 0.01 0.03

c 1.66 19.74 54.66 33..1199 0.09 2.54 88..7766 1.12 0.32 7.83 0.01 0.02 0.03 0.02

d 3.71 22.22 59.19 22..6666 0.29 3.08 11..5599 1.02 0.23 5.96 0.01 0.02 0.01 0.01

e 1.92 20.78 55.58 66..5511 0.06 3.34 44..5544 1.12 0.20 5.84 0.01 0.01 0.01 0.09

33

52

第14表　半定量分析結果（mass%）第14表　半定量分析結果（mass%)
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Ⅹ．蛍光Ｘ線分析
　第７次調査３区下層包含層から出土した敲石 209

に付着した赤色物について、三重県総合博物館にお

いて蛍光Ｘ線分析を実施した。分析は、赤色部分と

それ以外の計４ヶ所について、それぞれ測定条件を

変えて実施した
①

。

　その結果、赤色部分のみで水銀が検出された。こ

のことから、付着する赤色物は水銀朱の可能性が高

いものと考えられる。 （水谷）

［註］

①�　分析は三重県総合博物館が実施し、各表及びＸ線ス

ペクトル図等は、博物館の提供による。

測定装置

分析条件ファイル名

管球ターゲット元素

測定日付

測定条件 条件 1 条件 2 条件 3 条件 4

測定時間（秒） 30 30 30 30

有効時間（秒） 25 28 24 21

コリメータ φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm

励起電圧（kV） 50 50 15 15

管電流（μA） 1000 1000 1000 1000

フィルター Pb用 Cd用 Cl用 OFF

マイラ－ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ

雰囲気 大気 大気 大気 大気

ピーキングタイム 1.0usec 1.0usec 1.0usec 1.0usec

第15表　測定条件①

SEA1200VX ID_1443

20160910.bfp

Rh

2017/3/15 14:24

第15表　測定条件①

K 40.29(wt%)

Ti 7.16(wt%)

Fe 29.03(wt%)

Zr 1.72(wt%)

Hg 21.80(wt%)

第16表　定量結果①第16表　定量結果① 

K 44.81(wt%)

Ti 10.61(wt%)

Fe 42.80(wt%)

Zr 1.77(wt%)

Hg 0.01(wt%)

第18表　定量結果②第18表　定量結果②

測定装置

分析条件ファイル名

管球ターゲット元素

測定日付

測定条件 条件 1 条件 2 条件 3 条件 4

測定時間（秒） 30 30 30 30

有効時間（秒） 24 28 22 20

コリメータ φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm

励起電圧（kV） 50 50 15 15

管電流（μA） 1000 1000 1000 792

フィルター Pb用 Cd用 Cl用 OFF

マイラ－ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ

雰囲気 大気 大気 大気 大気

ピーキングタイム 1.0usec 1.0usec 1.0usec 1.0usec

第17表　測定条件②

SEA1200VX ID_1443

20160910.bfp

Rh

2017/3/15 14:37

第17表　測定条件② 

0.00 4.00 8.00 12.00 16.00 20.00
[keV]

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

[cps]

＜測定条件１＞

＜測定条件２＞

＜測定条件３＞

＜測定条件４＞

第134図　Ｘ線スペクトル①第133図　試料像①
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0.00 4.00 8.00 12.00 16.00 20.00
[keV]

0.00

40.00

80.00

120.00

160.00

[cps]

＜測定条件１＞ ＜測定条件２＞

＜測定条件３＞ ＜測定条件４＞

第135図　Ｘ線スペクトル②

第136図　試料像②

第137図　試料像③

測定装置

分析条件ファイル名

管球ターゲット元素

測定日付

測定条件 条件 1 条件 2 条件 3 条件 4

測定時間（秒） 30 30 30 30

有効時間（秒） 25 28 22 20

コリメータ φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm

励起電圧（kV） 50 50 15 15

管電流（μA） 1000 1000 1000 799

フィルター Pb用 Cd用 Cl用 OFF

マイラ－ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ

雰囲気 大気 大気 大気 大気

ピーキングタイム 1.0usec 1.0usec 1.0usec 1.0usec

第19表　測定条件③

SEA1200VX ID_1443

20160910.bfp

Rh

2017/3/15 14:44

第19表　測定条件③ 

K 45.44(wt%)

Ti 9.19(wt%)

Fe 43.76(wt%)

Zr 1.59(wt%)

Hg 0.01(wt%)

第20表　定量結果③第20表　定量結果③ 
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0.00 4.00 8.00 12.00 16.00 20.00
[keV]

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

[cps]

0.00 4.00 8.00 12.00 16.00 20.00
[keV]

0.00

4.00

8.00

12.00

16.00

[cps]

＜測定条件１＞ ＜測定条件２＞

＜測定条件３＞ ＜測定条件４＞

第138図　Ｘ線スペクトル③

第139図　試料像④

第140図　Ｘ線スペクトル④

＜測定条件１＞
＜測定条件２＞

＜測定条件３＞ ＜測定条件４＞

測定装置

分析条件ファイル名

管球ターゲット元素

測定日付

測定条件 条件 1 条件 2 条件 3 条件 4

測定時間（秒） 30 30 30 30

有効時間（秒） 24 28 22 20

コリメータ φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm φ8.0mm

励起電圧（kV） 50 50 15 15

管電流（μA） 1000 1000 1000 755

フィルター Pb用 Cd用 Cl用 OFF

マイラ－ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ ｶﾊﾞｰ

雰囲気 大気 大気 大気 大気

ピーキングタイム 1.0usec 1.0usec 1.0usec 1.0usec

第21表　測定条件④

SEA1200VX ID_1443

20160910.bfp

Rh

2017/3/15 14:52

第21表　測定条件④ 

K 45.95(wt%)

Ti 8.07(wt%)

Fe 42.76(wt%)

Rb 0.92(wt%)

Sr 1.28(wt%)

Zr 1.01(wt%)

第22表　定量結果④第22表　定量結果④ 
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Ⅺ．結　　語
　今回の調査結果は、これまで６次にわたる調査成

果を踏襲するものであった。こうしたなかで若干の

項目について考察を加え結語に代えたい。

　１．縄文時代

　今回の調査においても第５次調査や第６次調査と

同様に、縄文土器が出土した。しかし、13 区に分

かれる第７次調査において、その出土状況には濃淡

がある。

　今回の調査範囲の内、和屋集落北東側水田に位置

する１・３・４区は、縄文土器時代の遺構・遺物を

検出した第５次調査の１・６区に隣接する位置にあ

り、当然のごとく多数の縄文土器が出土している。

なかでも３区や４区では、第５次調査と同様に下層

検出面を設定して縄文時代の遺構検出に努め、埋設

土器や石囲炉を検出している。しかし、和屋集落北

東側に接する５～７区や立田集落と和屋集落の中間

に位置する８・９区からは殆ど出土していない。一

方、今回新たに立田集落の南側に位置する 10 ～ 13

区の内、10 区を除く調査区からも縄文土器の出土

があった。

　しかし、２基の埋設土器は別として、明確に遺

構と断定できるものはない。石囲炉を含むＳＨ

704011 にしても、既述したように炉の位置が北に

偏りすぎており、使用痕跡も弱い。主柱穴も検出で

きていないこと等、竪穴住居とする決め手を欠い

ている。他にも竪穴住居状の平面形を呈するＳＫ

701003 やＳＨ 711024 があるが、深さも浅く平面形

も不整形で同様な状況である。また、土坑において

も自然の落ち込み等に疑われるものも多い。下層検

出面において検出されたＳＫ 711016 等の土坑も若

干あるが、縄文土器の小片が出土するに止まってい

る。このような状況は、第５次調査においても同様

であり、遺構の土壌化と堆積物の供給量の関係によ

る遺構形態の消失としている
①

。

（１）時期

　前述したような状況から、遺構一括出土遺物に相

当するものは無く、包含層的な扱いとせざるを得な

いものが大半である。しかも出土の中心は小片であ

るため、詳細が不明なものが多い。

　伊勢湾西岸地域の中期後半については、穂積裕昌

氏が口縁部文様帯に着目して４段階に分類している。

突帯による渦巻文と、それに連続する区画文の表現

から沈線による表現へ、渦巻文と区画文の連続から

分離へという編年の予察を示している
②

。一方、田村

陽一氏も同様な着眼点で４期に分類しているが、最

も後出のⅣ期は、渦文から分離した区画文が消失す

る段階としている。そして、隆帯による渦文・区画

文のⅠ期を組取式に、沈線となるⅡ期を島崎Ⅲ式に、

渦文と区画文が分離するⅢ期を山の神Ⅰ式に、そし

てⅣ期を山の神Ⅱ式に対応させている
③

。

　さて、前述したように一括資料として扱えるものは

なく、小片が多いなかで形状が明確なものは２基の

埋設土器である。ＳＸ 704014 の 346 は、口縁部文様

帯を沈線で描き、渦文と区画文が分離している。そ

の下には多重沈線による連弧文を配しており、第５

次調査による分類の深鉢Ａ４に該当する
④

。この状況

から田村氏のⅢ期、山の神Ⅰ式に並行するものと思

われるが、渦文が円形に退化し、渦文と区画文の専

有幅も狭くなっている。Ⅲ期でも後半とすべきであろ

うか。ＳＫ 701003 の 37・38、ＳＺ 704013 の 365 等の

口縁部片には整った渦文が確認できるが、沈線によ

るものである。Ⅱ～Ⅲ期として良いであろう。３区

の 135・136 のように隆帯で文様を描くものは散見さ

れる程度で、Ⅰ期に遡る可能性のあるものは少ない。

　次にＳＸ 704015 の 351 であるが、波状口縁を呈

するかどうかは微妙であるものの、括れが小さい形

態で体部は無文となる。口縁部も無文帯となり、体

部と口縁部の境には竹簡文を施す突帯を巡らせ、そ

の下に窓枠状の区画文を横位に連続させる特異なも

のである。森添遺跡出土の深鉢５は、形態的に異な

るものであるが、共通点も多い。括れの小さい体部

や口縁部が無文帯、その下に窓枠状の区画文を横位

に連続させる状況が共通する。体部も条線が施され

るものの縦方向の区画文等は無いようである。北白

川Ｃ式深鉢Ｂ類に相当するものとされ
⑤

、中期に収ま
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るものとなる。ただし、窓枠状区画が隆帯で描かれ

るのに対し 351 は沈線となり、区画内を充填する文

様もない。森添遺跡深鉢５より文様が退化した状況

にあるものと思われるが、中期末に収まるものとし

ておきたい。

　ＳＨ 704011 に含まれる石囲炉を形成する 289 に

は本書で綾杉文と表記した文様が刻まれる。葉脈状

文と呼ばれるもので、中期後半に中部地方や北陸地

方の影響を受けたものとされている
⑥

。この文様は他

にもＳＫ 701003 の 25 をはじめ、各調査区から多数

出している。

　この様に、今回の調査で出土した縄文土器は山の

神Ⅰ式及びその前後のものが目立つ。一方、３区の

220 のように明らかな磨消縄文の技法を施すものが

あり、後期に下るものが若干混在する状況にもある。

したがって、中期後半から末期を主体とし、後期に

下るものを一部含むという時期となろう。この状況

は、第５次調査結果を踏襲するものである。第５次

調査と調査区が隣接する１・３・４区においては、

むしろ当然の結果であるが、今回新たに立田集落の

南側に位置する 11 ～ 13 区に同時期の分布が広がる

ことを確認する結果となった。和屋集落北方から断

片的に立田集落南側へ広がる縄文人の活動痕跡を垣

間見ることができる。一方、第６次調査では後期が

主体であり、その位置は和屋集落の南側である。朝

見遺跡に限ってみれば、和屋集落北方から立田集落

へかけて広がる中期後半の縄文人の活動が、後期に

は縮小して和屋集落南側へ移動したようにも見える

のである。

（２）水銀朱

　今回の調査では、石錘をはじめ一定量の石器や剝

片が出土しているが、摺石や石皿の出土は無かった。

こうしたなかで、３区下層包含層から出土した赤色

顔料の付着した敲石（209）が注目される。赤色顔

料は、既述したように水銀朱の可能性が高いものと

なった。敲石について詳細な時期を確定することが

困難なため、共伴する縄文土器に頼らざるを得ない。

191 は沈線による区画内に縄文を充填するものであ

る。摩滅により不明確な部分もあるが、磨消縄文の

技法はとらず、区画沈線の後に縄文を充填したよう

に見える。他には、綾杉文（葉脈文）を施すものが

目立つ。したがって、３区下層包含層出土縄文土器

を概観した場合、明確に後期に下るものは無いもの

と思われる。この状況から敲石 209 は中期に遡る可

能性が生じてきた。ただし、直上の上層包含層から

は明らかに後期に下る 220 が出土している。間層を

介さない包含層の上下を識別する調査であるため、

多少の上下間の混入を否定しきれるものでは無い。

さらに、３区は狭小な溝状の調査区で、下層包含層

が分離しているのは南半の 80㎡程度である。した

がって、たまたま調査区内では下層包含層から後期

に下る土器が出土しなかったとの解釈も無謀ではな

い。また、水銀朱の付着する土器の最古例のひとつ

が、近隣の松阪市王子広遺跡出土の縄文土器である。

後期初頭とされているもの
⑦

で、中期に遡るものは知

られていない。この様な状況から、中期に遡ること

については、その可能性を示すに止めざるを得ない

ものと思われる。

　さて、伊勢平野南端は中央構造線が横断する地質

のため、水銀の産地として有名である。『延喜式』

によれば伊勢国は中央へ水銀を進上していたとさ

れ、国内産の水銀を進上した唯一の国であったよう

である。そしてその産出地が飯高郡の丹生であった

ことが相違ないものとされている
⑧

。その丹生は、当

遺跡の南南西 15㎞に所在する。伊勢平野南端は水

銀朱の付着する遺物が出土する遺跡が密集する特異

な地域である。なかでも、朱の生産にかかわる敲石

等が出土する遺跡も多く、特に天白遺跡、森添遺跡、

池ノ谷遺跡の３遺跡は朱の生産遺跡としての主要要

件を全て備えるもので、後期後半には朱が特産品と

して生産された地域と位置付けることが適切とされ

る
⑨

。また、新徳寺遺跡から出土した辰砂原石は、共

伴遺物が広瀬土壙 40 段階や北白川上層１期等に比

定できるもので、後期前半に遡るとしている。辰砂

原石としては当地域最古のもの
⑩

となり、朱の生産が

後期前半まで遡るものと考えられるようになった。

この様に、当地域が水銀朱の主要産出地である状況

が縄文時代後期前半に遡ることができる。一方、岐

阜県の塚奥山遺跡では、水銀朱が付着する土器や磨

石が多く出土しているが、後期のものとされる一群

のなかに、中期に遡る可能性のある浅鉢が１点含ま

れている
⑪

。
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　以上の背景を踏まえれば、水銀朱の主要産出地で

ある当地域において、近い将来、良好な状況で中期

に遡る史料が出土することが期待されるのである。

当遺跡の敲石 209 の評価は、その時に改めてなされ

るものとなろう。

　２．方形周溝墓

　今回の調査で検出した方形周溝墓は４区のＳＤ

704001 のみであるが、第５次調査のＳＸ 56027 の

西辺に相当するものである。したがって、これまで

の調査で確認された総数に変化はなく、隣接する瀬

干遺跡を含めて 15 基である
⑫

。

　瀬干遺跡は朝見遺跡の東側に接する遺跡であり、

瀬干遺跡から面塚を含む朝見遺跡にかけて、同時期

の類似した規模の方形周溝墓群が広がることが想定

される。しかし、若干の相違点もある。瀬干遺跡で

は大半の方形周溝墓が密接し、隣接する周溝を共有

または接する状態で掘削されている
⑬

のに対し、朝見

遺跡では間隔を空けて散在的に所在している。他に

際立った相違はなく、この差が意味のあるものかど

うかは不明である。

　ＳＤ 704001（ＳＸ 56027）は周溝の内々で 13 ｍ

を測る。突出した規模ではないものの、瀬干遺跡の

ＳＸ４、ＳＸ８の10ｍを一段階上回る規模である（第

23表）。櫛田川流域において多数調査されている方形

周溝墓においても内寸で 13 ｍを測るものは見出せな

い
⑭⑮

。唯一、櫛田川右岸をやや上流に遡った上ノ垣外遺

跡ＳＸ３が内寸13～ 14ｍを測り、ＳＤ704001（ＳＸ

56027）に匹敵する規模をもつ。東辺に陸橋部をもち、

Ｂ2型
⑯

を志向した可能性を指摘している
⑰

。宇河雅之氏

は赤塚次郎氏が定義するＢ2型が当地域で検出されて

いないことを踏まえ、Ｂ 1 型から瀬干遺跡ＳＸ２型

を経由して前方後方型のＢ 3 型への変遷を示し、上

ノ垣外遺跡ＳＸ３を瀬干遺跡ＳＸ２型に含めている
⑱

。

　上記を踏まえれば、ＳＤ 704001（ＳＸ 56027）は

その規模からして前方後方型を志向する前段階とし

て瀬干遺跡ＳＸ２型としたいところである。今回の

調査は陸橋部の確認はできなかったが、あるとすれ

遺跡名（調査次数） 遺構名 規模（内寸） 周溝連結状況 備考

瀬干遺跡（１次） SX2 ８ｍ 連結

瀬干遺跡（２次） SX4 10ｍ 単独

瀬干遺跡（２次） SX6 ７ｍ 連結 瀬干遺跡第１次調査のSX4

瀬干遺跡（２次） SX8 10ｍ 連結 瀬干遺跡第１次調査のSX3

朝見遺跡（５次） SX51017 6.5ｍ 単独

朝見遺跡（５次） SX51029 ７～８ｍ 単独

朝見遺跡（５次） SX51042 ８ｍ 単独

朝見遺跡（５次） SX52019 ８ｍ 単独

朝見遺跡（５次） SX56026 ８ｍ 単独

朝見遺跡（７次） SD704001 13ｍ 単独 朝見遺跡第５次調査のSX56027

第23表　方形周溝墓一覧第23表　方形周溝墓一覧

第141図　方形周溝墓配置図（1：500）

SD704001（SX56027）

SX56026

０ 20ｍ
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第142図　掘立柱建物変遷図（1：600）

SB713036

SB713037

SA713042

SA713039SB713038

SD713008
SD713009

SD713004

SD61001

第６次調査１-１区

第６次調査１-２区

第６次調査１-１区

第６次調査１-２区

第６次調査１-１区

第６次調査１-２区

24尺

平安時代中期

平安時代中期後半

平安時代末期～鎌倉時代

SD61014

13区

13区 13区

０ 20ｍ

ば、調査区外となる南辺または南半が調査区外の東

辺となる。東辺では周溝の幅が拡張しており、瀬干

遺跡ＳＸ２型の陸橋部に向かう傾向を示している。

問題点としては、陸橋部が東辺の南側へ偏った位置

にしか想定できないことである。

　瀬干遺跡の方向周溝墓は東または南東辺に陸橋部

をもっている。櫛田川下流部において一段階上回る

規模のＳＤ 704001（ＳＸ 56027）は、多少形状が歪

になっても東辺に陸橋部をもつ瀬干遺跡ＳＸ２型と

なるのではないだろうか。そして過ぎた見方ではあ

るが、10 ｍ東側に位置する小規模な方形周溝墓ＳＸ

56026 を従えて所在するようにみえるのである。
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３．掘立柱建物

（１）ＳＢ７０８００５

　ＳＢ 708005 は総柱の平面形態を呈し、10 世紀中

頃の平安時代中期とした。伊勢平野での総柱型建物

は、11 世紀に出現し、12 世紀に一斉に普及するも

のとされる
⑲

。伊賀国では森脇遺跡ＳＢ 307 が 10 世

紀中頃から後半とされ
⑳

、県内で最も早い例である。

ＳＢ 708005 はこれに匹敵する時期が与えられたこ

とになる。しかし、この建物は既述したように時期

と建物形態に疑問を残すものである。建物形態につ

いては、その規模は別にして総柱型建物として良い

ものと考えるが、時期については、出土状況が良好

な土師器杯を重視するか、10 ～ 11 世紀までの時期

幅で考えざるを得ない土師器甕の口縁部小片を重視

するかで状況は変わる。しかしいずれにしても、伊

勢国において出現期の総柱型掘立柱建物であること

には相違ない。

（２）１３区の建物変遷

　立田集落南側の 13 区では、比較的規模の大きい

側柱建物や柱列等が重複して検出された。この 13

区の建物変遷を概観する。

　平安時代中期としたものを２棟検出している。両

者は柱穴の一部が重複しており、ＳＢ 713036 →ＳＢ

713037 の順を現地で確認している。出土遺物の状

況もＳＢ 713036 が 10 世紀前後、ＳＢ 713037 が新

しい要素を含み 10 世紀から 11 世紀中頃までの幅で

考えざるを得ず、現地での確認と合致する。

　ＳＢ 713034 は周囲に同時期の遺構はなく、単独

で所在する。次のＳＢ 713037 も柱列ＳＡ 713042 を

伴うが、それ以外に付属する建物や周囲を区画する

溝等は検出されていない。北側約 10 ｍで実施され

た第６次調査１区まで広げると、ＳＢ 713037 と方

向を揃えるＳＤ 61001 がある。平安時代中期として

報告しているが、小片ではあるが口縁端部を内に巻

き込む土師器甕が複数出土しており、中期としても

後半にちかいもので、時期も合致する。これを南方

へ延長すると 13 区をかすめて東方の調査区外を南

下する。直線的に掘削された溝で、何らかの区画を

示しているものと思われる。ただし、ＳＢ 713037

東側梁行から溝までは約 7.2 ｍ、24 尺となり、完数

を得られない。西側は、調査区内に区画溝等は検出

されておらず、第６次調査のＳＤ 61014 等も蛇行し

ており、区画溝として南下を想定することには無理

がある。一応、東側は区画溝ＳＤ 61001 に規制され

ているようであるが、積極的にＳＢ 713037 の専有

地を区画する様な施設は見当たらない。

　平安末～鎌倉時代になると、逆Ｌ字状に延びる

柱列ＳＡ 713039 が現れる。東へ７ｍの後、方位に

沿って 18 ｍ北へ延び調査区外へ続く。しかし、第

６次調査１区までは北上していない。何かを囲う意

図があるものと思われるが、雑舎的なＳＢ 713038

があるのみで主要建物は確認されない。また、ＳＡ

713039 の東側２ｍほどを並走するＳＤ 713008 も直

線的に延びており、これもＳＡ 713039 と連動する

ものと思われるが、やはり第６次調査区には及んで

いない。ＳＤ 713008 から分離する流路ＳＤ 713009

は、ＳＢ 713038 を避ける様に西に流路を変えてい

る。建物を意識したものであれば、排水施設等の

関連施設となるが、ＳＤ 713004 をはじめ同方向に

流れる流路帯であり、偶然の可能性もある。ＳＡ

713039 やＳＤ 713008 と連絡して北側を限る施設の

有無を調査区外のため確認できないことは残念であ

るが、何かを区画または遮閉する施設が出現したこ

とには相違ない。

（３）主要建物等の変遷

　第５次調査では、和屋集落北方において有力な

建物が単独にちかいかたちで散在的に存在してい

ることが明らかになった。前述したＳＢ 708005 と

ＳＢ 713036・713037 の２群の建物は、柱掘形の規

模でみれば第５次調査のものよりも小規模である

が、時期は同じである。単独にちかいかたちで所在

することも共通する。したがって、第５次調査で

確認した散在的に所在する主要建物の分布が北に広

がり、立田集落南側に及ぶことを示しているものと

思われる。そして、中世を志向する総柱型建物ＳＢ

708005 が立田集落寄りに所在する。

　次の平安時代末期～鎌倉時代では、主要建物は検

出できなかったものの立田集落南側で区画または遮

閉施設が出現する。続く鎌倉時代では、やはり立田

集落寄りで区画溝を伴う屋敷地を第６次調査で検出

している。そして室町時代には居館を想定させる二
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重の堀が和屋集落近隣（第６次調査）と立田集落近

隣（中坪遺跡第３次調査）で検出される。中世期の

主要建物が未検出の状態では過言かも知れないが、

開放的な空間に所在した律令期の主要建物が中世の

進展と共に所在地を遮閉する施設を強化していく様

子を垣間見ることができるのではないだろうか。そ

して、立田集落で検出された居館の想定地は、現代

まで地域の中心地として意識され続けている
㉑

。この

様な主要建物の在り方は、立田集落近辺が、徐々に

地域の中心地としての地位を高めていく変遷も表し

ているとも思えるのである。　　　　　　　（森川）

［註］
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三重県埋蔵文化財センター�2000.3
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調査
次数

調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

７次 １区 SD701001 流路 SK701003→ 平安中 縄文土器、土師器杯・皿 室町に下る可能性あり。

７次 １区 SD701002 流路 平安後 ロクロ土師器、灰釉陶器・椀・壺

７次 １区 SK701003 土坑 →SD701001 縄文中期末 縄文土器 落ち込み状。第10図。

７次 １区 SD701004 溝 縄文 縄文土器 条里に沿う。時期が下るか。

７次 １区 SD701005 流路 不明 なし

７次 ２区 SD702001 溝 平安中 縄文土器、土師器杯

７次 ２区 SD702002 溝 不明 縄文土器

７次 ２区 SF702003 土坑 不明 縄文土器 被熱。第19図。

７次 ２区 SK702004 土坑 縄文 縄文土器

７次 ２区 SD702005 流路 不明 縄文土器

７次 ２区 SB702006 建物 不明 なし 第３表。第19図。

７次 ２区 SA702007 柵 不明 なし 第３表。第18図。

７次 ２区 SA702008 柵 不明 なし 第３表。第18図。

７次 ２区 SA702009 柵 不明 なし 第３表。第18図。

７次 ２区 SA702010 柵 不明 なし 第３表。第18図。

７次 ２区 SA702011 柱列 不明 なし
SB702006に付属。第３表。第19
図。

７次 ３区 SD703001 溝 SD703003→ 平安後～末 土師器杯・皿、陶器

７次 ３区 SD703002 溝 平安末 縄文土器、剝片、土師器椀・杯・鍋

７次 ３区 SD703003 溝 →SD703001 平安末以前 なし

７次 ３区 SD703004 流路 不明 縄文土器、土師器

７次 ３区 SD703005 溝 平安中 土師器杯、灰釉陶器

７次 ３区 SE703006 井戸 室町前 縄文土器、土師器皿・鍋、陶器 第24図。

７次 ３区 SD703007 ― 中世以降 土師器、山茶椀 痕跡程度の残存。

７次 ３区 SK703008 ― 中世以降 土師器、陶器 痕跡程度の残存。

７次 ３区 SD703009 ― 中世以降 なし 遺構に認め難い。

７次 ３区 SK703010 ― 中世以降 土師器、須恵器 痕跡程度の残存。

７次 ３区 SE703011 井戸 鎌倉末 土師器皿、山茶椀、陶器 第24図。

７次 ３区 SK703012 ― 中世以降 縄文土器、土師器 痕跡程度の残存。

７次 ３区 SD703013 溝 平安後 土師器皿、灰釉陶器

７次 ３区 SD703014 溝 平安後 土師器皿、灰釉陶器皿

７次 ３区 SD703015 ― 中世以降 なし 痕跡程度の残存。

７次 ３区 SD703016 溝 平安後 土師器、陶器

７次 ３区 SZ703017 不明 縄文 縄文土器、剝片、石錘 浅い落ち込み。第22図。

７次 ３区 SK703018 土坑 縄文 縄文土器 第24図。

７次 ３区 SZ703019 土坑 縄文 縄文土器 竪穴住居状。

７次 ３区 SK703020 土坑 縄文 縄文土器

７次 ３区 SK703021 土坑 縄文 縄文土器 浅い落ち込み。

７次 ３区 SK703022 テＣ17P1 土坑 飛鳥～奈良 土師器椀・甕 第24図。

テⅮ17P5

テⅮ17P2

テＥ18P2

７次 ４区 SD704001 方形周溝墓 弥生～古墳 古式土師器高杯・壺・甕、土師器甕 SX56027と同一。第30図。

７次 ４区 SK704002 土坑 不明 縄文土器 第31図。

７次 ４区 SK704003 土坑 不明 土師器 自然地形か。

７次 ４区 SK704004 土坑 不明 縄文土器 自然地形か。

７次 ４区 SH704011 竪穴 縄文 縄文土器
石囲炉を伴うが、位置が片寄る。
第31図。

７次 ４区 SK704012 ― ― 縄文土器 遺構にならず。

７次 ４区 SZ704013 ― ― 縄文土器、石器 自然地形か。

７次 ４区 SX704014 埋設土器１ 埋設土器 縄文 縄文土器 第31図。

７次 ４区 SX704015 埋設土器２ 埋設土器 縄文 縄文土器、石匙 第31図。

７次 ５区 SD705001 流路 鎌倉後 土師器杯・皿、山茶椀

７次 ６区 SK706001 SK1 溝 江戸 土師器、陶器

７次 ６区 SK706002 SK2 土坑 室町 土師器皿、山茶椀

７次 ６区 SD706003 SD1 溝 SK706022→ 室町 土師器皿・鍋、天目茶椀

７次 ６区 SK706004 SK3 溝 室町 土師器皿・鍋、山茶椀

７次 SA703023 第３表。第24図。３区 柱列 不明 なし

第24表　遺構一覧①
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調査
次数

調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

７次 ６区 SK706005 SK4 土坑
→SK76022
→SD706006
SD706033→

不明 なし

７次 ６区 SD706006 SD2 溝

SK706005→
SD706008→
→SK706007
SK706011→
SK706016→

室町 土師器皿・鍋、天目茶椀 第49図。

７次 ６区 SK706007 SK5 溝
SD706006→
→SD706008

室町 土師器皿・鍋、山茶椀

７次 ６区 SD706008 SD3 溝
→SD706006
SK706007→

室町 土師器皿

７次 ６区 SK706009 SK6 土坑 室町後 土師器皿、山茶椀

７次 ６区 SK706010 SK7 土坑 SD706033→ 室町後 土師器皿・鍋

７次 ６区 SK706011 SK8 土坑 →SD706006 江戸 土師器皿

７次 ６区 SK706012 SK9 土坑 SD76018→ 不明 土師器、陶器 SD706018と同一か。

７次 ６区 SK706013 SK10 土坑 室町 土師器皿

７次 ６区 SK706014 SK11 土坑 SD706018→ 室町 土師器鍋

７次 ６区 SK706015 SK12 土坑 SD706032→ 室町前 土師器皿・鍋

７次 ６区 SK706016 SK13 土坑 →SD706006 室町 土師器皿・鍋、陶器

７次 ６区 SK706017 SK14 土坑 江戸 土師器皿・鍋、陶器 第49図。

７次 ６区 SD706018 SD4 耕作溝
→SK706012
→SK706014

室町後 土師器皿・鍋

７次 ６区 SD706019 SD5 耕作溝
SD706032→
SK706024→

室町 土師器鍋

７次 ６区 SD706020 SD6 耕作溝
SD706032→
SK706024→

室町 土師器皿・鍋

７次 ６区 SK706021 SK15 溝 室町 土師器鍋、天目茶椀 SD706032の最終埋没形態。

７次 ６区 SK706022 SK16 土坑
→SD706003
SK76005→

室町後 土師器皿・鍋

７次 ６区 SK706023 SK17 土坑 →SD706034 室町後 土師器鍋・羽釜、陶器

７次 ６区 SK706024 SK18 溝
SD706019→
SD706020→

室町 土師器皿・鍋、施釉陶器 SD706032の最終埋没形態。

７次 ６区 SK706025 SK19 土坑
SK706027→
SK706029→

室町後 土師器皿・鍋

７次 ６区 SK706026 SK20 井戸
SD706032→
SK706039→

江戸 土師器皿・鍋・焙烙、施釉陶器 SK706030と接合遺物あり。

７次 ６区 SK706027 SK21 土坑 →SK706025 不明 なし

７次 ６区 SK706028 SK23 井戸 →SD706034 室町 土師器皿、山茶椀、青磁椀 SE706036の掘形。第49図。

７次 ６区 SK706029 SK24 土坑 →SK706025 不明 土師器

７次 ６区 SK706030 SK30 溝 SD706034→ 江戸 土師器鍋、青磁椀、施釉陶器 SD706034の埋土の一部。

７次 ６区 SK706031 SK32 土坑 室町 土師器皿・鍋

７次 ６区 SD706032 SD7 溝

→SK706015
→SD706019
→SD706020
→SK706026

室町 土師器鍋、山茶椀 大型土坑の可能性あり。

７次 ６区 SD706033 SD8 溝
→SD706003
→SK706005
→SK706010

室町 土師器皿・鍋、山茶椀 第49図。

７次 ６区 SD706034 SD9 溝

SK706028→
→SK706030
SE706035→
SK706037→

江戸 土師器皿・焙烙

７次 ６区 SE706035 SE22 井戸 →SD706034 室町後 土師器鍋、青磁椀

７次 ６区 SE706036 SE23 井戸 室町 土師器鍋、陶器 SK706028が掘形。第49図。

７次 ６区 SK706037 SK23 土坑 →SD706034 不明 なし

ニＫ19P5

ニＫ19P8

ニＬ19P1

ニＬ19P11

ニＬ19P16

ニＬ20P13

ニＬ20P30

７次 ６区 SK706039 ニＮ20P4 土坑 →SK706026 室町 土師器皿、下駄

７次 ７区 SD707001 溝 鎌倉後 土師器、山茶椀 条里に沿う。

７次 ７区 SD707002 溝 室町前 土師器鍋 条里に沿う。

７次 ８区 SD708001 溝 →SB708005 平安中以前 土師器

７次 ６区 SB706038 建物 室町 第３表。第48図。
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調査
次数

調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

７次 ８区 SD708002 溝 →SB708005 平安中以前 なし

７次 ８区 SK708003 土坑 不明 縄文土器 焼土を伴う。

７次 ８区 SD708004 溝 平安前 土師器杯、製塩土器

カＳ14P1

カＴ13P1 土師器杯・甕

カＴ13P2

カＴ13P3

カＴ13P4 土師器杯・甕

カＵ13P1 土師器杯・皿・甕

カＵ13P2

カＵ13P5

カＵ14P1 土師器甕

７次 ８区 SK708006 不明 不明 土師器 自然地形か。

７次 ８区 SD708007 溝 平安前 土師器

７次 ８区 SD708008 SD704004 溝 →SB708010 不明 なし 流路か。

７次 ８区 SB708009 建物 平安 なし 第３表。第67図。

７次 ８区 SB708010 カＯ7P1 建物 SD708008→ 平安 土師器杯 第３表。第67図。

７次 ９区 SD709001 溝 奈良～平安 土師器杯・甕 SD59016と一連。

７次 ９区 SD709002 溝 不明 土師器

７次 ９区 SD709003 流路 SD709004→ 鎌倉 土師器杯・甕、山茶椀 SD59005・59008と一連。

７次 ９区 SD709004 流路
→SD709003
SD709008→

平安後 ロクロ土師器、灰釉陶器、山茶椀 SD79003の一部。

７次 ９区 SD709005 溝 不明 縄文土器 土坑の可能性を残す。

７次 ９区 SK709007 試掘坑 ― 土師器

７次 ９区 SD709008 流路 →SD709004 平安後 土師器、須恵器杯 SD79003の一部。SD59003と一連。

７次 ９区 SZ709009 不明 奈良 土師器椀・甕 焼土を含む。第71図。

７次 ９区 SD709010 流路 奈良 土師器椀・杯・甕、須恵器蓋

７次 ９区 SD709012 溝 奈良 土師器、須恵器蓋

７次 ９区 SK709013 不明 不明 石鏃

７次 10区 SD710001 溝
SD710008→
SD710002→

飛鳥～奈良 土師器杯・壺・高杯

７次 10区 SD710002 溝
→SR710003
→SD710001

弥生～古墳 古式土師器高杯・壺・甕

７次 10区 SR710003 流路
SD710008→
SD710002→

室町 土師器茶釜

７次 10区 SD710004 溝 飛鳥～奈良 土師器椀・高杯・甕

７次 10区 SD710005 溝 平安中 土師器杯・皿・甕、緑釉陶器

７次 10区 SD710006 溝 SR710011→ 平安後
土師器杯・甕、ロクロ土師器、瓦
器、灰釉陶器

７次 10区 SD710007 溝
SD710009→
SR710011→

平安末～鎌倉 土師器皿・鍋、山茶椀、瓦

７次 10区 SD710008 溝
→SR710003
→SD710001

弥生～古墳 古式土師器

７次 10区 SD710009 溝 →SD710007 平安末以前

７次 10区 SD710010 流路 弥生～古墳 古式土師器壺・甕

７次 10区 SR710011 流路
→SD710007
→SD710006

弥生～古墳 古式土師器甕 SR710012はSR710011の誤記入。

７次 11区 SD711001 溝

→SD711004
→SD711005
→SD711003
SD711018→

平安中以前 縄文土器

７次 11区 SK711002 土坑 平安 縄文土器、土師器杯 自然地形の可能性あり。

７次 11区 SD711003 流路
SD711001→
SD711018→

平安中 縄文土器、土師器杯・皿

７次 11区 SD711004 溝 SD711001→ 室町 縄文土器、土師器皿 条里に沿う。

７次 11区 SD711005 溝 SD711001→ 室町 縄文土器、土師器鍋、石錘 条里に沿う。

７次 11区 SD711006 溝
SD711007→
SK711016→

平安後 縄文土器、土師器鍋 方位に沿う。

７次 11区 SD711007 流路 →SD711006 平安後 縄文土器、土師器皿・壺

７次 11区 SD711008 流路 SH711024→ 平安中以前 縄文土器、剝片 平安末に下る可能性あり。

７次 11区 SK711009 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SK711010 土坑 平安 縄文土器、土師器杯 自然地形の可能性あり。

７次 11区 SK711011 土坑 平安 土師器皿・甕

７次 11区 SD711012 溝
SD711027→
SD711026→

平安中～末 土師器杯・甕 流路の可能性あり。

７次 SB708005
SD708002→
SD708001→

第３表。第66図。平安中８区 建物
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調査
次数

調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

７次 11区 SD711013 溝
→SD711023
SD711026→

平安末
土師器杯・甕、ロクロ土師器、山茶
椀、緑釉陶器

条里に沿う。

７次 11区 SK711014 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SK711015 土坑 平安後 縄文土器、土師器鍋

７次 11区 SK711016 土坑 →SD711006 縄文 縄文土器

７次 11区 SK711017 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SD711018 自然地形
→SD711001
→SD711003

縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SK711019 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SD711020 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SK711021 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SK711022 自然地形 縄文 縄文土器 平安まで下る可能性あり。

７次 11区 SD711023 溝
SD711027→
SD711013→

平安末 土師器杯・甕、山茶椀

７次 11区 SH711024 竪穴 →SD711008 縄文 縄文土器
焼土を伴うが位置が片寄る。第82
図。

７次 11区 SD711026 流路
→SD711012
→SD711027
→SD711026

奈良～平安
古式土師器、土師器台付椀・鍋、施
釉陶器

弥生終末、室町にも流水あり。

７次 11区 SD711027 溝
→SD711012
SD711026→
SD711023→

平安前 土師器杯・皿・甕

７次 12区 SD712001 流路 室町
土師器甕・鍋、山茶椀、黒色土器、
施釉陶器

奈良、平安後にも流水あり。

７次 12区 SD712002 溝 不明 縄文土器

７次 12区 SD712003 溝 室町後 土師器杯・皿・鍋、施釉陶器

７次 12区 SD712004 溝 室町後 土師器杯・鍋、陶器

７次 12区 SE712005 井戸 鎌倉 土師器皿・鍋、山茶椀 第90図。

７次 12区 SD712006 流路 平安中 土師器甕

７次 12区 SD712007 流路 平安中 土師器

７次 12区 SD712008 流路 室町以前 土師器鍋、施釉陶器

７次 12区 SD712009 沼地 平安中～後 土師器皿・甕、灰釉陶器、鉄斧 SD61020と一連。

７次 12区 SK712010 流路 室町 縄文土器、土師器皿

７次 12区 SD712011 溝 飛鳥～奈良 土師器甕、須恵器蓋

７次 12区 SD712012 土坑 奈良 土師器甕

７次 12区 SD712013 流路 鎌倉 縄文土器、土師器皿、陶器 SD712009の溢れ。

７次 12区 SK712014 土坑 SD712019→ 平安前 縄文土器、土師器杯 第90図。

７次 12区 SK712015 流路 SD712017→ 奈良～平安 土師器、須恵器甕

７次 12区 SD712016 自然地形 鎌倉以前 縄文土器

７次 12区 SD712017 流路 →SK712015 平安中～鎌倉 縄文土器 SD712009の溢れ。

７次 12区 SD712018 自然地形 鎌倉以前 縄文土器

７次 12区 SD712019 流路 →SK712014 平安中～鎌倉 縄文土器、土師器 SD712009の溢れ。

７次 12区 SK712020 アＱ16P1 土坑 室町 土師器皿・鍋 第90図。

７次 13区 SD713001 SD1 溝

→SK713028
SK713002→
→SD713025
→SD713023
→SD713024

室町
縄文土器、土師器皿、瓦器皿、山茶
椀

７次 13区 SK713002 SK1 土坑 →SD713001 室町以降 土師器杯・甕 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SK713003 SK2 土坑 →SD713001 室町以降 縄文土器 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SD713004 SD2 流路 SD713015→ 平安後～鎌倉
土師器皿、ロクロ土師器、山茶椀、
青磁椀

第99図。

７次 13区 SD713005 SD3 溝 不明 縄文土器 縄文時代の包含層状。

７次 13区 SD713006 SD4 流路 平安以降
縄文土器、灰釉陶器、緑釉陶器、剝
片

包含層状。第99図。

７次 13区 SK713007 SK3 流路 平安以降 SD713006の埋土で検出。

７次 13区 SD713008 SD5 溝
→SE713035
→SD713034
→SD713009

平安末～鎌倉
縄文土器、土師器皿、山茶椀、剝
片、石錘

方位に沿う。第99図。

７次 13区 SD713009 SD6 流路

SD713008→
→SD713034
→SB713037
SD713041→
→SA713039

平安後～末
縄文土器、土師器皿、山茶椀、石
鏃、石錘

第99図。

７次 13区 SD713010 SD7 溝 室町前 土師器皿・鍋、陶器

７次 13区 SK713011 SK4 土坑 平安末 山茶椀

７次 13区 SK713012 SK5 土坑 不明 縄文土器、剝片 自然地形か。

第24表　遺構一覧④

－ 204－ － 205－



調査
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調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

７次 13区 SK713013 SK6 土坑 平安後 縄文土器、ロクロ土師器 第100図。

７次 13区 SK713014 SK7 不明 不明 なし 自然地形か。

７次 13区 SD713015 SD8 不明
→SK713029
→SK713031
→SD713004

室町前 なし 包含層状。

７次 13区 SD713016 SD9 溝 平安末～鎌倉 縄文土器、山茶椀

７次 13区 SD713017 SD10 溝 →SD713018 平安末～鎌倉

７次 13区 SD713018 SD11 溝
SD713019→
SD713017→

平安末～鎌倉 土師器

７次 13区 SD713019 SD12 溝 →SD713018 平安末～鎌倉

７次 13区 SD713020 SD13 ― ― ― SD713001と同一。

７次 13区 SD713021 SD14 流路 平安以降 縄文土器 SD713006の埋土で検出。

７次 13区 SD713022 SD15 流路 室町以降 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SD713023 SD16 流路 SD713001→ 室町以降 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SD713024 SD17 流路 SD713001→ 室町以降 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SD713025 SD18 流路 SD713001→ 室町以降 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SK713026 SK8 ― ― ― SB713036柱穴

７次 13区 SK713027 SK9 ― ― ― SB713036柱穴

７次 13区 SK713028 SK10 流路 SD713001→ 室町以降 SD713001の埋土で検出。

７次 13区 SK713029 SK11 土坑 SD713015→ 鎌倉 縄文土器、山茶椀

７次 13区 SK713030 SK12 土坑 →SD713033 不明

７次 13区 SK713031 SK13 土坑
SD713015→
SD713015→

室町以降 自然地形か。

７次 13区 SK713032 SK14 ― ― ― SB713036柱穴

７次 13区 SD713033 SD19 流路 SK713030→ 平安以降 縄文土器 包含層状。

７次 13区 SD713034 SD20 流路

SD713008→
SD713041→
SD713009→
→SB713036

室町後 土師器皿・鍋、山茶椀 第101図。

７次 13区 SE713035 SE1 井戸 SD713008→ 鎌倉
土師器皿、山茶椀、陶器鉢、施釉陶
器

第100図

ウＦ23SK14 SB1№3
SK713032

土師器

ウＦ24SP1 SB1№2 土師器、須恵器

ウＦ25SP1 SB1№1 土師器杯・甕

ウＦ25SP2 なし

ウＦ25SP3 SB1№8 土師器

エＦ1SP3 縄文土器

ウＧ24SK9 SB1№4
SK713027

なし

ウＧ24SP3痕跡 なし

ウＧ24SP4痕跡 なし

ウＧ24SP5 SB1№6
　ウG24P1

縄文土器、土師器

ウＧ24SK713026 土師器杯

ウＧ25P4SB1№7 土師器杯・甕

エＦ1P5 SB2№1 土師器杯・皿

エＦ1P6 SB2№2 土師器杯

エＦ2SP3 縄文土器

エＦ2SP4 土師器杯

ウＧ25P6 SB2№4 土師器、須恵器

ウＧ25P5 SB2№3 土師器杯・甕

エＧ1SP12 SB2№2
 エG1P6

土師器

エＧ1SP10 SB2№8
 SB2P10

土師器甕、黒色土器

エＧ2SP1 土師器杯、灰釉陶器

エＧ2P6 SB2№9 なし

エＧ3SP3 土師器

エＨ1SP4 土師器

エＨ1SP6 土師器、須恵器

エＨ1SP8 なし

エＨ1SP10 SB2№7 土師器、灰釉陶器

エＨ2SP4 なし

第３表。第97図。

第３表。第96図。

Ｔ13Ｔ13 SB713037

SD713009→
SD37041→
SB713036→
→SB713038

平安中～末建物

７次 SB713036
→SB713037
SD713034→

平安中13区 建物
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調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

ウＧ25P3 SB3№3 土師器、山茶椀

エＧ1P13 SB3№2 土師器鍋、須恵器

エＧ1P12 SB3№1 縄文

エＧ1SP7 なし

エＧ2P7 SB3№4 土師器皿・鍋

エＨ1SP1 なし

エＨ1SP2 なし

エＨ1SP7 土師器甕

エＨ2P3 SB3 なし

エＦ2P9 SA1№3 なし

エＧ2P3 SA1№4 土師器杯

エＧ2P4 SA1№5 土師器皿・甕、山茶椀

エＧ2P5 SA1№6-1 土師器

№6-2 土師器

№6-3 土師器

エＨ2P1 SA1№7 土師器甕

エＨ2P2 SA1№8 土師器鍋、山茶椀、陶器鉢

エＩ2P10 SA1№9 土師器

エＩ2P8 SA1№10 土師器皿

№11 土師器

エＪ2P7 SA1№12-1 土師器、ロクロ土師器、山茶椀

エＪ2P4 SA1№12-2 土師器、灰釉陶器

エＪ1P9 SA1№12-3 なし

エＪ1P5 SA1№12-4 なし

エＪ1P2 土師器

エＪ1P9 なし

エＩ1P10 なし

７次 13区 SD713040 SD21 溝 鎌倉後 土師器皿、山茶椀

７次 13区 SD713041 SD22 溝

→SD713008
→SD713009
→SB713037
→SB713038

室町前 縄文土器、土師器皿 第100図。

ウＩ25SＰ4 縄文土器、土師器皿

ウＩ25SＰ5 縄文土器

ウＩ25SＰ2 なし

ウＩ1SＰ1 土師器甕、山茶椀

エＨ1SＰ5 縄文土器、土師器

エＨ2SＰ5 縄文土器、土師器甕

エＨ2SＰ6 縄文土器

８次 ６区 SR801 流路 鎌倉 土師器皿・鍋 SD614016と一連。

８次 ６区 SD802 流路 不明 須恵器甕 SR801・803の底部で検出。

８次 ６区 SR803 流路 鎌倉 なし SD614016の南岸。

８次 2-2区 SD804 溝 →SK806 飛鳥以前 なし SD56033・57015と一連。

８次 2-2区 SD805 溝 →SK806 室町 土師器皿、山茶椀 SD57002の東岸。

８次 2-2区 SK806 土坑 SD804→ 江戸 土師器鍋、陶器 SK56031と同一。

８次 2-2区 SD807 溝 不明 縄文土器

８次 2-2区 SE808 井戸 平安 須恵器甕、灰釉陶器

８次 2-1区 SD809 溝 →SE810 中世以前 なし SD56016と同一。

８次 2-1区 SE810 水溜 SD809→ 中世 なし SK56013と同一。

８次 ３区 SD811 溝 不明 なし SK67005と一連。

８次 ５区 SD812 溝 室町前 土師器皿・鍋、灰釉陶器

８次 ５区 SD813 溝 鎌倉 なし SD69001と一連。

８次 ５区 SD814 溝 近代以降 陶器、瓦

８次 1-1区 SD815 流路 室町 土師器鍋

８次 1-1区 SD816 流路 弥生～古墳 古式土師器

８次 1-2区 SD817 流路 不明 なし

９次 16区 SK90102 土坑 鎌倉 土師器皿・鍋、陶器

９次 ３区 SD90301 溝1 溝 奈良 土師器杯・甕 平安に下る可能性あり。

９次 ５区 SD90501 SD1 溝 古代以前 なし SD63009と一連。

第３表。第97図。

第３表。第98図。

第３表。第98図。

平安中～後

７次 SB713038
SB713037→
SD713041→

平安末～鎌倉13区 建物

SD713009→ 平安末～鎌倉柱列

７次 13区 SA713042 柱列

13区７次 SA713039

第24表　遺構一覧⑥

－ 206－ － 207－



調査
次数

調査区 遺構名 調査時名称 性格 前後関係 時期 主な出土遺物 備　　考

９次 ６区 SB54043 P1 建物 中世以前 土師器

P1 土師器杯・甕

P2 土師器

P2柱痕 土師器杯

９次 ８区 SD90801 SD1 溝 平安中 土師器杯・甕 SD61001と一連。

９次 ８区 SD90802 SD2 流路 鎌倉 山茶椀

９次 ９区 SK90901 SK1 土坑 鎌倉 土師器、山茶椀

９次 ９区 SD90902 SD2 溝 平安末 土師器皿、山茶椀 SD61002・61022と一連。

９次 ９区 SD90903 SD1 溝 平安末～鎌倉 土師器、須恵器甕 SD61006・61026と一連。

９次 ９区 SR90904 SR1 流路 弥生～古墳 古式土師器 SR61021と一連。

９次 ９区 SR90905 SR2 流路 古墳以降 土師器甕

９次 11区 SR91101 NR1 流路 鎌倉 土師器甕、山茶椀、陶器

９次 14区 SD91401 SD1 溝 →SD91402 平安前 土師器杯

９次 14区 SD91402 SD2 溝 SD91401→ 平安前以降 なし

９次 16区 SD91601 SD90101 溝 不明 なし

９次 16区 SK91602 SK90102 土坑 室町 土師器皿・鍋、山茶椀、陶器

第24表　遺構一覧⑦

９次 ７区 SB63004 建物 平安前

第24表　遺構一覧⑦

－ 208－ － 208－



写真図版１第７次調査

３・４区調査前風景と面塚（南から）

５～７区調査前風景（北から）



写真図版２ 第７次調査

SK701003（西から）

１区全景（西から） １区全景（東から）



写真図版３第７次調査

SB702006、SA702011（東から）

２区全景（東から） SA702007～702010（西から）



写真図版４ 第７次調査

SF702003（北から）SF702003検出状況（北から）

SF702003断面（東から）



写真図版５第７次調査

SK703018断面（西から）

３区全景（北から）

SK703022遺物出土状況（北から）３区下層全景（南西から）



写真図版６ 第７次調査

SE703011（西から）

SE703006（東から）



写真図版７第７次調査

４区下層全景（北から）

４区上層全景（北から）



写真図版８ 第７次調査

SD704001（南から）

SD704001遺物出土状況（南から）

SD704001遺物（230）出土状況（南西から） SD704001遺物（233・235・236）出土状況（西から）



写真図版９第７次調査

SK704002断面（南西から）

SH704011遺物出土状況（西から）

SH704011石囲炉下部（東から）

SH704011石囲炉（東から）

SH704011（北から）



写真図版10 第７次調査

５区全景（南から）

SX704014（西から） SX704015（北から）

SX704014（東から）



写真図版11第７次調査

SB706038（北西から）

６区全景（北西から）



写真図版12 第７次調査

SE706036断面（北から）

SE706036（東から）



写真図版13第７次調査

７区全景（東から）

SK706026（東から）



写真図版14 第７次調査

SB708010（北から）

８区全景（北から）



写真図版15第７次調査

SB708005柱穴遺物出土状況（東から）

SB708005（北から）



写真図版16 第７次調査

９区全景（南から）

９区全景（北から）



写真図版17第７次調査

SZ709009断面（東から）

SZ709009（北から）



写真図版18 第７次調査

10区東部全景（南東から）

10区西部全景（南西から）



写真図版19第７次調査

SD710001（北から） SD710006（南から）

SD710001断面（南から）



写真図版20 第７次調査

11区東部全景（南から）

11区西部全景（西から）



写真図版21第７次調査

SD711001（北から） SD711003（北西から）

SH711024、SD711008（北から）



写真図版22 第７次調査

12区中央部全景（南西から）

12区西部全景（東から）



写真図版23第７次調査

SD712003・712004、SK712020（東から） SE712005遺物出土状況（南から）

12区東部全景（東から）



写真図版24 第７次調査

13区南半全景（北西から）

13区北半全景（北から）



写真図版25第７次調査

SB713036柱筋上小穴遺物出土状況（南から）

SB713036柱穴遺物出土状況（北から） SD713008（南から）

SB713036（南から）



写真図版26 第７次調査

SB713038、SA713039（南から）

SB713037、SA713042（西から）



写真図版27第７次調査

縄文土器

5

1

161 69

978

979

382 1073



写真図版28 第７次調査

縄文土器

355

4

16

353

139

354

253

346

15

1140



写真図版29第７次調査

縄文土器

50

368

433

117318

445 214

1080

351

70



写真図版30 第７次調査

縄文土器

277

137

3

361

356

28

279 986

284

283

2

88721

446



写真図版31第７次調査

縄文土器

26

434

187

435 25

289

13

183

24



写真図版32 第７次調査

縄文土器

136

37

38

181

367

275

40

135 160

428

177 178

256 285



写真図版33第７次調査

縄文土器

1159

48

290

348

999

57

258

68

449175

369

1000

27

995



写真図版34 第７次調査

縄文土器

296

264

216

260

252

1021

262 1001

1004

191

257



写真図版35第７次調査

縄文土器

376

309

312

164

188

186

1005

310

250

370

307

363



写真図版36 第７次調査

縄文土器

379

339

402

318340

8682 300

167

381 343



写真図版37第７次調査

縄文土器

1134

87 197

410

408

421

441

1132

981

85

419

1133

1135

350

78



写真図版38 第７次調査

縄文土器

194 345

11991023 1024

883 888

976 1088

1195



写真図版39第７次調査

縄文土器

1018

1017

1008

1019

1015

220

1012

439

1022



写真図版40 第７次調査

弥生土器～古式土師器

822

233

159

235

457

103

930

1210



写真図版41第７次調査

土師器杯・皿

783

901

1059

751

1107

572

897

131

869

964

948

753

748

749



写真図版42 第７次調査

土師器皿

577 579

611

735

597

599

600 603

604

613 614

615617

619

619

1053 1204

1207 1208

1077



写真図版43第７次調査

土師器高杯・甕・鍋・茶釜

1029

583

120

819

584

832 940

640



写真図版44 第７次調査

ロクロ土師器・黒色土器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・山茶椀

108

965

98

588

846

841

840

1060

917 957

1078 770

952



写真図版45第７次調査

山茶椀

499

587

969

494

1119

589

590

590

591

591



写真図版46 第７次調査

陶器

555 673659

780

652

656

663 662 665

672 674

649 650

661655



写真図版47第７次調査

陶器

680

679

678

1033

686

681



写真図版48 第７次調査

陶器

689

541

298

192 557

694



写真図版49第７次調査

磁器

703 706

701

705

4751227

707

703

710

704

704



写真図版50 第７次調査

瓦・土製品

714

962

715

711716

1034

945

113

713

920

781159



写真図版51第７次調査

石器

1229

817

3521036

946

89 1231

423 88

171

422

816

210

1228

1230



写真図版52 第７次調査

石器

209

208 42490

1237

229

12361234 1235

456

826

443 444



写真図版53第７次調査

木製品・金属製品

737

717

719

740

738738

739

1238721 718

721

737

739 720



写真図版54 第８次調査

SD817検出状況（北から）

２-１区全景（東から）

１-１区全景（西から）

SE808断面（南から）

２-２区全景（北から）



写真図版55第８次調査

５区全景（北から）

6－1区全景（南から）

３区全景（北から）

SD811断面（南から） SD817断面（南から）

6－2区全景（南から） 6－1区断面（南から）



写真図版56 第８次調査

出土遺物

16 40

42 17 32

20 22 34

39 37 30

27

24 25

28

31

23



写真図版57第８次調査

出土遺物

663

7073

7174

13

14

67

8



写真図版58 第９次調査

３区全景（西から）

１区全景（西から） ２区全景（西から）

SD90201（南から）

４区全景（北から） ４区西壁土層（東から）



写真図版59第９次調査

SD90501（東から）５区遺構検出状況（南から）

７区SB63004柱穴検出状況（東から） ６区全景（南東から）



写真図版60 第９次調査

10区全景（南から）

８区遺構検出状況（東から） ９区遺構検出状況（東から）

10区西壁土層（東から）11区全景（南から）

12区全景（南から） 13区全景（東から）



写真図版61

出土遺物

第９次調査

30 30

19 27 29

16区全景（東から）15区全景（西から）

14区全景（東から） SD91401断面（東から）



＊＊＊ トチノキ科トチノキ属トチノキ
木口 柾目 板目

写真図版62

木製品顕微鏡写真

                                 1a-1c.コナラ属アカガシ亜属(No.45)

                                 2a-2c.コナラ属クヌギ節(No.46)

                                 3a-3b.コナラ属クヌギ節(No.47)

                                 4a.広葉樹樹皮(No.48)

                                 a:横断面、b:接線断面、c:放射断面

炭化材の走査型電子顕微鏡写真

4a3b3a

2c2b2a

1c1b1a



738 　　下駄 クリ

写真図版63

木製品顕微鏡写真

横断面 放射断面 接線断面 

横断面 放射断面 接線断面 

横断面 放射断面 接線断面 

横断面 放射断面 接線断面 

横断面 放射断面 接線断面 

横断面 放射断面 接線断面 

737 　　下駄 キハダ属

719 　　曲物底板　サワラ

717 　　曲物底板　スギ

718 　　木札 スギ

721 　　道具 ヒノキ



写真図版64

写真１　資料№１内面 写真３　資料№１外面

写真２　内面の断面 写真４　外面の断面

・試料 No.49 （PLD-36779） ・試料 No.50 （PLD-36780） ・試料 No.51 （PLD-36781）

炭化材の年代測定試料写真

プレス試料およびリンとカルシウムの元素マッピング図



市町村 遺跡番号

20160420
～

20161017
5,742㎡

20160906
～

20161122
600㎡

20170508
20170715

～
20171206

620㎡

種別

集落跡

要

約

松阪市
まつさかし

立田町
たつたちょう

和屋町
わやちょう

24204 ａ838
34度
33分
33秒

136度
34分
44秒

　朝見遺跡は櫛田川左岸沖積地に位置する。これまでの第１～６次調査の成果を踏襲するもので、
散在的に所在する平安時代の掘立柱建物や中世から近世の井戸・溝等を検出している。掘立柱建物
のなかには、出現期と思われる平安時代中期ちかくに遡る総柱形態を呈するものがある。また、古
墳時代初頭の方形周溝墓や縄文時代中期末の埋設土器、石囲炉等も検出している。多量の縄文土器
や土師器皿、山茶椀等が出土しているが、墨書により記号をしるされたもの、手習いに用いられた
土師器皿等がある。

朝見遺跡

縄文
弥生～古墳

平安
室町

埋設土器
石囲炉

掘立柱建物
井戸

縄文土器・古式土
師器・土師器・山
茶椀・陶器・石

鏃・石錘・下駄・
木札

朝見
あさみ

遺跡
いせき

（第
だい

８次
じ

）

朝見
あさみ

遺跡
いせき

（第
だい

７次
じ

）

朝見
あさみ

遺跡
いせき

（第
だい

９次
じ

）

主な時代

調査面積

特記事項

北  緯

コ ー  ド
ふ り が な

高度水利機
能確保基盤
整備事業（朝
見上地区）

主な遺物所収遺跡名

調査期間

主な遺構

所収遺跡名 所　在　地
東　経

ふ り が な
調査原因
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